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Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査の目的 

子ども・子育て支援法第 61 条に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画の第 2 期計画（平成

32～36 年度）の策定にあたり、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の現在の利用状況を把

握するとともに、保護者の利用希望を把握し、これらを踏まえて教育・保育及び地域子ども・子育

て支援事業の量の見込を推計することを目的とする。 

 

２ 調査の種類と調査数 

調査の種類としては、小学校就学前子ども（以下「就学前子ども」）の保護者用調査、小学

校就学子ども（以下「就学子ども」）の保護者用調査の２種類を実施した。 

調査の種類 対象年齢 配布数 回収数 回収率 

就学前子どもの保護者用 ０～５歳 15,000 件 8,374 件 55.8％ 

就学子どもの保護者用 小学校１～６年生 3,000 件 1,739 件 58.0％ 

 

３ 抽出方法 

年齢別、地域別の分析が可能となるように、住民基本台帳および外国人登録原票より無作為に抽

出を行った。また、同一世帯に複数の調査票を送付しないよう抽出した。 

就学前子どもの対象者は、教育・保育の事業等の利用状況・ニーズを把握するため、低年齢を中

心に、０歳児、１～２歳児、３～５歳児の３区分で抽出した。 

就学子どもの対象者は、放課後児童健全育成事業である「わくわくプラザ」等の利用状況・ニー

ズを把握するため、主な利用者である低学年を中心に、１年生、２～３年生、４～６年生（高学年）

の３区分で抽出した。抽出した年齢ごとのサンプル数は以下に示すとおりである。 

 

■就学前子どもの保護者用の内訳  ■就学子どもの保護者用の内訳 

年齢区分 抽出数 合計  年齢区分 抽出数 合計 

０歳児 4,300 4,300  １年生（６歳児） 1,000 1,000 

１歳児 2,514 
5,000 

 ２年生（７歳児） 477 
1,000 

２歳児 2,486  ３年生（８歳児） 523 

３歳児 2,044 

5,700 

 ４年生（９歳児） 317 

1,000 ４歳児 1,796  ５年生（10 歳児） 350 

５歳児 1,860  ６年生（11 歳児） 333 

 

４ 調査方法 

郵送配布／郵送回収 

 

５ 調査期間 

平成３１年１月１８日～１月３１日 
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Ⅱ データの見方 

 

� 百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。そのため、単数回答

においても、％を足し合わせても 100％にならない場合がある。 

 

� グラフ内の N は、各設問の回答者数である。 

 

� 調査結果内の SA は単一回答であり、MA は複数回答を意味する。 

 

� MA(複数回答)の場合、基数をその設問の回答対象人数としているものは、合計比が 100％を超える

ことがある。 

 

� 回答者の中には、性別や年齢など属性に関する質問に回答していない人がいるため、各設問の全体

の回答者数と、性別、年齢別などの属性別の回答者数の合計は一致しない。 

 

� 属性別や設問間のクロス集計表は、合計に回答者数の件数、選択肢ごとの内訳を％で示した。 
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Ⅲ 調査結果（概要） 

１ 子どもと家族の状況について（P15） 

 子どもと家族の状況について尋ねたところ、家族構成の状況は「核家族」が就学前 88.8％、就学 81.8％

と家族構成の中で最も多く、続いて「親族同居家族」が就学前 6.5％、就学 8.9％、「単身赴任」が就学

前 1.3％、就学 3.0％となっている。 

 子育てを主に行っている方について尋ねたところ、「父親、母親ともに」が就学前 64.3％、就学 59.5％、

「母親」が就学前 34.1％、就学 37.8％となっている。 

 

 

２．子どもの育ちをめぐる環境について（P20） 

 子育て（教育を含む）に日常的にかかわっている人や施設について聞いたところ、「父親、母親とも

に」が 70.0％で最も多く、次いで、「保育所」が 33.2％、「母親」が 25.2％と続いている。 

 

 日頃、子どもをみてもらえる親族及び知人について尋ねたところ、「緊急時または用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる」が就学前 59.4％、就学 50.4％と最も多くなっている。また「いずれもいな

い」が就学前 23.7％、就学 18.9％となっている。 

 祖父母等の親族に預かってもらえる場合の問題の有無について聞いたところ、「安心して子どもをみ

てもらえる」は就学前 67.0％、就学 69.7％と最も多くなっており、「祖父母等の親族の身体的負担が大

きく心配である」は就学前 28.1％、就学 27.9％と続いている。 

 友人・知人に預かってもらえる場合の問題の有無について聞いたところ、「安心して子どもをみても

らえる」は就学前 63.0％、就学 66.8％と最も多くなっており、「親の立場として、負担をかけているこ

とが心苦しい」が就学前 29.1％、就学 34.6％と続いている。 

 

 子育てに関する相談先の有無について聞いたところ、「いる／ある」は就学前 91.5％、就学 84.2％と

なっている。 

 子育てに関する相談先について尋ねたところ、「祖父母等の親族」が就学前 81.5％、就学 82.8％と最

も多く、次いで「友人や知人」が就学前 74.2％、就学 74.8％、「近所の子育て仲間」が就学前 27.9％、

就学 33.3％、「利用している保育所の保育士」が就学前 29.4％、「通学する小学校（先生）」が就学 29.5％

と続いている。 

 

 安心して子育てを行うために、あればよいと思うサポートについて尋ねたところ、「保育所・幼稚園

など希望する事業が利用できる環境」が 64.3％と就学前で最も多く、「子どもを遊ばせる場や機会の提

供」が就学前 55.5％、就学 52.9％、「親のリフレッシュの場や機会の提供」が就学前 54.0％、就学 33.9％

と就学前・就学とも上位 3 項目に入っており、「子育てに関する総合的な情報提供」が 36.4％と就学で

は 2 番目に多くなっている。 
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３ 保護者の就労状況について（P29） 

 母親の就労状況について尋ねたところ、就学前では「以前は就労していたが、現在は就労していない」

が 31.6％と最も多く、次いで、「フルタイム(1 週 5 日程度・1日 8時間程度)」が 30.6％、「フルタイム

だが、産休・育休・介護休業中」が 19.4％と続いている。就学では「パート・アルバイト等(「フルタ

イム」以外の就労)」が 36.5％と最も多く、次いで、「フルタイム(1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度)」が

31.3％、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 26.2％と続いている。 

 

 父親の就労状況について尋ねたところ、「フルタイム(1週5日程度・1日8時間程度)」が就学前95.3％、

就学 91.7％と最も多くなっている。 

 

 世帯（母親と父親）の就労状況について聞いたところ、就学前では「フルタイムで共働き」が 47.9％

と最も多く、次いで、「専業主婦(夫)」が 32.6％、「パートを含む共働き」が 15.5％と続いている。 

就学では「パートを含む共働き」が 35.5％と最も多く、次いで、「専業主婦(夫)」が 29.4％、「フルタイ

ムで共働き」が 28.7％となっている。 

 

 母親のフルタイム・パートタイム勤務の状況について聞いたところ、「就労日数」では、「５日」が就

学前で 77.5％、就学が 53.5％と最も多くなっている。「就労時間」では、「8 時間」が就学前で 36.3％、

就学で 27.3％と最も多くなっている。「家を出る時間」では、「8 時」が就学前で 44.4％、就学で 48.7％

と最も多くなっている。「帰宅時間」では、「18 時」が就学前で 35.7％、「15 時まで」が就学で 28.7％

と最も多くなっている。 

 パート・アルバイト就労のフルタイムへの転換希望について聞いたところ、「パート・アルバイトで

引き続き就労予定」が就学前で 58.6％、就学が 67.1％と最も多くなっている。 

 母親の今後の就労希望について尋ねたところ、就学前では「1 年より先」が 39.9％、就学では「子育

てや家事に専念したい(就労の予定はない)」が 28.8％と最も多くなっている。就労希望の時期について

聞いたところ、就学前では「3 歳」が 24.4％、就学では「7 歳以上」が 66.2％で最も多くなっている。 

希望する就労形態について聞いたところ、「パート・アルバイト等による就労」が就学前で 58.1％、就

学で 73.2％と最も多くなっている。希望する就労条件について聞いたところ、就学前では、「3 日」が

52.3％、「4 時間」が 41.9％、就学では、「3 日」が 57.4％、「4 時間」が 38.6％と最も多くなっている。 

 

 父親のフルタイム・パートタイム勤務の状況について聞いたところ、「就労日数」では、「５日」が就

学前で 75.5％、就学が 71.8％と最も多くなっている。「就労時間」では、「10 時間」が就学前で 24.9％、

就学で 24.5％と最も多くなっている。「家を出る時間」では、「7 時」が就学前で 33.3％、就学で 33.5％

と最も多くなっている。「帰宅時間」では、「22 時以降」が就学前で 22.8％、就学で 20.2％と最も多く

なっている。 

 父親のパート・アルバイト就労のフルタイムへの転換希望について聞いたところ、就学前では「パー

ト・アルバイトで引き続き就労予定」が 44.2％と最も多くなっている。 

 父親の今後の就労希望について聞いたところ、就学前では「すぐにでも、または 1 年以内に就労した

い」が 25.7％と最も多くなっている。 
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４ 日中の定期的な教育・保育の事業等の利用状況について（P45） 

 日中の定期的な教育・保育の事業等の利用状況について尋ねたところ、定期的な教育・保育の事業の

利用有無は「利用している」が 61.6％、「利用していない」が 36.6％となっている。 

 

 定期的な教育・保育の事業の利用状況について尋ねたところ、「認可保育所」が 52.0％と最も多く、

次いで、「幼稚園」が 28.9％、「川崎市が認定した認可外保育施設」が 10.5％と続いている。 

 

 利用日数は「幼稚園・認定こども園の預かり保育」「事業所内保育施設」「その他の認可外保育施設」

「居宅訪問型保育（ベビーシッター）」「ふれあい子育てサポート事務」「障害のある子どものための施

設・事業」を除いて「５日」の利用が 80％を超えている。 

 

 現在利用している定期的な教育・保育の事業の実施場所について聞いたところ、「住んでいる区内」

が 86.7％と最も多くなっている。 

 

 現在利用している定期的な教育・保育の事業の実施場所を選んだ理由について聞いたところ、「自宅

が近いから」が 13.9％と最も多くなっている。 

 

 定期的な教育・保育の事業を利用している理由について聞いたところ、「子育てをしている方が現在

就労している」が 66.5％と最も多く、次いで、「子どもの教育や発達のため」が 50.8％となっている。 

 

 定期的な教育・保育の事業を利用していない理由について聞いたところ、「親がみているので利用す

る必要がない」が 33.4％と最も多く、次いで、「子どもがまだ小さいため」が 32.2％、「教育・保育の

事業に空きがない」が 15.2％と続いている。 

 

 定期的な教育・保育の事業の今後の利用希望について聞いたところ、「認可保育所」が 41.6％と最も

多く、次いで、「幼稚園」が 26.9％、「幼稚園・認定子ども園の預かり保育」が 17.3％と続いている。 

 

 希望日数でみると、「認可保育所」「幼稚園」「認定こども園」「川崎市が認定した認可外保育施設」「幼

児園」で「５日」が 90％前後と最も多い。 

 

 利用したい定期的な教育・保育の事業の希望する実施場所について聞いたところ、「住んでいる区内」

が 89.7％となっている。住んでいる区外を利用したい場合は、「中原区」が 27.8％、「高津区」が 26.8％

であった。 

 

 利用したい定期的な教育・保育施設の実施場所を選んだ理由について聞いたところ、「自宅から近い

から」が 72.4％と最も多く、「利便性と教育・保育の内容がよいから」が 8.2％となっている。 
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５ 地域子育て支援センター等の地域の子育て支援事業の利用状況について（P60） 

 地域子育て支援センターの認知度について聞いたところ、「知っている」が 73.8％と最も多く、次い

で「聞いたことがあるが内容は知らない」が 18.0％、「知らない」が 6.9％と続いている。 

 

 現在の地域子育て支援センターの利用有無について聞いたところ、「利用している」が 18.8％、「利用

していない」が 78.0％となっている。 

 

 今後の地域子育て支援センターの利用希望について聞いたところ、「新たに利用したり、利用日数を

増やしたいとは思わない」が 65.3％と最も多く、次いで、「利用していないが、今後利用したい」が 19.9％、

「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」が 8.8％と続いている。 

 

 地域子育て支援センターを利用していない理由について聞いたところ、「保育所や幼稚園などを定期

的に利用している」が 47.4％と最も多く、次いで、「特に利用する必要性を感じない」が 21.8％、「施設

で何をしているのかがわからない」が 16.8％と続いている。 

 

 こども文化センターの認知度について聞いたところ、「知っている」が 52.9％と最も多く、次いで、

「知らない」が 30.5％、「聞いたことがあるが内容は知らない」が 15.9％と続いている。 

 

 こども文化センターの利用頻度について聞いたところ、「月 1 回以下(行ったことがある)」が 30.7％

となっている。 

 

 こども文化センターの今後の要望について聞いたところ、「いろいろな年代の方が利用できるように

したほうがよい」が 35.0％と最も多く、次いで、「部屋を区切って、いろいろな年代の方が利用できる

ようにしたほうがよい」が 27.2％、「子どもたちだけで利用できるようにした方がよい」が 11.4％と続

いている。 

 

 各事業の認知度について聞いたところ、「マタニティマーク」が 92.3％と最も多く、次いで「、妊婦

健診用助成」が 83.8％、「新生児訪問」が 83.3％と続いている。 

 各事業の利用状況について聞いたところ、「妊婦健診費用助成」が 83.4％と最も多く、次いで、「新生

児訪問」が 75.7％、「かわさきし子育てガイドブック」が 48.1％と続いている。 

 各事業を今後利用したいか聞いたところ、「かわさきし子育てガイドブック」が 30.0％と最も多く、

次いで、「かわさきし子育てナビ」が 28.3％、「幼稚園・認定こども園における子育て支援事業」が 24.2％

と続いている。 

 利用した際の各事業の満足度を聞いたところ、「満足」と「やや満足」を合わせると、「妊婦健診費用

助成」が 13.1％と最も多く、次いで、「産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業」が 11.9％、「地域療育セ

ンター」が 8.9％と続いている。一方、「不満」の割合が多い事業は、「産後ケア事業」が 77.2％と最も

多く、次いで、「保育所における地域活動事業」が 72.4％、「産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業」が

71.0％と続いている。 
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６ 土･日曜日や長期休暇中の定期的な教育・保育の事業等の利用について（P70） 

 土曜日の教育・保育の事業等の利用状況を聞いたところ、「ほぼ毎週利用している」と「月に１～２

回は利用している」を合わせると 8.7％となっている。 

 

 日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用状況について聞いたところ「ほぼ毎週利用している」と「月

に１～２回は利用している」を合わせて 0.7％となっている。 

 

 休日の教育・保育の事業等を利用している理由を聞いたところ、「仕事のため」が 87.0％と最も多く

なっている。 

 

 土曜日の教育・保育の事業等の利用希望について聞いたところ、「ほぼ毎週利用したい」と「月に１

～２回は利用したい」を合わせて 30.0％となっている。 

 

 日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用希望について聞いたところ、「ほぼ毎週利用したい」と「月

に１～２回は利用したい」を合わせて 16.9％となっている。 

 

 休日の教育・保育の事業等を利用したい理由について聞いたところ、「仕事」が 69.4％と最も多く、

「冠婚葬祭等の用事のため」が 16.5％となっている。 

 

 幼稚園・認定こども園（１号）の夏休みなど長期休業期間中の事業の利用状況について聞いたところ、

「利用している」が 5.3％、「利用していない」が 31.8％となっている。 

 

 夏休みなど長期休業期間中の事業の利用希望について聞いたところ、「利用したい」が 17.4％、「利用

したいと思わない」が 24.1％となっている。 

 

 夏休みなど長期休業期間中の事業を利用したい理由について聞いたところ、「仕事のため」が 71.6％

と最も多くなっている。 

 

 

７ 子どもが病気の際の対応について（P83） 

 この１年間に子どもが病気やケガで学校を休んだことがあったか聞いたところ、「あった」は就学前

で 58.2％、就学で 77.7％となっている。 

 

 休んだ時の対処方法について聞いたところ、「就労している母親が休んで看た」が就学前 62.2％、就

学 41.2％と最も多くなっている。就学前では「就労している父親が休んで看た」が 39.2％、「父親又は

母親のうち就労していない方の保護者が看た」が 32.3％と続いている。就学では、「父親又は母親のう

ち就労していない方の保護者が看た」が 26.8％、「就労している父親が休んで看た」が 13.8％と続いて

いる。 

 対処した日数でみると、就学前では、「就労している母親が休んで看た」が「10 日」で 17.3％と多く、

「就労している父親が休んで看た」が「２日」で 16.7％と多い。就学では「就労している母親が休んで
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看た」が「１日」で 27.6％、「就労している父親が休んで看た」が「１日」で 48.1％と最も多い。就学

は就学前に比べて、対処した日数が全体的に少なくなっている。 

 

 病児･病後児保育の利用希望について聞いたところ、「利用したい」は就学前で 31.9％、就学で 25.2％

となっている。 

 病児･病後児保育を利用したい年間日数について聞いたところ、「１～５日」は就学前で 51.0％、就学

で「69.4％」となっている。 

 希望する病児･病後児保育の事業形態について聞いたところ、就学前では「小児科に併設・隣接した

施設で子どもを保育する事業」が 76.0％と最も多く、次いで、「保育所等に併設・隣接した施設で子ど

もを保育する事業」が 71.5％となっている。就学では「小児科に併設・隣接した施設で子どもを保育す

る事業」が 84.4％と最も多くなっている。 

 病児･病後児保育の利用を希望しない理由について聞いたところ、就学前では「病児・病後児は父母

が看るほうがよいと思う」が 51.0％と最も多く、次いで、「手続きや申込みが面倒」が 38.8％、「親が仕

事を休んで対応できる」が 32.9％と続いている。就学では「病児・病後児は父母が看るほうがよいと思

う」が 54.6％と最も多く、次いで、「親が仕事を休んで対応できる」が 50.4％、「手続きや申込みが面倒」

が 32.0％と続いている。 

 

 就労している父親・母親が仕事を休んで看ることができるか聞いたところ、「休んで看ることは難し

い」が就学前で 36.1％、就学で 34.9％となっている。 

 休んで看ることが可能な日数について聞いたところ、「１～５日」が就学前で 57.6％、就学で 64.6％

となっている。 

 休んで看ることが難しい理由について聞いたところ、「仕事が忙しくて休めない」が就学前で 76.4％、

就学で 66.0％となっている。 

 

 

８ 一時的または宿泊を伴う預かり事業の利用について（P93） 

 利用している事業について聞いたところ、「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が 16.7％となって

いる。 

 利用の目的について聞いたところ、「私用(買い物、習い事等)・リフレッシュ」が 69.9％と最も多く、

次いで、「保護者の病気、冠婚葬祭」が 61.5％、「不定期の就労」が 60.1％と続いている。 

 今後利用したい施設類型について聞いたところ、「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が 80.4％と

最も多く、「認可保育所における一時保育」が 71.5％となっている。 

 

 不定期の事業を利用していない理由について聞いたところ、「４日以上の定期保育を利用しているか

ら必要ない」が 49.0％と最も多く、「特に利用する必要がない(親や友人・知人に預けている)」が 31.7％、

「どんな事業があるか分からない」が 20.4％と続いている。 

 

 平日の夜間や休日の一時預かりの状況について聞いたところ、「親族や知人にみてもらった」が 82.4％

と最も多く、次いで、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が 76.3％、「仕方なく子どもを同行させ

た」が 71.6％と続いている。 
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 保護者の一時預かりの状況について聞いたところ、就学前では「親族(同居者を含む)や知人にみても

らった」が 18.4％となっている。就学では「親族(同居者を含む)や知人にみてもらった」が 87.4％、「仕

方なく子どもを同行させた」が 28.3％となっている。 

 

 親族や知人に預けた場合の困難度について聞いたところ、「非常に困難」と「どちらかというと困難」

を合わせると 30.1％となっている。 

 

 短期入所生活援助（ショートステイ）事業の利用希望について聞いたところ、「利用したい」が 3.6％、

「特に利用する必要がない」が 13.0％となっている。 

 

 

９ 小学校就学後の放課後事業の利用希望について（４歳以上の就学前子ども）（P101） 

 低学年のうちの保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方について聞いたところ、「習い事(ピアノ、

サッカー、学習塾など)」が 60.4％と最も多く、次いで、「わくわくプラザ」が 60.2％、「自宅」が 55.1％

となっている。 

 

 高学年のときの保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方について聞いたところ、「習い事(ピアノ、

サッカー、学習塾など)」が 72.7％と最も多く、次いで、「自宅」が 62.7％、「公園」が 39.3％となって

いる。 

 

 

１０ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について（P103） 

 健康保険料及び厚生年金保険料の免除制度の認知度について聞いたところ、「育児休業給付、保険料

免除とも知っている」が 49.6％と最も多く、次いで、「育児休業給付のみ知っている」が 24.9％、「育児

休業給付、保険料免除のいずれも知らない」が 19.9％と続いている。 

 

 育児休業制度の取得状況について聞いたところ、「取得した」と「育児休業中である」を合わせると

母親が 52.9％、父親が 5.2％となっている。 

 取得しなかった理由について聞いたところ、母親では、「子育てや家事に専念するため退職した」が

39.1％と最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった」が 17.2％、「仕事に戻るのが難しそう

だった」が 11.2％と続いている。 

 

 職場復帰の状況について聞いたところ、「職場に復帰した」は母親が 88.7％、父親が 91.1％となって

いる。 

 職場復帰のタイミングについて聞いたところ、母親が「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」

79.7％、父親が「それ以外だった」が 84.7％となっている。 

 実際の取得期間については、母親が「７～12 ヶ月」で 38.6％、父親が「～６ヶ月」で 56.6％と最も

多い。希望の取得期間については、母親が「７～12 ヶ月」で 30.7％、父親が「～６ヶ月」で 37.6％と、

いずれも実際の取得期間の割合よりも少なくなっている。 
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 希望の時期に職場復帰しなかった理由について聞いたところ、希望より早く復帰した方では、母親が

「希望する保育所に入るため」が 75.6％、父親が「経済的な理由で早く復帰する必要があった」31.9％

となっている。希望より遅く復帰した方では、母親が「希望する保育所に入れなかったため」が 57.3％

となっている。 

 育児休業明けに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得するか聞いたところ、

「必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得したい」が母親で 78.9％、父親で 61.1％

となっている。 

 

 短時間勤務制度の取得有無について聞いたところ、「短時間勤務制度を利用した」が母親で 70.8％、

父親で 4.2％となっている。 

 短時間勤務制度を利用しなかった理由について聞いたところ、母親では「短時間勤務にすると給与が

減額され、経済的に苦しくなる」が 35.7％と最も多く、次いで、「仕事が忙しかった」が 26.9％、「職場

に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 25.0％と続いている。父親では「仕事が忙しかった」

が 35.7％と最も多く、次いで、「配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した」が 34.0％、「短時

間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」が 32.0％と続いている。 

 

 

１１ 幼児教育・保育の無償化について（P113） 

 ３歳から５歳の利用料の無償化の認知度について聞いたところ、「知っていた」が 76.0％と最も多く、

次いで、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が 16.8％、「知らなかった」が 6.5％と続いている。 

 ０歳から２歳の住民税非課税世帯での無償化の認知度について聞いたところ、「知らなかった」が

45.3％と最も多く、次いで、「知っていた」が 38.0％、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が

16.0％と続いている。 

 預かり保育の利用料無償化の認知度について聞いたところ、「知らなかった」が 59.8％と最も多く、

次いで、「知っていた」が 22.8％、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が 16.6％と続いている。 

 認可外保育施設等の利用料負担軽減の認知度について聞いたところ、「知らなかった」が 49.2％と最

も多く、次いで、「知っていた」が 34.8％、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が 15.2％と続い

ている。 

 発達支援を利用する３歳から５歳の利用料無償化の認知度について聞いたところ、「知らなかった」

が 78.8％と最も多く、次いで、「知っていた」が 10.5％、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が

9.8％と続いている。 

 幼稚園・保育所・認定こども園と障害児通園施設を利用する場合の無償化の認知度について聞いたと

ころ、「知らなかった」が 83.5％と最も多く、次いで、「知っていた」が 7.6％、「聞いたことはあるが内

容は知らなかった」が 7.0％と続いている。 

 

 幼児教育・保育の無償化にともない新たに利用したい事業について聞いたところ、「認可保育所」が

40.4％と最も多く、次いで、「幼稚園」が 33.1％、「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が 24.4％と続

いている。 
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１２ 社会的養育と里親制度について（P116） 

 養育里親の認知度について聞いたところ、「知っていた」は就学前で 42.7％、就学で 38.0％となって

いる。 

 

 里親家庭や児童養護施設、乳児院についての認知度について聞いたところ、就学前では「児童養護施

設などのほか、養育里親の家庭で生活していることを知っていた」が 50.7％と最も多く、次いで、「児

童養護施設などの施設のみで生活していると考えていた」が 26.5％、「自分の家庭で暮らせない子ども

たちがいることは知っていたが、どこで生活しているかは知らなかった」が 11.4％と続いている。 

就学では「児童養護施設などのほか、養育里親の家庭で生活していることを知っていた」が 47.8％と最

も多く、次いで、「児童養護施設などの施設のみで生活していると考えていた」が 31.9％、「自分の家庭

で暮らせない子どもたちがいることは知っていたが、どこで生活しているかは知らなかった」が 9.8％

と続いている。 

 

 養育里親として児童を養育することへの考え方について聞いたところ、就学前では「自分の子どもが

いるため、養育里親になることを今は考えていない」が 72.7％と最も多く、次いで、「養育里親として

子どもを養育することを考えていない」が 18.6％となっている。就学では「自分の子どもがいるため、

養育里親になることを今は考えていない」が 31.8％、次いで、「養育里親として子どもを養育すること

を考えていない」が 12.5％となっている。 

 

 

１３ 小学校就学後の放課後事業の利用状況について（就学子ども）（P119） 

 放課後事業に関する情報源について聞いたところ、「学校」が 53.3％と最も多く、次いで「友人・知

人」が 9.0％となっている。 

 放課後の居場所について聞いたところ、「わくわくプラザ」が 90.0％、「民間の事業者が行う放課後児

童クラブ」が 19.3％となっている。 

 いずれも利用していない理由について聞いたところ、「児童が帰宅する時間に保護者が自宅にいるか

ら」が 60.6％と最も多く、次いで、「習い事(ピアノ、サッカー、学習塾など)に通っているから」が 55.0％、

「子どもが行きたがらないから」が 46.2％と続いている。 

 今後利用したい事業について聞いたところ、「わくわくプラザを利用したい」が 41.6％と最も多く、

次いで、「今後も利用したいとは思わない」が 33.7％、「民間の事業者が行う放課後児童クラブ（学童保

育）を利用したい」が 11.2％と続いている。 

 

 わくわくプラザの１週間の利用日数について聞いたところ、「５日」が 28.7％と最も多く、次いで「１

日」が 23.3％、「２日」が 15.5％と続いている。 

 現在の利用状況について聞いたところ、「月～金曜日」が 51.0％、「夏休み等長期休暇期間中」が 29.7％

となっている。 

 臨時休校時に過ごしている場所について聞いたところ、「自宅(家族等住宅)」が 65.4％と最も多く、次

いで、「祖父母・親族・友人・知人宅」が 25.4％、「自宅(子どものみ)」が 23.8％と続いている。 

 利用者負担について聞いたところ、「延長時間については負担してもよい」が 47.7％と最も多く、次

いで、「一定の負担はしてもよい」が 29.1％、「負担があるなら利用しない」が 21.1％と続いている。 
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 わくわくプラザを利用していたい学年について聞いたところ、「３年生ぐらいまで」が 33.3％と最も

多く、次いで、「４年生くらいまで」が 31.4％、「６年生くらいまで」が 22.3％と続いている。 

 利用している理由について聞いたところ、「安全に放課後を過ごせるから」が 74.0％と最も多く、次

いで、「就労などで保護者が家庭にいないから」が 71.9％、「利用料が無料だから」が 47.7％と続いてい

る。 

 19 時までの時間延長の利用状況と意向について聞いたところ、「利用していない、また、今後の利用

予定もない」が 77.1％と最も多く、次いで、「利用している」が 11.3％、「今は利用していないが、利用

したい」が 10.3％と続いている。 

 わくわくプラザ参加後の子どもの変化について聞いたところ、「いろいろな遊びを覚えた」が 49.9％

と最も多く、次いで、「友だちが増えた」が 45.9％、「学校へ行くのが楽しくなった」が 10.4％と続いて

いる。 

 わくわくプラザの満足度について聞いたところ、「満足」と「やや満足」を合わせて 64.4％となって

いる。 

 わくわくプラザに今後望むことを聞いたところ、「活動内容の充実」が 55.1％と最も多く、次いで「児

童の安全確保」が 35.2％、「施設の充実」が 29.0％と続いている。 

 わくわくプラザで今後充実させてほしい内容について聞いたところ、「実習・工作教室などの体験プ

ログラム」が 52.6％と最も多く、次いで、「体育館、校庭などを使用した自由な遊び」が 49.6％、「宿題

をしっかりさせること」が 39.9％と続いている。 

 

 

１４ わくわくプラザ以外の放課後事業について（就学子ども）(P129) 

 民間学童保育の１週間の利用日数について聞いたところ、「５日」が 30.6％と最も多く、次いで、「３

日」が 21.5％、「２日」が 20.8％と続いている。 

 現在の利用状況について聞いたところ、「月～金曜日」が 56.9％、「夏休み等長期休暇期間中」が 38.9％

となっている。 

 利用している理由について聞いたところ、「独自のサービスを受けられるから」が 65.3％と最も多く、

「預けていると安心だから」が 61.8％、「利用できる時間が長いから」が 50.0％と続いている。 

 

 

１５ こども文化センターの利用について（就学子ども）(P133) 

 こども文化センターの利用頻度について聞いたところ、「月１回以下(行ったことがある)」が 47.3％と

最も多く、次いで、「利用したことがない」が 30.8％、「月２・３回程度」が 10.6％と続いている。 

 

 異なる年代の人との交流について聞いたところ、「いつも交流している」が 3.5％、「行事の時は交流

している」が 19.0％、「交流していない」が 70.1％となっている。 

 

 異なる年代の人との交流を希望する内容について聞いたところ、「将棋やコマなどの遊びを教えて欲

しい」が 20.6％と最も多く、次いで、「卓球やゲームで一緒に遊んでみたい」が 18.7％、「話をしてみた

い」が 7.1％と続いている。 

 子育てに地域の大人が関わることについて聞いたところ、「子どもの成長にとって必要だと思う」が
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53.0％、「地域全体にとって必要だと思う」が 43.0％となっている。 

 

 こども文化センターへの今後の要望について聞いたところ、「いろいろな年代の方が利用できるよう

にしたほうがよい」が 59.6％と最も多く、次いで、「部屋を区切って、いろいろな年代の方が利用でき

るにしたほうがよい」が 12.5％、「時間帯を区切って、いろいろな年代の方が利用できるにしたほうが

よい」が 10.3％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

  



15 
 

Ⅳ 調査結果（詳細） 

１ 子どもと家族の状況について 

（１）居住区 

■就学前子ども(問１－１)(SA) 

 

■就学子ども(問１－１) (SA) 

 

 

（２）子どもの年齢 

■就学前子ども(問１－３) (SA) 

 

■就学子ども(問１－３) (SA) 

 

  

12.4 12.6 20.3 16.2 15.4 12.4 10.4 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 無回答

12.0 10.4 17.9 15.8 17.1 12.7 13.9 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 無回答

29.4 16.5 16.1 13.5 11.2 11.6 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

33.5 16.2 17.0 10.4 11.0 10.8 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 無回答
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（３）子どもの人数 

■就学前子ども(問１－４) (SA) 

 

■就学子ども(問１－４) (SA) 

 

 

（４）子どもが２人以上のときの一番下の子の年齢 

■就学前子ども(問１－４) (SA) 

 

■就学子ども(問１－４) (SA) 

 

  

39.8 32.9 5.8

0.7 0.1

20.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上 無回答

25.0 48.4 13.9

1.2 0.2 0.1

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上 無回答

38.5 17.0 14.1 9.0 6.7 6.8 8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=3,302

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

5.8 4.6 6.3 8.3 9.6 6.0 17.2 10.2 8.5 6.0 6.2 7.0 4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,109

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳

7 歳 8 歳 9 歳 10歳 11歳 無回答
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（５）調査票の回答者 

■就学前子ども(問１－５) (SA) 

 

■就学子ども(問１－５) (SA) 

 

 

（６）子どもの家族の同居・近居の状況 

■就学前子ども(問１－６) (MA)                 ■就学子ども(問１－６) (MA) 

 

 

  

11.8 87.5

0.1

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

父親 母親 祖父 祖母 その他親族等 無回答

13.1 86.0

0.2 0.2 0.1

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

父親 母親 祖父 祖母 その他親族 無回答

父親、母親とも

祖母（近居）

祖父（近居）

祖母（同居）

祖父（同居）

その他親族等

母親（ひとり親）

母親（父親単身赴任）

父親（ひとり親）

父親（母親単身赴任）

　無回答

95.1

17.3

14.7

5.4

3.7

2.7

1.9

1.2

0.1

0.0

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374

父親、母親とも

祖母（近居）

祖父（近居）

祖母（同居）

祖父（同居）

母親（ひとり親）

母親（父親単身赴任）

その他親族等

父親（ひとり親）

父親（母親単身赴任）

　無回答

90.1

17.9

14.8

8.3

5.7

4.4

3.0

2.6

0.9

0.0

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,739
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（７）家族構成の状況 

家族構成の状況について聞いたところ、「核家族」世帯は就学前子どもで 88.8％、就学子どもで

81.8％であり、家族構成の中で最も多く、「親族同居家族」世帯は、就学前子どもで 6.5％、就学子

どもで 8.9％、「単身赴任」世帯は、就学前子どもで 1.3％、就学子どもで 3.0％となっている。 

■就学前子ども(問１－６) (SA) 

 

■就学子ども(問１－６) (SA) 

 

  

88.8

0.1 1.0 0.9 1.3

6.5

0.3

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

核家族（父母とも） ひとり親（父子家庭） ひとり親（父子家庭）親族同居あり

ひとり親（母子家庭） ひとり親（母子家庭）親族同居あり 単身赴任

親族同居家族 祖父母近居 無回答

81.8

0.7 0.2 3.0 1.4 3.0

8.9

0.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

核家族（父母とも） ひとり親（父子家庭） ひとり親（父子家庭）親族同居あり

ひとり親（母子家庭） ひとり親（母子家庭）親族同居あり 単身赴任

親族同居家族 祖父母近居 無回答
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（８）子育てを主に行っている方 

子育てを主に行っている方について聞いたところ、「父親、母親ともに」は就学前子どもが64.3％、

就学子どもが 59.5％、「母親」は、就学前子どもが 34.1％、就学子どもが 37.8％となっている。 

■就学前子ども(問１－７) (SA) 

 

■就学子ども(問１－７) (SA) 

 

 

 

  

64.3 0.3 34.1

0.2

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

父親、母親ともに 父親 母親 祖父母 その他親族等 無回答

59.5 1.0 37.8

0.7 0.1

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

父親、母親ともに 父親 母親 祖父母 その他親族等 無回答
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２ 子どもの育ちをめぐる環境について 

（１）子育て（教育を含む）に日常的にかかわっている人や施設 

子育て（教育を含む）に日常的にかかわっている人や施設について聞いたところ、「父親、母親と

もに」が 70.0％で最も多く、次いで、「保育所」が 33.2％、「母親」が 25.2％と続いている。 

■就学前子ども(問２－１) (MA) 

 

 

 

  

父親、母親ともに

保育所

母親

幼稚園

祖父母

認可外保育施設

認定こども園

障害のある（発達の遅れや障害の疑いを含
む）子どものための施設・事業所

父親

その他

　無回答

70.0

33.2

25.2

17.6

12.9

5.7

2.6

1.5

1.0

1.9

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374
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（２）子育てに対する支え 

ア 日頃、子どもをみてもらえる親族及び知人について 

日頃、子どもをみてもらえる親族及び知人について聞いたところ、「緊急時もしくは用事の際

には祖父母等の親族にみてもらえる」は就学前子どもが 59.4％、就学子どもが 50.4％となって

いる。「緊急時または(もしくは)用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」は、就

学前子どもが 12.3％に対し、就学子どもが 26.5％であった。 

 

■就学前子ども(問２－２) (MA) 

 

■就学子ども(問２－１) (MA) 

 

  

緊急時または用事の際には祖父母等の親族
にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時または用事の際には子どもをみてもら
える友人・知人がいる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がい
る

いずれもいない

　無回答

59.4

13.9

12.3

1.5

23.7

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族
にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもら
える友人・知人がいる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がい
る

いずれもいない

　無回答

50.4

26.5

16.6

3.5

18.9

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,739
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イ 祖父母等の親族に預かってもらえる場合の問題の有無 

祖父母等の親族に預かってもらえる場合の問題の有無について聞いたところ、「安心して子ど

もをみてもらえる」は就学前子どもが 67.0％、就学子どもが 69.7％、「祖父母等の親族の身体的

負担が大きく心配である」は就学前子どもが 28.1％、就学子どもが 27.9％となっている。 

 

■就学前子ども(問２－３) (MA) 

 

■就学子ども(問２－２) (MA) 

 

 

  

安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配
である

親の立場として、負担をかけていることが心苦
しい

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負
担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか、不安がある

その他

　無回答

67.0

28.1

22.6

18.4

4.3

3.5

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=5,922

安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配
である

親の立場として、負担をかけていることが心苦
しい

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負
担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか、不安がある

その他

　無回答

69.7

27.9

22.0

15.3

4.7

2.6

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,109
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ウ 友人・知人に預かってもらえる場合の問題の有無 

「安心して子どもをみてもらえる」は就学前子どもが 63.0％、就学子どもが 66.8％、 

「親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」は就学前子どもが 29.1％、就学 

子どもが 34.6％となっている。 

 

■就学前子ども(問２－４) (MA) 

 

■就学子ども(問２－３) (MA) 

 

 

  

安心して子どもをみてもらえる

親の立場として、負担をかけていることが心苦
しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が
大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか、不安がある

その他

　無回答

63.0

29.1

17.9

8.8

1.1

4.2

5.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,107

安心して子どもをみてもらえる

親の立場として、負担をかけていることが心苦
しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が
大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか、不安がある

その他

　無回答

66.8

34.6

16.5

5.8

0.4

4.6

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  497
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（３）子育てに関する相談の状況 

ア 子育てに関する気軽な相談先の有無 

子育てに関する気軽な相談先の有無について聞いたところ、「いる／ある」は就学前子どもが

91.5％、就学子どもが 84.2％となっている。 

■就学前子ども(問２－５) (SA) 

 

■就学子ども(問２－４) (SA) 

 

 

  

91.5 6.8 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

いる／ある いない／ない 無回答

84.2 7.8 8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

いる／ある いない／ない 無回答
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イ 子育てに関する相談先（人・施設等） 

子育てに関する相談先（人・施設等）について聞いたところ、就学前子どもでは、「祖父母等

の親族」が 81.5％と最も多く、次いで、「友人や知人」が 74.2％、「利用している保育所の保育

士」が 29.4％と続いている。 

就学子どもでは、「友人や知人」が 82.8％と最も多く、次いで、「祖父母等の親族」が 74.8％、

「近所の子育て仲間」33.3％と続いている。 

年齢別の相談先をみると、全体的な傾向と差異はないが、２歳で「保育士」が 42.7％と最も

高くなり、就学子どもの６年生以上において、「近所の子育て仲間」が 24.2％と低くなっている。 

■就学前子ども(問２－６) (MA) 

 

  

祖父母等の親族

友人や知人

利用している保育所の保育士

近所の子育て仲間

利用している幼稚園（認定こども園）の教諭

かかりつけの医師

地域子育て支援センター

各区保健福祉センター（各区役所の相談窓
口）

障害のある（発達の遅れや障害の疑いを含
む）子どものための施設・事業所

ＮＰＯ法人や子育てサークルなど

児童相談所

民生委員・児童委員

その他

　無回答

81.5

74.2

29.4

27.9

13.8

11.5

9.8

3.7

2.2

0.9

0.5

0.2

3.2

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=7,661
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■就学子ども(問２－５) (MA) 

 

 

■年齢別の相談先 

（就学前子ども）(問２－６×問１－３) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（就学子ども）(問２－５×問１－３) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

  

友人や知人

祖父母等の親族

近所の子育て仲間

通学する小学校（先生）

かかりつけの医師

障害のある（発達の遅れや障害の疑いを含
む）子どものための施設・事業所

こども文化センター

各区保健福祉センター（各区役所の相談窓
口）

児童相談所

ＮＰＯ法人や子育てサークルなど

民生委員・児童委員

その他

　無回答

82.8

74.8

33.3

29.5

10.2

3.1

1.1

1.0

0.9

0.8

0.3

4.4

0.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,464

合計

（Ｎ）

祖父母等
の親族
(%)

友人や知
人 (%)

近所の子
育て仲間

(%)

各区保健
福祉セン
ター（各
区役所の
相談窓

口） (%)

児童相談
所 (%)

地域子育
て支援セ
ンター
(%)

利用して
いる保育
所の保育
士 (%)

利用して
いる幼稚
園（認定
こども

園）の教
諭 (%)

民生委
員・児童
委員 (%)

かかりつ
けの医師

(%)

ＮＰＯ法
人や子育
てサーク
ルなど
(%)

障害のあ
る（発達
の遅れや
障害の疑
いを含

む）子ど
ものため
の施設・
事業所
(%)

その他
(%)

　無回答
(%)

  全  体 7661 81.5 74.2 27.9 3.7 0.5 9.8 29.4 13.8 0.2 11.5 0.9 2.2 3.2 0.3

０歳 2271 86.4 74.6 21.1 7.0 0.6 18.0 15.5 2.4 0.2 13.7 1.1 0.5 4.1 0.4

１歳 1254 83.0 71.2 28.9 2.7 0.3 10.0 39.2 5.6 0.3 9.8 0.9 1.2 2.8 0.3

２歳 1240 80.6 72.8 30.2 3.1 0.3 8.2 42.7 11.2 0.2 10.4 0.8 3.1 2.7 0.5

３歳 1034 80.4 75.3 32.6 2.0 0.6 4.8 32.7 27.8 0.2 10.6 0.9 3.3 3.2 0.2

４歳 861 77.1 77.4 33.3 1.9 0.6 3.3 29.2 29.4 0.2 11.4 0.7 4.3 3.0 -

５歳 890 74.3 75.7 29.7 1.0 0.4 2.9 29.1 26.9 0.1 11.3 0.8 3.8 2.5 0.3

合計

（Ｎ）

祖父母等
の親族
(%)

友人や知
人 (%)

近所の子
育て仲間

(%)

各区保健
福祉セン
ター（各
区役所の
相談窓

口） (%)

児童相談
所 (%)

こども文
化セン

ター (%)

通学する
小学校

（先生）
(%)

民生委
員・児童
委員 (%)

かかりつ
けの医師

(%)

ＮＰＯ法
人や子育
てサーク
ルなど
(%)

障害のあ
る（発達
の遅れや
障害の疑
いを含

む）子ど
ものため
の施設・
事業所
(%)

その他
(%)

　無回答
(%)

  全  体 1464 74.8 82.8 33.3 1.0 0.9 1.1 29.5 0.3 10.2 0.8 3.1 4.4 0.1

1 年生 495 76.0 83.4 36.8 1.2 0.8 1.2 27.5 0.2 13.1 1.0 2.2 4.4 0.2

2 年生 241 76.3 79.3 36.5 1.7 0.8 2.1 34.0 0.4 10.4 1.2 2.9 3.3 -

3 年生 251 73.3 84.9 31.9 0.4 0.4 1.2 28.3 0.4 7.6 0.8 4.4 4.8 -

4 年生 156 75.6 85.9 34.0 1.3 1.9 - 30.8 0.6 7.7 - 3.8 3.2 -

5 年生 149 74.5 81.9 29.5 0.7 - 1.3 34.2 - 12.8 0.7 2.7 4.0 -

6 年生 157 71.3 79.0 24.2 - 1.9 - 26.8 - 5.1 0.6 4.5 7.0 -
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（４）安心して子育てを行うために、あればよいと思うサポート 

安心して子育てを行うために、あればよいと思うサポートについて聞いたところ、就学前子ども

では「保育所・幼稚園など希望する事業が利用できる環境」が 64.3％と最も多く、次いで、「子ど

もを遊ばせる場や機会の提供」が 55.5％、「親のリフレッシュの場や機会の提供」が 54.0％と続い

ている。 

就学子どもでは「子どもを遊ばせる場や機会の提供」が 52.9％と最も多く、次いで、「子育てに

関する総合的な情報提供」が 36.4％、「親のリフレッシュの場や機会の提供」が 33.9％と続いてい

る。 

 

■就学前子ども(問２－７) (MA) 

  

 

  

保育所・幼稚園など希望する事業が利用でき
る環境

子どもを遊ばせる場や機会の提供

親のリフレッシュの場や機会の提供

子育て中の親同士の仲間づくり

父親の育児参加に関する意識啓発

親の子育てに関する不安や悩みの相談

妊娠中の悩みや不安に対する相談や支援

家事や育児に関するヘルパー

出産前からの子育てに関する教育

子どもの病気や障害についての相談

出産病院で退院後の宿泊滞在型による産後
ケア

乳幼児期の子育てについての講座

妊娠中からの仲間づくり

行政による子育て情報の提供

保健師・助産師等の家庭訪問

子育て経験者の先輩の話を聞く機会の提供

その他

特になし

　無回答

64.3

55.5

54.0

37.2

35.4

33.2

32.3

29.9

26.9

25.6

24.6

23.5

23.0

17.7

16.7

13.0

5.0

1.4

3.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374
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■就学子ども(問２－６) (MA) 

 

 

  

子どもを遊ばせる場や機会の提供

子育てに関する総合的な情報提供

親のリフレッシュの場や機会の提供

子育て上の不安や悩みの相談

子育て中の親同士の仲間づくり

子どもの病気や障害についての相談

父親の育児参加に関する意識啓発

子育てについての講座

特になし

その他

　無回答

52.9

36.4

33.9

33.2

20.3

18.6

17.7

9.8

6.5

4.7

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,739
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３ 保護者の就労状況について 

（１）母親の就労状況 

母親の就労状況について聞いたところ、就学前子どもでは「以前は就労していたが、現在は就労

していない」が 31.6％と最も多く、次いで、「フルタイム(1 週 5 日程度・1日 8時間程度)」が 30.6％、

「フルタイムだが、産休・育休・介護休業中」が 19.4％と続いている。 

就学子どもでは「パート・アルバイト等(「フルタイム」以外の就労)」が 36.5％と最も多く、

次いで、「フルタイム(1 週 5 日程度・1日 8時間程度)」が 31.3％、「以前は就労していたが、現在

は就労していない」が 26.2％と続いている。 

■就学前子ども(問３－１) (SA) 

 

■就学子ども(問３－１) (SA) 

 

 

  

30.6 19.4 14.1

1.8

31.6

1.8

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度） フルタイムだが、産休・育休・介護休業中

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） パート・アルバイト等だが、産休・育休・介護休業中

以前は就労していたが、現在は就労していない これまでに就労したことがない

無回答

31.3

1.4

36.5

0.6

26.2

2.5

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度） フルタイムだが、産休・育休・介護休業中

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） パート・アルバイト等だが、産休・育休・介護休業中

以前は就労していたが、現在は就労していない これまでに就労したことがない

無回答



30 
 

（２）父親の就労状況 

父親の就労状況について聞いたところ、「フルタイム(1 週 5 日程度・1日 8時間程度)」が就学前

子どもで 95.3％、就学子どもで 91.7％と最も多くなっている。 

■就学前子ども(問３－１) (SA) 

 

■就学子ども(問３－１) (SA) 

 

 

  

95.3

0.4 0.6 0.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度） フルタイムだが、育休・介護休業中

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） パート・アルバイト等だが、育休・介護休業中

以前は就労していたが、現在は就労していない これまでに就労したことがない

無回答

91.7

0.6 0.9 0.1

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度） フルタイムだが、育休・介護休業中

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） パート・アルバイト等だが、育休・介護休業中

以前は就労していたが、現在は就労していない これまでに就労したことがない

無回答
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（３）世帯（母親と父親）の就労状況 

世帯（母親と父親）の就労状況について聞いたところ、就学前子どもでは「フルタイムで共働き」

が 47.9％と最も多く、次いで、「専業主婦(夫)」が 32.6％、「パートを含む共働き」が 15.5％と続

いている。 

就学子どもでは「パートを含む共働き」が 35.5％と最も多く、次いで、「専業主婦(夫)」が 29.4％、

「フルタイムで共働き」が 28.7％となっている。 

家族構成別の就労状況をみると、「フルタイムで共働き」「パートを含む共働き」「専業主婦（夫）」

において「核家族」が就学前子どもで 90％前後、就学子どもで 80％を超えている。 

 

■就学前子ども(問３－１) (SA) 

 

■就学子ども(問３－１) (SA) 

 

  

47.9 15.5 32.6

0.1

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

フルタイムで共働き パートを含む共働き 専業主婦（夫） ともに無業 無回答

28.7 35.5 29.4 6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

フルタイムで共働き パートを含む共働き 専業主婦（夫） ともに無業 無回答
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■家族構成別の就労状況 

（就学前子ども）(問３－１×問１－６) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（就学子ども）(問３－１×問１－６) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

  

合計

（Ｎ）

核家族
（父母と
も） (%)

ひとり親
（父子家
庭） (%)

ひとり親
（父子家
庭）親族
同居あり

(%)

ひとり親
（母子家
庭） (%)

ひとり親
（母子家
庭）親族
同居あり

(%)

単身赴任
(%)

親族同居
家族 (%)

祖父母近
居 (%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 88.8 0.1 0.0 1.0 0.9 1.3 6.5 0.3 1.1

フルタイムで共働き 4015 92.6 - - - - 1.4 4.9 0.2 0.9

パートを含む共働き 1300 88.9 - - - - 0.6 8.5 0.6 1.3

専業主婦（夫） 2731 89.6 - - - 0.0 1.3 7.9 0.3 0.9

ともに無業 10 90.0 - - 10.0 - - - - -

合計

（Ｎ）

核家族
（父母と
も） (%)

ひとり親
（父子家
庭） (%)

ひとり親
（父子家
庭）親族
同居あり

(%)

ひとり親
（母子家
庭） (%)

ひとり親
（母子家
庭）親族
同居あり

(%)

単身赴任
(%)

親族同居
家族 (%)

祖父母近
居 (%)

　無回答
(%)

  全  体 1739 81.8 0.7 0.2 3.0 1.4 3.0 8.9 0.3 0.7

フルタイムで共働き 499 88.2 - - 0.2 - 2.4 8.4 0.2 0.6

パートを含む共働き 617 84.6 - - - - 3.9 10.2 0.5 0.8

専業主婦（夫） 512 87.1 0.2 - 0.6 0.6 2.9 8.0 0.2 0.4

ともに無業 - - - - - - - - - -
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（４）母親の就労状況の詳細 

ア フルタイム・パートタイム勤務の状況（産休・育休・介護休業者の休業前の状況を含む） 

母親のフルタイム・パートタイム勤務の状況について聞いたところ、「就労日数」では、「５

日」が就学前子どもで 77.5％、就学子どもが 53.5％と最も多くなっている。 

「就労時間」では、「8時間」が就学前子どもで 36.3％、就学子どもで 27.3％と最も多くな

っている。 

「家を出る時間」では、「8時」が就学前子どもで 44.4％、就学子どもで 48.7％と最も多く

なっている。 

「帰宅時間」では、「18 時」が就学前子どもで 35.7％、「15 時まで」が就学子どもで 28.7％

と最も多くなっている。 

 

■就学前子ども(問３－２) (SA)         ■就学子ども(問３－２) (SA) 

（１週あたりの就労日数） 

  

（１日あたりの就労時間） 

  

（家を出る時間） 

  

合計（Ｎ） （％）

1 日 73 1.3

2 日 157 2.8

3 日 265 4.8

4 日 368 6.7

5 日 4277 77.5

6 日 206 3.7

7 日 13 0.2

　無回答 160 2.9

  全  体 5519 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 日 15 1.2

2 日 62 5.1

3 日 227 18.7

4 日 179 14.7

5 日 649 53.5

6 日 53 4.4

7 日 - -

　無回答 29 2.4

  全  体 1214 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 11 0.2

2 時間 26 0.5

3 時間 82 1.5

4 時間 223 4.0

5 時間 319 5.8

6 時間 733 13.3

7 時間 1014 18.4

8 時間 2006 36.3

9 時間 408 7.4

10時間 301 5.5

11時間 45 0.8

12時間 60 1.1

13時間 11 0.2

14時間以上 11 0.2

　無回答 269 4.9

  全  体 5519 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 3 0.2

2 時間 16 1.3

3 時間 40 3.3

4 時間 149 12.3

5 時間 170 14.0

6 時間 155 12.8

7 時間 161 13.3

8 時間 332 27.3

9 時間 76 6.3

10時間 45 3.7

11時間 8 0.7

12時間 9 0.7

13時間 2 0.2

14時間以上 9 0.7

　無回答 39 3.2

  全  体 1214 100.0

合計（Ｎ） （％）

～5 時 40 0.7

6 時 154 2.8

7 時 1685 30.5

8 時 2449 44.4

9 時 663 12.0

10時 120 2.2

11時 28 0.5

12時～ 93 1.7

　無回答 287 5.2

  全  体 5519 100.0

合計（Ｎ） （％）

～5 時 3 0.2

6 時 18 1.5

7 時 182 15.0

8 時 591 48.7

9 時 288 23.7

10時 48 4.0

11時 5 0.4

12時～ 22 1.8

　無回答 57 4.7

  全  体 1214 100.0
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（帰宅時間） 

  

 

世帯就労別で母親の就労状況をみると、「フルタイムで共働き」は就学前子ども・就学子ども共に

就労日数「５日」が 90％を超えており、就労時間についてはいずれも「８時間」が最も多い。「パー

トを含む共働き」の日数について、就学前子どもで「５日」が 32.3％と最も多く、就学子どもでは「３

日」が 35.7％と割合に差がある。また、「パートを含む共働き」の時間について、就学前子どもで「６

時間」が 23.4％、就学子どもでは「５時間」が 24.6％でそれぞれ最も高くなっている。 

 

■世帯就労状況別の母親の就労状況 

（就学前子ども）(問３－２×問３－１) 

 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（就学子ども）(問３－２×問３－１) 

 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

合計（Ｎ） （％）

～15時 567 10.3

16時 151 2.7

17時 686 12.4

18時 1968 35.7

19時 1249 22.6

20時 364 6.6

21時 122 2.2

22時～ 118 2.1

　無回答 294 5.3

  全  体 5519 100.0

合計（Ｎ） （％）

～15時 348 28.7

16時 86 7.1

17時 154 12.7

18時 276 22.7

19時 211 17.4

20時 52 4.3

21時 21 1.7

22時～ 6 0.5

　無回答 60 4.9

  全  体 1214 100.0

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

  全  体 5519 1.3 2.8 4.8 6.7 77.5 3.7 0.2 2.9

フルタイムで共働き 4015 0.0 0.1 0.0 1.0 92.5 4.1 0.2 2.1

パートを含む共働き 1300 5.2 11.4 19.7 23.9 32.3 1.8 0.4 5.2

専業主婦（夫） 16 - - 12.5 6.3 56.3 - - 25.0

合計

（Ｎ）

1 時間
(%)

2 時間
(%)

3 時間
(%)

4 時間
(%)

5 時間
(%)

6 時間
(%)

7 時間
(%)

8 時間
(%)

9 時間
(%)

10時間
(%)

11時間
(%)

12時間
(%)

13時間
(%)

14時間以
上 (%)

　無回答
(%)

  全  体 5519 0.2 0.5 1.5 4.0 5.8 13.3 18.4 36.3 7.4 5.5 0.8 1.1 0.2 0.2 4.9

フルタイムで共働き 4015 - 0.0 - 0.1 1.1 10.3 20.0 45.0 9.3 7.0 1.0 1.3 0.2 0.1 4.6

パートを含む共働き 1300 0.8 1.8 6.2 15.8 20.3 23.4 13.5 8.9 1.5 0.7 0.1 0.5 0.1 0.5 6.0

専業主婦（夫） 16 - - - 6.3 6.3 - 25.0 25.0 6.3 - - 6.3 - - 25.0

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

  全  体 1214 1.2 5.1 18.7 14.7 53.5 4.4 - 2.4

フルタイムで共働き 499 - 0.2 - 0.6 92.8 5.4 - 1.0

パートを含む共働き 617 2.4 9.2 35.7 26.6 20.7 2.4 - 2.9

専業主婦（夫） 12 - - - - 100.0 - - -

合計

（Ｎ）

1 時間
(%)

2 時間
(%)

3 時間
(%)

4 時間
(%)

5 時間
(%)

6 時間
(%)

7 時間
(%)

8 時間
(%)

9 時間
(%)

10時間
(%)

11時間
(%)

12時間
(%)

13時間
(%)

14時間以
上 (%)

　無回答
(%)

  全  体 1214 0.2 1.3 3.3 12.3 14.0 12.8 13.3 27.3 6.3 3.7 0.7 0.7 0.2 0.7 3.2

フルタイムで共働き 499 0.2 - - 0.2 2.0 4.4 17.8 52.1 11.6 6.6 1.4 0.8 0.4 0.2 2.2

パートを含む共働き 617 0.3 2.6 6.3 23.2 24.6 20.3 9.9 6.3 0.6 1.0 - 0.5 - 1.0 3.4

専業主婦（夫） 12 - - - - - 8.3 8.3 58.3 8.3 16.7 - - - - -
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イ パート・アルバイト就労のフルタイムへの転換希望 

パート・アルバイト就労のフルタイムへの転換希望について聞いたところ、「パート・アルバ

イトで引き続き就労予定」が就学前子どもで 58.6％、就学子どもが 67.1％と最も多くなってい

る。 

■就学前子ども(問３－３) (SA) 

 

■就学子ども(問３－３) (SA) 

 

 

  

10.1 23.9 58.6

1.5

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,332

フルタイムへ転換する希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへ転換する希望はあるが実現できる見込みがない

パート・アルバイトで引き続き就労予定

パート・アルバイトをやめて、子育てや家事に専念する予定

無回答

7.0 18.8 67.1

0.6

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  645

フルタイムへ転換する希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへ転換する希望はあるが実現できる見込みがない

パート・アルバイトで引き続き就労予定

パート・アルバイトをやめて、子育てや家事に専念する予定

無回答
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ウ 現在非就労の今後の就労希望と希望する時期や就労条件 

母親の今後の就労希望について聞いたところ、就学前子どもでは「1年より先」が 39.9％、

就学子どもでは「子育てや家事に専念したい(就労の予定はない)」が 28.8％と最も多くなって

いる。 

就労希望の時期について聞いたところ、就学前子どもでは「3歳」が 24.4％、就学子どもで

は「7歳以上」が 66.2％で最も多くなっている。 

希望する就労形態について聞いたところ、「パート・アルバイト等による就労」が就学前子ど

もで 58.1％、就学子どもで 73.2％と最も多くなっている。 

希望する就労条件について聞いたところ、就学前子どもでは、「3日」が 52.3％、「4時間」

が 41.9％、就学子どもでは、「3日」が 57.4％、「4時間」が 38.6％と最も多くなっている。 

 

①今後の就労希望 

■就学前子ども(問３－４) (SA) 

 

■就学子ども(問３－４) (SA) 

 

  

19.6 39.9 18.4 22.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,791

子育てや家事に専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

すぐにでも、または１年以内に就労したい

無回答

28.8 26.6 27.6 17.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  500

子育てや家事に専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

すぐにでも、または１年以内に就労したい

無回答
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②就労希望の時期（一番下の子が何歳になったら働きたいか） 

■就学前子ども(問３－４) (SA) 

 

■就学子ども(問３－４) (SA) 

 

 

③希望する就労形態（すぐにでも、１年以内に就労したい方の希望） 

■就学前子ども(問３－４) (SA) 

 

■就学子ども(問３－４) (SA) 

 

  

合計（Ｎ） （％）

1 歳 24 2.2

2 歳 45 4.0

3 歳 272 24.4

4 歳 234 21.0

5 歳 59 5.3

6 歳 149 13.4

7 歳 183 16.4

8 歳以上 128 11.5

　無回答 21 1.9

  全  体 1115 100.0

合計（Ｎ） （％）

～2 歳 1 0.8

3 歳 8 6.0

4 歳 11 8.3

5 歳 6 4.5

6 歳 16 12.0

7 歳以上 88 66.2

　無回答 3 2.3

  全  体 133 100.0

17.3 58.1 24.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  513

フルタイムによる就労 パート・アルバイト等による就労 無回答

6.5 73.2 20.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  138

フルタイムによる就労 パート・アルバイト等による就労 無回答
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④希望する就労条件（パート・アルバイトを希望する方の就労条件） 

■就学前子ども(問３－４) (SA)                     

 

 

■就学子ども(問３－４) (SA) 

 

 

  

合計（Ｎ） （％）

1 日 3 1.0

2 日 34 11.4

3 日 156 52.3

4 日 69 23.2

5 日 34 11.4

6 日 - -

7 日 - -

　無回答 2 0.7

  全  体 298 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 - -

2 時間 1 0.3

3 時間 14 4.7

4 時間 125 41.9

5 時間 98 32.9

6 時間 39 13.1

7 時間 8 2.7

8 時間 10 3.4

9 時間以上 - -

　無回答 3 1.0

  全  体 298 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 日 2 2.0

2 日 15 14.9

3 日 58 57.4

4 日 18 17.8

5 日 6 5.9

6 日 - -

7 日 - -

　無回答 2 2.0

  全  体 101 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 1 1.0

2 時間 1 1.0

3 時間 4 4.0

4 時間 39 38.6

5 時間 31 30.7

6 時間 19 18.8

7 時間 2 2.0

8 時間以上 - -

　無回答 4 4.0

  全  体 101 100.0
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（５）父親の就労状況の詳細 

ア フルタイム・パートタイム勤務の状況（育休・介護休業者の休業前の状況を含む） 

父親のフルタイム・パートタイム勤務の状況について聞いたところ、「就労日数」では、「５

日」が就学前子どもで 75.5％、就学子どもが 71.8％と最も多くなっている。 

「就労時間」では、「10 時間」が就学前子どもで 24.9％、就学子どもで 24.5％と最も多くな

っている。 

「家を出る時間」では、「7時」が就学前子どもで 33.3％、就学子どもで 33.5％と最も多く

なっている。 

「帰宅時間」では、「22 時以降」が就学前子どもで 22.8％、就学子どもで 20.2％と最も多く

なっている。 

■就学前子ども(問３－２) (SA)      ■就学子ども(問３－２) (SA) 

  

  

  

合計（Ｎ） （％）

1 日 1 0.0

2 日 7 0.1

3 日 33 0.4

4 日 53 0.7

5 日 6092 75.5

6 日 1343 16.7

7 日 98 1.2

　無回答 438 5.4

  全  体 8065 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 日 - -

2 日 2 0.1

3 日 2 0.1

4 日 4 0.2

5 日 1153 71.8

6 日 255 15.9

7 日 15 0.9

　無回答 174 10.8

  全  体 1605 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 5 0.1

2 時間 3 0.0

3 時間 4 0.0

4 時間 3 0.0

5 時間 12 0.1

6 時間 25 0.3

7 時間 96 1.2

8 時間 1917 23.8

9 時間 1262 15.6

10時間 2011 24.9

11時間 564 7.0

12時間 871 10.8

13時間 261 3.2

14時間以上 280 3.5

　無回答 751 9.3

  全  体 8065 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 - -

2 時間 1 0.1

3 時間 1 0.1

4 時間 2 0.1

5 時間 2 0.1

6 時間 2 0.1

7 時間 14 0.9

8 時間 384 23.9

9 時間 259 16.1

10時間 393 24.5

11時間 73 4.5

12時間 153 9.5

13時間 38 2.4

14時間以上 55 3.4

　無回答 228 14.2

  全  体 1605 100.0

合計（Ｎ） （％）

～5 時 230 2.9

6 時 920 11.4

7 時 2688 33.3

8 時 2630 32.6

9 時 711 8.8

10時 131 1.6

11時 48 0.6

12時～ 126 1.6

　無回答 581 7.2

  全  体 8065 100.0

合計（Ｎ） （％）

～5 時 57 3.6

6 時 181 11.3

7 時 538 33.5

8 時 455 28.3

9 時 128 8.0

10時 25 1.6

11時 6 0.4

12時～ 23 1.4

　無回答 192 12.0

  全  体 1605 100.0
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世帯就労別で父親の就労状況をみると、就学前子ども・就学子ども共に「フルタイムで共働き」

「パートを含む共働き」で、就労日数「５日」が 70％を超えている。また、時間について、就学前

子ども・就学子ども共に「フルタイムで共働き」では「８時間」が最も多く、「パートを含む共働

き」では就学前子どもでは「８時間」27.0％、就学子どもでは「10 時間」が 27.9％でそれぞれ最

も高くなっている。 

 

■世帯就労状況別の父親の就労状況 

（就学前子ども）(問３－２×問３－１) 

 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（就学子ども）(問３－２×問３－１) 

 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

合計（Ｎ） （％）

～15時 779 9.7

16時 22 0.3

17時 117 1.5

18時 524 6.5

19時 1137 14.1

20時 1631 20.2

21時 1403 17.4

22時～ 1837 22.8

　無回答 615 7.6

  全  体 8065 100.0

合計（Ｎ） （％）

～15時 151 9.4

16時 6 0.4

17時 23 1.4

18時 109 6.8

19時 215 13.4

20時 293 18.3

21時 285 17.8

22時～ 325 20.2

　無回答 198 12.3

  全  体 1605 100.0

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答

(%)

  全  体 8065 0.0 0.1 0.4 0.7 75.5 16.7 1.2 5.4

フルタイムで共働き 4015 - 0.1 0.2 0.3 82.3 14.7 1.1 1.3

パートを含む共働き 1300 0.1 0.2 0.7 1.5 73.1 20.5 1.5 2.5

専業主婦（夫） 2715 - 0.0 0.6 0.8 66.9 17.6 1.1 12.9

合計

（Ｎ）

1 時間
(%)

2 時間
(%)

3 時間
(%)

4 時間
(%)

5 時間
(%)

6 時間
(%)

7 時間
(%)

8 時間
(%)

9 時間
(%)

10時間
(%)

11時間
(%)

12時間
(%)

13時間
(%)

14時間以
上 (%)

　無回答
(%)

  全  体 8065 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 1.2 23.8 15.6 24.9 7.0 10.8 3.2 3.5 9.3

フルタイムで共働き 4015 0.1 0.0 - - - 0.2 1.5 26.5 16.2 26.4 7.6 10.7 2.8 2.8 5.0

パートを含む共働き 1300 - 0.1 0.2 0.2 0.5 0.8 0.8 27.0 16.9 24.5 6.9 9.5 3.2 3.5 5.9

専業主婦（夫） 2715 0.0 - 0.0 - 0.2 0.2 0.9 18.2 14.3 22.9 6.1 11.5 3.9 4.3 17.3

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

  全  体 1605 - 0.1 0.1 0.2 71.8 15.9 0.9 10.8

フルタイムで共働き 499 - 0.2 - 0.2 83.6 13.8 0.4 1.8

パートを含む共働き 617 - - - 0.5 73.7 20.7 1.0 4.1

専業主婦（夫） 474 - 0.2 0.4 - 57.0 11.8 1.5 29.1

合計

（Ｎ）

1 時間
(%)

2 時間
(%)

3 時間
(%)

4 時間
(%)

5 時間
(%)

6 時間
(%)

7 時間
(%)

8 時間
(%)

9 時間
(%)

10時間
(%)

11時間
(%)

12時間
(%)

13時間
(%)

14時間以
上 (%)

　無回答
(%)

  全  体 1605 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.9 23.9 16.1 24.5 4.5 9.5 2.4 3.4 14.2

フルタイムで共働き 499 - 0.2 - - - 0.2 1.0 33.9 18.4 24.8 6.0 8.8 1.6 1.8 3.2

パートを含む共働き 617 - - 0.2 0.3 0.3 0.2 0.6 23.7 16.9 27.9 4.5 11.3 1.6 3.4 9.1

専業主婦（夫） 474 - - - - - - 0.8 12.9 13.1 20.0 3.2 8.0 4.2 5.3 32.5
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イ パート・アルバイト就労のフルタイムへの転換希望 

父親のパート・アルバイト就労のフルタイムへの転換希望について聞いたところ、就学前子

どもでは「パート・アルバイトで引き続き就労予定」が 44.2％と最も多くなっている。 

■就学前子ども(問３－３) (SA) 

 

■就学子ども(問３－３) (SA) 

 

 

  

17.3 19.2 44.2 19.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=   52

フルタイムへ転換する希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへ転換する希望はあるが実現できる見込みがない

パート・アルバイトで引き続き就労予定

パート・アルバイトをやめて、子育てや家事に専念する予定

無回答

18.2 18.2 63.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=   11

フルタイムへ転換する希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへ転換する希望はあるが実現できる見込みがない

パート・アルバイトで引き続き就労予定

パート・アルバイトをやめて、子育てや家事に専念する予定

無回答
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ウ 現在非就労の今後の就労希望と希望する時期や就労条件 

父親の今後の就労希望について聞いたところ、就学前子どもでは「すぐにでも、または 1年

以内に就労したい」が 25.7％と最も多くなっている。 

①今後の就労希望 

■就学前子ども(問３－４) (SA) 

 

■就学子ども(問３－４) (SA) 

 

  

14.3 5.7 25.7 54.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=   35

子育てや家事に専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

すぐにでも、または１年以内に就労したい

無回答

37.5 12.5 12.5 37.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=   16

子育てや家事に専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

すぐにでも、または１年以内に就労したい

無回答
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②希望する就労の時期（一番下の子が何歳になったら働きたいか） 

■就学前子ども(問３－４) (SA) 

 

■就学子ども(問３－４) (SA) 

 

 

③希望する就労形態（すぐにでも、１年以内に就労したい方の希望） 

■就学前子ども(問３－４) (SA) 

 

■就学子ども(問３－４) (SA) 

 

  

合計（Ｎ） （％）

1 歳 - -

2 歳 1 50.0

3 歳 - -

4 歳 - -

5 歳 - -

6 歳 - -

7 歳 1 50.0

8 歳以上 - -

　無回答 - -

  全  体 2 100.0

合計（Ｎ） （％）

～2 歳 - -

3 歳 - -

4 歳 - -

5 歳 - -

6 歳 1 50.0

7 歳以上 1 50.0

　無回答 - -

  全  体 2 100.0

66.7 11.1 22.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=    9

フルタイムによる就労 パート・アルバイト等による就労 無回答

50.0 50.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=    2

フルタイムによる就労 パート・アルバイト等による就労 無回答
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④希望する就労条件（パート・アルバイトを希望する方の就労条件） 

■就学前子ども(問３－４) (SA)          ■就学子ども(問３－４) (SA) 

  

  

  

合計（Ｎ） （％）

1 日 - -

2 日 - -

3 日 - -

4 日 - -

5 日 1 100.0

6 日 - -

7 日 - -

　無回答 - -

  全  体 1 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 日 - -

2 日 - -

3 日 - -

4 日 - -

5 日 - -

6 日 - -

7 日 - -

　無回答 1 100.0

  全  体 1 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 - -

2 時間 - -

3 時間 - -

4 時間 - -

5 時間 - -

6 時間 - -

7 時間 - -

8 時間 1 100.0

9 時間以上 - -

　無回答 - -

  全  体 1 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 - -

2 時間 - -

3 時間 - -

4 時間 - -

5 時間 - -

6 時間 - -

7 時間 - -

8 時間以上 - -

　無回答 1 100.0

  全  体 1 100.0
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４ 日中の定期的な教育・保育の事業等の利用状況について 

（１）定期的な教育・保育の事業の利用有無 

定期的な教育・保育の事業の利用有無にについて聞いたところ、「利用している」が 61.6％、「利

用していない」が 36.6％となっている。年齢別でみると０歳が「利用していない」が 77.9％と最

も多く、３・４・５歳では「利用している」が 90％台である。 

■就学前子ども(問４－１) (SA) 

 

■年齢別の定期的な教育・保育の事業の利用有無(問４－１×問１－３) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

61.6 36.6 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

利用している 利用していない 無回答

合計

（Ｎ）

利用して
いる (%)

利用して
いない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 61.6 36.6 1.7

０歳 2462 20.8 77.9 1.3

１歳 1381 56.8 41.3 2.0

２歳 1349 64.0 34.3 1.6

３歳 1130 93.3 4.5 2.2

４歳 937 96.9 1.3 1.8

５歳 971 97.4 1.2 1.3
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（２）定期的な教育・保育の事業の利用状況 

定期的な教育・保育の事業の利用状況について聞いたところ、「認可保育所」が 52.0％と最も多

く、次いで、「幼稚園」が 28.9％、「川崎市が認定した認可外保育施設」が 10.5％と続いている。 

年齢別の利用事業でみると、「認可保育所」が１・２歳が約 65％と多く、３・４・５歳で「幼稚

園」の利用が 45％前後と多い（０～２歳児において「幼稚園」の年齢対象外であるが、若干の利用

がある）。「川崎市が認定した認可外保育施設」について、０歳で 22.7％、１・２歳で 10％台の利

用がある。 

世帯就労別の利用事業でみると、「フルタイムで共働き」については、「認可保育所」が 76.6％、

「川崎市が認定した認可外保育施設」が 13.7％である。「パートを含む共働き」については、「幼稚

園」が 39.6％、「認可保育所」が 35.9％である。また、「専業主婦（夫）」では「幼稚園」が 84.9％

となっている。 

 

■就学前子ども(問４－２) (MA) 

 

  

認可保育所

幼稚園

川崎市が認定した認可外保育施設

幼稚園・認定こども園の預かり保育

その他の認可外保育施設

障害のある子どものための施設・事業

認定こども園

小規模保育施設

事業所内保育施設

幼児園

ふれあい子育てサポート事業

居宅訪問型保育（ベビーシッター）

家庭的保育施設

その他

　無回答

52.0

28.9

10.5

3.7

2.6

2.4

2.2

1.3

0.9

0.7

0.5

0.3

0.2

0.8

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=5,162
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■年齢別の定期的な教育・保育の事業の利用事業(問４－２×問１－３) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

■世帯就労別の定期的な教育・保育の事業の利用事業(問４－２×問３－１) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

  

合計

（Ｎ）

認可保育
所 (%)

幼稚園
(%)

幼稚園・
認定こど
も園の預
かり保育

(%)

認定こど
も園 (%)

小規模保
育施設
(%)

家庭的保
育施設
(%)

事業所内
保育施設

(%)

川崎市が
認定した
認可外保
育施設
(%)

その他の
認可外保
育施設
(%)

居宅訪問
型保育

（ベビー
シッ

ター）
(%)

ふれあい
子育てサ
ポート事
業 (%)

幼児園
(%)

障害のあ
る子ども
のための
施設・事
業 (%)

その他
(%)

　無回答
(%)

  全  体 5162 52.0 28.9 3.7 2.2 1.3 0.2 0.9 10.5 2.6 0.3 0.5 0.7 2.4 0.8 0.3

０歳 512 59.0 3.5 0.6 0.8 2.1 0.2 2.9 22.7 6.6 0.6 0.8 - 1.0 1.4 0.8

１歳 784 65.9 2.9 0.4 0.9 3.7 0.6 1.5 18.0 5.1 0.4 1.0 0.1 1.4 0.9 0.6

２歳 864 65.4 8.6 0.2 1.2 2.5 0.5 1.0 15.4 2.3 0.7 0.7 0.8 3.5 1.2 0.7

３歳 1054 46.4 42.2 5.5 3.2 0.3 - 0.3 6.3 1.6 - 0.5 0.9 2.3 0.6 -

４歳 908 42.1 48.2 6.4 3.6 0.1 - 0.1 3.7 1.1 0.4 - 0.6 3.2 0.6 0.2

５歳 946 41.3 48.4 6.4 2.7 - - 0.5 4.7 1.1 - 0.2 1.1 2.4 0.4 0.1

合計

（Ｎ）

認可保育
所 (%)

幼稚園
(%)

幼稚園・
認定こど
も園の預
かり保育

(%)

認定こど
も園 (%)

小規模保
育施設
(%)

家庭的保
育施設
(%)

事業所内
保育施設

(%)

川崎市が
認定した
認可外保
育施設
(%)

その他の
認可外保
育施設
(%)

居宅訪問
型保育

（ベビー
シッ

ター）
(%)

ふれあい
子育てサ
ポート事
業 (%)

幼児園
(%)

障害のあ
る子ども
のための
施設・事
業 (%)

その他
(%)

　無回答
(%)

  全  体 5162 52.0 28.9 3.7 2.2 1.3 0.2 0.9 10.5 2.6 0.3 0.5 0.7 2.4 0.8 0.3

フルタイムで共働き 2825 76.6 3.1 1.8 1.1 1.6 0.2 1.0 13.7 2.5 0.5 0.6 0.3 1.1 0.5 0.5

パートを含む共働き 985 35.9 39.6 10.5 3.8 1.9 0.2 1.6 12.6 4.1 0.2 0.1 0.9 2.3 0.9 0.1

専業主婦（夫） 1136 3.8 84.9 2.6 3.6 0.2 0.1 0.1 1.2 0.9 - 0.6 1.4 5.5 1.0 0.3

ともに無業 5 40.0 20.0 - - - - - 20.0 - - - - 20.0 20.0 -
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（３）定期的な教育・保育の事業の利用日数・利用時間 

利用日数は、「事業所内保育施設」「ふれあい子育てサポート事務」「障害のある子どものための

施設・事業」「その他」を除いて「５日」の利用が 80％を超えている。 

利用時間数は、「幼稚園」では４～７時間が多く、「認可保育所」では９～12 時間、「幼児園」で

は６～８時間が多くなっている。 

ア 事業別の利用日数 

■就学前子ども(問４－３×問４－２) (MA) 

 

＊上位１位を網掛け 

 

イ 事業別の利用時間数 

■就学前子ども(問４－３×問４－２) (MA) 

 

＊上位３位を網掛け 

  

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

  全  体 5125 1.3 1.0 1.0 3.8 90.2 1.9 - 0.9

認可保育所 2635 0.5 0.5 0.8 2.8 92.2 2.9 - 0.3

幼稚園 1471 2.2 1.2 0.2 4.0 91.6 0.2 - 0.5

幼稚園・認定こども園の預かり保育 185 1.6 3.2 3.8 3.8 85.4 0.5 - 1.6

認定こども園 113 0.9 1.8 2.7 10.6 84.1 - - -

小規模保育施設 64 1.6 3.1 - 1.6 90.6 3.1 - -

家庭的保育施設 10 - - - - 90.0 - - 10.0

事業所内保育施設 49 2.0 4.1 2.0 24.5 63.3 4.1 - -

川崎市が認定した認可外保育施設 530 0.2 0.4 0.6 8.1 89.8 0.6 - 0.4

その他の認可外保育施設 131 - 3.8 6.9 13.7 69.5 5.3 - 0.8

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 11 - - - - 100.0 - - -

ふれあい子育てサポート事業 25 24.0 - 4.0 - 60.0 8.0 - 4.0

幼児園 33 6.1 - - 3.0 87.9 3.0 - -

障害のある子どものための施設・事業 130 13.1 7.7 6.9 24.6 46.9 - - 0.8

その他 13 - 23.1 7.7 - 61.5 - - 7.7

合計

（Ｎ）

1時間未満
(%)

1～2時間
(%)

2～3時間
(%)

3～4時間
(%)

4～5時間
(%)

5～6時間
(%)

6～7時間
(%)

7～8時間
(%)

8～9時間
(%)

9～10時間
(%)

10～11時
間 (%)

11～12時
間 (%)

12～13時
間 (%)

13～14時
間 (%)

14時間以
上 (%)

　無回答
(%)

  全  体 5125 0.3 0.6 0.5 1.0 16.3 10.4 3.5 9.0 11.7 23.7 15.8 4.5 0.4 - 0.8 1.5

認可保育所 2635 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.1 2.7 13.0 14.5 34.1 25.1 7.6 0.9 - 0.7 0.7

幼稚園 1471 0.3 1.5 1.5 2.2 50.7 34.1 4.8 0.7 1.4 0.6 0.2 - - - 1.0 1.2

幼稚園・認定こども園の預かり保育 185 5.4 13.0 24.9 23.2 9.7 2.2 2.2 3.8 3.8 5.4 2.7 1.1 - - 0.5 2.2

認定こども園 113 - - 3.5 - 43.4 14.2 2.7 6.2 6.2 15.0 6.2 0.9 - - - 1.8

小規模保育施設 64 3.1 - 1.6 1.6 - - 1.6 10.9 15.6 43.8 17.2 3.1 - - - 1.6

家庭的保育施設 10 - - - - - - - 20.0 50.0 20.0 - - - - - 10.0

事業所内保育施設 49 2.0 - - 4.1 4.1 6.1 10.2 14.3 14.3 26.5 16.3 - - - - 2.0

川崎市が認定した認可外保育施設 530 0.4 0.4 0.4 - 0.9 0.8 2.5 9.4 24.7 39.8 16.0 2.8 - - 1.1 0.8

その他の認可外保育施設 131 - - 2.3 1.5 6.1 3.1 6.1 15.3 19.8 24.4 11.5 6.9 - - 1.5 1.5

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 11 - 18.2 9.1 36.4 18.2 - - - 9.1 9.1 - - - - - -

ふれあい子育てサポート事業 25 28.0 32.0 12.0 4.0 - - - 4.0 - 4.0 - - - - - 16.0

幼児園 33 - - 3.0 3.0 18.2 6.1 24.2 24.2 6.1 9.1 3.0 - - - 3.0 -

障害のある子どものための施設・事業 130 25.4 22.3 3.8 33.8 3.1 3.8 1.5 - 0.8 - - - - - - 5.4

その他 13 30.8 15.4 7.7 7.7 7.7 - 15.4 7.7 - 7.7 - - - - - -
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事業別の開始時間でみると、「幼稚園」では 8:31～9:00、「認可保育所」では 7:31～8:30、「事業所内

保育施設」では 7:31～8:30 が多くなっている。 

事業別の終了時間でみると、「幼稚園」では 16:31～17:00（「幼稚園の預かり保育」は 13:31～14:00）、

「認可保育園」では 13：31～14：00、「川崎市が認定した認可外保育施設」では 17:31～18:00 が多くな

っている。 

 

■就学前子ども(問４－３) (MA) 

（開始時間） 

 

（終了時間） 

 

＊上位３位を網掛け 

合計

（Ｎ）

～6:30
(%)

6:31～
7:00 (%)

7:01～
7:30 (%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

  全  体 5125 0.1 3.4 12.8 20.3 23.4 31.7 4.8 1.8 0.1 0.1

認可保育所 2635 0.0 5.7 20.2 27.2 26.5 18.6 1.1 0.2 - -

幼稚園 1471 0.3 0.1 0.1 2.8 18.2 61.3 12.7 2.9 0.1 0.1

幼稚園・認定こども園の預かり保育 185 - 0.5 2.7 5.9 23.2 51.4 8.1 - - -

認定こども園 113 - 0.9 8.0 9.7 8.8 56.6 7.1 0.9 - -

小規模保育施設 64 - 3.1 21.9 34.4 21.9 12.5 - 3.1 - 1.6

家庭的保育施設 10 - - - 10.0 70.0 10.0 - - - -

事業所内保育施設 49 - 6.1 12.2 22.4 32.7 16.3 6.1 - - 4.1

川崎市が認定した認可外保育施設 530 - 2.3 14.2 35.3 27.4 18.9 0.4 0.8 - -

その他の認可外保育施設 131 - 3.8 13.7 26.7 19.8 21.4 7.6 5.3 0.8 -

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 11 - - 9.1 27.3 27.3 36.4 - - - -

ふれあい子育てサポート事業 25 4.0 4.0 20.0 4.0 16.0 24.0 - 16.0 4.0 -

幼児園 33 - - - 18.2 12.1 54.5 9.1 3.0 - -

障害のある子どものための施設・事業 130 - 1.5 3.8 10.8 10.8 32.3 8.5 27.7 2.3 -

その他 13 - - 7.7 15.4 15.4 38.5 15.4 - - -

合計

（Ｎ）

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 5125 - - - 0.0 0.0 0.2 0.0 - 0.1 1.3

認可保育所 2635 - - - - - - - - 0.1 0.5

幼稚園 1471 - - - - - 0.1 - - 0.1 1.2

幼稚園・認定こども園の預かり保育 185 - - - - 0.5 4.9 0.5 - 0.5 1.6

認定こども園 113 - - - - 0.9 4.4 0.9 - - 1.8

小規模保育施設 64 - - - - - - - - - 1.6

家庭的保育施設 10 - - - - - - - - - 10.0

事業所内保育施設 49 - - - - - - - - - -

川崎市が認定した認可外保育施設 530 - - - - - - - - - 0.9

その他の認可外保育施設 131 - - - - - - - - - 0.8

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 11 - - - - - - - - - -

ふれあい子育てサポート事業 25 - - - - - - - - 8.0 -

幼児園 33 - - - - - - - - 3.0 -

障害のある子どものための施設・事業 130 - - - 0.8 - 0.8 - - - 0.8

その他 13 - - - - - - - - - 7.7

合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

  全  体 5125 1.1 0.3 0.4 0.1 0.4 1.1 18.9 4.3 3.6 1.2 2.8

認可保育所 2635 0.7 - 0.2 0.0 0.1 0.0 0.2 - 0.2 0.2 3.0

幼稚園 1471 1.6 0.4 0.7 0.2 0.8 3.4 59.8 13.9 11.0 2.7 1.0

幼稚園・認定こども園の預かり保育 185 1.1 0.5 - - 0.5 4.3 51.9 9.2 4.3 2.7 3.2

認定こども園 113 0.9 - - - - - 42.5 3.5 6.2 2.7 2.7

小規模保育施設 64 1.6 - 1.6 - 1.6 - 1.6 - - - 3.1

家庭的保育施設 10 - - - - - - - - - - 10.0

事業所内保育施設 49 - - 2.0 - 2.0 - 4.1 8.2 2.0 6.1 4.1

川崎市が認定した認可外保育施設 530 1.3 - - - - 0.2 1.7 0.2 0.6 0.2 5.1

その他の認可外保育施設 131 - 0.8 - - - 0.8 6.1 2.3 0.8 2.3 6.1

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 11 - - - - - - 9.1 - - - -

ふれあい子育てサポート事業 25 12.0 8.0 4.0 - - 4.0 - - - - -

幼児園 33 3.0 - 3.0 - 3.0 - 18.2 3.0 6.1 6.1 18.2

障害のある子どものための施設・事業 130 3.8 3.8 3.8 0.8 3.1 2.3 40.8 4.6 0.8 3.1 2.3

その他 13 - - 7.7 7.7 7.7 - 38.5 - - - -

合計

（Ｎ）

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
19:30
(%)

19:31 ～
20:00
(%)

20:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 5125 6.6 8.7 10.8 22.0 8.7 5.8 1.5 0.5 0.1 1.3

認可保育所 2635 10.2 10.4 15.1 32.4 14.0 9.1 2.7 0.9 0.1 0.5

幼稚園 1471 0.5 1.0 0.8 0.7 0.2 0.1 - - - 1.1

幼稚園・認定こども園の預かり保育 185 2.2 8.1 3.8 4.3 1.6 1.1 - - - 1.1

認定こども園 113 4.4 10.6 5.3 10.6 8.0 0.9 0.9 - - 0.9

小規模保育施設 64 6.3 15.6 20.3 26.6 18.8 1.6 - - - 1.6

家庭的保育施設 10 20.0 30.0 20.0 10.0 - - - - - 10.0

事業所内保育施設 49 12.2 16.3 10.2 22.4 10.2 - - - - -

川崎市が認定した認可外保育施設 530 5.1 16.8 18.1 34.9 7.0 7.7 0.6 - - 0.6

その他の認可外保育施設 131 6.9 16.0 10.7 27.5 7.6 8.4 1.5 1.5 - 0.8

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 11 - - 18.2 45.5 27.3 - - - - -

ふれあい子育てサポート事業 25 4.0 8.0 - 24.0 20.0 8.0 8.0 - - -

幼児園 33 9.1 15.2 3.0 9.1 3.0 - - - - -

障害のある子どものための施設・事業 130 4.6 3.8 2.3 9.2 6.9 1.5 1.5 - - 0.8

その他 13 7.7 7.7 - 15.4 - - - - - 7.7
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（４）現在最も長時間利用している教育・保育の事業の実施場所 

現在最も長時間利用している教育・保育の事業の実施場所について聞いたところ、「住んでいる

区内」が 86.7％と最も多くなっている。 

■就学前子ども(問４－４) (SA) 

 

 

ア 住んでいる区外を利用している場合 

■就学前子ども(問４－４) (SA) 

 

 

イ 他の市町村を利用している場合 

東京都（世田谷区、大田区、文京区、目黒区） 

横浜市（青葉区、都筑区、港北区、神奈川区） 

町田市、調布市、多摩市、稲城市 

 

（５）現在最も長時間利用している教育・保育の事業の実施場所を選んだ理由 

現在最も長時間利用している教育・保育の事業の実施場所を選んだ理由について聞いたところ、

「自宅が近いから」が 13.9％と最も多くなっている。 

■就学前子ども(問４－５) (SA) 

 

  

86.7 8.4 4.3 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=5,125

住んでいる区内 住んでいる区外 他の市区町村 無回答

6.7 4.9 22.5 27.8 13.7 13.4 5.3 5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  432

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 無回答

13.9

2.1 0.7 3.3

5.1 73.6 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=5,125

自宅から近いから 通勤経路等の最寄駅に近いから

通園バスが使えるから 教育・保育の内容がよいから

利便性と教育・保育の内容がよいから その他

無回答
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（６）定期的な教育・保育の事業を利用している理由 

定期的な教育・保育の事業を利用している理由について聞いたところ、「子育てをしている方が

現在就労している」が 66.5％と最も多く、次いで、「子どもの教育や発達のため」が 50.8％となっ

ている。 

利用事業別の理由をみると、「幼稚園」「幼稚園・認定こども園の預かり保育」「認定こども園」

「幼児園」では「子どもの教育や発達のため」が 80％台と最も多く、「認可保育所」「居宅訪問型保

育（ベビーシッター）」では「子育てをしている方が現在就労している」が 90％台と最も多い。 

■就学前子ども(問４－６) (MA) 

 

 

■利用事業別の理由(問４－６×問４－２) 

 

＊上位１位を網掛け 

  

子育てをしている方が現在就労している

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が妊娠中である又は出産
後間もない

子育てをしている方が就労の予定がある、ま
たは求職中である

子どもの障害（発達の遅れや障害の疑いを含
む）のため

子育てをしている方が病気や障害がある

子育てをしている方が家族・親族などを介護し
ている

子育てをしている方が学生である

その他

　無回答

66.5

50.8

3.0

1.7

1.7

0.8

0.5

0.1

0.9

4.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=5,162

合計

（Ｎ）

子どもの
教育や発
達のため

(%)

子育てを
している
方が現在
就労して
いる (%)

子育てを
している
方が就労
の予定が
ある、ま
たは求職
中である

(%)

子育てを
している
方が家

族・親族
などを介
護してい
る (%)

子育てを
している
方が病気
や障害が
ある (%)

子育てを
している
方が学生
である
(%)

子育てを
している
方が妊娠
中である
又は出産
後間もな
い (%)

子どもの
障害（発
達の遅れ
や障害の
疑いを含
む）のた
め (%)

その他
(%)

　無回答
(%)

  全  体 5162 50.8 66.5 1.7 0.5 0.8 0.1 3.0 1.7 0.9 4.9

認可保育所 2684 32.2 94.1 1.7 0.5 1.1 0.1 3.8 0.9 0.4 1.7

幼稚園 1494 89.8 12.9 1.5 0.5 0.4 - 1.0 1.8 1.3 8.9

幼稚園・認定こども園の預かり保育 192 82.8 58.9 2.6 1.6 0.5 0.5 1.6 2.1 0.5 8.9

認定こども園 115 80.0 48.7 - - 0.9 - 1.7 1.7 0.9 4.3

小規模保育施設 66 31.8 86.4 - 1.5 - - 7.6 - - 9.1

家庭的保育施設 10 20.0 80.0 - - - - - - - 10.0

事業所内保育施設 46 37.0 76.1 2.2 - - - - - 6.5 10.9

川崎市が認定した認可外保育施設 541 33.3 87.1 2.0 0.2 0.4 0.2 4.3 1.1 0.9 6.3

その他の認可外保育施設 134 41.0 72.4 4.5 - 0.7 0.7 2.2 0.7 1.5 8.2

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 16 31.3 93.8 6.3 - - - 6.3 6.3 - -

ふれあい子育てサポート事業 26 57.7 65.4 - 7.7 7.7 - - 3.8 - 3.8

幼児園 35 82.9 22.9 8.6 - - - 5.7 - - 11.4

障害のある子どものための施設・事業 123 61.0 32.5 - 0.8 3.3 - 1.6 60.2 0.8 5.7

その他 40 67.5 50.0 2.5 2.5 2.5 - 7.5 5.0 - 7.5
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（７）定期的な教育・保育の事業を利用していない理由 

定期的な教育・保育の事業を利用していない理由について聞いたところ、「親がみているので利

用する必要がない」が 33.4％と最も多く、次いで、「子どもがまだ小さいため」が 32.2％、「教育・

保育の事業に空きがない」が 15.2％と続いている。 

子どもが大きくなったら利用したいと思う年齢について聞いたところ、「３歳」が 37.9％、「１

歳」が 35.2％となっている。 

■就学前子ども(問４－７) (SA) 

 

ア 子どもが大きくなったら利用したいと思う年齢(SA：子どもがまだ小さいためと答えた方) (問４－

７) 

 

 

  

33.4

0.7

15.2

1.5 0.4 0.7

32.2 9.6 6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=3,068

親がみているので利用する必要がない

祖父母や親戚がみているので利用する必要がない

近所の人や友人・知人がみているので利用する必要がない

教育・保育の事業に空きがない

経済的理由で事業を利用できない

延長・夜間などの時間帯の条件が合わない

場所や質など、納得できるサービスがない

子どもがまだ小さいため（□□ 歳くらいになったら利用したいと考えている）

その他

無回答

合計（Ｎ） （％）

1 歳 348 35.2

2 歳 104 10.5

3 歳 374 37.9

4 歳 94 9.5

5 歳 5 0.5

6 歳 1 0.1

7 歳 - -

8 歳以上 1 0.1

　無回答 61 6.2

  全  体 988 100.0
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（８）定期的な教育・保育の事業の今後の利用希望について 

定期的な教育・保育の事業の今後の利用希望について聞いたところ、「認可保育所」が 41.6％と

最も多く、次いで、「幼稚園」が 26.9％、「幼稚園・認定子ども園の預かり保育」が 17.3％と続い

ている。 

年齢別でみると０・１・２歳で「幼稚園」の利用希望が多い。３・４・５歳では既に事業を利用

しているため、「特にない」が多い。 

世帯就労別でみると、「フルタイムで共働き」では「認可保育所」が 57.9％と最も多く、次いで

「認定こども園」が 14.4％である。「パートを含む共働き」では「認可保育所」が 35.1％と最も多

く、次いで「幼稚園」が 25.8％である。「専業主婦（夫）」では「幼稚園」が 52.3％と最も多く、

次いで「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が 24.5％、「認可保育所」が 21.1％である。 

■就学前子ども(問４－８) (MA) 

 

  

認可保育所

幼稚園

幼稚園・認定こども園の預かり保育

認定こども園

川崎市が認定した認可外保育施設

ふれあい子育てサポート事業

居宅訪問型保育（ベビーシッター）

小規模保育施設

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

障害のある子どものための施設・事業

幼児園

家庭的保育施設

その他

特にない

　無回答

41.6

26.9

17.3

14.6

6.5

5.7

5.3

2.5

1.8

1.7

1.4

1.2

0.5

1.1

11.9

18.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374
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■年齢別の利用したい定期的な教育・保育の事業(問４－８×問１－３) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

■世帯就労別の利用したい定期的な教育・保育の事業(問４－８×問３－１) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

合計

（Ｎ）

認可保育
所 (%)

幼稚園
(%)

幼稚園・
認定こど
も園の預
かり保育

(%)

認定こど
も園 (%)

小規模保
育施設
(%)

家庭的保
育施設
(%)

事業所内
保育施設

(%)

川崎市が
認定した
認可外保
育施設
(%)

その他の
認可外保
育施設
(%)

居宅訪問
型保育

（ベビー
シッ

ター）
(%)

ふれあい
子育てサ
ポート事
業 (%)

幼児園
(%)

障害のあ
る子ども
のための
施設・事
業 (%)

その他
(%)

特にない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 41.6 26.9 17.3 14.6 2.5 0.5 1.8 6.5 1.7 5.3 5.7 1.2 1.4 1.1 11.9 18.3

０歳 2462 67.8 33.8 21.4 24.6 6.5 0.9 2.7 15.6 4.2 5.4 4.4 1.3 0.3 1.0 3.2 6.8

１歳 1381 41.7 36.9 21.0 15.9 1.4 0.4 1.7 5.0 1.0 6.4 6.8 2.1 1.4 1.2 8.3 14.4

２歳 1349 33.1 34.5 19.6 13.2 1.1 0.3 1.6 2.6 0.5 5.8 6.8 1.1 2.7 0.4 10.9 16.2

３歳 1130 27.3 14.4 12.6 7.8 0.2 0.5 1.4 2.2 0.5 5.5 5.1 1.1 1.3 1.3 19.2 28.4

４歳 937 22.8 13.6 11.2 6.2 0.5 0.4 0.7 1.1 0.4 4.5 6.6 0.1 2.0 1.6 22.3 29.2

５歳 971 22.5 12.4 10.5 6.8 0.3 0.5 1.5 1.5 0.6 4.2 5.5 0.9 1.8 1.4 22.1 32.6

合計

（Ｎ）

認可保育
所 (%)

幼稚園
(%)

幼稚園・
認定こど
も園の預
かり保育

(%)

認定こど
も園 (%)

小規模保
育施設
(%)

家庭的保
育施設
(%)

事業所内
保育施設

(%)

川崎市が
認定した
認可外保
育施設
(%)

その他の
認可外保
育施設
(%)

居宅訪問
型保育

（ベビー
シッ

ター）
(%)

ふれあい
子育てサ
ポート事
業 (%)

幼児園
(%)

障害のあ
る子ども
のための
施設・事
業 (%)

その他
(%)

特にない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 41.6 26.9 17.3 14.6 2.5 0.5 1.8 6.5 1.7 5.3 5.7 1.2 1.4 1.1 11.9 18.3

フルタイムで共働き 4015 57.9 10.8 12.4 14.4 2.9 0.6 2.0 9.6 2.3 6.9 6.9 0.7 0.7 1.2 11.9 17.3

パートを含む共働き 1300 35.1 25.8 19.3 14.8 2.4 0.4 1.8 5.4 1.5 3.0 3.8 1.2 2.0 0.9 13.6 22.5

専業主婦（夫） 2731 21.1 52.3 24.5 15.2 1.8 0.5 1.5 3.0 1.0 4.0 4.7 1.8 1.9 1.1 11.5 16.8

ともに無業 10 60.0 30.0 10.0 20.0 - - - - - 10.0 - - 10.0 - 10.0 10.0
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（９）定期的な教育・保育の事業の希望日数・希望時間 

希望日数でみると、「認可保育所」「幼稚園」「認定こども園」「川崎市が認定した認可外保育施設」

で「５日」が 90％前後と最も多い。 

希望時間でみると、「幼稚園」では５～７時間、「認定こども園」「認可保育所」では９～12 時間

が多くなっている。また、「居宅訪問型保育（ベビーシッター）」「幼稚園・認定こども園の預かり

保育」では２～４時間が多くなっている。 

ア 希望する事業別の希望日数 

■就学前子ども(問４－９) (MA) 

 

＊上位１位を網掛け 

 

イ 希望する事業別の希望時間数 

■就学前子ども(問４－９) (MA) 

 

＊上位３位を網掛け 

 

事業別の開始時間でみると、「幼稚園」では 8:31～9:00（「幼稚園・認定こども園の預かり保育」

は 13:31～14:00）、「認可保育所」では 6:31～8:00 が多くなっている。 

事業別の終了時間でみると、「幼稚園」では 13:31～14:00（「幼稚園・認定こども園の預かり保育」

は「16:31～17:00」）、「認可保育所」では 17:31～18:00 が多くなっている。 

  

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

  全  体 5788 4.5 2.2 2.9 2.7 79.8 2.9 0.2 4.9

認可保育所 3309 1.0 0.8 2.2 3.0 88.1 4.1 0.2 0.6

幼稚園 2065 1.0 1.2 2.4 2.9 89.6 1.6 0.1 1.3

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1303 3.5 3.3 5.1 3.6 80.9 2.2 0.2 1.2

認定こども園 1095 0.7 1.4 3.2 2.9 87.1 3.8 0.1 0.7

小規模保育施設 179 2.8 1.1 3.9 5.6 81.0 3.9 - 1.7

家庭的保育施設 36 13.9 - 2.8 - 80.6 - - 2.8

事業所内保育施設 143 0.7 2.8 5.6 4.2 81.1 2.8 2.1 0.7

川崎市が認定した認可外保育施設 500 2.0 0.6 2.2 2.2 89.2 3.0 0.2 0.6

その他の認可外保育施設 125 4.0 0.8 4.0 4.0 84.0 2.4 0.8 -

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 390 30.3 5.4 4.6 2.1 52.6 1.8 - 3.3

ふれあい子育てサポート事業 398 27.1 7.5 7.5 3.3 48.7 2.8 0.5 2.5

幼児園 84 3.6 3.6 4.8 3.6 82.1 1.2 - 1.2

障害のある子どものための施設・事業 101 20.8 8.9 5.9 5.0 53.5 2.0 - 4.0

その他 17 17.6 11.8 5.9 11.8 52.9 - - -

特にない 0 - - - - - - - -

合計

（Ｎ）

1時間未満
(%)

1～2時間
(%)

2～3時間
(%)

3～4時間
(%)

4～5時間
(%)

5～6時間
(%)

6～7時間
(%)

7～8時間
(%)

8～9時間
(%)

9～10時間
(%)

10～11時
間 (%)

11～12時
間 (%)

12～13時
間 (%)

13～14時
間 (%)

14時間以
上 (%)

　無回答
(%)

  全  体 5788 0.5 1.8 2.0 2.4 9.2 8.5 4.8 6.8 9.3 19.2 18.0 7.5 2.1 0.2 0.6 6.9

認可保育所 3309 0.1 0.2 0.1 0.2 0.7 1.1 2.8 7.0 12.3 29.0 28.0 11.8 3.4 0.4 0.8 2.1

幼稚園 2065 0.0 0.4 0.6 3.9 26.2 25.0 10.0 7.5 6.6 6.2 4.5 2.1 0.7 0.1 0.6 5.5

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1303 1.2 6.1 14.5 7.9 3.2 4.5 5.0 8.4 10.0 13.8 12.4 5.2 1.6 0.2 0.5 5.3

認定こども園 1095 0.1 - 0.2 1.2 4.5 5.4 4.0 10.9 13.6 21.2 22.8 9.1 2.6 0.1 0.5 3.9

小規模保育施設 179 - 0.6 1.1 1.7 2.2 2.2 3.4 11.7 11.7 25.1 27.9 6.7 3.4 - - 2.2

家庭的保育施設 36 - 5.6 8.3 2.8 2.8 11.1 5.6 11.1 8.3 13.9 8.3 11.1 2.8 - 2.8 5.6

事業所内保育施設 143 - - - 2.1 2.8 4.9 2.8 10.5 13.3 30.1 18.2 7.7 3.5 - 0.7 3.5

川崎市が認定した認可外保育施設 500 - - 0.4 0.6 0.8 1.8 1.8 4.8 12.2 30.0 29.4 13.6 2.0 0.4 - 2.2

その他の認可外保育施設 125 - 1.6 0.8 3.2 1.6 1.6 4.8 4.8 14.4 24.8 28.0 8.8 2.4 0.8 - 2.4

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 390 2.6 15.1 17.4 8.7 8.2 6.2 5.6 7.4 6.9 5.1 5.9 2.3 0.5 - 0.3 7.7

ふれあい子育てサポート事業 398 10.3 20.9 14.8 7.5 8.5 5.3 5.0 5.5 4.5 3.0 3.5 1.5 0.3 - 0.3 9.0

幼児園 84 - 3.6 - 2.4 15.5 11.9 11.9 16.7 4.8 16.7 6.0 1.2 2.4 - 1.2 6.0

障害のある子どものための施設・事業 101 12.9 19.8 7.9 14.9 5.9 5.0 2.0 5.9 3.0 4.0 4.0 3.0 - - - 11.9

その他 17 - 11.8 - 17.6 - - - 5.9 11.8 17.6 17.6 5.9 - - 5.9 5.9
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■就学前子ども(問４－９) (MA) 

（開始時間） 

 

＊上位３位を網掛け 

 

（終了時間） 

 

＊上位３位を網掛け 

 

  

合計

（Ｎ）

～6:30
(%)

6:31～
7:00 (%)

7:01～
7:30 (%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

  全  体 5788 0.4 21.7 2.0 33.7 2.2 25.7 0.2 2.5 0.0 0.1

認可保育所 3309 0.5 33.9 3.2 43.5 2.2 13.5 0.1 0.8 - 0.1

幼稚園 2065 0.2 9.2 0.6 28.5 2.6 49.6 0.5 3.9 0.0 0.1

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1303 0.3 16.9 1.5 34.5 2.8 29.6 0.2 1.5 - 0.3

認定こども園 1095 0.3 26.2 2.1 39.2 2.8 23.7 0.2 1.2 - -

小規模保育施設 179 1.7 31.3 2.2 40.8 1.1 18.4 - 1.7 - -

家庭的保育施設 36 - 22.2 2.8 25.0 - 27.8 - 5.6 - -

事業所内保育施設 143 0.7 21.0 2.8 42.7 0.7 21.7 - 2.8 - -

川崎市が認定した認可外保育施設 500 0.2 36.4 4.4 43.2 1.6 10.8 - 0.6 - -

その他の認可外保育施設 125 0.8 33.6 4.8 34.4 - 18.4 - 3.2 - -

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 390 0.5 15.4 0.5 24.9 2.3 24.9 - 6.9 - 0.5

ふれあい子育てサポート事業 398 0.5 14.6 1.0 23.6 1.0 24.9 - 4.8 - 0.5

幼児園 84 - 9.5 - 33.3 2.4 40.5 - 3.6 - -

障害のある子どものための施設・事業 101 - 7.9 3.0 11.9 2.0 45.5 - 10.9 - -

その他 17 - 35.3 - 11.8 5.9 29.4 - 5.9 - 5.9

特にない 0 - - - - - - - - - -

合計

（Ｎ）

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 5788 - 0.1 - 0.2 - 2.0 0.0 0.6 1.7 6.7

認可保育所 3309 - 0.1 - 0.1 - 0.1 - 0.0 0.2 1.7

幼稚園 2065 - 0.0 - 0.0 - 0.1 - - 0.1 4.5

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1303 - 0.2 - 0.2 - 7.1 0.1 1.1 0.3 3.5

認定こども園 1095 - - - - - 0.9 - 0.3 - 3.1

小規模保育施設 179 - 0.6 - - - - - 0.6 - 1.7

家庭的保育施設 36 - - - - - - - 5.6 2.8 8.3

事業所内保育施設 143 - - - - - 3.5 - 0.7 - 3.5

川崎市が認定した認可外保育施設 500 - 0.2 - 0.4 - 0.4 - 0.2 - 1.6

その他の認可外保育施設 125 - - - - - 0.8 - - 1.6 2.4

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 390 - 0.8 - 1.3 - 2.8 - 1.8 13.1 4.4

ふれあい子育てサポート事業 398 - 0.5 - 0.3 - 5.8 - 2.3 16.3 4.0

幼児園 84 - - - - - 4.8 - 1.2 1.2 3.6

障害のある子どものための施設・事業 101 - - - 2.0 - 2.0 1.0 5.0 3.0 5.9

その他 17 - - - - - - - - 5.9 -

特にない 0 - - - - - - - - - -

合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

  全  体 5788 0.8 0.0 0.7 - 1.0 0.0 11.7 0.1 7.7 0.1 6.4

認可保育所 3309 0.8 0.0 0.0 - 0.2 - 0.7 0.0 1.8 - 5.0

幼稚園 2065 0.7 0.1 1.0 - 2.3 0.0 30.0 0.2 18.2 0.1 8.7

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1303 0.8 - 0.5 - 1.2 0.1 16.8 0.2 9.4 0.1 8.4

認定こども園 1095 0.6 0.1 0.5 - 0.7 - 8.5 - 7.1 0.1 6.2

小規模保育施設 179 0.6 - 0.6 - - - 3.4 - 4.5 - 6.7

家庭的保育施設 36 - - - - - - 8.3 - 13.9 - 2.8

事業所内保育施設 143 - - - - 2.1 - 2.8 - 4.9 - 6.3

川崎市が認定した認可外保育施設 500 - - 0.2 - - - 1.4 - 2.2 - 2.4

その他の認可外保育施設 125 - - - - 0.8 - 1.6 - 3.2 - 4.0

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 390 0.8 - 3.3 - 0.8 - 7.2 - 6.7 - 6.9

ふれあい子育てサポート事業 398 1.5 - 2.5 - 0.5 - 6.5 - 6.5 - 8.3

幼児園 84 1.2 - 1.2 - 1.2 - 19.0 - 7.1 - 10.7

障害のある子どものための施設・事業 101 1.0 - 3.0 - 4.0 1.0 25.7 - 5.0 - 12.9

その他 17 - - - - - - 5.9 - - - 17.6

特にない 0 - - - - - - - - - - -

合計

（Ｎ）

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
19:30
(%)

19:31 ～
20:00
(%)

20:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 5788 0.2 15.3 0.8 32.7 1.3 10.3 0.2 3.2 0.7 6.6

認可保育所 3309 0.2 18.2 1.2 48.0 2.3 14.8 0.4 4.2 0.6 1.5

幼稚園 2065 0.2 12.4 0.4 15.9 0.3 3.2 0.0 1.4 0.0 4.6

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1303 0.2 18.4 0.6 27.5 1.3 8.1 0.2 2.5 0.3 3.5

認定こども園 1095 0.2 17.0 0.8 37.2 1.9 12.7 0.1 3.1 0.2 3.0

小規模保育施設 179 0.6 21.2 2.2 40.8 2.8 11.7 0.6 2.2 0.6 1.7

家庭的保育施設 36 - 16.7 - 33.3 - 11.1 2.8 - 2.8 8.3

事業所内保育施設 143 - 18.2 0.7 38.5 - 15.4 - 7.0 0.7 3.5

川崎市が認定した認可外保育施設 500 0.2 19.4 0.6 50.2 2.6 15.2 0.4 3.6 0.2 1.4

その他の認可外保育施設 125 - 18.4 - 48.8 2.4 11.2 0.8 6.4 - 2.4

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 390 0.3 13.6 0.5 26.7 1.5 13.1 0.3 9.5 4.6 4.4

ふれあい子育てサポート事業 398 - 13.6 0.3 29.4 0.5 15.6 0.3 6.5 4.0 4.0

幼児園 84 - 20.2 1.2 27.4 - 4.8 - 2.4 - 3.6

障害のある子どものための施設・事業 101 - 18.8 1.0 13.9 - 6.9 - - 1.0 5.9

その他 17 - 17.6 - 29.4 - 23.5 - 5.9 - -

特にない 0 - - - - - - - - - -
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（10）利用したい定期的な教育・保育の事業の希望する実施場所 

利用したい定期的な教育・保育の事業の希望する実施場所について聞いたところ、「住んでいる

区内」が 89.7％となっている。住んでいる区外を利用したい場合は、「中原区」が 27.8％、「高津

区」が 26.8％であった。 

■就学前子ども(問４－１０) (MA) 

 

 

ア 住んでいる区外を利用したい場合 

■就学前子ども(問４－１０) (MA) 

 

 

イ 他の市町村を利用している場合 

東京都（世田谷区、目黒区、大田区） 

横浜市（青葉区、都筑区、港北区） 

町田市、調布市、多摩市、稲城市 

 

（11）利用したい定期的な教育・保育施設の実施場所を選んだ理由 

利用したい定期的な教育・保育施設の実施場所を選んだ理由について聞いたところ、「自宅から

近いから」が 72.4％と最も多く、「利便性と教育・保育の内容がよいから」が 8.2％となっている。 

■就学前子ども(問４－１１) (SA) 

 

 

  

89.7

3.4 2.4

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=5,788

住んでいる区内 住んでいる区外 他の市区町村 無回答

5.2 2.6 27.8 26.8 16.0 11.9 4.1 5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  194

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 無回答

72.4 4.4

1.5

5.2 8.2

1.5

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=5,788

自宅から近いから 通勤経路等の最寄駅に近いから

通園バスが使えるから 教育・保育の内容がよいから

利便性と教育・保育の内容がよいから その他

無回答
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（12）特別なサポートを希望する内容 

利用したい教育・保育の事業で、子どもへの特別なサポートを望む場合、どのようなサポートが

あればよいかを聞いた。 

■就学前子ども(問４－１２)（自由記述） 

・小学校入学前の文字、数字、の読み書きや言葉使い。礼儀や社会知識。 

・楽器や体操、英語などの習い事の時間があると嬉しい。 

・日本語の教育を外国籍の子供に行ってあげてほしいです。 

・食事やトイレ、その他生活習慣を身に付けるためのサポート。 

・親以外の人と触れ合うことで、人見知りせず、基本的マナーを人前でしっかりできるようになってほ

しいです。 

・親が教えきれない友達との関わり方やイベント事など望みます。また遊具や、体験ものなど行ってく

れると子供の成長や感じ方も変わってくると思う。 

・地域の方々と触れ合えるような活動があると子供たちが自分の住んでいる町について知ることが出来

ると思う。 

・兄弟が同じ園に通えるような体制強化。 

・出来れば、子供をマンツーマンに近い形で見てほしい。 

・子供全員にきちんと均等に教育が行き届く様に保育者の人数は安心出来る人数を確保してほしい。 

・不公平感の残らない認可保育園の入園 

・病児の際の保育、家庭での病児シッター 

・病児保育ができる施設を増やしてほしい 

・食物アレルギーに対するサポート 

・子供が病気やケガなどで、定期的に薬を飲む必要がある際に薬を飲ませ（ぬる等）てくれるサポート。 

・習い事への送迎、家への送迎 

・夏休み、冬休み、春休みに預かり保育を行ってほしい。そうすれば、妻も働きに行くことができる。 

・早朝・夜間保育の充実 

・土・日・祝日や年末年始のサポートがあるとよい。 

・入所できる施設が遠い場合の送迎バス（保育所含む） 

・子育てについてもっと相談できる機会があって、今後のサポートについてアドバイス等もらえるとよ

い 

・給食等による食育。 

・英語で対応して頂けるサポートや保育所 

・難しいかもしれないが、不定期にお願いできるシッターさん 

・求職活動中の母親のサポート。一度、正社員をやめた母親で再度正社員として働きたい母親のサポー

ト。 

・利用額が無料もしくは低い金額で利用できると助かる。 

・加配、療育センター等との連携、定期的な面談 

・発達支援事業所の数を増やしてほしい。（年齢、乳幼児～高卒） 
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５ 地域子育て支援センター等の地域の子育て支援事業の利用状況について 

（１）地域子育て支援センターの認知度 

地域子育て支援センターの認知度について聞いたところ、「知っている」が 73.8％と最も多く、

次いで「聞いたことがあるが内容は知らない」が 18.0％、「知らない」が 6.9％と続いている。 

■就学前子ども(問５－１) (SA) 

 

 

（２）現在の地域子育て支援センターの利用有無 

現在の地域子育て支援センターの利用有無について聞いたところ、「利用している」が 18.8％、

「利用していない」が 78.0％となっている。 

年齢別でみると、「利用している」は「０歳」で 32.7％と多く、「利用していない」は３歳以上

で 90％前後となっている。 

年齢別の利用回数でみると、全年齢において１週間あたり、１か月あたり共に１～３回が多くな

っている。 

■就学前子ども(問５－２) (SA) 

 

  

73.8 6.9 18.0 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っている 知らない 聞いたことがあるが内容は知らない 無回答

18.8 78.0 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

利用している 利用していない 無回答
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■年齢別の利用有無(問５－２×問１－３) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

■年齢別の利用回数(問５－２×問１－３) 

（１週あたり） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（１か月あたり） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

合計

（Ｎ）

利用している (%) 利用していない
(%)

　無回答 (%)

  全  体 8374 18.8 78.0 3.2

０歳 2462 32.7 62.6 4.7

１歳 1381 19.9 77.5 2.6

２歳 1349 17.6 79.9 2.5

３歳 1130 10.6 87.1 2.3

４歳 937 6.3 91.7 2.0

５歳 971 6.3 90.8 2.9

合計

（Ｎ）

1 回 (%) 2 回 (%) 3 回 (%) 4 回 (%) 5 回 (%) 6 回 (%) 7 回 (%) 　無回答
(%)

  全  体 1577 12.4 8.1 5.8 1.8 1.0 0.1 - 70.8

０歳 806 14.3 10.5 6.3 2.1 1.1 - - 65.6

１歳 275 10.9 5.1 6.2 2.5 1.1 0.4 - 73.8

２歳 237 11.0 6.3 5.1 1.7 0.8 - - 75.1

３歳 120 8.3 3.3 2.5 0.8 0.8 - - 84.2

４歳 59 13.6 10.2 3.4 - 1.7 - - 71.2

５歳 61 6.6 4.9 3.3 - - - - 85.2

合計

（Ｎ）

1 回 (%) 2 回 (%) 3 回 (%) 4 回 (%) 5 回 (%) 6 ～10回
(%)

11～15回
(%)

16～20回
(%)

21回以上
(%)

　無回答
(%)

  全  体 1577 35.6 19.0 9.1 2.3 1.8 3.0 0.4 0.3 - 28.5

０歳 806 29.3 18.7 10.3 2.4 2.4 4.7 0.4 0.2 - 31.6

１歳 275 37.5 19.3 9.1 2.5 1.8 1.5 0.4 0.4 - 27.6

２歳 237 44.3 19.0 7.2 2.1 1.3 0.8 0.4 0.8 - 24.1

３歳 120 50.0 23.3 7.5 1.7 - 1.7 - - - 15.8

４歳 59 35.6 20.3 5.1 5.1 1.7 1.7 - - - 30.5

５歳 61 49.2 13.1 4.9 - - 1.6 1.6 - - 29.5
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（３）今後の地域子育て支援センターの利用希望 

今後の地域子育て支援センターの利用希望について聞いたところ、「新たに利用したり、利用日

数を増やしたいとは思わない」が 65.3％と最も多く、次いで、「利用していないが、今後利用した

い」が 19.9％、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」が 8.8％と続いている。 

年齢別の利用希望回数については、現在、「利用していないが、今後利用したい」方（新規で利

用したいと答えた方）は、１週間あたり「１回」が全年齢において最も多く、また、１か月あたり

１～２回が多くなっている。 

「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」方（さらに利用を増やしたいと答えた方）

は、１週間あたり「１回」が全年齢において最も多く、また、１か月あたり１～３回が多くなって

いる。 

 

■就学前子ども(問５－３) (SA) 

 

 

■年齢別の利用希望(問５－３×問１－３) 

 
＊全体±５％以上を網掛け 

 

 

  

19.9 8.8 65.3 6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

合計

（Ｎ）

利用して
いない

が、今後
利用した
い (%)

すでに利
用してい
るが、今
後利用日
数を増や
したい
(%)

新たに利
用した

り、利用
日数を増
やしたい
とは思わ
ない (%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 19.9 8.8 65.3 6.0

０歳 2462 31.2 18.1 45.6 5.1

１歳 1381 18.3 8.0 68.4 5.3

２歳 1349 15.9 6.0 72.0 6.2

３歳 1130 14.8 3.7 76.2 5.3

４歳 937 14.1 2.7 75.8 7.5

５歳 971 11.2 2.3 79.0 7.5
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■年齢別の利用希望回数（現在、利用していないが、今後利用したい方）(問５－３×問１－３) 

（１週あたり） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（１か月あたり） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

■年齢別の利用希望（既に利用しており、今後利用をさらに増やしたい方）(問５－３×問１－３) 

（１週あたり） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（１か月あたり） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

合計

（Ｎ）

1 回 (%) 2 回 (%) 3 回 (%) 4 回 (%) 5 回 (%) 6 回 (%) 7 回 (%) 　無回答
(%)

  全  体 1670 33.3 12.2 4.1 0.7 0.9 0.1 - 48.7

０歳 769 36.3 13.8 3.9 0.9 0.7 - - 44.5

１歳 253 36.0 10.3 3.6 1.2 0.4 - - 48.6

２歳 214 27.6 14.5 5.6 - - - - 52.3

３歳 167 31.7 9.6 4.2 - - - - 54.5

４歳 132 28.0 9.1 4.5 0.8 3.0 - - 54.5

５歳 109 26.6 7.3 4.6 0.9 2.8 0.9 - 56.9

合計

（Ｎ）

1 回 (%) 2 回 (%) 3 回 (%) 4 回 (%) 5 回 (%) 6 ～10回
(%)

11～15回
(%)

16～20回
(%)

21回以上
(%)

　無回答
(%)

  全  体 1670 20.7 20.5 9.1 7.8 2.4 4.9 1.1 0.5 0.2 32.9

０歳 769 16.3 20.7 10.9 8.3 3.0 5.2 1.2 0.4 0.1 33.9

１歳 253 20.6 24.1 7.1 7.1 2.8 4.0 2.0 0.4 - 32.0

２歳 214 24.3 22.4 5.1 6.5 3.3 6.5 - - - 31.8

３歳 167 26.3 16.8 10.8 7.8 0.6 4.2 1.2 - - 32.3

４歳 132 26.5 18.9 8.3 5.3 0.8 2.3 0.8 1.5 - 35.6

５歳 109 28.4 15.6 7.3 9.2 0.9 5.5 0.9 1.8 1.8 28.4

合計

（Ｎ）

1 回 (%) 2 回 (%) 3 回 (%) 4 回 (%) 5 回 (%) 6 回 (%) 7 回 (%) 　無回答
(%)

  全  体 734 24.7 10.8 5.6 1.5 0.5 - - 56.9

０歳 446 24.7 12.8 8.3 1.3 0.7 - - 52.2

１歳 110 23.6 10.0 2.7 2.7 0.9 - - 60.0

２歳 81 24.7 7.4 - 1.2 - - - 66.7

３歳 42 31.0 - 2.4 2.4 - - - 64.3

４歳 25 16.0 8.0 - - - - - 76.0

５歳 22 13.6 13.6 - - - - - 72.7

合計

（Ｎ）

1 回 (%) 2 回 (%) 3 回 (%) 4 回 (%) 5 回 (%) 6 ～10回
(%)

11～15回
(%)

16～20回
(%)

21回以上
(%)

　無回答
(%)

  全  体 734 7.8 19.1 14.9 9.3 3.3 6.4 1.1 0.4 - 37.9

０歳 446 3.6 17.7 15.7 8.5 3.1 7.6 1.1 0.4 - 42.2

１歳 110 13.6 21.8 11.8 8.2 1.8 4.5 - 0.9 - 37.3

２歳 81 16.0 22.2 13.6 13.6 4.9 4.9 2.5 - - 22.2

３歳 42 14.3 16.7 23.8 7.1 2.4 2.4 2.4 - - 31.0

４歳 25 16.0 28.0 12.0 12.0 4.0 4.0 - - - 24.0

５歳 22 9.1 22.7 9.1 13.6 4.5 4.5 - - - 36.4



63 
 

（４）地域子育て支援センターを利用していない理由 

地域子育て支援センターを利用していない理由について聞いたところ、「保育所や幼稚園などを

定期的に利用している」が 47.4％と最も多く、次いで、「特に利用する必要性を感じない」が 21.8％、

「施設で何をしているのかがわからない」が 16.8％と続いている。 

■就学前子ども(問５－４) (MA) 

 

  

保育所や幼稚園などを定期的に利用している

特に利用する必要性を感じない

施設で何をしているのかがわからない

施設の利用方法がわからない

自宅から遠い

土日祝日に利用できない

子どもの年齢が大きく、遊びづらい

子どもの年齢がまだ小さい

施設の利用対象になるのかがわからない

施設の雰囲気が合わない

施設が混んでいる

その他

　無回答

47.4

21.8

16.8

14.8

13.0

12.2

9.7

8.7

6.0

4.2

3.4

9.4

8.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=6,531
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（５）こども文化センターの認知度 

こども文化センターの認知度について聞いたところ、「知っている」が 52.9％と最も多く、次い

で、「知らない」が 30.5％、「聞いたことがあるが内容は知らない」が 15.9％と続いている。 

■就学前子ども(問５－５) (MA) 

 

（６）こども文化センターの利用頻度 

こども文化センターの利用頻度について聞いたところ、「月 1回以下(行ったことがある)」が

30.7％となっている。 

■就学前子ども(問５－６) (MA) 

 

（７）こども文化センターへの今後の要望 

こども文化センターの今後の要望について聞いたところ、「いろいろな年代の方が利用できるよ

うにしたほうがよい」が 35.0％と最も多く、次いで、「部屋を区切って、いろいろな年代の方が利

用できるようにしたほうがよい」が 27.2％、「子どもたちだけで利用できるようにした方がよい」

が 11.4％と続いている。 

■就学前子ども(問５－７) (MA) 

 

52.9 30.5 15.9 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っている 知らない 聞いたことがあるが内容は知らない 無回答

0.6 2.5

5.1 30.7 57.5 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

週３回以上 週１・２回程度

月２・３回程度 月１回以下（行ったことがある）

利用したことがない 無回答

35.0 27.2 10.4 11.4 16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

いろいろな年代の方が利用できるようにしたほうがよい

部屋を区切って、いろいろな年代の方が利用できるようにしたほうがよい

時間帯を区切って、いろいろな年代の方が利用できるようにしたほうがよい

子どもたちだけで利用できるようにしたほうがよい

無回答
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（８）各事業の認知度、利用有無及び利用時の満足度、今後の利用意向 

ア 知っている事業について（認知度） 

各事業の認知度について聞いたところ、「マタニティマーク」が 92.3％と最も多く、次いで「、

妊婦健診用助成」が 83.8％、「新生児訪問」が 83.3％と続いている。  

■就学前子ども(問５－８) (SA) 

 

 

  

77.7

43.9

83.8

83.3

60.7

46.5

34.5

7.7

27.0

37.5

43.0

60.0

45.0

21.5

92.3

36.1

20.2

14.2

16.3

50.4

5.7

6.2

31.7

49.5

61.5

88.5

69.0

58.4

52.5

34.7

50.9

74.5

5.6

60.1

76.3

82.4

6.0

5.7

10.6

10.5

7.7

3.9

4.0

3.8

4.0

4.1

4.5

5.3

4.1

4.0

2.1

3.9

3.5

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.かわさきし子育てガイドブック

2.かわさきし子育て応援ナビ

3.妊婦健診費用助成

4.新生児訪問

5.こんにちは赤ちゃん訪問

6.産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業

7.産後ケア事業

8.養育支援訪問事業

9.ふれあい子育てサポート事業

10.幼稚園・認定こども園における子育て支援事業

11.保育所における地域活動事業

12.子育てサロン・赤ちゃん広場

13.子育てサークル

14.地域子育て自主グループ

15.マタニティマーク

16.地域療育センター

17.児童発達支援事務所

18.障害児・者一時預かり

はい いいえ 無回答

N=8,374
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イ 利用したことがある事業について（利用状況） 

各事業の利用状況について聞いたところ、「妊婦健診費用助成」が 83.4％と最も多く、次いで、

「新生児訪問」が 75.7％、「かわさきし子育てガイドブック」が 48.1％と続いている。 

■就学前子ども(問５－８) (SA) 

 

 

  

48.1

21.3

83.4

75.7

34.5

2.1

2.7

0.2

4.7

11.7

18.6

26.6

7.3

3.0

6.7

1.7

0.3

32.6

46.4

7.1

14.1

43.3

68.7

64.5

60.0

60.0

55.8

50.7

49.6

63.6

61.6

60.9

61.1

61.5

19.3

32.4

9.5

10.2

22.3

29.2

32.8

39.8

35.3

32.5

30.7

23.8

29.1

35.4

32.4

37.2

38.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.かわさきし子育てガイドブック

2.かわさきし子育て応援ナビ

3.妊婦健診費用助成

4.新生児訪問

5.こんにちは赤ちゃん訪問

6.産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業

7.産後ケア事業

8.養育支援訪問事業

9.ふれあい子育てサポート事業

10.幼稚園・認定こども園における子育て支援事業

11.保育所における地域活動事業

12.子育てサロン・赤ちゃん広場

13.子育てサークル

14.地域子育て自主グループ

15.マタニティマーク

16.地域療育センター

17.児童発達支援事務所

18.障害児・者一時預かり

はい いいえ 無回答

N=8,374
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ウ今後利用したい事業について 

各事業を今後利用したいか聞いたところ、「川崎市子育てガイドブック」が 30.0％と最も多く、

次いで、「川崎市子育てナビ」が 28.3％、「幼稚園・認定こども園における子育て支援事業」が 24.2％

と続いている。 

 

■就学前子ども(問５－８) (SA) 

 

 

  

30.0

28.3

13.2

14.8

8.6

19.0

24.2

22.8

20.1

13.9

8.7

9.7

7.5

4.3

13.9

17.7

34.7

32.1

36.8

26.4

21.1

21.6

24.8

32.8

37.2

34.7

36.9

40.0

56.1

53.9

52.1

53.0

54.7

54.6

54.7

55.6

55.1

53.3

54.1

55.6

55.6

55.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.かわさきし子育てガイドブック

2.かわさきし子育て応援ナビ

3.妊婦健診費用助成

4.新生児訪問

5.こんにちは赤ちゃん訪問

6.産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業

7.産後ケア事業

8.養育支援訪問事業

9.ふれあい子育てサポート事業

10.幼稚園・認定こども園における子育て支援事業

11.保育所における地域活動事業

12.子育てサロン・赤ちゃん広場

13.子育てサークル

14.地域子育て自主グループ

15.マタニティマーク

16.地域療育センター

17.児童発達支援事務所

18.障害児・者一時預かり

はい いいえ 無回答

N=8,374



68 
 

エ利用した際の満足度 

利用した際の各事業の満足度を聞いたところ、「満足」と「やや満足」を合わせると、「妊婦健

診費用助成」が 13.1％と最も多く、次いで、「産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業」が 11.9％、

「地域療育センター」が 8.9％と続いている。 

一方、「不満」の割合が多い事業は、「産後ケア事業」が 77.2％と最も多く、次いで、「保育所

における地域活動事業」が 72.4％、「産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業」が 71.0％と続いて

いる。 

■就学前子ども(問５－８) (SA) 

 

  

0.3

1.9

3.0

1.2

1.9

3.4

1.3

6.7

1.5

1.0

0.3

1.1

0.5

2.4

1.6

2.1

4.3

1.3

4.8

10.1

2.5

2.9

8.5

2.7

4.9

3.2

1.5

4.3

4.1

3.6

7.3

5.6

4.3

46.1

47.3

20.2

26.6

30.1

11.9

14.3

26.7

24.6

21.3

21.5

30.6

26.0

19.1

19.7

14.8

8.7

30.3

27.7

32.5

23.9

22.5

26.7

18.3

6.7

32.6

34.3

35.9

34.2

33.7

33.5

32.7

32.4

26.1

20.7

17.0

32.0

43.8

39.8

44.3

58.9

46.7

31.8

36.2

36.5

25.1

32.1

36.3

34.5

38.0

34.8

1.2

1.3

2.2

2.1

2.8

5.1

4.5

13.3

4.6

4.0

4.2

4.7

3.6

5.2

4.3

7.0

21.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.かわさきし子育てガイドブック

2.かわさきし子育て応援ナビ

3.妊婦健診費用助成

4.新生児訪問

5.こんにちは赤ちゃん訪問

6.産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業

7.産後ケア事業

8.養育支援訪問事業

9.ふれあい子育てサポート事業

10.幼稚園・認定こども園における子育て支援事業

11.保育所における地域活動事業

12.子育てサロン・赤ちゃん広場

13.子育てサークル

14.地域子育て自主グループ

15.マタニティマーク

16.地域療育センター

17.児童発達支援事務所

18.障害児・者一時預かり

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答
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６ 土･日曜日や長期休暇中の定期的な教育・保育の事業等の利用について 

（１）土曜日の教育・保育の事業等の利用状況 

土曜日の教育・保育の事業等の利用状況を聞いたところ、「ほぼ毎週利用している」と「月に１

～２回は利用している」を合わせると 8.7％となっている。 

「ほぼ毎週利用している」と「月に１～２回は利用している」共に、開始時間については 7:31

～8:00、終了時間については 17:31～18:00 が多くなっている。 

年齢別にみると、０歳では「利用していない」が 93.7％であり、１～５歳では、「ほぼ毎週利用

している」と「月に１～２回は利用している」を合わせて 10％前後となっている。 

世帯就労別にみると、「ほぼ毎週利用している」と「月に１～２回は利用している」を合わせて、

「フルタイムで共働き」で 12.7％、「パートを含む共働き」で 10.3％である。 

■就学前子ども(問６－１) (SA) 

 

■開始時間と終了時間(問６－１) (SA) 

開始 

 

終了 

 

＊上位１位を網掛け 

 

  

3.4 5.3 89.6 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

ほぼ毎週利用している 月に１～２回は利用している 利用していない 無回答

合計

（Ｎ）

～6:30
(%)

6:31～
7:00 (%)

7:01～
7:30 (%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

  全  体 723 - 10.0 0.7 19.5 1.9 6.8 0.1 1.2 - -

ほぼ毎週利用している 282 - 24.5 1.8 47.2 4.6 16.7 0.4 2.1 - -

月に１～２回は利用している 441 - 0.7 - 1.8 0.2 0.5 - 0.7 - -

合計

（Ｎ）

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 723 - - - 0.3 - - - 0.1 0.3 59.1

ほぼ毎週利用している 282 - - - 0.7 - - - 0.4 0.4 1.4

月に１～２回は利用している 441 - - - - - - - - 0.2 95.9

合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

  全  体 723 0.8 - - - 0.4 - 0.6 0.1 1.5 0.1 4.3

ほぼ毎週利用している 282 1.8 - - - 1.1 - 1.4 0.4 3.5 0.4 9.9

月に１～２回は利用している 441 0.2 - - - - - - - 0.2 - 0.7

合計

（Ｎ）

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
19:30
(%)

19:31 ～
20:00
(%)

20:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 723 0.6 9.5 1.0 19.4 0.3 2.1 0.1 0.3 0.1 58.8

ほぼ毎週利用している 282 1.4 23.4 2.5 46.5 0.7 5.0 0.4 0.4 - 1.4

月に１～２回は利用している 441 - 0.7 - 2.0 - 0.2 - 0.2 0.2 95.5
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■年齢別の利用状況(問６－１×問１－３) 

 

■世帯就労別の利用状況(問６－１×３－１) 

 

 

 

  

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用して
いる (%)

月に１～
２回は利
用してい
る (%)

利用して
いない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 3.4 5.3 89.6 1.7

０歳 2462 1.8 2.0 93.7 2.4

１歳 1381 3.9 6.5 87.5 2.0

２歳 1349 4.4 6.8 87.5 1.3

３歳 1130 4.2 6.9 87.9 1.1

４歳 937 3.0 6.4 89.5 1.1

５歳 971 4.1 6.7 88.1 1.1

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用して
いる (%)

月に１～
２回は利
用してい
る (%)

利用して
いない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 3.4 5.3 89.6 1.7

フルタイムで共働き 4015 5.0 7.7 86.0 1.2

パートを含む共働き 1300 4.2 6.1 88.0 1.8

専業主婦（夫） 2731 0.2 0.9 97.3 1.6
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（２）日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用状況 

日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用状況について聞いたところ「ほぼ毎週利用している」

と「月に１～２回は利用している」を合わせて 0.7％となっている。 

開始時間については、「ほぼ毎週利用している」、「月に１～２回利用している」ともに 13:01～

13：30、終了時間については 17:31～18:00 が多くなっている。 

年齢別や世帯就労別でみると、どの項目においても「利用していない」がほとんどである。 

■就学前子ども(問６－１) (SA) 

 

  

0.2 0.5

91.8 7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

ほぼ毎週利用している 月に１～２回は利用している 利用していない 無回答
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■開始時間と終了時間(問６－１) (SA) 

開始 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

終了 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

■年齢別の利用状況(問６－１×問１－３) 

 

■世帯就労別の利用状況(問６－１×問３－１) 

 

 

  

合計

（Ｎ）

～6:30
(%)

6:31～
7:00 (%)

7:01～
7:30 (%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

  全  体 282 - 24.5 1.8 47.2 4.6 16.7 0.4 2.1 - -

ほぼ毎週利用している 11 - 18.2 - 45.5 9.1 18.2 - 9.1 - -

月に１～２回は利用している 13 - 38.5 - 46.2 - - - - - -

合計

（Ｎ）

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 282 - - - 0.7 - - - 0.4 0.4 1.4

ほぼ毎週利用している 11 - - - - - - - - - -

月に１～２回は利用している 13 - - - - - - - - 7.7 7.7

合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

  全  体 282 1.8 - - - 1.1 - 1.4 0.4 3.5 0.4 9.9

ほぼ毎週利用している 11 - - - - - - - - - - 18.2

月に１～２回は利用している 13 7.7 - - - - - - - - - -

合計

（Ｎ）

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
19:30
(%)

19:31 ～
20:00
(%)

20:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 282 1.4 23.4 2.5 46.5 0.7 5.0 0.4 0.4 - 1.4

ほぼ毎週利用している 11 - 18.2 - 45.5 - 9.1 9.1 - - -

月に１～２回は利用している 13 - 23.1 - 53.8 - 7.7 - - - 7.7

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用して
いる (%)

月に１～
２回は利
用してい
る (%)

利用して
いない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 0.2 0.5 91.8 7.5

０歳 2462 0.1 0.2 91.7 8.0

１歳 1381 0.1 0.4 91.6 7.9

２歳 1349 0.4 0.3 92.1 7.3

３歳 1130 0.2 0.8 91.9 7.2

４歳 937 0.4 1.0 91.9 6.7

５歳 971 0.1 0.7 92.7 6.5

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用して
いる (%)

月に１～
２回は利
用してい
る (%)

利用して
いない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 0.2 0.5 91.8 7.5

フルタイムで共働き 4015 0.3 0.5 92.5 6.6

パートを含む共働き 1300 0.2 0.8 91.8 7.3

専業主婦（夫） 2731 0.0 0.0 92.1 7.8
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（３）休日の教育・保育の事業等を利用している理由 

休日の教育・保育の事業等を利用している理由を聞いたところ、「仕事のため」が 87.0％と最も

多くなっている。 

■就学前子ども(問６－２) (MA) 

 
■その他の記入例 

・病院に行くため 

・子供の発達支援のため 

・第 1、第 3土曜日も幼稚園がある 

・療育のため 

 

  

仕事のため

冠婚葬祭等の用事のため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

　無回答

87.0

1.9

0.3

7.5

5.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  736
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（４）土曜日の教育・保育の事業等の利用希望 

土曜日の教育・保育の事業等の利用希望について聞いたところ、「ほぼ毎週利用したい」と「月

に１～２回は利用したい」を合わせて 30.0％となっている。 

開始時間については、「ほぼ毎週利用したい」では 7:31～8:00、「月に１～２回利用したい」で

は 8:31～9:00、終了時間については 17:31～18:00 が多くなっている。 

年齢別にみると、全年齢で「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回利用したい」を合わせて約

30％である。 

世帯就労別にみると、「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」を合わせて、「フ

ルタイムで共働き」で 36.6％、「パートを含む共働き」で 35.6％である。 

■就学前子ども(問６－３) (SA) 

 

■開始時間と終了時間(問６－３) (SA) 

開始 

 

＊上位１位を網掛け 

 

終了 

 

＊上位１位を網掛け 

  

6.5 23.5 68.1 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 利用する必要はない 無回答

合計

（Ｎ）

～6:30
(%)

6:31～
7:00 (%)

7:01～
7:30 (%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

  全  体 2513 0.2 8.2 0.6 18.3 1.6 16.8 0.1 6.6 - 0.5

ほぼ毎週利用したい 548 0.4 20.4 1.3 40.1 4.0 17.9 - 3.6 - 0.4

月に１～２回は利用したい 1965 0.1 4.7 0.4 12.3 0.9 16.4 0.2 7.4 - 0.5

合計

（Ｎ）

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 2513 - 0.5 - 0.4 - 0.1 - 0.2 0.2 45.9

ほぼ毎週利用したい 548 - - - 0.4 - 0.2 - 0.4 0.2 10.8

月に１～２回は利用したい 1965 - 0.6 - 0.5 - 0.1 - 0.2 0.2 55.7

合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

  全  体 2513 0.3 - 1.4 0.0 0.7 - 2.3 0.0 4.5 - 6.1

ほぼ毎週利用したい 548 1.1 - 1.3 0.2 1.5 - 2.9 0.2 2.6 - 6.4

月に１～２回は利用したい 1965 0.1 - 1.4 - 0.5 - 2.1 - 5.0 - 6.0

合計

（Ｎ）

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
19:30
(%)

19:31 ～
20:00
(%)

20:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 2513 0.1 13.6 0.4 18.3 0.6 4.1 0.0 1.5 0.5 10.8

ほぼ毎週利用したい 548 - 17.3 1.3 39.8 1.6 9.1 - 3.3 0.7 10.8

月に１～２回は利用したい 1965 0.1 12.6 0.2 12.3 0.3 2.7 0.1 1.0 0.4 -
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■年齢別の利用状況(問６－３×問１－３) 

 

■世帯就労別の利用状況(問６－３×問３－１) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

（５）日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用希望 

日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用希望について聞いたところ、「ほぼ毎週利用したい」

と「月に１～２回は利用したい」を合わせて 16.9％となっている。 

開始時間については、「ほぼ毎週利用したい」では 6:31～9:00、「月に１～２回利用したい」で

は 7:31～9:00 が多くなっている。終了時間については 16:31～18:00 が多くなっている。 

年齢別にみると、全年齢で「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回利用したい」を合わせて

20％未満である。 

世帯就労別にみると、「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」を合わせて、「フ

ルタイムで共働き」で 19.0％、「パートを含む共働き」で 20.6％である。 

■就学前子ども(問６－３) (SA) 

 

  

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用した
い (%)

月に１～
２回は利
用したい

(%)

利用する
必要はな
い (%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 6.5 23.5 68.1 1.9

０歳 2462 7.4 23.9 67.1 1.7

１歳 1381 5.9 24.8 67.1 2.2

２歳 1349 6.8 24.5 66.7 2.0

３歳 1130 6.7 22.0 69.7 1.5

４歳 937 5.5 22.1 70.7 1.7

５歳 971 5.4 22.8 69.7 2.2

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用した
い (%)

月に１～
２回は利
用したい

(%)

利用する
必要はな
い (%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 6.5 23.5 68.1 1.9

フルタイムで共働き 4015 8.8 27.8 62.2 1.1

パートを含む共働き 1300 7.4 28.2 61.8 2.5

専業主婦（夫） 2731 2.1 14.4 81.6 1.9

2.0

14.9 79.4 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 利用する必要はない 無回答
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■開始時間と終了時間(問６－３) (SA) 

開始 

 

＊上位１位を網掛け 

 

終了 

 

＊上位１位を網掛け 

 

■年齢別の利用状況(問６－３×問１－３) 

 

■世帯就労別の利用状況(問６－３×問３－１) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

合計

（Ｎ）

～6:30
(%)

6:31～
7:00 (%)

7:01～
7:30 (%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

  全  体 548 0.4 20.4 1.3 40.1 4.0 17.9 - 3.6 - 0.4

ほぼ毎週利用したい 158 - 21.5 - 36.7 3.2 22.2 - 4.4 - -

月に１～２回は利用したい 175 1.1 21.7 3.4 37.7 4.0 15.4 - 4.0 - 0.6

合計

（Ｎ）

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 548 - - - 0.4 - 0.2 - 0.4 0.2 10.8

ほぼ毎週利用したい 158 - - - 0.6 - - - - - 11.4

月に１～２回は利用したい 175 - - - 0.6 - 0.6 - 0.6 0.6 9.7

合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

  全  体 548 1.1 - 1.3 0.2 1.5 - 2.9 0.2 2.6 - 6.4

ほぼ毎週利用したい 158 - - 1.3 - 0.6 - 2.5 0.6 1.3 - 3.8

月に１～２回は利用したい 175 1.1 - 1.7 - 1.1 - 2.9 - 1.7 - 4.0

合計

（Ｎ）

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
19:30
(%)

19:31 ～
20:00
(%)

20:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 548 - 17.3 1.3 39.8 1.6 9.1 - 3.3 0.7 10.8

ほぼ毎週利用したい 158 - 20.9 - 38.0 0.6 12.0 - 5.7 1.3 11.4

月に１～２回は利用したい 175 - 14.3 2.9 43.4 2.9 10.3 - 3.4 0.6 9.7

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用した
い (%)

月に１～
２回は利
用したい

(%)

利用する
必要はな
い (%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 2.0 14.9 79.4 3.7

０歳 2462 2.7 16.3 77.3 3.7

１歳 1381 2.1 14.7 79.9 3.3

２歳 1349 1.7 14.5 80.1 3.7

３歳 1130 1.9 13.5 81.1 3.5

４歳 937 1.4 14.5 80.9 3.2

５歳 971 1.4 14.5 80.3 3.7

合計

（Ｎ）

ほぼ毎週
利用した
い (%)

月に１～
２回は利
用したい

(%)

利用する
必要はな
い (%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 2.0 14.9 79.4 3.7

フルタイムで共働き 4015 2.7 16.3 77.6 3.5

パートを含む共働き 1300 2.4 18.2 75.4 4.0

専業主婦（夫） 2731 0.8 10.6 85.7 2.9
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（６）休日の教育・保育の事業等を利用したい理由 

休日の教育・保育の事業等を利用したい理由について聞いたところ、「仕事」が 69.4％と最も多

く、「冠婚葬祭等の用事のため」が 16.5％となっている。 

■就学前子ども(問６－４) (MA) 

 

■その他の記入例(問６－４) 

・自分の時間を作る為 

・家事、仕事の用意のため 

・教育の機会を増やしたい 

・夫が土日休みではないため 

 

（７）幼稚園・認定こども園（１号）利用者の夏休みなど長期休業期間中の事業の利用状況 

幼稚園・認定こども園（１号）利用者の夏休みなど長期休業期間中の事業の利用状況について聞

いたところ、「利用している」が 5.3％、「利用していない」が 31.8％となっている。 

■就学前子ども(問６－５) (SA：幼稚園を利用している方) 

 

  

69.4 16.5

3.2

26.1 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,558

仕事のため 冠婚葬祭等の用事のため 親族の介護や手伝いが必要なため その他 無回答

5.3 31.8 62.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

利用している 利用していない 無回答
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ア 利用している曜日・利用時間 

利用している曜日について聞いたところ、「火曜日」が 66.4％と最も多く、次いで、「金曜日」

が 64.8％、「月曜日」が 61.0％と続いている。 

 

■就学前子ども(問６－５) (MA：幼稚園を利用している方) 

 

 

イ 利用している事業 

利用している事業について聞いたところ「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が 83.2％と最

も多くなっている。 

■就学前子ども(問６－５) (MA：幼稚園を利用している方) 

 
 

  

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

　無回答

61.0

66.4

54.5

60.3

64.8

3.4

20.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  446

幼稚園・認定こども園の預かり保育

一時保育

認可外保育施設

その他

　無回答

83.2

7.2

4.7

3.8

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  446
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ウ 利用している時間帯 

利用している時間帯について聞いたところ、開始時間では「8：31～9：00」が 53.6％、終了時

間では「16：31～17：00」が 26.0％と最も多くなっている。 

■就学前子ども(問６－５) (MA：幼稚園を利用している方) 

開始時間                   終了時間 

  

 

（８）夏休みなど長期休業期間中の事業の利用希望 

夏休みなど長期休業期間中の事業の利用希望について聞いたところ、「利用したい」が 17.4％、

「利用したいと思わない」が 24.1％となっている。 

■就学前子ども(問６－６) (SA) 

 

ア 利用したい曜日・利用時間 

利用したい曜日について聞いたところ、「月曜日」、「金曜日」が 68.6％と最も多く、次いで、「火

曜日」が 68.4％、「木曜日」が 67.1％となっている。 

 

 

～6:30

6:31～7:00

7:01～7:30

7:31～8:00

8:01～8:30

8:31～9:00

9:01～9:30

9:31～10:00

10:01 ～10:30

10:31 ～11:00

11:01 ～11:30

11:31 ～12:00

12:01 ～12:30

12:31 ～13:00

13:01 ～13:30

13:31 ～14:00

14:01 ～14:30

14:31 ～15:00

15:01 ～

　無回答

0.0

3.8

0.7

23.8

5.6

53.6

1.1

3.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

6.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  446

～11:00

11:01 ～11:30

11:31 ～12:00

12:01 ～12:30

12:31 ～13:00

13:01 ～13:30

13:31 ～14:00

14:01 ～14:30

14:31 ～15:00

15:01 ～15:30

15:31 ～16:00

16:01 ～16:30

16:31 ～17:00

17:01 ～17:30

17:31 ～18:00

18:01 ～18:30

18:31 ～19:00

19:01 ～19:30

19:31 ～20:00

20:01 ～

　無回答

0.2

0.0

0.4

0.0

1.6

0.2

12.6

0.4

13.2

0.0

17.0

0.2

26.0

0.4

17.9

1.1

1.6

0.2

0.0

0.2

6.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  446

17.4 24.1 58.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

利用したい 利用したいとは思わない 無回答
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■就学前子ども(問６－６) (MA) 

 

 

イ 利用したい時間帯 

利用したい時間帯について聞いたところ、開始時間では「8：31～9：00」が 42.3％、終了時間

では「16：31～17：00」が 22.8％と最も多くなっている。 

 

■就学前子ども(問６－６) (MA：幼稚園を利用している方) 

開始時間                   終了時間 

   

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

　無回答

68.6

68.4

65.5

67.1

68.6

14.5

18.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,457

～6:30

6:31～7:00

7:01～7:30

7:31～8:00

8:01～8:30

8:31～9:00

9:01～9:30

9:31～10:00

10:01 ～10:30

10:31 ～11:00

11:01 ～11:30

11:31 ～12:00

12:01 ～12:30

12:31 ～13:00

13:01 ～13:30

13:31 ～14:00

14:01 ～14:30

14:31 ～15:00

15:01 ～

　無回答

0.0

7.2

0.9

25.9

2.3

42.3

0.2

5.6

0.0

0.5

0.0

0.3

0.0

0.1

0.0

0.1

0.0

0.1

0.0

14.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,457

～11:00

11:01 ～11:30

11:31 ～12:00

12:01 ～12:30

12:31 ～13:00

13:01 ～13:30

13:31 ～14:00

14:01 ～14:30

14:31 ～15:00

15:01 ～15:30

15:31 ～16:00

16:01 ～16:30

16:31 ～17:00

17:01 ～17:30

17:31 ～18:00

18:01 ～18:30

18:31 ～19:00

19:01 ～19:30

19:31 ～20:00

20:01 ～

　無回答

0.7

0.1

1.2

0.1

0.6

0.1

10.1

0.1

12.1

0.1

10.7

0.1

22.8

0.5

19.9

0.6

4.8

0.1

1.1

0.0

14.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,457
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（９）夏休みなど長期休業期間中の事業を利用したい理由 

夏休みなど長期休業期間中の事業を利用したい理由について聞いたところ、「仕事のため」が

71.6％と最も多くなっている。 

■就学前子ども(問６－７) (MA) 

 
 

  

仕事のため

冠婚葬祭等の用事のため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

　無回答

71.6

6.5

2.3

28.2

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,457
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７ 子どもが病気の際の対応について 

（１）子どもが病気等で休んだ場合の対応 

この１年間に子どもが病気やケガで、通常利用している事業を利用できなかったり、学校を休ん

だことがあったか聞いたところ、「あった」は就学前子どもで 58.2％、就学子どもで 77.7％となっ

ている。 

 

■就学前子ども(問７－１) (SA) 

 

■就学子ども(問７－１) (SA) 

 

  

58.2 19.3 22.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

あった なかった 無回答

77.7 19.8 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

あった なかった 無回答
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（２）休んだときの対処方法 

休んだ時の対処方法について聞いたところ、就学前子どもでは「就労している母親が休んで看た」

が 62.2％と最も多く、次いで、「就労している父親が休んで看た」が 39.2％、「父親又は母親のう

ち就労していない方の保護者が看た」が 32.3％と続いている。 

就学子どもでは「就労している母親が休んで看た」が 41.2％と最も多く、次いで、「父親又は母

親のうち就労していない方の保護者が看た」が 26.8％、「就労している父親が休んで看た」が 13.8％

と続いている。 

■就学前子ども(問７－２) (MA) 

 

 

■その他の記入例（就学前）(問７－２) 

・育休の母親が看た 

・祖母父にみてもらった 

・在宅勤務で対応した 

・育休中の母が看た 

 

  

就労している母親が休んで看た

就労している父親が休んで看た

父親又は母親のうち就労していない方の保護
者が看た

（同居者を含む）祖父母等の親族・知人に看て
もらった

病児・病後児の保育を利用した

訪問型保育事業（ベビーシッター等）を利用し
た

その他

　無回答

62.2

39.2

32.3

31.1

5.8

0.9

1.9

16.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=4,870
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■就学子ども(問７－２) (MA) 

 

■その他の記入例（就学）(問７－２) 

・会社の在宅勤務制度を利用 

・病児シッター（フローレンス）に自宅で病児を診てもらった。 

 

  

就労している母親が休んで看た

父親又は母親のうち就労していない方の保護
者が看た

就労している父親が休んで看た

（同居者を含む）祖父母等の親族・知人に預け
た

その他

　無回答

41.2

26.8

13.8

11.2

5.3

25.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,352
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対処した日数でみると、就学前子どもでは、「就労している母親が休んで看た」が「10 日」で 17.3％

と多く、「就労している父親が休んで看た」が「２日」で 16.7％と多い。 

就学子どもでは「就労している母親が休んで看た」が「１日」で 27.6％、「就労している父親が

休んで看た」が「１日」で 48.1％と最も多い。就学子どもは就学前子どもに比べて、対処した日数

が全体的に少なくなっている。 

 

■対処した年間日数(MA:休んだことがあった方) 

（就学前子ども）(問７－２) 

 

（就学子ども）(問７－２) 

 

 

  

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 8 日 (%) 9 日 (%) 10日 (%) 11～15日
(%)

就労している母親が休んで看た 3029 5.8 8.4 12.0 3.9 16.1 2.0 5.4 2.2 0.4 17.3 6.7

就労している父親が休んで看た 1910 16.2 16.7 14.5 3.1 15.4 0.8 2.1 0.8 0.2 7.7 1.2

父親又は母親のうち就労していない方の保護者が看た 1572 5.6 7.4 9.2 2.8 12.8 1.8 5.5 1.2 0.1 11.1 4.8

（同居者を含む）祖父母等の親族・知人に看てもらった 1516 10.3 12.1 10.9 2.5 13.3 0.9 3.0 0.6 0.2 9.8 2.7

病児・病後児の保育を利用した 283 18.0 17.0 21.9 4.2 17.7 2.8 2.1 1.8 - 7.1 2.8

訪問型保育事業（ベビーシッター等）を利用した 43 30.2 18.6 9.3 2.3 7.0 2.3 7.0 4.7 - 7.0 4.7

その他 92 6.5 10.9 7.6 - 9.8 1.1 9.8 4.3 - 20.7 6.5

合計

（Ｎ）

16～20日
(%)

21～25日
(%)

26～30日
(%)

31～35日
(%)

36～40日
(%)

41～45日
(%)

46～50日
(%)

51～55日
(%)

56～60日
(%)

61日以上
(%)

　無回答
(%)

就労している母親が休んで看た 3029 5.5 0.9 2.7 0.2 0.6 0.0 0.2 - 0.2 0.1 9.4

就労している父親が休んで看た 1910 0.4 0.1 0.3 - - - - - - - 20.6

父親又は母親のうち就労していない方の保護者が看た 1572 4.4 0.5 1.4 - 0.4 0.1 0.1 - - 0.3 30.6

（同居者を含む）祖父母等の親族・知人に看てもらった 1516 1.7 0.1 0.1 0.1 0.2 - 0.1 - 0.1 0.2 31.1

病児・病後児の保育を利用した 283 1.4 - - - 0.4 - - - - - 2.8

訪問型保育事業（ベビーシッター等）を利用した 43 2.3 - - - - - - - - - 4.7

その他 92 4.3 - 2.2 - - - - - 1.1 - 15.2

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 8 日 (%) 9 日 (%) 10日 (%) 11～15日
(%)

就労している母親が休んで看た 557 27.6 22.4 19.0 5.6 11.1 1.8 3.8 0.9 0.2 2.7 1.4

就労している父親が休んで看た 187 48.1 26.2 11.2 3.2 5.3 0.5 0.5 0.5 - 2.1 -

父親又は母親のうち就労していない方の保護者が看た 363 19.6 19.3 14.3 5.8 12.1 3.0 6.3 2.5 0.3 6.6 0.6

（同居者を含む）祖父母等の親族・知人に預けた 152 30.3 27.0 17.8 5.9 7.9 1.3 2.6 - - 2.6 -

その他 72 27.8 23.6 16.7 2.8 5.6 2.8 1.4 1.4 - 1.4 -

合計

（Ｎ）

16～20日
(%)

21～25日
(%)

26～30日
(%)

31～35日
(%)

36～40日
(%)

41～45日
(%)

46～50日
(%)

51～55日
(%)

56～60日
(%)

61日以上
(%)

　無回答
(%)

就労している母親が休んで看た 557 0.7 0.2 - - - - - - 0.2 - 2.3

就労している父親が休んで看た 187 - - - - - - - - - - 2.1

父親又は母親のうち就労していない方の保護者が看た 363 0.8 0.6 0.6 - - - - - - - 7.7

（同居者を含む）祖父母等の親族・知人に預けた 152 - - - - - - - - - - 4.6

その他 72 - - - - - - - - - - 16.7
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（３）就労している父親･母親が看た際の病児･病後児保育の利用意向 

ア 病児･病後児保育の利用希望 

病児･病後児保育の利用希望について聞いたところ、「利用したい」は就学前子どもで 31.9％、

就学子どもで 25.2％となっている。 

■就学前子ども(問７－３) (SA) 

 

■就学子ども(問７－３) (SA) 

 

イ 病児･病後児保育を利用したい年間日数 

病児･病後児保育を利用したい年間日数について聞いたところ、「１～５日」は就学前子どもで

51.0％、就学子どもで 69.4％となっている。 

 

■就学前子ども(問７－３) (SA:利用したい方) 

 

  

31.9 63.0 5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=3,094

病児・病後児保育施設等を利用したいと思った 利用したいとは思わなかった 無回答

25.2 65.4 9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  583

病児・病後児保育施設等を利用したいと思う 利用したいと思わない 無回答

合計（Ｎ） （％）

1 ～5 日 503 51.0

6 ～10日 295 29.9

11～15日 47 4.8

16～20日 46 4.7

21～25日 2 0.2

26～30日 19 1.9

31～35日 1 0.1

36～40日 2 0.2

41～45日 - -

46～50日 2 0.2

51～55日 - -

56～60日 - -

61日以上 3 0.3

　無回答 66 6.7

  全  体 986 100.0
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■就学子ども(問７－３) (SA:利用したい方) 

 

 

ウ 希望する病児･病後児保育の事業形態 

希望する病児･病後児保育の事業形態について聞いたところ、就学前子どもでは「小児科に併設・

隣接した施設で子どもを保育する事業」が 76.0％と最も多く、次いで、「保育所等に併設・隣接し

た施設で子どもを保育する事業」が 71.5％となっている。 

就学子どもでは「小児科に併設・隣接した施設で子どもを保育する事業」が 84.4％と最も多く

なっている。 

■就学前子ども(問７－４) (MA:病児・病後児保育施設等を利用したい方) 

 
■就学子ども(問７－４) (MA:病児・病後児保育施設等を利用したい方) 

 
 

 

合計（Ｎ） （％）

1 ～5 日 102 69.4

6 ～10日 32 21.8

11～15日 - -

16～20日 - -

21～25日 - -

26～30日 - -

31～35日 - -

36～40日 - -

41～45日 - -

46～50日 - -

51～55日 - -

56～60日 - -

61日以上 - -

　無回答 13 8.8

  全  体 147 100.0

小児科に併設・隣接した施設で子どもを保育
する事業

保育所等に併設・隣接した施設で子どもを保
育する事業

当該児童の自宅に訪問して保育する事業

その他

　無回答

76.0

71.5

26.9

2.5

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  986

小児科に併設・隣接した施設で子どもを看る
事業

保育所等に併設・隣接した施設で子どもを看
る事業

当該児童の自宅に訪問して子どもを看る事業

その他

　無回答

84.4

39.5

19.0

7.5

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  147
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エ 病児･病後児保育の利用を希望しない理由 

病児･病後児保育の利用を希望しない理由について聞いたところ、就学前子どもでは「病児・病

後児は父母が看るほうがよいと思う」が 51.0％と最も多く、次いで、「手続きや申込みが面倒」が

38.8％、「親が仕事を休んで対応できる」が 32.9％と続いている。 

就学子どもでは「病児・病後児は父母が看るほうがよいと思う」が 54.6％と最も多く、次いで、

「親が仕事を休んで対応できる」が 50.4％、「手続きや申込みが面倒」が 32.0％と続いている。 

 

■就学前子ども(問７－５) (MA:病児・病後児保育施設等を利用したいとは思わなかった方) 

 

■その他の記入例(問７－５) 

・自宅から遠い 

・祖父母の支援があったため 

・病気の時に普段行かない慣れない場所に行かせるのが不安 

・子供がなれてない人に不安がる。開園時間が短く、利用するメリットが小さい。 

  

病児・病後児は父母が看るほうがよいと思う

手続きや申込みが面倒

親が仕事を休んで対応できる

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

ほかの子どもから病気がうつったり、うつした
りしないか不安

利用料がかかる・高い

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間
日数など）がよくない

地域の事業の質に不安がある

その他

　無回答

51.0

38.8

32.9

30.6

29.9

23.7

22.9

4.5

6.8

15.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,948
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■就学子ども(問７－５) (MA:病児・病後児保育施設等を利用したいとは思わなかった方) 

 

■その他の記入例(問７－５) 

・未就学のときに利用したが、予約困難だったから 

・預かり開始時間が遅い、遠い。 

・病気の時くらい、子どもが安心できる大人がそばにいてあげたい 

 

（４）就労している父親･母親以外が看た場合の状況 

ア 就労している父親･母親が看たいと思ったか 

就労している父親・母親が仕事を休んで看ることができるか聞いたところ、「休んで看ることは

難しい」が就学前子どもで 36.1％、就学子どもで 34.9％となっている。 

■就学前子ども(問７－６) (SA) 

 

  

病児・病後児は父母が看るほうがよいと思う

親が仕事を休んで対応できる

手続きや申込みが面倒

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

ほかの子どもから病気がうつったり、うつした
りしないか不安

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間
日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

地域の事業の質に不安がある

その他

　無回答

54.6

50.4

32.0

29.9

29.1

21.0

16.8

5.5

12.1

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  381

36.1 33.2 30.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,670

休んで看ることは難しい できれば仕事を休んで看たい 無回答



90 
 

■就学子ども(問７－６) (SA) 

 

 

イ 休んで看ることができる日数 

休んで看ることが可能な日数について聞いたところ、「１～５日」が就学前子どもで 57.6％、

就学子どもで 64.6％となっている。 

■就学前子ども(問７－６) (SA:仕事を休んで看たい)  

 

■就学子ども(問７－６) (SA:仕事を休んで看たい) 

  

34.9 31.0 34.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  565

休んで看ることは難しい できれば仕事を休んで看たい 無回答

合計（Ｎ） （％）

1 ～5 日 510 57.6

6 ～10日 181 20.4

11～15日 19 2.1

16～20日 38 4.3

21～25日 2 0.2

26～30日 7 0.8

31～35日 - -

36～40日 4 0.5

41～45日 - -

46～50日 - -

51～55日 - -

56～60日 - -

61日以上 5 0.6

　無回答 120 13.5

  全  体 886 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 ～5 日 113 64.6

6 ～10日 9 5.1

11～15日 - -

16～20日 - -

21～25日 - -

26～30日 - -

31～35日 - -

36～40日 - -

41～45日 - -

46～50日 - -

51～55日 - -

56～60日 - -

61日以上 1 0.6

　無回答 52 29.7

  全  体 175 100.0
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ウ 休んで看ることが難しい理由 

休んで看ることが難しい理由について聞いたところ、「仕事が忙しくて休めない」が就学前子

どもで 76.4％、就学子どもで 66.0％となっている。 

■就学前子ども(問７－７) (MA:休んで看ることが難しい方) 

 

■その他の記入例(問７－７) 

・母が就労していないので看れる。今後パートが始まっても母が休むとパート先と話し合っている。 

・代わりがきかない仕事の為 

・パートなので給料が減ってしまう 

・他の人に迷惑がかかることへの罪悪感 

 

■就学子ども(問７－７) (MA:休んで看ることが難しい方) 

 

■その他の記入例(問７－７) 

・1 日は休めたとしてもインフルエンザなどにかかった場合長期に休むのが難しい（連続して） 

・会社での評価が低下、最悪進退にかかわる 

  

仕事が忙しくて休めない

子どもの看護を理由に休みがとれない

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

その他

　無回答

76.4

18.5

17.0

7.0

15.1

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  963

仕事が忙しくて休めない

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

　無回答

66.0

19.8

8.6

6.1

23.4

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  197
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８ 一時的または宿泊を伴う預かり事業の利用について 

（１）不定期の事業の利用状況 

 

ア 利用している事業 

利用している事業について聞いたところ、「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が 16.7％

となっている。 

年齢別の利用事業でみると、３・４・５歳は「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が 20％

を超えて多くなっている。 

■就学前子ども(問８－１) (MA：利用している方) 

 

■年齢別の利用事業(問８－１×問１－３) (MA：利用している方) 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

  

幼稚園・認定こども園の預かり保育

認可保育所における一時保育

ベビーシッター

認可外保育施設における一時預かり事業

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育

障害のある子どものための施設・事業

ふれあい子育てサポート

その他

利用していない

　無回答

16.7

2.7

0.8

0.6

0.5

0.5

0.4

0.7

72.9

5.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374

合計

（Ｎ）

幼稚園・
認定こど
も園の預
かり保育
（就園時
間を延長
して預か
る事業の
うち不定
期利用の
場合）
(%)

認可保育
所におけ
る一時保
育 (%)

川崎認定
保育園で
行うリフ
レッシュ
保育 (%)

認可外保
育施設に
おける一
時預かり
事業 (%)

ふれあい
子育てサ
ポート
(%)

ベビー
シッター

(%)

障害のあ
る（発達
の遅れや
障害の疑
いを含

む）子ど
ものため
の施設・
事業 (%)

その他
(%)

利用して
いない
(%)

　無回答
(%)

  全  体 8374 16.7 2.7 0.5 0.6 0.4 0.8 0.5 0.7 72.9 5.6

０歳 2462 12.8 1.8 0.3 0.6 0.3 1.0 0.2 0.6 78.2 4.9

１歳 1381 10.4 5.1 1.2 0.9 0.6 1.2 0.3 0.9 76.1 5.6

２歳 1349 13.3 4.7 0.7 0.6 0.7 0.8 0.7 0.8 74.4 5.5

３歳 1130 22.7 1.8 0.3 0.6 0.4 0.5 0.5 0.9 68.8 4.7

４歳 937 23.7 1.3 0.3 1.0 0.1 0.5 1.2 0.1 67.3 6.6

５歳 971 26.0 0.7 0.3 - 0.2 0.2 0.9 0.5 65.0 6.6
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利用事業別の利用状況でみると、１年間の利用日数については「ベビーシッター」で「３日」が

19.4％、「認可外保育施設における一時預かり事業」で「１日」が 17.0％、「ふれあい子育てサポー

ト」で「１日」が 14.7％、と多い。 

１週間の利用日数はいずれも「１日」が多くなっている。 

利用時間については、「認可保育所における一時保育」「認可外保育施設における一時預かり事業」

では「８時間」が最も多く、「ふれあい子育てサポート」「ベビーシッター」では「３時間」が多く

なっている。 

 

■利用事業別の利用状況(問８－１) (MA：利用している方) 

（１年間の利用日数） 

 

（１週間の利用日数） 

 

（利用時間） 

 

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 8 日 (%) 9 日 (%) 10日 (%) 11～15日
(%)

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1398 1.2 2.6 3.0 0.9 3.7 0.6 0.6 0.6 - 5.4 2.1

認可保育所における一時保育 226 4.9 2.2 7.1 1.3 3.5 1.8 1.3 1.3 - 5.8 7.1

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育 44 13.6 13.6 9.1 6.8 2.3 2.3 - - - 6.8 4.5

認可外保育施設における一時預かり事業 53 17.0 15.1 5.7 - 15.1 - - - - 5.7 5.7

ふれあい子育てサポート 34 14.7 2.9 5.9 2.9 8.8 5.9 - - - 14.7 8.8

ベビーシッター 67 9.0 13.4 19.4 - 7.5 1.5 1.5 1.5 - 11.9 3.0

障害のある子どものための施設・事業 44 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 - 2.3 - 2.3 6.8

その他 56 1.8 1.8 - - 8.9 - - 1.8 - 1.8 8.9

合計

（Ｎ）

16～20日
(%)

21～25日
(%)

26～30日
(%)

31～35日
(%)

36～40日
(%)

41～45日
(%)

46～50日
(%)

51～55日
(%)

56～60日
(%)

61日以上
(%)

　無回答
(%)

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1398 2.0 0.4 1.3 0.1 0.6 - 0.4 - 0.2 1.6 72.7

認可保育所における一時保育 226 2.7 1.8 3.5 0.4 4.0 0.9 0.9 0.4 1.8 5.8 41.6

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育 44 2.3 4.5 2.3 - - 2.3 6.8 - - - 22.7

認可外保育施設における一時預かり事業 53 3.8 3.8 - - - - 1.9 - - 3.8 22.6

ふれあい子育てサポート 34 - - - 2.9 2.9 - 8.8 - - 2.9 17.6

ベビーシッター 67 1.5 1.5 6.0 - - - 3.0 - 1.5 - 17.9

障害のある子どものための施設・事業 44 2.3 4.5 - - 4.5 2.3 9.1 - 4.5 4.5 43.2

その他 56 1.8 - 1.8 - 3.6 5.4 3.6 - - 7.1 51.8

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1398 6.0 2.5 1.9 0.5 1.8 - - 87.3

認可保育所における一時保育 226 25.2 9.7 15.5 0.4 2.2 - - 46.9

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育 44 27.3 - 2.3 2.3 4.5 - - 63.6

認可外保育施設における一時預かり事業 53 7.5 7.5 3.8 - 3.8 - - 77.4

ふれあい子育てサポート 34 23.5 - 5.9 - - - - 70.6

ベビーシッター 67 10.4 6.0 - - 1.5 - - 82.1

障害のある子どものための施設・事業 44 38.6 13.6 4.5 - 4.5 - - 38.6

その他 56 35.7 10.7 7.1 - - - - 46.4

合計

（Ｎ）

1 時間
(%)

2 時間
(%)

3 時間
(%)

4 時間
(%)

5 時間
(%)

6 時間
(%)

7 時間
(%)

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1398 1.3 7.2 13.3 4.0 1.6 0.8 0.5

認可保育所における一時保育 226 0.9 0.4 4.0 2.2 3.5 7.5 22.6

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育 44 - - 13.6 4.5 9.1 15.9 22.7

認可外保育施設における一時預かり事業 53 - 3.8 11.3 11.3 18.9 7.5 1.9

ふれあい子育てサポート 34 5.9 20.6 23.5 11.8 11.8 5.9 -

ベビーシッター 67 - 10.4 22.4 17.9 10.4 3.0 4.5

障害のある子どものための施設・事業 44 38.6 18.2 2.3 20.5 2.3 2.3 -

その他 56 8.9 12.5 7.1 14.3 7.1 1.8 7.1

合計

（Ｎ）

8 時間
(%)

9 時間
(%)

10時間
(%)

11時間
(%)

12時間以
上 (%)

　無回答
(%)

幼稚園・認定こども園の預かり保育 1398 1.1 0.5 0.4 0.1 0.3 69.0

認可保育所における一時保育 226 43.8 4.0 1.3 - - 9.7

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育 44 13.6 - 4.5 - - 15.9

認可外保育施設における一時預かり事業 53 24.5 1.9 5.7 - - 13.2

ふれあい子育てサポート 34 - - - - - 20.6

ベビーシッター 67 9.0 1.5 3.0 - 1.5 16.4

障害のある子どものための施設・事業 44 - - - - 2.3 13.6

その他 56 10.7 - - - - 30.4
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イ 利用の目的 

利用の目的について聞いたところ、「私用(買い物、習い事等)・リフレッシュ」が 69.9％と最

も多く、次いで、「保護者の病気、冠婚葬祭」が 61.5％、「不定期の就労」が 60.1％と続いている。 

■就学前子ども(問８－３) (MA：利用している方) 

 

■その他の記入例(問８－３) 

・子どもの希望 

・兄弟の用事がある時 

・上の子の学校行事 

・幼稚園が休みだが定期的の就労があるため 

・下の子の病気 

 

ウ 今後利用したい施設類型 

今後利用したい施設類型について聞いたところ、「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が

80.4％と最も多く、「認可保育所における一時保育」が 71.5％となっている。 

■就学前子ども(問８－４) (MA：利用している方) 

 

私用（買物、習い事等）・リフレッシュ

保護者の病気、冠婚葬祭

不定期の就労

その他

利用する必要はない

　無回答

69.9

61.5

60.1

8.3

2.3

5.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,800

幼稚園・認定こども園の預かり保育

認可保育所における一時保育

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育

ベビーシッター

認可外保育施設における一時預かり事業

ふれあい子育てサポート

障害のある子どものための施設・事業

その他

　無回答

80.4

71.5

8.5

6.4

3.6

3.5

1.6

1.3

5.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,665
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（２）不定期の事業を利用していない理由 

不定期の事業を利用していない理由について聞いたところ、「４日以上の定期保育を利用してい

るから必要ない」が 49.0％と最も多く、「特に利用する必要がない(親や友人・知人に預けている)」

が 31.7％、「どんな事業があるか分からない」が 20.4％と続いている。 

■就学前子ども(問８－２) (MA：利用していない方) 

 

  

４日以上の定期保育を利用しているから必要
ない

特に利用する必要がない（親や友人・知人に
預けている）

どんな事業があるかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がかかる・高い

自分が事業の対象者なのかわからない

利用料がわからない

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間
日数など）がよくない

地域の事業の質に不安がある

利用したい事業が地域にない

　無回答

49.0

31.7

20.4

17.4

13.3

12.6

8.9

4.5

3.1

2.5

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=6,107
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（３）平日の夜間や休日の一時預かりの状況 

ア 平日の夜間や休日の一時預かりの状況 

平日の夜間や休日の一時預かりの状況について聞いたところ、「親族や知人にみてもらった」

が 82.4％と最も多く、次いで、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が 76.3％、「仕方なく

子どもを同行させた」が 71.6％と続いている。 

年間日数をみると、「仕方なく子どもを同行させた」が「１日」で 27.4％、「短期入所生活援

助事業」が「４日」で 20.0％となっている。 

 

■就学子ども(問８－１) (MA) 

 

■年間日数(問８－１) (MA) 

 

 

イ 夜間養護等（トワイライトステイ）事業の利用希望 

夜間養護等(トワイライトステイ)事業の利用希望について聞いたところ、「利用したい」6.5％、

「特に利用する必要はない」が 20.6％となっている。 

 

■就学子ども(問８－２) (SA:平日の夜間や休日の一時預かりがあった方) 

 

 

 

  

親族（同居者を含む）や知人にみてもらった

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

仕方なく子どもを同行させた

その他

なかった

　無回答

82.4

76.3

71.6

1.0

71.0

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,739

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 8 日 (%) 9 日 (%) 10日 (%) 11～15日
(%)

親族（同居者を含む）や知人にみてもらった 1433 4.3 3.1 3.1 0.7 1.7 0.1 0.4 - - 2.9 0.6

仕方なく子どもを同行させた 1245 1.3 0.8 0.9 0.2 0.3 - - - - 0.2 -

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 1327 2.1 1.7 1.1 0.3 1.0 0.2 0.2 0.1 - 1.7 0.2

その他 17 17.6 11.8 - 5.9 5.9 - 5.9 - - 11.8 -

合計

（Ｎ）

16～20日
(%)

21～25日
(%)

26～30日
(%)

31～35日
(%)

36～40日
(%)

41～45日
(%)

46～50日
(%)

51～55日
(%)

56～60日
(%)

61日以上
(%)

　無回答
(%)

親族（同居者を含む）や知人にみてもらった 1433 1.0 0.1 0.6 - 0.2 0.1 0.3 - 0.1 0.1 80.8

仕方なく子どもを同行させた 1245 - 0.1 0.1 - - - - - - - 96.2

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 1327 0.2 0.2 0.2 - - - 0.1 0.1 - 0.1 90.8

その他 17 - - - - - - 5.9 - - 5.9 29.4

6.5 20.6 72.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,448

利用したい 特に利用する必要はない 無回答
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（４）保護者の用事による宿泊を伴う一時預かりの状況 

保護者の用事による宿泊を伴う一時預かりの状況について聞いたところ、就学前子どもでは

「親族(同居者を含む)や知人にみてもらった」が 18.4％となっている。 

就学子どもでは「親族(同居者を含む)や知人にみてもらった」が 87.4％、「仕方なく子ども

を同行させた」が 28.3％となっている。 

■就学前子ども(問８－５) (MA) 

 

■就学子ども(問８－３) (MA) 

 

 

  

親族（同居者を含む）や知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）

２以外の保育事業（認可外保育施設、ベビー
シッター等）

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

障害のある子どものための短期入所

その他

なかった

　無回答

18.4

2.2

0.2

0.1

0.1

0.0

0.4

72.3

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374

親族（同居者を含む）や知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

短期入所生活援助（ショートステイ）事業を利
用した

障害のある子どものための短期入所

なかった

　無回答

87.4

28.3

0.5

0.3

0.1

0.1

76.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,739
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■年間宿泊日数(MA) 

（就学前子ども）(問８－５) 

 

（就学子ども）(問８－３) 

 

  

合計

（Ｎ）

1 泊 (%) 2 泊 (%) 3 泊 (%) 4 泊 (%) 5 泊 (%) 6 泊 (%) 7 泊 (%) 8 泊 (%) 9 泊 (%) 10泊 (%) 11～15泊
(%)

親族や知人にみてもらった 1542 10.5 8.2 6.5 3.1 6.4 1.4 3.2 0.8 0.1 4.0 1.4

短期入所生活援助事業 15 13.3 6.7 13.3 20.0 - - - - - - -

２以外の保育事業 7 - 14.3 - - - - 14.3 14.3 - - -

仕方なく子どもを同行させた 186 27.4 16.7 11.3 4.3 10.2 0.5 2.7 1.1 0.5 5.9 2.2

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 8 12.5 - - - - - - - - - -

障害のある子どものための短期入所 2 - - - - - 50.0 50.0 - - - -

その他 34 11.8 17.6 11.8 2.9 11.8 - 8.8 - - 2.9 -

合計

（Ｎ）

16～20泊
(%)

21～25泊
(%)

26～30泊
(%)

31～35泊
(%)

36～40泊
(%)

41～45泊
(%)

46～50泊
(%)

51～55泊
(%)

56～60泊
(%)

61泊以上
(%)

　無回答
(%)

親族や知人にみてもらった 1542 1.8 0.3 0.8 0.1 0.4 - 0.4 - 0.3 0.6 49.9

短期入所生活援助事業 15 - - - - - - - - - - 46.7

２以外の保育事業 7 - - - - - - - - - - 57.1

仕方なく子どもを同行させた 186 1.1 1.1 - - - - - - - - 15.1

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 8 - - - - - - - - - - 87.5

障害のある子どものための短期入所 2 - - - - - - - - - - -

その他 34 - - - - 2.9 - - - 2.9 - 26.5

合計

（Ｎ）

1 泊 (%) 2 泊 (%) 3 泊 (%) 4 泊 (%) 5 泊 (%) 6 泊 (%) 7 泊 (%) 8 泊 (%) 9 泊 (%) 10泊 (%) 11～15泊
(%)

親族（同居者を含む）や知人にみてもらった 1520 3.1 2.4 1.1 0.3 1.4 0.1 0.3 - - 0.9 -

仕方なく子どもを同行させた 493 1.6 1.4 1.2 - 0.6 - 0.2 - - 0.2 -

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 8 37.5 25.0 12.5 - 12.5 - - - - - -

その他 6 33.3 16.7 16.7 - - - - - - - -

短期入所生活援助（ショートステイ）事業を利用した 1 - - 100.0 - - - - - - - -

障害のある子どものための短期入所 1 - 100.0 - - - - - - - - -

合計

（Ｎ）

16～20泊
(%)

21～25泊
(%)

26～30泊
(%)

31～35泊
(%)

36～40泊
(%)

41～45泊
(%)

46～50泊
(%)

51～55泊
(%)

56～60泊
(%)

61泊以上
(%)

　無回答
(%)

親族（同居者を含む）や知人にみてもらった 1520 0.3 0.1 0.1 - - - 0.1 - - 0.1 90.1

仕方なく子どもを同行させた 493 - - - - - - - - - - 94.7

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 8 - - - - - - - - - - 12.5

その他 6 - - - - - - - - - - 33.3

短期入所生活援助（ショートステイ）事業を利用した 1 - - - - - - - - - - -

障害のある子どものための短期入所 1 - - - - - - - - - - -
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（５）親族や知人に預けた場合の困難度 

親族や知人に預けた場合の困難度について聞いたところ、「非常に困難」と「どちらかというと

困難」を合わせると 30.1％となっている。 

■就学前子ども(問８－６) (SA：親族･知人にみてもらった) 

 

 

（６）短期入所生活援助（ショートステイ）事業の利用希望 

短期入所生活援助（ショートステイ）事業の利用希望について聞いたところ、「利用したい」が

3.6％、「特に利用する必要がない」が 13.0％となっている。 

■就学子ども(問８－４) (SA：親族･知人にみてもらった及び同行･留守番をさせた方) 

 

  

9.3 20.8 22.4 47.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,542

非常に困難 どちらかというと困難 特に困難ではない 無回答

3.6 13.0 83.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,522

利用したい 特に利用する必要はない 無回答
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９ 小学校就学後の放課後事業の利用希望について（４歳以上の就学前子ども） 

（１）低学年のうちの保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方 

低学年のうちの保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方について聞いたところ、「習い事(ピ

アノ、サッカー、学習塾など)」が 60.4％と最も多く、次いで、「わくわくプラザ」が 60.2％、「自

宅」が 55.1％となっている。 

週あたりの希望日数をみると、「図書館」が「１日」で 66.4％と最も高く、「わくわくプラザ」

が「５日」で 28.3％となっている。 

 

■就学前子ども(問９－１) (MA：あて名の子が４歳以上) 

 

■週あたりの希望日数(問９－１) (MA：あて名の子が４歳以上) 

 

 

  

習い事（ピアノ、サッカー、学習塾など）

わくわくプラザ

自宅

公園

民間事業者が行う放課後児童クラブ（学童保
育）

こども文化センター（児童館）

祖父母宅や友人・知人宅

図書館

障害のある（発達の遅れや障害の疑いを含
む）子どものための施設・事業所

市民館

ふれあい子育てサポート

その他

　無回答

60.4

60.2

55.1

33.9

32.9

20.0

19.3

7.8

2.2

1.2

1.2

1.5

8.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,908

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

自宅 1051 16.6 19.6 16.9 6.2 15.3 0.7 2.7 22.1

祖父母宅や友人・知人宅 368 40.2 13.6 3.0 - 6.8 - 0.3 36.1

習い事 1153 25.5 39.5 16.6 2.3 1.9 - 0.1 14.1

こども文化センター 382 26.2 12.0 6.8 1.6 6.8 0.5 0.5 45.5

わくわくプラザ 1148 13.6 17.8 14.9 6.4 28.3 1.3 0.1 17.7

民間事業者が行う放課後児童クラブ 628 7.0 12.4 15.6 3.5 28.0 1.6 - 31.8

ふれあい子育てサポート 22 31.8 18.2 4.5 - 22.7 - - 22.7

障害のある子どものための施設・事業所 42 28.6 14.3 19.0 4.8 23.8 4.8 - 4.8

図書館 149 66.4 8.7 4.0 - 2.0 - 0.7 18.1

市民館 23 39.1 - 13.0 - - - - 47.8

公園 646 20.9 21.7 16.4 2.0 5.4 0.3 0.6 32.7

その他 28 3.6 14.3 17.9 - 32.1 - - 32.1
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（２）高学年のときの保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方 

高学年のときの保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方について聞いたところ、「習い事(ピ

アノ、サッカー、学習塾など)」が 72.7％と最も多く、次いで、「自宅」が 62.7％、「公園」が 39.3％

となっている。 

週あたりの希望日数をみると、「習い事」が「２日」で 37.8％と最も高く、「図書館」が「１日」

で 30.8％となっている。 

 

■就学前子ども(問９－２) (MA：あて名の子が４歳以上) 

 

■週あたりの希望日数(問９－２) (MA：あて名の子が４歳以上) 

 

習い事（ピアノ、サッカー、学習塾など）

自宅

公園

わくわくプラザ

こども文化センター（児童館）

祖父母宅や友人・知人宅

民間事業者が行う放課後児童クラブ（学童保
育）

図書館

障害のある（発達の遅れや障害の疑いを含
む）子どものための施設・事業所

市民館

ふれあい子育てサポート

その他

　無回答

72.7

62.7

39.3

33.8

25.5

24.9

22.8

21.8

1.8

1.4

0.4

1.6

13.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,908

合計

（Ｎ）

1 日 (%) 2 日 (%) 3 日 (%) 4 日 (%) 5 日 (%) 6 日 (%) 7 日 (%) 　無回答
(%)

自宅 1196 20.2 24.1 16.0 4.1 15.0 0.4 2.1 18.2

祖父母宅や友人・知人宅 475 28.2 15.2 4.0 0.2 4.4 - 0.2 47.8

習い事 1388 13.3 37.8 26.3 6.4 5.6 0.1 - 10.5

こども文化センター 487 23.4 13.8 6.8 1.4 5.7 0.2 0.2 48.5

わくわくプラザ 644 18.3 18.9 12.9 2.5 17.2 0.6 0.2 29.3

民間事業者が行う放課後児童クラブ 435 8.7 14.0 12.9 2.3 14.3 0.7 0.2 46.9

ふれあい子育てサポート 8 25.0 12.5 - - 37.5 - - 25.0

障害のある子どものための施設・事業所 35 11.4 17.1 22.9 2.9 34.3 2.9 - 8.6

図書館 416 30.8 9.4 3.4 - 2.6 - 0.2 53.6

市民館 27 40.7 11.1 14.8 - 7.4 - - 25.9

公園 750 18.3 24.1 14.3 2.4 8.3 0.4 0.5 31.7

その他 31 12.9 12.9 16.1 3.2 25.8 - - 29.0
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１０ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

（１）健康保険料及び厚生年金保険料の免除制度の認知度 

健康保険料及び厚生年金保険料の免除制度の認知度について聞いたところ、「育児休業給付、保

険料免除とも知っている」が 49.6％と最も多く、次いで、「育児休業給付のみ知っている」が 24.9％、

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らない」が 19.9％と続いている。 

■就学前子ども(問１０－１) (SA) 

 

（２）育児休業制度の取得状況 

ア 取得状況 

育児休業制度の取得状況について聞いたところ、「取得した」と「育児休業中である」を合わせ

ると母親が 52.9％、父親が 5.2％となっている。 

■母親(問１０－２) (SA) 

 

■父親(問１０－２) (SA) 

 

49.6 24.9 1.5 19.9 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

育児休業給付、保険料免除とも知っている 育児休業給付のみ知っている

保険料免除のみ知っている 育児休業給付、保険料免除のいずれも知らない

無回答

32.5 38.0 14.9 10.7 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

働いていなかった 取得した 育児休業中である 取得していない 無回答

0.8

5.0

0.2

86.6 7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

働いていなかった 取得した 育児休業中である 取得していない 無回答
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イ 取得しなかった理由 

取得しなかった理由について聞いたところ、母親では、「子育てや家事に専念するため退職した」

が 39.1％と最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった」が 17.2％、「仕事に戻るのが難

しそうだった」が 11.2％と続いている。 

父親では、「配偶者が育児休業制度を利用した」が 39.7％と最も多く、次いで、「仕事が忙しか

った」が 37.1％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 30.5％と続いている。 

 

■母親・父親別の理由(問１０－２) (MA：育児休業を取得していない方) 

 

  

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ
るなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た
さなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退
職した

その他

　無回答

10.8

5.3

4.9

11.2

1.0

4.4

2.8

0.7

2.0

39.1

17.2

11.0

1.5

4.1

18.6

8.3

30.5

37.1

0.3

3.5

8.2

24.9

1.5

39.7

22.5

0.2

8.8

0.2

1.2

0.0

5.5

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

母親(N=  

892)

父親
(N=7,255)
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（３）育児休業取得後の職場復帰の状況 

ア 職場復帰の状況 

職場復帰の状況について聞いたところ、「職場に復帰した」は母親が 88.7％、父親が 91.1％とな

っている。 

■母親(問１０－３) (SA：育児休業を取得した方) 

 

■父親(問１０－３) (SA：育児休業を取得した方) 

 

イ 年度初めの保育所入所に合わせた職場復帰のタイミング 

年度初めの保育所入所に合わせた職場復帰のタイミングについて聞いたところ、母親が「年度初

めの入所に合わせたタイミングだった」79.7％、父親が「それ以外だった」が 84.7％となっている。 

■母親(問１０－４) (SA：育児休業を取得した方) 

 

■父親(問１０－４) (SA：育児休業を取得した方) 

 

  

88.7 7.6 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=3,182

育児休業取得後、職場に復帰した（転職を含む） 育児休業中に離職した 無回答

91.1

1.2

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  417

育児休業取得後、職場に復帰した（転職を含む） 育児休業中に離職した 無回答

79.7 18.5 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,821

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

7.4 84.7 7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  380

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答
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ウ 実際と希望の育児休業取得期間 

実際の取得期間については、母親が「７～12 ヶ月」で 38.6％、父親が「～６ヶ月」で 56.6％と

最も多い。 

希望の取得期間については、母親が「７～12 ヶ月」で 30.7％、父親が「～６ヶ月」で 37.6％と、

いずれも実際の取得期間の割合よりも少なくなっている。 

①実際の取得期間 

■母親(問１０－５) (SA：育児休業を取得した方) 

 

■父親(問１０－５) (SA：育児休業を取得した方) 

 

②希望の取得期間 

■母親(問１０－５) (SA：育児休業を取得した方) 

 

■父親(問１０－５) (SA：育児休業を取得した方) 

 

 

9.0 38.6 33.6 9.4 9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,821

～6 ヶ月 7 ～12ヶ月 13～18ヶ月 19ヶ月～ 無回答

56.6 9.2 2.61.1 30.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  380

～6 ヶ月 7 ～12ヶ月 13～18ヶ月 19ヶ月～ 無回答

3.5 30.7 24.4 23.9 17.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,821

～6 ヶ月 7 ～12ヶ月 13～18ヶ月 19ヶ月～ 無回答

37.6 12.9 4.7 2.6 42.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  380

～6 ヶ月 7 ～12ヶ月 13～18ヶ月 19ヶ月～ 無回答
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エ 希望の時期に職場復帰しなかった理由 

希望の時期に職場復帰しなかった理由について聞いたところ、希望より早く復帰した方では、母

親が「希望する保育所に入るため」が 75.6％、父親が「経済的な理由で早く復帰する必要があった」

31.9％となっている。 

希望より遅く復帰した方では、母親が「希望する保育所に入れなかったため」が 57.3％となっ

ている。 

 

■希望より早く復帰した方(問１０－７) (MA) 

 

■その他の記入例(問１０－７)(母親) 

・0 才の 4月じゃないと保育園に入れないから 

・職場からの希望 

・1歳 6ヶ月以降は育児休業給付金がなくなるため 

・保育園に入るため 

・仕事に戻るのが難しくなる 

 

■その他の記入例(問１０－７)(父親) 

・会社の意向 

・仕事に早期復帰しなければならなかった 

・業務の都合 

・仕事が忙しい。早く復帰したかった。 

・職場から復帰を求められたため  

希望する保育所に入るため

家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動の時期に合わせるため

その他

　無回答

75.6

1.9

17.5

6.2

15.9

6.1

12.3

5.1

31.9

5.1

40.6

18.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

母親(N=1,620)

父親(N=  138)
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■希望より遅く復帰した方(問１０－７) (MA) 

 

■その他の記入例(問１０－７)(母親) 

・第 2子がいたため 

・夫が海外赴任となり、自分 1人で仕事と子育てを両立する自信がなかったので海外へ同行した 

・通勤時間が長いため、対応（開園）出来る園に入れなかった 

・仕事のタイミング 

・自宅近くの保育所に空きがなかった為 

 

■その他の記入例(問１０－７)(父親) 

・仕事の繁忙期の都合 

 

  

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかった

家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

子どもの障害（発達の遅れや障害の疑いを含
む）のため

その他

　無回答

57.3

1.5

0.6

1.2

10.7

0.3

6.4

34.5

16.7

0.0

16.7

16.7

0.0

0.0

16.7

50.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

母親(N=  328)

父親(N=    6)
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オ ３歳までの休暇取得制度があった場合の希望 

母親が「31～36 ヶ月（３歳）」で 25.7％、父親が「～６ヶ月」で 22.1％と最も多くなっている。 

■母親(問１０－６) (SA：育児休業を取得した方) 

 

 

■父親(問１０－６) (SA：育児休業を取得した方) 

 

  

1.3 15.7 15.0 12.2 2.9 25.7 1.5 25.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,821

～6 ヶ月 7 ～12ヶ月（1 歳） 13～18ヶ月（1 歳半）

19～24ヶ月（2 歳） 25～30ヶ月（2 歳半） 31～36ヶ月（3 歳）

37ヶ月以上（3 歳以上） 無回答

22.1 14.2 3.9 3.20.3 9.5 0.5 46.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  380

～6 ヶ月 7 ～12ヶ月（1 歳） 13～18ヶ月（1 歳半）

19～24ヶ月（2 歳） 25～30ヶ月（2 歳半） 31～36ヶ月（3 歳）

37ヶ月以上（3 歳以上） 無回答
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カ 育児休業明けに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得するか 

育児休業明けに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得するか聞いたとこ

ろ、「必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得したい」が母親で 78.9％、父

親で 61.1％となっている。 

■母親(問１０－１０) (SA：育児休業中の方) 

 

■父親(問１０－１０) (SA：育児休業中の方) 

 

 

  

78.9 3.1 17.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,244

必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得したい

預けられる事業があっても、１歳になる前に復帰したい

無回答

61.1 11.1 27.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=   18

必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得したい

預けられる事業があっても、１歳になる前に復帰したい

無回答
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（４）短時間勤務制度の取得状況 

ア 短時間勤務制度の取得有無 

短時間勤務制度の取得有無について聞いたところ、「短時間勤務制度を利用した」が母親で

70.8％、父親で 4.2％となっている。 

■母親(問１０－８) (SA:育児休業取得後、職場に復帰した方) 

 

■父親(問１０－８) (SA:育児休業取得後、職場に復帰した方) 

 

  

70.8 26.5 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,821

短時間勤務制度を利用した 短時間勤務制度を利用しなかった 無回答

4.2 78.9 16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  380

短時間勤務制度を利用した 短時間勤務制度を利用しなかった 無回答
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イ 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

短時間勤務制度を利用しなかった理由について聞いたところ、母親では「短時間勤務にすると給

与が減額され、経済的に苦しくなる」が 35.7％と最も多く、次いで、「仕事が忙しかった」が 26.9％、

「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 25.0％と続いている。 

父親では「仕事が忙しかった」が 35.7％と最も多く、次いで、「配偶者が育児休業制度や短時間

勤務制度を利用した」が 34.0％、「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」が

32.0％と続いている。 

 

■短時間勤務制度を利用しなかった方(問１０－９) (MA) 

 

■その他の記入例(問１０－９)(母親) 

・キャリアアップの為短時間勤務を選択したくなかった 

・パートなので調節は自らで行った 

・時差という形で通常勤務に戻った。9-18→7：30-16：30 

・17:00 に帰れば問題ないため 

・1日 6.5H と短いので特に利用しなかった。 

 

■その他の記入例(問１０－９)(父親) 

・仕事が好きだから。 

・1ヶ月の育休で充分と思っていた。（実際は時短すればよかったと思った。） 

・職場にフレックスタイム制度だったから 

・会社より育休取得にて、好きな日を休んだため。長期的に取ってない 

・配偶者が無職なので、制度を利用できなかった 

  

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気が
あった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額され、経済的
に苦しくなる

配偶者が育児休暇制度や短時間勤務制度を
利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ
るなど、制度を利用する必要がなかった

職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則
に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らな
かった

その他

　無回答

25.0

26.9

35.7

0.3

3.2

16.3

3.5

29.3

2.8

18.0

35.7

32.0

34.0

16.3

7.7

2.3

8.3

3.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

母親(N=  747)

父親(N=  300)
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１１ 幼児教育・保育の無償化について 

（１）幼児教育・保育の無償化制度の認知度 

ア ３歳から５歳の利用料無償化の認知度 

３歳から５歳の利用料無償化の認知度について聞いたところ、「知っていた」が 76.0％と最

も多く、次いで、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が 16.8％、「知らなかった」が 6.5％

となっている。 

■就学前子ども(問１１－１) (SA) 

 

イ ０歳から２歳の住民税非課税世帯の利用料無償化の認知度 

０歳から２歳の住民税非課税世帯の利用料無償化の認知度について聞いたところ、「知らなか

った」が 45.3％と最も多く、次いで、「知っていた」が 38.0％、「聞いたことはあるが内容は知

らなかった」が 16.0％となっている。 

■就学前子ども(問１１－１) (SA) 

 

ウ 預かり保育の利用料無償化の認知度 

預かり保育の利用料無償化の認知度について聞いたところ、「知らなかった」が 59.8％と最

も多く、次いで、「知っていた」が 22.8％、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が 16.6％

となっている。 

■就学前子ども(問１１－１) (SA) 

 

  

76.0 6.5 16.8 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答

38.0 45.3 16.0 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答

22.8 59.8 16.6 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答
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エ 認可外保育施設等の利用料負担軽減の認知度 

認可外保育施設等の利用料負担軽減の認知度について聞いたところ、「知らなかった」が

49.2％と最も多く、次いで、「知っていた」が 34.8％、「聞いたことはあるが内容は知らなかっ

た」が 15.2％となっている。 

■就学前子ども(問１１－１) (SA) 

 

オ 障害児通園施設の利用料無償化の認知度 

障害児通園施設の利用料無償化の認知度について聞いたところ、「知らなかった」が 78.8％

と最も多く、次いで、「知っていた」が 10.5％、「聞いたことはあるが内容は知らなかった」が

9.8％となっている。 

■就学前子ども(問１１－１) (SA) 

 

カ 幼稚園・保育所・認定こども園と障害児通園施設の利用料無償化の認知度 

幼稚園・保育所・認定こども園と障害児通園施設の利用料無償化の認知度について聞いたと

ころ、「知らなかった」が 83.5％と最も多く、次いで、「知っていた」が 7.6％、「聞いたことは

あるが内容は知らなかった」が 7.0％となっている。 

■就学前子ども(問１１－１) (SA) 

 

 

  

34.8 49.2 15.2 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答

10.5 78.8 9.8 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答

7.6 83.5 7.0 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答
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（２）幼児教育・保育の無償化に伴い新たに利用したい事業 

幼児教育・保育の無償化に伴い新たに利用したい事業について聞いたところ、「認可保育所」

が 40.4％と最も多く、次いで、「幼稚園」が 33.1％、「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が

24.4％と続いている。 

■就学前子ども(問１１－２) (MA) 

 

ア 「特にない」を選択した理由 

「特にない」を選択した理由について聞いたところ、「必要がないから」が 56.1％と最も多

く、次いで、「利用するかを考えたことがない」が 21.6％、「実費負担があるから」が 5.8％と続

いている。 

■就学前子ども(問１１－２) (SA) 

 

 

認可保育所

幼稚園

幼稚園・認定こども園の預かり保育

認定こども園

居宅訪問型保育（ベビーシッター）

川崎市が認定した認可外保育施設

ふれあい子育てサポート事業

小規模保育施設

その他の認可外保育施設

障害のある子どものための施設・事業

事業所内保育施設

家庭的保育施設

その他

特にない

　無回答

40.4

33.1

24.4

16.0

7.4

6.8

4.7

2.5

2.2

1.6

1.2

0.7

0.7

24.5

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=8,374

56.1 5.8 21.6 11.0 5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=2,052

必要がないから。 実費負担があるから。 利用するかを考えたことがない。 その他 無回答
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１２ 社会的養育と里親制度について 

（１）養育里親の認知度 

養育里親の認知度について聞いたところ、「知っていた」は就学前子どもで 42.7％、就学子

どもで 38.0％となっている。 

■就学前子ども(問１２－１) (SA) 

 

■就学子ども(問９－１) (SA) 

 

  

42.7 30.9 25.5 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答

38.0 28.3 32.2 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

知っていた 知らなかった 聞いたことはあるが内容は知らなかった 無回答
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（２）里親家庭や児童養護施設、乳児院についての認知度 

里親家庭や児童養護施設、乳児院についての認知度について聞いたところ、就学前子どもで

は「児童養護施設などのほか、養育里親の家庭で生活していることを知っていた」が 50.7％と

最も多く、次いで、「児童養護施設などの施設のみで生活していると考えていた」が 26.5％、「自

分の家庭で暮らせない子どもたちがいることは知っていたが、どこで生活しているかは知らなか

った」が 11.4％と続いている。 

就学子どもでは「児童養護施設などのほか、養育里親の家庭で生活していることを知ってい

た」が 47.8％と最も多く、次いで、「児童養護施設などの施設のみで生活していると考えていた」

が 31.9％、「自分の家庭で暮らせない子どもたちがいることは知っていたが、どこで生活してい

るかは知らなかった」が 9.8％と続いている。 

■就学前子ども(問１２－２) (SA) 

 

■就学子ども(問９－２) (SA) 

 

  

8.3 26.5 50.7

0.8

11.4

0.7

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

全く知らなかった

児童養護施設などの施設のみで生活していると考えていた

児童養護施設などのほか、養育里親の家庭で生活していることを知っていた

養育里親の家庭のみで生活していると考えていた（児童養護施設などの施設で生活していることを知らなかった）

自分の家庭で暮らせない子どもたちがいることは知っていたが、どこで生活しているかは知らなかった

その他

無回答

6.8 31.9 47.8

0.9

9.8

0.8

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

全く知らなかった

児童養護施設などの施設のみで生活していると考えていた

児童養護施設などのほか、養育里親の家庭で生活していることを知っていた

養育里親の家庭のみで生活していると考えていた（児童養護施設などの施設で生活していることを知らなかった）

自分の家庭で暮らせない子どもたちがいることは知っていたが、どこで生活しているかは知らなかった

その他

無回答
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（３）養育里親として児童を養育することへの考え方 

養育里親として児童を養育することへの考え方について聞いたところ、就学前子どもでは「自

分の子どもがいるため、養育里親になることを今は考えていない」が 72.7％と最も多く、次い

で、「養育里親として子どもを養育することを考えていない」が 18.6％となっている。 

就学子どもでは「自分の子どもがいるため、養育里親になることを今は考えていない」が

31.8％、次いで、「養育里親として子どもを養育することを考えていない」が 12.5％となってい

る。 

■就学前子ども(問１２－３) (SA) 

 

■就学子ども(問９－３) (SA) 

 

  

0.7

3.9 72.7 18.6

0.7 1.3

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8,374

養育里親として子どもを養育することを考えている

制度内容等について理解し不安がなくなれば、養育里親として子どもを養育することも検討したい

自分の子どもがいるため、養育里親になることを今は考えていない

養育里親として子どもを養育することは考えていない

子どもと法的な親子関係を持つことを希望するため、養育里親ではなく養子縁組を検討したい

その他

無回答

0.2 1.7

31.8 12.5

0.2

52.3 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

養育里親として子どもを養育することを考えている

制度内容等について理解し不安がなくなれば、養育里親として子どもを養育することも検討したい

自分の子どもがいるため、養育里親になることを今は考えていない

養育里親として子どもを養育することは考えていない

子どもと法的な親子関係を持つことを希望するため、養育里親ではなく養子縁組を検討したい

その他

無回答
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１３ 小学校就学後の放課後事業の利用状況について（就学子ども） 

（１）放課後事業の利用について 

ア 放課後事業に関する情報源 

放課後事業に関する情報源について聞いたところ、「学校」が 53.3％と最も多く、次いで「友人・

知人」が 9.0％となっている。 

 

■就学子ども(問４－１) (SA) 

 

イ 放課後の居場所 

放課後の居場所について聞いたところ、「わくわくプラザ」が 90.0％、「民間の事業者が行う放

課後児童クラブ」が 19.3％となっている。 

 

■就学子ども(問４－２) (MA） 

 

 

  

53.3

0.1 1.3

9.0 4.8

1.6

6.7 23.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

学校 市・区役所の窓口・電話 市・区役所が配布するパンフレット等

友人・知人 インターネット その他

どこに聞けばよいかわからない 無回答

わくわくプラザ

民間の事業者が行う放課後児童クラブ

ふれあい子育てサポート

放課後等デイサービス

90.0

19.3

6.3

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  748



119 
 

ウ いずれも利用していない理由 

いずれも利用していない理由について聞いたところ、「児童が帰宅する時間に保護者が自宅にい

るから」が 60.6％と最も多く、次いで、「習い事(ピアノ、サッカー、学習塾など)に通っているか

ら」が 55.0％、「子どもが行きたがらないから」が 46.2％と続いている。 

■就学子ども(問４－３) (MA：放課後事業をいずれも利用していない方） 

 

■その他の記入例(問４－３) 

・参加している子ども達同士の関わりに不安がある為。（あまり質がよくない） 

・友人と約束して遊んでいられる歳だから、低学年の妹は利用しています。 

 

エ 今後利用したい事業 

今後利用したい事業について聞いたところ、「わくわくプラザを利用したい」が 41.6％と最も多

く、次いで、「今後も利用したいとは思わない」が 33.7％、「民間の事業者が行う放課後児童クラブ

（学童保育）を利用したい」が 11.2％と続いている。 

■就学子ども(問４－４) (MA) 

 

児童が帰宅する時間に保護者が自宅にいる
から

習い事（ピアノ、サッカー、学習塾など）に通っ
ているから

子どもが行きたがらないから

放課後の短時間なら子どもだけで過ごしても
大丈夫だと思うから

祖父母宅や友人・知人宅で過ごせるから

こども文化センターを利用しているから

利用したいが定員がいっぱいであるから

その他

　無回答

60.6

55.0

46.2

26.9

10.0

7.0

0.1

6.1

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  940

わくわくプラザを利用したい

民間の事業者が行う放課後児童クラブ（学童
保育）を利用したい

放課後等デイサービスを利用したい

ふれあい子育てサポートを利用したい

今後も利用したいとは思わない

その他

　無回答

41.6

11.2

5.2

2.3

33.7

8.6

9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=1,739
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■その他の記入例(問４－４) 

・習い事と学童を組み合わせたもの。 

・なるべくわくわくがよいが、送迎が負担のため指定ポイントまでの見送りサービスなど追加サービス

があるとありがたい（民間は高すぎるため） 

 

（２）わくわくプラザの利用について 

ア １週間の利用日数 

１週間の利用日数について聞いたところ、「５日」が 28.7％と最も多く、次いで「１日」が 23.3％、

「２日」が 15.5％と続いている。 

 

■就学子ども(問５－１) (SA:わくわくプラザを利用している方) 

 

 

イ 現在の利用状況 

現在の利用状況について聞いたところ、「月～金曜日」が 51.0％、「夏休み等長期休暇期間中」

が 29.7％となっている。 

利用している時間帯については、「月～金曜日」では下校時より 15:31～17:00、「土曜日」では

開始時間が8:01～9:30、終了時間が15:31～16:00、「夏休み等長期休暇」では開始時間が7:31～9:00、

終了時間が 15:31～18:00 に集中している。 

■就学子ども(問５－２) (MA:わくわくプラザを利用している方) 

 

 

 

 

 

合計（Ｎ） （％）

1 日 157 23.3

2 日 104 15.5

3 日 96 14.3

4 日 71 10.5

5 日 193 28.7

6 日 7 1.0

7 日 - -

　無回答 45 6.7

  全  体 673 100.0

月～金曜日

土曜日

夏休み等長期休暇期間中

　無回答

51.0

4.2

29.7

47.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  673
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■利用している時間帯(問５－２) (MA:わくわくプラザを利用している方) 

（月～金曜日：下校時から） 

 

（土曜日） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

（夏休み等長期休暇） 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

＊全体±５％以上を網掛け 

 

ウ 臨時休校時に過ごしている場所 

臨時休校時に過ごしている場所について聞いたところ、「自宅(家族等住宅)」が 65.4％と最も多

く、次いで、「祖父母・親族・友人・知人宅」が 25.4％、「自宅(子どものみ)」が 23.8％と続いて

いる。 

  

合計

（Ｎ）

～12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 343 3.8 - - 0.6 1.2 5.2 5.8 22.2 10.8 20.1 5.2 12.8 4.7 6.1 - 1.5

低学年 316 3.5 - - 0.6 1.3 5.4 5.4 22.5 10.4 19.6 5.4 13.0 4.7 6.6 - 1.6

高学年 23 8.7 - - - - 4.3 8.7 21.7 13.0 21.7 4.3 13.0 4.3 - - -

開始時間
合計

（Ｎ）

～7:30
(%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 28 - 3.6 53.6 21.4 7.1 - 3.6 - - 3.6 - - - - - - 3.6 3.6

低学年 24 - 4.2 58.3 20.8 4.2 - 4.2 - - 4.2 - - - - - - 4.2 -

高学年 3 - - 33.3 33.3 33.3 - - - - - - - - - - - - -

終了時間
合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 28 - - 7.1 - 3.6 3.6 3.6 - 14.3 3.6 17.9 3.6 10.7 7.1 17.9 - 3.6 - 3.6

低学年 24 - - 8.3 - 4.2 4.2 - - 16.7 - 20.8 4.2 12.5 8.3 16.7 - 4.2 - -

高学年 3 - - - - - - 33.3 - - 33.3 - - - - 33.3 - - - -

開始時間
合計

（Ｎ）

～7:30
(%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 200 - 28.0 51.0 14.0 2.0 1.5 - 1.0 - - - 0.5 - 0.5 1.0 - - 0.5

低学年 186 - 28.5 51.1 14.0 2.2 0.5 - 1.1 - - - 0.5 - 0.5 1.1 - - 0.5

高学年 13 - 23.1 53.8 7.7 - 15.4 - - - - - - - - - - - -

終了時間
合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 200 2.5 - 3.5 - 1.5 - 2.5 3.5 6.5 2.0 17.0 5.0 18.0 6.0 16.5 6.0 8.5 - 1.0

低学年 186 2.7 - 3.2 - 1.6 - 2.7 3.8 5.9 2.2 16.7 4.3 17.7 6.5 16.1 6.5 9.1 - 1.1

高学年 13 - - 7.7 - - - - - 15.4 - 15.4 15.4 23.1 - 23.1 - - - -
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■就学子ども(問５－３) (MA:わくわくプラザを利用している方) 

 

 

エ 利用者負担について 

利用者負担について聞いたところ、「延長時間については負担してもよい」が 47.7％と最も多く、

次いで、「一定の負担はしてもよい」が 29.1％、「負担があるなら利用しない」が 21.1％と続いて

いる。 

■就学子ども(問５－４) (SA:わくわくプラザを利用している方) 

 

 

オ わくわくプラザを利用していたい学年 

わくわくプラザを利用していたい学年について聞いたところ、「３年生ぐらいまで」が 33.3％と

最も多く、次いで、「４年生くらいまで」が 31.4％、「６年生くらいまで」が 22.3％と続いている。 

■就学子ども(問５－５ (SA:わくわくプラザを利用している方) 

 

 

 

  

自宅（家族等住宅）

祖父母・親族・友人・知人宅

自宅（子どものみ）

民間事業者が行う放課後児童クラブ

こども文化センター

ふれあい子育てサポートを利用

その他

　無回答

65.4

25.4

23.8

8.0

2.2

0.1

4.3

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  673

29.1 47.7 21.1 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  673

一定の負担はしてもよい 延長時間については負担してもよい 負担があるなら利用しない 無回答

0.1 3.0

33.3 31.4

6.4

22.3 3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  673

1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 無回答
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オ 利用している理由 

利用している理由について聞いたところ、「安全に放課後を過ごせるから」が 74.0％と最も多く、

次いで、「就労などで保護者が家庭にいないから」が 71.9％、「利用料が無料だから」が 47.7％と

続いている。 

■就学子ども(問５－６) (MA:わくわくプラザを利用している方) 

 

■その他の記入例(問５－６) 

・イベントの日 

・民間学童利用の際にわくわく利用必須だから（ひきわたしのため） 

・スタッフの方が優しく接してくれるから 

・学校敷地内にあり便利で安全に通えるから。 

・習い事までの時間や下の子の習い事の都合。 

 

  

安全に放課後を過ごせるから

就労などで保護者が家庭にいないから

利用料が無料だから

だれでも登録すれば利用できるから

大勢の友だちと遊ばせたいから

子どもが行きたいというから

活動内容が充実しているから

近所に遊ぶ場所がないから

その他

　無回答

74.0

71.9

47.7

34.8

25.9

23.8

11.7

8.2

5.3

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  673
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カ 19 時までの時間延長の利用状況と意向 

19 時までの時間延長の利用状況と意向について聞いたところ、「利用していない、また、今後の

利用予定もない」が 77.1％と最も多く、次いで、「利用している」が 11.3％、「今は利用していな

いが、利用したい」が 10.3％と続いている。 

■就学子ども(問５－７) (SA:わくわくプラザを利用している方) 

 

  

11.3 10.3 77.1 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  673

利用している

今は利用していないが、利用したい

利用していない、また、今後の利用予定もない

無回答
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キ わくわくプラザ参加後の子どもの変化 

わくわくプラザ参加後の子どもの変化について聞いたところ、「いろいろな遊びを覚えた」が

49.9％と最も多く、次いで、「友だちが増えた」が 45.9％、「学校へ行くのが楽しくなった」が 10.4％

と続いている。 

■就学子ども(問５－８) (MA:わくわくプラザを利用している方) 

 

■その他の記入例(問５－８) 

・学校が楽しくないと思っていても、同じ学校内（事業は別ですが）に、居場所がずっとあることで、

学校生活が全て負になってないこと。 

・集中力が身についたようです。会話が楽しいようです。恥ずかしがらず、挨拶ができるようになりま

した。 

・異年齢の子とのつき合いが上手になった 

・読書の時間が増えた 

・友人同士のトラブルであまり行きたがらない 

  

いろいろな遊びを覚えた

友だちが増えた

わからない

学校へ行くのが楽しくなった

積極的になった

ゲームで遊ぶことが少なくなった

その他

　無回答

49.9

45.9

26.3

10.4

7.7

2.4

9.4

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  673
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ク わくわくプラザの満足度 

わくわくプラザの満足度について聞いたところ、「満足」と「やや満足」を合わせて 64.4％とな

っている。 

■就学子ども(問５－９) (SA:わくわくプラザを利用している方) 

 

 

ケ わくわくプラザに今後望むこと 

わくわくプラザに今後望むことを聞いたところ、「活動内容の充実」が 55.1％と最も多く、次い

で「児童の安全確保」が 35.2％、「施設の充実」が 29.0％と続いている。 

■就学子ども(問５－１０) (MA:わくわくプラザを利用している方) 

 

■その他の記入例(問５－１０) 

・長期休暇期間におけるお昼弁当発注 

・イベント等の Web 申請など 

36.8 27.6 26.4

4.8 2.1

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  673

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

活動内容の充実

児童の安全確保

施設の充実

スタッフの体制の充実

学校との連携強化

保護者との連携強化

地域との連携強化

その他

特になし

　無回答

55.1

35.2

29.0

26.2

22.7

10.4

6.4

4.8

10.4

3.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  673
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・①長期休暇期間における開設時間が（8：00）試験的ではなくなること。②子育て支援わくわくプラ

ザ事業の時間帯が、月額でなく 1回ごとの料金払い（スポット利用）も可能だと利用しやすいと思いま

す。 

・いじめや危険な遊びなどについての適切な指導 

・もう少し広いとよりよい 

 

コ わくわくプラザで今後充実させてほしい内容 

わくわくプラザで今後充実させてほしい内容について聞いたところ、「実習・工作教室などの体

験プログラム」が 52.6％と最も多く、次いで、「体育館、校庭などを使用した自由な遊び」が 49.6％、

「宿題をしっかりさせること」が 39.9％と続いている。 

■就学子ども(問５－１１) (MA:わくわくプラザを利用している方) 

 

  

実習・工作教室などの体験プログラム

体育館、校庭などを使用した自由な遊び

宿題をしっかりさせること

スポーツ活動

文化・芸術などの体験プログラム

　無回答

52.6

49.6

39.9

36.9

36.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  371
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１４ わくわくプラザ以外の放課後事業について（就学子ども） 

（１）民間学童保育について 

ア １週間の利用日数 

１週間の利用日数について聞いたところ、「５日」が 30.6％と最も多く、次いで、「３日」が 21.5％、

「２日」が 20.8％と続いている。 

 

■就学子ども(問６－１) (SA:民間学童保育を利用している方) 

 

 

イ 現在の利用状況 

現在の利用状況について聞いたところ、「月～金曜日」が 56.9％、「夏休み等長期休暇期間中」

が 38.9％となっている。 

 

■就学子ども(問６－２) (MA:民間学童保育を利用している方) 

 

利用している時間帯については、「月～金曜日」では下校時より 17:31～19:00、「土曜日」では

開始時間が 8:01～8:30、終了時間が 17:31～18:00 に件数がある（件数が少ないためバラつきがあ

る）。「日曜日・祝日」は回答が１件で、開始時間は 8:31～9:00、終了時間は 17:31～18:00 となっ

ている。「夏休み等長期休暇期間中」では、開始時間が 7：31～9：00、終了時間が 17：31～19：00

に件数がある。 

 

■利用している時間帯(問６－２) (MA:民間学童保育を利用している方) 

（月～金曜日：下校時から） 

 

8.3 20.8 21.5 9.7 30.6 3.5 5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=  144

1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 無回答

月～金曜日

土曜日

日曜日・祝日

夏休み等長期休暇

　無回答

56.9

2.1

0.7

38.9

42.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  144

合計

（Ｎ）

～12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 82 - - - - - 2.4 1.2 - 2.4 3.7 3.7 24.4 12.2 39.0 8.5 2.4

低学年 72 - - - - - 2.8 1.4 - 2.8 2.8 4.2 26.4 9.7 38.9 8.3 2.8

高学年 10 - - - - - - - - - 10.0 - 10.0 30.0 40.0 10.0 -
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（土曜日） 

 

 

（日曜日・祝日） 

 

 

（夏休み等長期休暇期間中） 

 

 

＊上位１位を網掛け 

 

  

開始時間
合計

（Ｎ）

～7:30
(%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 3 - - 66.7 - - - - 33.3 - - - - - - - - - -

低学年 3 - - 66.7 - - - - 33.3 - - - - - - - - - -

高学年 0 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

終了時間
合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 3 - - - - - - - - 33.3 - - - - - 66.7 - - - -

低学年 3 - - - - - - - - 33.3 - - - - - 66.7 - - - -

高学年 0 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

開始時間
合計

（Ｎ）

～7:30
(%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 1 - - 100.0 - - - - - - - - - - - - - - -

低学年 1 - - 100.0 - - - - - - - - - - - - - - -

高学年 0 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

終了時間
合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 1 - - - - - - - - - - - - - - 100.0 - - - -

低学年 1 - - - - - - - - - - - - - - 100.0 - - - -

高学年 0 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

開始時間
合計

（Ｎ）

～7:30
(%)

7:31～
8:00 (%)

8:01～
8:30 (%)

8:31～
9:00 (%)

9:01～
9:30 (%)

9:31～
10:00
(%)

10:01 ～
10:30
(%)

10:31 ～
11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 56 7.1 37.5 23.2 14.3 - - 1.8 1.8 - - - - 1.8 3.6 - 5.4 1.8 1.8

低学年 49 6.1 40.8 24.5 12.2 - - 2.0 2.0 - - - - 2.0 2.0 - 6.1 - 2.0

高学年 7 14.3 14.3 14.3 28.6 - - - - - - - - - 14.3 - - 14.3 -

終了時間
合計

（Ｎ）

～11:00
(%)

11:01 ～
11:30
(%)

11:31 ～
12:00
(%)

12:01 ～
12:30
(%)

12:31 ～
13:00
(%)

13:01 ～
13:30
(%)

13:31 ～
14:00
(%)

14:01 ～
14:30
(%)

14:31 ～
15:00
(%)

15:01 ～
15:30
(%)

15:31 ～
16:00
(%)

16:01 ～
16:30
(%)

16:31 ～
17:00
(%)

17:01 ～
17:30
(%)

17:31 ～
18:00
(%)

18:01 ～
18:30
(%)

18:31 ～
19:00
(%)

19:01 ～
(%)

　無回答
(%)

  全  体 56 - - - - - - - - 1.8 - 1.8 1.8 - 3.6 19.6 12.5 46.4 8.9 3.6

低学年 49 - - - - - - - - 2.0 - - 2.0 - 4.1 22.4 10.2 46.9 8.2 4.1

高学年 7 - - - - - - - - - - 14.3 - - - - 28.6 42.9 14.3 -
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ウ 利用している理由 

利用している理由について聞いたところ、「独自のサービスを受けられるから」が 65.3％と最も

多く、「預けていると安心だから」が 61.8％、「利用できる時間が長いから」が 50.0％と続いてい

る。 

■就学子ども(問６－３) (MA:民間学童保育を利用している方) 

 

  

独自のサービスを受けられるから

預けていると安心だから

利用できる時間が長いから

お迎えに行きやすい場所にあるから

子どもが行きたいというから

自宅の近所にあるから

親しい友だちと遊べるから

その他

　無回答

65.3

61.8

50.0

32.6

28.5

22.9

21.5

17.4

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=  144
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（２）ふれあい子育てサポートについて 

ア 現在の利用状況 

■就学子ども(問６－４)（SA：ふれあい子育てサポートを利用している方） 

（年間日数） 

 

（週間日数） 

 

（１回利用時間） 

 

  

合計（Ｎ） （％）

1 日 - -

2 日 - -

3 日 - -

4 日 - -

5 日 - -

6 日以上 1 25.0

　無回答 3 75.0

  全  体 4 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 日 - -

2 日 - -

3 日 - -

4 日 - -

5 日 - -

6 日以上 - -

　無回答 4 100.0

  全  体 4 100.0

合計（Ｎ） （％）

1 時間 - -

2 時間 - -

3 時間 - -

4 時間 - -

5 時間 1 25.0

6 時間 - -

7 時間 - -

8 時間 - -

9 時間以上 - -

　無回答 3 75.0

  全  体 4 100.0
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イ 利用している理由 

■就学子ども(問６－５)（MA：ふれあい子育てサポートを利用している方） 

 

 

 

  

安全に放課後を過ごせるから

就労などで保護者が家庭にいないから

利用できる時間が長いから

子どもが行きたいというから

その他

　無回答

50.0

25.0

25.0

25.0

0.0

50.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

N=    4
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１５ こども文化センターの利用について（就学子ども） 

（１）こども文化センターの利用頻度 

こども文化センターの利用頻度について聞いたところ、「月１回以下(行ったことがある)」が

47.3％と最も多く、次いで、「利用したことがない」が 30.8％、「月２・３回程度」が 10.6％と続

いている。 

■就学子ども(問１０－１) (SA)  

 

（２）異なる年代の人との交流 

異なる年代の人との交流について聞いたところ、「いつも交流している」が 3.5％、「行事の時は

交流している」が 19.0％、「交流していない」が 70.1％となっている。 

■就学子ども(問１０－２) (SA)  

 

  

1.8

5.3 10.6 47.3 30.8

2.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

週３回以上 週１・２回程度 月２・３回程度

月１回以下（行ったことがある） 利用したことがない こども文化センターを知らない

無回答

3.5

19.0 70.1 7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

いつも交流している 行事等の時は交流している 交流していない 無回答
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（３）異なる年代の人との交流を希望する内容 

異なる年代の人との交流を希望する内容について聞いたところ、「将棋やコマなどの遊びを教え

て欲しい」が 20.6％と最も多く、次いで、「卓球やゲームで一緒に遊んでみたい」が 18.7％、「話

をしてみたい」が 7.1％と続いている。 

■就学子ども(問１０－３) (SA)  

 

（４）子育てに地域の大人が関わることについて 

子育てに地域の大人が関わることについて聞いたところ、「子どもの成長にとって必要だと思う」

が 53.0％、「地域全体にとって必要だと思う」が 43.0％となっている。 

■就学子ども(問１０－４) (SA)  

 

  

7.1 18.7

2.8 0.5 2.6

20.6 22.7

3.5

21.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

話をしてみたい 卓球やゲームで一緒に遊んでみたい

勉強を教えてほしい 相談にのってほしい

昔話などの本を読んでほしい 将棋やコマなどの遊びを教えてほしい

特に交流したいと思わない その他

無回答

53.0 43.0

1.8

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

子どもの成長にとって必要だと思う 地域全体にとって必要だと思う 必要と思わない 無回答
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（５）こども文化センターへの今後の要望 

こども文化センターへの今後の要望について聞いたところ、「いろいろな年代の方が利用できる

ようにしたほうがよい」が 59.6％と最も多く、次いで、「部屋を区切って、いろいろな年代の方が

利用できるにしたほうがよい」が 12.5％、「時間帯を区切って、いろいろな年代の方が利用できる

にしたほうがよい」が 10.3％と続いている。 

■就学子ども(問１０－５) (SA)  

 

  

59.6 12.5 10.3 9.7 7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,739

いろいろな年代の方が利用できるようにしたほうがよい

部屋を区切って、いろいろな年代の方が利用できるようにしたほうがよい

時間帯を区切って、いろいろな年代の方が利用できるようにしたほうがよい

子どもたちだけで利用できるようにしたほうがよい

無回答
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１６ 自由意見 

教育・保育環境の充実、子育て支援に関する取組等についての意見を聞いた。 

（１）就学前子どもの自由意見 

ア 未就学児童の教育・保育施設について 

■施設の不足、待機児童について 

・保育園こども園をもっと増やしてほしい。 

・公立幼稚園の設立を検討して欲しい。 

・認可園、認定園どちらも数が少ない。無償化の前に、園を増やし、保育士の給料を上げより多くの

子どもをあずかれる体制を整えてほしい。 

・待機児童の改善、就業時間が短くても希望する保育所に入れるといいと思います。 

・一時預かりを行っている保育園、幼稚園がもう少し増えてくれるとありがたいです。 

・多くの支援が、土日が休みの方を考えられていて、土日の支援が少ない。小さな子どもが休日安心

して過ごすことが出来る環境がもっと充実することを願っています。 

 

■育児休暇と入所の時期等について 

・希望の職場復帰タイミングで、きちんと復職できる仕組みを考えてほしい 

・入園したい月に、定員がいっぱいで保育園に入れなかったので、何とかしてほしいです。保育園に

入れなくて、仕事が出来なくなってしまったら、本当に困ります。 

・育児休業の取得を 3歳まで取れるような制度を希望します。(子どもが 3歳になるまでは自宅での

保育がしたいと、私自身出産後強く思いました。)。 

・働きたくても、あずけられる場所がない。保育園は産休をとっている人優先。結局、下の子が幼稚

園に入れる年齢にならないと働けない。 

 

■施設利用料について 

・ベビーシッターや一時預かりなどの料金が下がれば利用したかったが高いため利用できなかった。

その点、何かしてほしいです。 

・保育に関して 10 月より無償化はとてもありがたいですが、0～2才の保育料が高いため、無償化と

かいかなくても、保育料を低くしていただけると大変うれしいです。 

・他市と比べると幼稚園の月謝と入学金が高額であるように思います。もう少し安いと助かります。 

・保育料の補助金は 1月毎に、月謝の金額から引いて請求してもらえる様にして頂くと、家庭のお金

の負担が減ると思う。あとでまとまってもどってくるよりも、1月の支出額が減って欲しい。 

 

■病児・病後児保育について 

・医療ケア児をもっといろんな施設などで預けやすくしてほしい。 

・もう少し病児後保育を利用しやすくしてほしいです。Web から申し込める etc… 

・病児、病後児の保育施設が少ない。自宅から遠く利用しづらい。申しこみの時点で粋がいっぱいで、

まったく利用できない。 
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■施設の設備・サービス・受け入れについて 

・保育所でも保育時間内に教育を充実させてほしい。（英会話、体操、音楽等） 

・イジメや虐待を受けている子どもを専門知識を持った職員が対応し、保護していく施設。 

・認可保育所を利用しているが、就労の時のみの利用の為、親の私用・リフレッシュ等でも預っても

らえると助かる。 

・緊急時に一時保育を利用したく園に直接連絡したが、「今は募集していません」と断られた。一時

保育の枠がもう少し多くあり、気軽に預けられる施設があれば嬉しいです。 

・子育てサロン等。役所で沢山のイベントがあるので小さい子を連れて外出する機会があり、ありが

たかったです。 

 

イ 小学校、中学校について 

・中学校の給食を実現してほしい。 

・小学校の学区を見直してほしい。学校が見えるのにその学校に行けないのはおかしい。 

・子どもの安全確保のため、公立の小学校、中学校でも不審者が入ってこれないようにセキュリティ

ーを強化する。公立の小学校、中学校でも、登下校時の事件、事故を減らすためにスクールバスを

導入して欲しいです。別途、バス代が発生しても、子どもの安全のためならおしまず、喜んで払い

ます。ぜひ、川崎市内での実現を目指して欲しいです。 

 

ウ 就学後の子どもの居場所について（わくわくプラザ、民間学童保育等） 

・就学児の始業前の学童があればと思います。 

・日曜日や祝日にも子ども文化センターで子育てイベント等を開催してほしい。 

・わくわくプラザでの校庭・体育館の使用など身体を使うことができるようにしてほしい。 

 

エ 市政全般・市の子育て支援について 

■市の子育て支援（全般）について 

・1人目を出産して、川崎市の子育て支援に助けられました。2人目を出産した後も今後も引き続き、

お世話になりたいと思います。ありがとうございます。 

・里親制度の推進や、学校でのいじめ問題等へのサポート強化など、子どもが安心して幸せに暮らせ

る市政に期待します。 

・区役所の業務を、土、日に 1日/月でもいいのでやってもらえると助かります。母子手帳をもらえ

る、保育園の相談など。 

・子育てや妊娠出産がもっとしやすくなるように支援してほしい。 

・高齢でも出産した場合、収入も多いので、無償化の恩恵を受けにくい。老後の不安が残るので、若

年層が恩恵を受け易い今の収入制限には不満がある。 

・子育ての支援のみでなく、家庭における家事サポートの制度が充実するとよいと思う。民間のシッ

ターや家事サポートは高額で利用しずらいが、日々の家事・育児のサポートがないため、親子の時

間がほぼとれず、親もイライラすることが多い。金銭的な負担の少ない家事サポートの制度があれ

ば利用し、働きながらも親子の時間を毎日少しでもとれるようにしたい。 

■医療助成について 

・小児医療費の無償化の対象を増やしてほしい。 
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・小児医療費助成制度の所得制限をなくしてほしいです。 

・子どもの健診の助成を増やしてほしいです。（1ヶ月・9ヶ月など） 

・インフルエンザ等の注射（予防接種）に対して金銭面でサポートしていただけると助かります。 

 

■お知らせ、情報配信について 

・自ら調べて情報を知るのは難しい。定期的に情報を発信する方法があると助かる。 

・ベビーシッター、ふれあい子そだてサポートを利用してみたいが、詳しい利用内容を知れるサイト

があると嬉しい。ネットで気軽に登録、利用できるようにしてくれると使いやすいと思います。 

・各年齢に応じた子どもの悩みやサポートを施設や子ども同士が楽しめるイベント特集などを毎年贈

られてきたら嬉しいです。 

・妊しん、出産、育児に関する資料やチラシが多く全てに目を通せず捨てている。せめてまとめて 1

冊のガイドブック化してくれたら保存する気になる。 

 

■市内の環境について 

・川崎区の産科が少ないと思う 

・麻生区役所のトイレにオムツを取り替えることのできる設置が少ないので充実してくれると子ども

を連れて行く際助かります。 

・年齢ごとにあそべる遊具を置いた芝生の大きい公園がほしい。公園がすくないし、石があったり、

小さい子にあそびづらいことも多くて、ほとんど利用したことがない。 

・子ども達が住みやすく遊びやすい街づくりのため、路上禁煙やポイ捨ての取締りを徹底して頂きた

い。 

 

オ その他 

・保育士の待遇・給与をもっと良くして欲しい。現在通っている認可保育所の先生方は皆さん熱意あ

り素晴らしい育児のプロです。保育料無償化した分、先生方の給料上乗せして欲しいです。 

・住民を増やす前に電車の混雑解消や保育園の充実などに力を入れて欲しいです。 

・教育・保育について、川崎市は良いという声をよく聞きます。実際にとても良い環境と思います。

さらにアピールして頂くと、良いのではないかと思います。 

・養育里親について、今は自分の子どもで手いっぱいの為考えられないが、いずれ余裕ができたら考

えてみたい。 

・外国人の子育てに関してもっといい交流、いい環境があったらいいと思います。 
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（２）就学子どもの自由意見 

ア 未就学児童の教育・保育施設について 

・公立保育園を減らさないで欲しい。公務員の保育士さんがいることは保育士さんの地位向上に繋が

ると思う。公立保育士さんの賃金が平均的なものになれば、保育士不足は少し解消できると思う。 

・待機児童対策などに積極的に取り組んでおり大変すばらしいと思います。引き続き子ども達の笑顔

のために力を入れて取り組んでください。 

 

イ 小学校・中学校について 

・そもそも小学校自体に対する予算配分が足りないのではないか。教師の皆さんは過大な児童数を抱

え、余裕がなくなりクラスの統制がとれなくなり崩壊していくという悪循環におちいっているよう

に思われる。国との整合もあるとは思うが、もっと先生の数を増やして欲しい。 

・小学校のシステムがアナログすぎる。働く両親には確認の負担が大きい。平日のイベントが多い。 

・公立小学校、中学校の教職員の増員を希望します。 

・小学校の先生の教育を、する必要があると思います。 

 

ウ 放課後の子どもの居場所について（わくわくプラザ、民間学童保育等） 

・こども文化センターは、子ども達が安心して安全に遊べる場であることが一番大切だと思います。 

・わくわくプラザの制度は、何かあった時に利用できて便利なので、継続してほしいです。 

・もっと伸び伸びとあそんだりできる施設があるといいです。中遊び、外遊びができたり。また、も

っと工作や体験等のイベントをやってほしいです。もちろん有料でも良いので。家庭では経験でき

ないことを。 

・民間学童保育が少ないと思います。料金を払ってでもいいので、習い事をかねた学童保育（送迎付

き）があれば利用したいです。特に夏休み等長い休みの時は、本当に困っています。 

・就学前は民間の学童の利用を考えていましたが、わくわくプラザを利用しました。無料の上、想像

以上に様々なアクティビティを提案してくれており、子どもも飽きる事なく楽しく利用することが

できており、大変満足しております。今度オプションで（課金ありでもよい）習い事の要素の取り

入れを検討いただけると、とても嬉しいです。 

 

エ 市政全般・市の子育て支援について 

■市の子育て支援（全般）について 

・子どもに関するサービスには所得制限等、保護者の状況によって差が出る事がないようにして欲し

い。 

・「養育里親」についてはじめて知りました。350 人の子が自分の家庭で暮らせていないと知りました。

自分も高齢、親も高齢、子も 1人のため将来の不安がありましたが、市でもそのような制度を推進

してくださっているのはとても安心できました。 

 

・子どもをもつ各家庭に 1人ずつ、近所のシニアボランティアの方がサポーターとして、気軽に頼れ

る存在として居てくれるとよいと思います。 
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■病児保育・医療費助成について 

・病児、病後児保育が充実していないと思う。各区に 1か所だけでは、利用したい時にできない。 

・小児医療制度の所得制限を設けず、全世帯へ助成してほしい。 

・医療費負担を中学生までしてもらいたい。 

 

■親の就労との両立について 

・仕事と家事で、子どもと向き合う時間が少ないです。全国的に、就労時間の短縮を検討してほしい。

家事の援助があるとありがたいです。 

・両親はフルタイム勤務の環境下ですが子どもは毎日楽しく学校に通っています。様々な対応をして

いただいているおかげかと思います。ありがとうございます。 

 

■情報提供、広報について 

・子育て支援事業の内容や問い合わせ先など、どんなサービスをどれくらいの料金で利用できるのか

全然知らなかった。情報をもう少しわかりやすく発信してもらいたい。 

・ファミサポを利用したいと思い問合せをしたことがあるが、近くに登録者がおらず利用することが

出来なかった。ファミサポを知らない人が多い為もっと周知し、サポートする側もされる側も増え、

地域で子育てできる制度が整うと良いです。 

・取組やイベントを知る努力はしていますが、まだまだ知らないものもあるかと思います。今後も学

校等を通じてアピールをお願いします。 

 

オ 市政、市内の子育て環境について 

・通学路が交通量が多いので不安。授業の遅れなどを支援してくれるサポートがあれば知りたい。 

・図書館は支援施設には入ってないのでしょうか。図書館をもっと充実させてほしい 

・子育てヘルパーの方が近くにいない、と近所の働くママ友がなげいていましたので、近くにヘルパ

ーの方がいるような環境をお願いします。 

・遊べる場所が少ない。サッカーなど、ボールを使用できる公園や施設が限られており、なかなか自

由に遊べない。川崎市はサッカーをやりたい子どもが多いので、みんなが延び延びサッカーを出来

る場所があれば良いと思う。 

 

カ その他 

・経済的に子どもの教育費を掛けてやる事ができないため、子どもの今後の進学などを強く心配して

います。 

・子どもの見本となるはずの大人が道に平気でゴミを捨てる町なので、改善しなければならない点だ

と思います。 

・子どもの自転車の乗り方が危ないと感じる。また自転車を安全に乗せられる場所もない。なので、

自転車を乗せてあげられる公園などを作ってもらえると嬉しい。 

・タワーマンションを多く建てるのはいいが、子育て環境など、スーパー、病院、学校等が少なすぎ

る。もっと、色々な事がととのってから建せつしてほしい。人が多すぎて困っている。 
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参考 調査票 

（１）調査票（小学校就学前子どもの保護者用） 

 

川崎市
かわさきし

 子
こ

ども･子育
こ そ だ

て支援
し え ん

に関
かん

する利用
り よ う

ニーズ調査
ちょうさ

 

＜小学校
しょうがっこう

就 学
しゅうがく

前
まえ

子
こ

どもの保護者用
ほ ご し ゃ よ う

＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

１．ご回答
かいとう

は、封筒
ふうとう

の宛名
あ て な

のお子
こ

さんの保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

にお願
ねが

いいたします。 

２．ご記入
きにゅう

は、黒
くろ

または青
あお

の鉛筆
えんぴつ

やボールペンをご使用
し よ う

ください。 

３．設問
せつもん

ごとに用意
よ う い

した回答項目
かいとうこうもく

の中
なか

から、あてはまるものの番号
ばんごう

を○で囲
かこ

ん

でください。また、記入欄
きにゅうらん

【  】（  ）には文字
も じ

を、□□には数字
す う じ

を

ご記入
きにゅう

ください。時間
じ か ん

を記入
きにゅう

する際
さい

は、９時
じ

～18時
じ

のように 24時間制
じ か ん せ い

でご

記入
きにゅう

ください。 

４．回答項目
かいとうこうもく

の中
なか

の波線
なみせん

をつけた教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

については、27 ページの

資料
しりょう

「子ども
こ   

・子育て
こ そ だ  

支援
し え ん

事業
じぎょう

の内容
ないよう

と利用料
りようりょう

」を参考
さんこう

にしてください。 

５．ご記入
きにゅう

いただきました調査票
ちょうさひょう

は、１月
が つ

３１日
に ち

（木
もく

）までに、お手数
て す う

で

すが３つ折
お

りし、同封
どうふう

の返信用封筒
へんしんようふうとう

に入
い

れてご投函
とうかん

ください（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です）。 

ご記入
きにゅう

にあたってのお願
ねが

い 

本調査
ほんちょうさ

は、川崎市
か わ さ き し

が「第二期
だ い に き

川崎市子
か わ さ き し こ

ども・子育
こ そ だ

て支援事業計画
し え ん じ ぎ ょ う け い か く

」の策定
さくてい

に向
む

け、利用
り よ う

ニーズを把握
は あ く

するために実施
じ っ し

するものです。本調査
ほんちょうさ

や実際
じっさい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

まえ、

平成
へいせい

３２年
ねん

4月
がつ

から５年間
ねんかん

の川崎市
か わ さ き し

の幼稚園
よ う ち え ん

・保育所
ほ い く し ょ

等
とう

教育
きょういく

・保育
ほ い く

と地域
ち い き

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援事業等
し え ん じ ぎ ょ う と う

の必要量
ひつようりょう

を見込
み こ

み、事業計画
じぎょうけいかく

を策定
さくてい

いたします。 

なお、ご回答
かいとう

につきましては、本
ほん

調査
ちょうさ

の分析
ぶんせき

のために統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

し、本市
ほ ん し

におけ

る施策
し さ く

推進
すいしん

の目的以外
も く て き い が い

で使用
し よ う

することはございません。また、調査票
ちょうさひょう

は無記名方式
む き め い ほ う し き

で

あり、個人
こ じ ん

あるいは個々
こ こ

の調査票
ちょうさひょう

を公表
こうひょう

することはありません。 

お忙
いそが

しいとは存
ぞん

じますが、ご協 力
きょうりょく

いただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 

本
ほん

調査
ちょうさ

に関
かか

わるご不明
ふ め い

な点
てん

やお問合
といあわ

せは、下記
か き

までご連絡
れんらく

ください。 

■お問合
といあわ

せ先
さき

 

川崎市
かわさきし

こども未来
み ら い

局
きょく

総務部
そ う む ぶ

企画課
き か く か

 為我井
た め が い

・藤川
ふじかわ

 

電話
で ん わ

：044-200-2211 FAX：044-200-3190 

E-Mail：45kikaku@city.kawasaki.jp 

３つおり 

3 つおり 
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１．お子
こ

さんとご家族
か ぞ く

の 状 況
じょうきょう

 

 

問
とい

１－１ お住
す

まいの区
く

はどちらですか（○は１つ）。 

１．川崎区
か わ さ き く

   ２．幸 区
さいわいく

   ３．中原区
な か は ら く

   ４．高津区
た か つ く

   ５．宮前区
み や ま え く

   ６．多摩区
た ま く

   ７．麻生区
あ さ お く

 

 

問
とい

１－２ お住
す

まいの町名
ちょうめい

をご記入
きにゅう

ください（○丁目
ちょうめ

と続
つづ

く場合
ば あ い

は数字
す う じ

を□に記入
きにゅう

してください）。 

町 名
ちょうめい

 【    】□□丁目
ちょうめ

 

 

問
とい

１－３ 封筒
ふうとう

の宛名
あ て な

のお子
こ

さん（以下
い か

、「お子
こ

さん」といいます）の生年月
せいねんげつ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

平成
へいせい□□年

ねん

  □□月生
が つ う

まれ 

 

問
とい

１－４ お子
こ

さんを含
ふく

めた兄弟姉妹
きょうだいしまい

は何人
なんにん

ですか。兄弟姉妹
きょうだいしまい

の人数
にんずう

が２人以上
にんいじょう

の場合
ば あ い

は、一番下
いちばんした

の子
こ

どもの生年月
せいねんげつ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

兄弟姉妹
きょうだいしまい□人

にん

   一番下
いちばんした

の子
こ

どもの生年月
せいねんげつ

 平成
へいせい□□年

ねん□□月
がつ

 

 

問
とい

１－５ この調査票
ちょうさひょう

にご回答
かいとう

いただいている方
かた

（保護者
ほ ご し ゃ

）はどなたですか。お子
こ

さんからみた関係
かんけい

で 

お答
こた

えください（○は１つ）。 

１．父親
ちちおや

    ２．母親
ははおや

   ３．祖父
そ ふ

   ４．祖母
そ ぼ

   ５．その他親族
た し ん ぞ く

等
とう

 

 

問
とい

１－６ お子
こ

さんと同居
どうきょ

されている方
かた

（兄弟姉妹
きょうだいしまい

を除
のぞ

く）について、お子
こ

さんからみた関係
かんけい

でお答
こた

え

ください。祖父
そ ふ

、祖母
そ ぼ

については同居
どうきょ

または近居
きんきょ

（概
おおむ

ね 30分
ふん

で行き来
い  き

できる状 況
じょうきょう

）の別
べつ

で

お答
こた

えください（〇はいくつでも）。 

１．父親
ちちおや

、母親
ははおや

とも  ４．父
ちち

親
おや

（母
はは

親
おや

単身赴任
たんしんふにん

） ７．祖父
そ ふ

（近居
きんきょ

） 10．その他親族
た し ん ぞ く

等
とう

 

２．父
ちち

親
おや

（ひとり親
おや

） ５．母
はは

親
おや

（父
ちち

親
おや

単身赴任
たんしんふにん

） ８．祖母
そ ぼ

（同居
どうきょ

）    

３．母
はは

親
おや

（ひとり親
おや

） ６．祖父
そ ふ

（同居
どうきょ

）     ９．祖母
そ ぼ

（近居
きんきょ

）   

 

問
とい

１－７ お子
こ

さんの子育
こ そ だ

て（教育
きょういく

を含
ふく

む）を主
おも

に行
おこな

っているのはどなたですか（○は１つ）。 

１．父親
ちちおや

、母親
ははおや

ともに  ２．父親
ちちおや

  ３．母親
ははおや

  ４．祖父母
そ ふ ぼ

  ５．その他
た

親族
しんぞく

等
とう
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２．子
こ

どもの育
そだ

ちをめぐる環 境
かんきょう

について 

問
とい

２－１ お子
こ

さんの子育
こ そ だ

て（教育
きょういく

を含
ふく

む）に日常的
にちじょうてき

にかかわっている方
かた

はどなた（施設
し せ つ

）ですか。

お子
こ

さんからみた関係
かんけい

でお答
こた

えください（〇はいくつでも）。 

１．父親
ちちおや

、母親
ははおや

ともに  ５．認定
にんてい

こども園
えん

  ９．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

い 

２．父親
ちちおや

        ６．幼稚園
よ う ち え ん

      を含
ふく

む）子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

所
しょ

 

３．母親
ははおや

         ７．保育所
ほ い く し ょ

    10．その他
た

（             ） 

４．祖父母
そ ふ ぼ

       ８．認可外
に ん か が い

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 
 

 

問
とい

２－２ 日頃
ひ ご ろ

、お子
こ

さんをみてもらえる親族
しんぞく

・知人
ち じ ん

はいますか（〇はいくつでも）。  

１．日常的
にちじょうてき

に祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえる 

２．緊急時
きんきゅうじ

または用事
よ う じ

の際
さい

には祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえる 

３．日
にち

常 的
じょうてき

に子
こ

どもをみてもらえる友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

がいる 

４．緊急時
きんきゅうじ

または用事
よ う じ

の際
さい

には子
こ

どもをみてもらえる友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

がいる 

５．いずれもいない 

 

問
とい

２－２で「１」または「２」を選
えら

ばれた方
かた

（祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえる方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

２－３ 祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にお子
こ

さんをみてもらっている状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください（〇はいくつ

でも）。 

１．安心
あんしん

して子
こ

どもをみてもらえる 

２．祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

の身体的負担
しんたいてきふたん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

３．祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

の時間的制約
じかんてきせいやく

や精神的
せいしんてき

な負担
ふ た ん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

４．親
おや

の立場
た ち ば

として、負担
ふ た ん

をかけていることが心 苦
こころぐる

しい 

５．子
こ

どもの教 育
きょういく

や発達
はったつ

にとってふさわしい環 境
かんきょう

であるか、不安
ふ あ ん

がある 

６．その他
た

（                            ） 

 

問
とい

２－２で「３」または「４」を選
えら

ばれた方
かた

（友人
ゆうじん

・知人
ちじん

にみてもらえる方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

２－４ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

にお子
こ

さんをみてもらっている状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください（〇はいくつでも）。 

１．安心
あんしん

して子
こ

どもをみてもらえる 

２．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

の身体的負担
しんたいてきふたん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

３．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

の時間的制約
じかんてきせいやく

や精神的
せいしんてき

な負担
ふ た ん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

４．親
おや

の立場
た ち ば

として、負担
ふ た ん

をかけていることが心 苦
こころぐる

しい 

５．子
こ

どもの教 育
きょういく

や発達
はったつ

にとってふさわしい環 境
かんきょう

であるか、不安
ふ あ ん

がある 

６．その他
た

（                             ） 

 

＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

２－５ お子
こ

さんの子育
こ そ だ

てをする上
うえ

で、気軽
き が る

に相談
そうだん

できる人
ひと

がいますか。また相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

はあり

ますか（〇は１つ）。 

１．いる／ある           ２．いない／ない 

⇒問
とい

２－５へ 

⇒問
とい

２－６へ ⇒問
とい

２－７へ 
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問
とい

２－５で「１.いる／ある」を選
えら

ばれた方
かた

（相談
そうだん

できる人
ひと

･場所
ばしょ

がある方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

２－６ お子
こ

さんの子育
こ そ だ

てに関
かん

して気軽
き が る

に相談
そうだん

できる人
ひと

や場所
ば し ょ

は誰
だれ

（どこ）ですか（〇はいくつでも）。 

１．祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

         ８．利用
り よ う

している幼稚園
よ う ち え ん

（認定
にんてい

こども園
えん

）の教諭
きょうゆ

 

２．友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

           ９．民生委員
みんせいいいん

・児童委員
じ ど う い い ん

  

３．近所
きんじょ

の子育
こ そ だ

て仲
なか

間
ま

        10．かかりつけの医師
い し

 

４．各区保健福祉
か く く ほ け ん ふ く し

センター（各区
か く く

役所
やくしょ

  11．ＮＰＯ法人
ほうじん

や子育
こ そ だ

てサークルなど 

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

）          12．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む） 

５．児童相談所
じどうそうだんじょ

             子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

所
しょ

 

６．地域子育
ち い き こ そ だ

て支援
し え ん

センター 
  

    13．その他
た

（               ）
 

 

７．利用
り よ う

している保育所
ほ い く し ょ

の保育士
ほ い く し

     
 

 

 

＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

２－７ これまでを振
ふ

り返
かえ

って、安
あん

心
しん

して妊娠
にんしん

・出産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

てができる環
かん

境
きょう

づくりを進
すす

めるために

は、周
しゅう

囲
い

からどのようなサポートがあればよいと思
おも

いますか（〇はいくつでも）。 

１． 出
しゅっ

産
さん

前
まえ

からの子
こ

育
そだ

てに関
かん

する 教
きょう

育
いく

 

２．妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

の悩
なや

みや不
ふ

安
あん

に対
たい

する相
そう

談
だん

や支
し

援
えん

 

３．妊娠中
にんしんちゅう

からの仲間
な か ま

づくり 

４．出 産
しゅっさん

病 院
びょういん

で退院後
た い い ん ご

の宿 泊
しゅくはく

滞在型
たいざいがた

による産後
さ ん ご

ケア 

５．子
こ

育
そだ

て 中
ちゅう

の親
おや

同
どう

士
し

の仲
なか

間
ま

づくり 

６．保育所
ほ い く し ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

など希望
き ぼ う

する事業
じぎょう

が利用
り よ う

できる環 境
かんきょう

 

７．子
こ

どもを遊
あそ

ばせる場
ば

や機
き

会
かい

の提
てい

供
きょう

  

８． 乳
にゅう

幼
よう

児
じ

期
き

の子
こ

育
そだ

てについての講
こう

座
ざ

 

９．親
おや

の子
こ

育
そだ

てに関
かん

する不
ふ

安
あん

や悩
なや

みの相
そう

談
だん

 

 

10．親
おや

のリフレッシュの場
ば

や機会
き か い

の提 供
ていきょう

 

11．父
ちち

親
おや

の育
いく

児
じ

参
さん

加
か

に関
かん

する意
い

識
しき

啓
けい

発
はつ

  

12．子
こ

どもの 病
びょう

気
き

や 障
しょう

害
がい

についての相
そう

談
だん

 

13． 行
ぎょう

政
せい

による子
こ

育
そだ

て 情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

  

14．家
か

事
じ

や育
いく

児
じ

に関
かん

するヘルパー 

15．保健師
ほ け ん し

・助産師
じ ょ さ ん し

等
とう

の家庭
か て い

訪問
ほうもん

 

16．子
こ

育
そだ

て経
けい

験
けん

者
しゃ

の先
せん

輩
ぱい

の 話
はなし

を聞
き

く 

機
き

会
かい

の提
てい

供
きょう

 

17．その他
た

（            ） 

18．特
とく

になし 

 

３．保護者
ほ ご し ゃ

の就 労 状 況
しゅうろうじょうきょう

について 

 ※以下
い か

の設問
せつもん

では、「フルタイム」は、「１ 週
しゅう

５日程度
にちていど

・１日
にち

８時間程度
じかんていど

の就 労
しゅうろう

」とし、「パート・アルバイト」は、

「フルタイムフルタイム以外
いがい

の就 労
しゅうろう

」のことをいいます。 

問
とい

３－１ お子
こ

さんの保護者
ほ ご し ゃ

の現在
げんざい

の就 労 状 況
しゅうろうじょうきょう

（自営業
じえいぎょう

、家族従事者
かぞくじゅうじしゃ

を含
ふく

む）を、（１）母親
ははおや

（２）父親
ちちおや

それぞれお答
こた

えください（該当
がいとう

するものに○）。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１．フルタイム （１ 週
しゅう

５日程度
にちていど

・１日
にち

８時間程度
じかんていど

） １．フルタイム （１ 週
しゅう

５日程度
にちていど

・１日
にち

８時間程度
じかんていど

） 

２．フルタイムだが、産 休
さんきゅう

・育 休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 ２．フルタイムだが、育 休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 

３．パート・アルバイト等
とう

（「フルタイム」以外
いがい

の 就 労
しゅうろう

） ３．パート・アルバイト等
とう

（「フルタイム」以外
いがい

の 就 労
しゅうろう

） 

４．パート・アルバイト等
とう

だが、産 休
さんきゅう

・育 休
いくきゅう

・

介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 

４．パート・アルバイト等
とう

だが、育 休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 

５．以前
い ぜ ん

は就 労
しゅうろう

していたが、現在
げんざい

は就 労
しゅうろう

していない ５．以前
い ぜ ん

は就 労
しゅうろう

していたが、現在
げんざい

は就 労
しゅうろう

していない 

６．これまでに就 労
しゅうろう

したことがない ６．これまでに就 労
しゅうろう

したことがない 

⇒（１）（２）いずれも「５」または「６」の方
かた

は問
とい

３－４へ 
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問
とい

３－１の（１）または（２）で、「１」から「４」のどれかを選
えら

ばれた方
かた

（フルタイム、パート・アルバイト等
とう

の就 労
しゅうろう

している方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

３－２ １週
しゅう

あたりの「就労日数
しゅうろうにっすう

」、１日
にち

あたりの「就労時間
しゅうろうじかん

（残業時間
ざんぎょうじかん

を含
ふく

む）」をお答
こた

えくださ

い。就労日数
しゅうろうにっすう

や就労時間
しゅうろうじかん

が一定
いってい

でない場合
ば あ い

は、もっとも多
おお

いパターンについてお答
こた

えくださ

い。 

産休
さんきゅう

・育休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

の方
かた

は休 業
きゅうぎょう

に入
はい

る前
まえ

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。また、

家
いえ

を出
で

る時間
じ か ん

、帰宅時間
き た く じ か ん

を□にご記入
きにゅう

ください（30分未満
ふ ん み ま ん

は切
き

り捨
す

て・30分以上
ふんいじょう

は切
き

り上
あ

げ）。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１ 週
しゅう

あたりの平均
へいきん

の就労日数
しゅうろうにっすう

        日
にち

 １ 週
しゅう

あたりの平均
へいきん

の就労日数
しゅうろうにっすう

        日
にち

 

１日
にち

あたりの平均
へいきん

の就労時間
しゅうろうじかん

        時間
じ か ん

 １日
にち

あたりの平均
へいきん

の就労時間
しゅうろうじかん

        時間
じ か ん

 

家
いえ

を出
で

る時間
じ か ん

    時
じ

・帰宅時間
き た く じ か ん

     時
じ

 家
いえ

を出
で

る時間
じ か ん

    時
じ

・帰宅時間
き た く じ か ん

     時
じ

 

 

問
とい

３－１の（１）または（２）で、「３」または「４」を選
えら

ばれた方
かた

（パート・アルバイト等
とう

の方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

３－３ フルタイムへの転換希望
てんかんきぼう

についてお答
こた

えください（該当
がいとう

するものに○）。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

があり、実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがある 

１．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

があり、実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがある 

２．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

はあるが実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがない 

２．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

はあるが実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがない 

３．パート・アルバイトで引
ひ

き続
つづ

き就労予定
しゅうろうよてい

  ３．パート・アルバイトで引
ひ

き続
つづ

き就労予定
しゅうろうよてい

  

４．パート・アルバイトをやめて、子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に

専念
せんねん

する予定
よ て い

 

４．パート・アルバイトをやめて、子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に

専念
せんねん

する予定
よ て い

 

 

問
とい

３－１の（１）または（２）で、「５」または「６」を選
えら

ばれた方
かた

（現在
げんざい

またはこれまでに就 労
しゅうろう

したことがない方
かた

）

にうかがいます。 

問
とい

３－４ 就労希望
しゅうろうきぼう

はありますか（該当
がいとう

するものに○）。また、該当
がいとう

する□に数字
す う じ

、もしくは該当
がいとう

する記号
き ご う

に○をご記入
きにゅう

ください。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１．子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に専念
せんねん

したい（就 労
しゅうろう

の予定
よ て い

はない） １．子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に専念
せんねん

したい（就 労
しゅうろう

の予定
よ て い

はない） 

２．１年
ねん

より先
さき

、一番下
いちばんした

の子
こ

どもが     歳
さい

にな

ったころに就 労
しゅうろう

したい 

２．１年
ねん

より先
さき

、一番下
いちばんした

の子
こ

どもが     歳
さい

にな

ったころに就 労
しゅうろう

したい 

３．すぐにでも、または１年以内
ねんいない

に就 労
しゅうろう

したい 

→希望
き ぼ う

する就労形態
しゅうろうけいたい

 

ア．フルタイムによる就 労
しゅうろう

 

イ．パート・アルバイト等
とう

による就 労
しゅうろう

 

⇒１ 週
しゅう

あたり    日程度
にちていど

を希望
き ぼ う

 

１日
にち

あたり     時間程度
じ か ん て い ど

を希望
き ぼ う

 

３．すぐにでも、または１年以内
ねんいない

に就 労
しゅうろう

したい 

→希望
き ぼ う

する就労形態
しゅうろうけいたい

 

ア．フルタイムによる就 労
しゅうろう

 

イ．パート・アルバイト等
とう

による就 労
しゅうろう

 

⇒１ 週
しゅう

あたり    日程度
にちていど

を希望
き ぼ う

 

１日
にち

あたり     時間程度
じ か ん て い ど

を希望
き ぼ う
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※「日 中
にっちゅう

の定期的
ていきてき

な教 育
きょういく

・保育
ほいく

の事業
じぎょう

等
とう

」とは、「１日
にち

４時間以上
じかんいじょう

の 週
しゅう

４日以上
にちいじょう

で１月以上利用
つきいじょうりよう

している事業
じぎょう

」及
およ

び障 害
しょうがい

のある子
こ

どものための施設
しせつ

・事業
じぎょう

を指
さ

します。具体的
ぐたいてき

には、幼稚園
ようちえん

や保育所
ほいくじょ

など、問
とい

４－２に示
しめ

した事業
じぎょう

が

含
ふく

まれます。 
 

問
とい

４－１ お子
こ

さんは現在
げんざい

、「日中
にっちゅう

の定期的
て い き て き

な教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

」を利用
り よ う

されていますか（○は１つ）。 

１．利用
り よ う

している         ２．利用
り よ う

していない  ⇒問
とい

４－７へ 

 

問
とい

４－２ お子
こ

さんは、日中
にっちゅう

どのような教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

を利用
り よ う

していますか。年間
ねんかん

を通
つう

じて定期的
て い き て き

に

利用
り よ う

している事業
じぎょう

をお答
こた

えください（○は３つまで）。 

１．認可保育所
に ん か ほ い く し ょ

 

  （市
し

の認可
に ん か

を受
う

けた定員
ていいん

20人
にん

以上
いじょう

の施設
し せ つ

） 

２．幼稚園
よ う ち え ん

 

３．幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

 

  （通 常
つうじょう

の 就
しゅう

園
えん

時間
じ か ん

を延 長
えんちょう

して預
あず

かる事業
じぎょう

の

うち定期的
ていきてき

な利用
り よ う

のみ） 

４．認定
にんてい

こども園
えん

 

  （幼稚園
ようちえん

と保育所
ほいくしょ

の機能
き の う

を併
あわ

せ持
も

つ施設
し せ つ

） 

５．小規模
し ょ う き ぼ

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （市
し

の認可
に ん か

を受
う

けた定員
ていいん

が 概
おおむ

ね６～19人
にん

の 

施設
し せ つ

） 

６．家庭的
か て い て き

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （保育者
ほいくしゃ

の家庭
か て い

等
とう

で５人
にん

以下
い か

の子
こ

どもを預
あず

かる

施設
し せ つ

） 

７．事業
じぎょう

所内
しょない

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （企業
きぎょう

が主
おも

に従 業 員 用
じゅうぎょういんよう

に運営
うんえい

する施設
し せ つ

） 

８．川崎市
か わ さ き し

が認定
にんてい

した認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

（川崎
かわさき

認定
にんてい

保育
ほ い く

園
えん

・おなかま保育室
ほ い く し つ

） 

  （認可
に ん か

保育所
ほいくしょ

ではないが市
し

が認定
にんてい

した施設
し せ つ

） 

９．その他
た

の認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

 

（地域保育園
ち い き ほ い く え ん

、企業
きぎょう

主導型
しゅどうがた

保育
ほ い く

施設
し せ つ

、年度
ね ん ど

限定型
げんていがた

保育
ほ い く

施設
し せ つ

、職場
しょくば

の託児所
たくじしょ

など） 

10．居宅訪問型保育
きょたくほうもんがたほいく

（ベビーシッター） 

  （ベビーシッターなどの保育者
ほいくしゃ

が子
こ

どもの家庭
か て い

で保育
ほ い く

する事業
じぎょう

）  

11．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート事業
じぎょう

 

  （育児
い く じ

の援助
えんじょ

を 行
おこな

いたい人
ひと

と育児
い く じ

の援助
えんじょ

を受
う

け

たい人
ひと

が会員
かいいん

登録
とうろく

し、相互
そ う ご

に育児
い く じ

援助
えんじょ

活動
かつどう

を 行
おこな

う事業
じぎょう

） 

12．幼児園
よ う じ え ん

 

  （幼稚園
ようちえん

類似
る い じ

の無認可
む に ん か

幼児
よ う じ

教 育
きょういく

施設
し せ つ

で市
し

の基準
きじゅん

に該当
がいとう

する施設
し せ つ

） 

13．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

い 

を含
ふく

む）子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

 

（地域
ち い き

療 育
りょういく

センター、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

一時
い ち じ

預
あず

かりなど） 

 

14．その他
た

（              ） 

 
 

問
とい

４－３ 日中
にっちゅう

の定期的
て い き て き

な教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

について、どのくらい利用
り よ う

していますか。問
とい

４－２で○

をつけた事業番号
じぎょうばんごう

を□に記入
きにゅう

し、併
あわ

せて数字
す う じ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

事業番号
じぎょうばんごう

 現在
げんざい

利用
り よ う

している日数
にっすう

・時間
じ か ん

 

 １ 週
しゅう

あたり  日
にち

 利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

    時
じ

    分
ふん

～   時
じ

    分
ふん

 

 １ 週
しゅう

あたり  日
にち

 利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

    時
じ

    分
ふん

～   時
じ

    分
ふん

 

 
１ 週

しゅう

あたり  日
にち

 利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

    時
じ

    分
ふん

～   時
じ

    分
ふん

 

⇒問
とい

４－４へ 

４．日 中
にっちゅう

の定期的
ていきてき

な教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

の利用状況
りようじょうきょう

について 

資料
しりょう

（３）保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

、（４）専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

 

No5 ふれあい子育
こ そ だ

てサポート事業
じぎょう

を参照
さんしょう

 

⇒「14」のみの方
かた

は問
とい

４－６へ 
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問
とい

４－４ 現在
げんざい

、利用
り よ う

されている教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

のうち、最
もっと

も長時間
ちょうじかん

利用
り よ う

している事業
じぎょう

の実施場所
じ っ し ば し ょ

は

どこですか（○は１つ）。また、該当
がいとう

する【 】に具体名
ぐ た い め い

をご記入
きにゅう

ください。 

１．住
す

んでいる区内
く な い

   ２．住
す

んでいる区外
く が い

      ３．他
ほか

の市区町村
しくちょうそん

 

（川崎市
か わ さ き し

【     】区
く

）  （【     】市
し

・区
く

・ 町
ちょう

・村
むら

） 

※東京都
とうきょうと

と横浜市
よこはまし

の場合
ばあい

は区名
くめい

を記入
きにゅう

 

 

問
とい

４－５ 問
とい

４－４で回答
かいとう

した事業
じぎょう

の実施場所
じ っ し ば し ょ

を選
えら

んだ理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇は１つ）。 

１．自宅
じ た く

から近
ちか

いから            ４．教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の内容
ないよう

がよいから 

２．通勤経路等
つうきんけいろとう

の最寄駅
も よ り え き

に近
ちか

いから      ５．利便性
り べ ん せ い

と教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の内容
ないよう

がよいから 

３．通園
つうえん

バスが使
つか

えるから          6．その他
た

（               ） 

 

 

問
とい

４－１で「１」を選
えら

ばれた方
かた

（定期的
ていきてき

な事業
じぎょう

を利用
りよう

している方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

４－６ 日中
にっちゅう

の教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

を利用
り よ う

している理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．子
こ

どもの教 育
きょういく

や発達
はったつ

のため 

２．子育
こ そ だ

てをしている方
かた

が現在就労
げんざいしゅうろう

している 

３．子育
こ そ だ

てをしている方
かた

が就 労
しゅうろう

の予定
よ て い

がある、または 求 職 中
きゅうしょくちゅう

である 

４．子育
こ そ だ

てをしている方
かた

が家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

などを介護
か い ご

している 

５．子育
こ そ だ

てをしている方
かた

が病気
びょうき

や障 害
しょうがい

がある 

６．子育
こ そ だ

てをしている方
かた

が学生
がくせい

である 

７．子育
こ そ だ

てをしている方
かた

が妊娠中
にんしんちゅう

である又
また

は出産後
しゅっさんご

間
ま

もない 

８．子
こ

どもの障 害
しょうがい

（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む）のため 

９．その他
た

（                                   ） 

 

 

問
とい

４－１で「２」を選
えら

ばれた方
かた

（定期的
ていきてき

な事業
じぎょう

を利用
りよう

していない方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

４－７ 日中
にっちゅう

の教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（○は１つ）。また、該当
がいとう

する□

に数字
す う じ

をご記入
きにゅう

ください。 

１．親
おや

がみているので利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない    

２．祖父母
そ ふ ぼ

や親戚
しんせき

がみているので利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない 

３．近所
きんじょ

の人
ひと

や友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

がみているので利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない    

４．教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

に空
あ

きがない 

５．経済的理由
けいざいてきりゆう

で事業
じぎょう

を利用
り よ う

できない     

６．延 長
えんちょう

・夜間
や か ん

などの時間帯
じ か ん た い

の条 件
じょうけん

が合
あ

わない 

７．場所
ば し ょ

や質
しつ

など、納得
なっとく

できるサービスがない 

８．子
こ

どもがまだ小
ちい

さいため（□□ 歳
さい

くらいになったら利用
り よ う

したいと 考
かんが

えている） 

９．その他
た

（                                                ） 

⇒問
とい

４－８へ 
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＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

４－８ 定
てい

期
き

的
てき

な事業
じぎょう

を利用
り よ う

している方
かた

は、更
さら

なる利用
り よ う

希望
き ぼ う

について、また、利用
り よ う

していない方
かた

は今
こん

後
ご

の利用
り よ う

希望
き ぼ う

について、次
つぎ

の日中
にっちゅう

の教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

で「定
てい

期
き

的
てき

に」利
り

用
よう

したい事
じ

業
ぎょう

はあ

りますか（○は３つまで）。これらの事業
じぎょう

の利用
り よ う

には、一定
いってい

の利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

が発生
はっせい

しますので、

資料
しりょう

「子ども
こ   

・子育て
こ そ だ  

支援
し え ん

事業
じぎょう

の内容
ないよう

と利用料
りようりょう

」をご確
かく

認
にん

ください。 

１．認可保育所
に ん か ほ い く し ょ

 

  （市
し

の認可
に ん か

を受
う

けた定員
ていいん

20人
にん

以上
いじょう

の施設
し せ つ

） 

２．幼稚園
よ う ち え ん

 

３．幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

 

  （通 常
つうじょう

の 就
しゅう

園
えん

時間
じ か ん

を延 長
えんちょう

して預
あず

かる事業
じぎょう

の

うち定期的
ていきてき

な利用
り よ う

のみ） 

４．認定
にんてい

こども園
えん

 

  （幼稚園
ようちえん

と保育所
ほいくしょ

の機能
き の う

を併
あわ

せ持
も

つ施設
し せ つ

） 

５．小規模
し ょ う き ぼ

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （市
し

の認可
に ん か

を受
う

けた定員
ていいん

が 概
おおむ

ね６～19人
にん

の 

施設
し せ つ

） 

６．家庭的
か て い て き

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （保育者
ほいくしゃ

の家庭
か て い

等
とう

で５人
にん

以下
い か

の子
こ

どもを預
あず

かる

施設
し せ つ

） 

７．事業
じぎょう

所内
しょない

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （企業
きぎょう

が主
おも

に従 業 員 用
じゅうぎょういんよう

に運営
うんえい

する施設
し せ つ

） 

８．川崎市
か わ さ き し

が認定
にんてい

した認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

（川崎
かわさき

認定
にんてい

保育
ほ い く

園
えん

・おなかま保育室
ほ い く し つ

） 

  （認可
に ん か

保育所
ほいくしょ

ではないが市
し

が認定
にんてい

した施設
し せ つ

） 

９．その他
た

の認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

 

（ 地域保育園
ち い き ほ い く え ん

、 企業
きぎょう

主導型
しゅどうがた

保育
ほ い く

施設
し せ つ

、 年度
ね ん ど

限定型
げんていがた

保育
ほ い く

施設
し せ つ

、職場
しょくば

の託児所
たくじしょ

など） 

10．居宅訪問型保育
きょたくほうもんがたほいく

（ベビーシッター） 

  （ベビーシッターなどの保育者
ほいくしゃ

が子
こ

どもの家庭
か て い

で保育
ほ い く

する事業
じぎょう

）  

 

11．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート事業
じぎょう

 

  （育児
い く じ

の援助
えんじょ

を 行
おこな

いたい人
ひと

と育児
い く じ

の援助
えんじょ

を受
う

け

たい人
ひと

が会員
かいいん

登録
とうろく

し、相互
そ う ご

に育児
い く じ

援助
えんじょ

活動
かつどう

を 行
おこな

う事業
じぎょう

） 

 

12．幼児園
よ う じ え ん

 

  （幼稚園
ようちえん

類似
る い じ

の無認可
む に ん か

幼児
よ う じ

教 育
きょういく

施設
し せ つ

で市
し

の基準
きじゅん

に該当
がいとう

する施設
し せ つ

） 

 

13．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む）子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

 

（地域
ち い き

療 育
りょういく

センター、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

一時
い ち じ

預
あず

かりなど） 

 

14．その他
た

（              ） 

 

１５．特
とく

にない 

 

問
とい

４－９ 日中
にっちゅう

の定期的
て い き て き

な教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

についてどのぐらい利用
り よ う

したいと思
おも

いますか。問
とい

４－８

で○をつけた事業番号
じぎょうばんごう

を□に記入
きにゅう

し、併
あわ

せて数字
す う じ

をご記入
きにゅう

ください。 

事業番号
じぎょうばんごう

 希望
き ぼ う

する日数
にっすう

・時間
じ か ん

 

 １ 週
しゅう

あたり  日
にち

 希望
き ぼ う

する時間
じ か ん

帯
たい

    時
じ

    分
ふん

～    時
じ

    分
ふん

 

 １ 週
しゅう

あたり  日
にち

 希望
き ぼ う

する時間
じ か ん

帯
たい

    時
じ

    分
ふん

～    時
じ

    分
ふん

 

 １ 週
しゅう

あたり  日
にち

 希望
き ぼ う

する時間
じ か ん

帯
たい

    時
じ

    分
ふん

～    時
じ

    分
ふん

 

 

問
とい

４－１０ 利用
り よ う

したい教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

のうち、最
もっと

も長時間
ちょうじかん

利用
り よ う

したい事業
じぎょう

の実施場所
じ っ し ば し ょ

はどこです

か（○は１つ）。また、該当
がいとう

する【 】に具体名
ぐ た い め い

をご記入
きにゅう

ください。 

１．住
す

んでいる区内
く な い

   ２．住
す

んでいる区外
く が い

      ３．他
ほか

の市区町村
しくちょうそん

 

（川崎市
か わ さ き し

【     】区
く

）  （【      】市
し

・区
く

・ 町
ちょう

・村
むら

） 
 

 

⇒「14」「15」のみの方
かた

は問
とい

５－１へ 

※東京都
とうきょうと

と横浜市
よこはまし

の場合
ばあい

は区名
くめい

を記入
きにゅう
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問
とい

４－１１ 問
とい

４－１０で回答
かいとう

した事業
じぎょう

の実施場所
じ っ し ば し ょ

を選
えら

んだ理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇は１つ）。 

１．自宅
じ た く

から近
ちか

いから            ４．教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の内容
ないよう

がよいから 

２．通勤経路等
つうきんけいろとう

の最寄駅
も よ り え き

に近
ちか

いから          ５．利便性
り べ ん せ い

と教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の内容
ないよう

がよいから 

３．通園
つうえん

バスが使
つか

えるから          6．その他
た

（              ） 

 

問
とい

４－８で「１」から「13」のいずれかを選
えら

ばれた方
かた

（定期的
ていきてき

な事業
じぎょう

を希望
きぼう

している方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

４－１２ 利用
り よ う

したい教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

で、お子
こ

さんへの特別
とくべつ

なサポートを望
のぞ

まれる場合
ば あ い

、どのよう

なサポートがあればよいとお考
かんが

えでしょうか。ご自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

５－１ 地域
ち い き

子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センターを知
し

っていますか（○は１つ）。 

 １．知
し

っている  ２．知
し

らない  ３．聞
き

いたことがあるが内容
ないよう

は知
し

らない 

 

問
とい

５－２ お子
こ

さんは、現在
げんざい

、地域子育
ち い き こ そ だ

て支援
し え ん

センターを利用
り よ う

していますか（○は１つ）。利用
り よ う

されて

いる場合
ば あ い

は、数字
す う じ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 利用
り よ う

している回数
かいすう

 

１．利用
り よ う

している １ 週
しゅう

あたり    回
かい

 もしくは １か月
げつ

あたり    回程度
か い て い ど

 

２．利用
り よ う

していない  

 

問
とい

５－３ 地域子育
ち い き こ そ だ

て支援
し え ん

センターについて、今
いま

は利用
り よ う

していないが今後利用
こ ん ご り よ う

したい、あるいは、利用
り よ う

しているがさらに利用日数
りようにっすう

を増
ふ

やしたいと思
おも

いますか（○は１つ）。また希望
き ぼ う

する利用頻度
り よ う ひ ん ど

に

ついて数字
す う じ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

今後
こ ん ご

の利用希望
り よ う き ぼ う

 希望
き ぼ う

する回数
かいすう

 

１．利用
り よ う

していないが、 

今後利用
こ ん ご り よ う

したい 
１ 週

しゅう

あたり   回
かい

 もしくは １か月
げつ

あたり    回程度
か い て い ど

 

 

２．すでに利用
り よ う

しているが、 

今後利用日数
こんごりようにっすう

を増
ふ

やしたい 

１ 週
しゅう

あたり さらに   回
かい

 

もしくは １か月
げつ

あたり さらに     回程度
か い て い ど

 

３．新
あら

たに利用
り よ う

したり、利用日数
りようにっすう

を増
ふ

やしたいとは思
おも

わない 

 

５．地域子育
ち い き こ そ だ

て支援
し え ん

センター等
とう

の利用状況
りようじょうきょう

について 

資料
しりょう

（２）妊娠
にんしん

、出産
しゅっさん

、育児支援
い く じ し え ん

 

（４）専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を参照
さんしょう
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問
とい

５－２で「２」を選
えら

ばれた方
かた

（利用
り よ う

していない方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

５－４ 地域子育
ち い き こ そ だ

て支援
し え ん

センターを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．保育所
ほ い く し ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

などを定期的
て い き て き

に利用
り よ う

している 

２．自宅
じ た く

から遠
とお

い 

３．施設
し せ つ

で何
なに

をしているのかがわからない 

４．施設
し せ つ

の利用
り よ う

方法
ほうほう

がわからない 

５．施設
し せ つ

の利用
り よ う

対 象
たいしょう

になるのかがわからない 

６．子
こ

どもの年
ねん

齢
れい

が大
おお

きく、遊
あそ

びづらい 

７．子
こ

どもの年齢
ねんれい

がまだ小
ちい

さい 

８．施設
し せ つ

が混
こ

んでいる 

９．施設
し せ つ

の雰囲気
ふ ん い き

が合
あ

わない 

10．土日
ど に ち

祝 日
しゅくじつ

に利用
り よ う

できない 

11．特
とく

に利用
り よ う

する必要性
ひつようせい

を感
かん

じない  

12．その他
た

（               ） 

 

＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

５－５ こども文化
ぶ ん か

センターでは、地域
ち い き

における多世代
た せ だ い

交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する拠点的
きょてんてき

な施設
し せ つ

として、多世代
た せ だ い

が相互
そ う ご

に交流
こうりゅう

することにより、子
こ

どもたちが互
たが

いに支
ささ

え合
あ

うことを学
まな

びながら育
そだ

ち、地域
ち い き

の

一員
いちいん

として主体的
しゅたいてき

に活動
かつどう

していく力
ちから

を培
つちか

うための環境
かんきょう

づくりを進
すす

めています。こども文化
ぶ ん か

センターを知
し

っていますか（〇は１つ）。 

１．知
し

っている  ２．知
し

らない  ３．聞
き

いたことがあるが内容
ないよう

は知
し

らない 

 

 

問
とい

５－６ こども文化
ぶ ん か

センターを利用
り よ う

する頻度
ひ ん ど

を教
おし

えてください（〇は１つ）。 

１． 週
しゅう

３回
かい

以上
いじょう

     ３．月
つき

２・３回
かい

程度
て い ど

      ５．利用
り よ う

したことがない 

２． 週
しゅう

１・２回
かい

程度
て い ど

   ４．月
つき

１回
かい

以下
い か

（行
い

ったことがある）    

 

 

問
とい

５－７ こども文化
ぶ ん か

センターについて、今後
こ ん ご

、どのように利用
り よ う

したいですか（〇は１つ） 

１．いろいろな年代
ねんだい

の方
かた

が利用
り よ う

できるようにしたほうがよい          

２．部屋
へ や

を区切
く ぎ

って、いろいろな年代
ねんだい

の方
かた

が利用
り よ う

できるようにしたほうがよい  

３．時間帯
じ か ん た い

を区切
く ぎ

って、いろいろな年代
ねんだい

の方
かた

が利用
り よ う

できるようにしたほうがよい 

４．子
こ

どもたちだけで利用
り よ う

できるようにしたほうがよい 
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問
とい

５－８ 次
つぎ

の表
ひょう

にある事業
じぎょう

で知
し

っているものや、これまでに利用
り よ う

したことがあるもの、今後
こ ん ご

、利用
り よ う

し

たいと思
おも

うものをお答
こた

えください。事業
じぎょう

ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいず

れかに○をつけてください。また、Ｂで「はい」を選
えら

んだ場合
ば あ い

は、利用
り よ う

した際
さい

の満足度
ま ん ぞ く ど

についてお答
こた

えく

ださい。なお、事業
じぎょう

によっては、お住
す

まいの地域
ち い き

で実施
じ っ し

されていないものもあります。 

事業名
じぎょうめい

 

 

Ａ . 知
し

っ て

いる 

 

Ｂ.利用
り よ う

した

ことがある 

 

 

Ｃ.今後
こ ん ご

 

利用
り よ う

したい 

Ｂで「はい」を選択
せんたく

した方
かた

は満足度
ま ん ぞ く ど

を回答
かいとう

 

満
足

ま
ん
ぞ
く 
や
や
満
足

ま
ん
ぞ
く 

ふ 

つ 

う 

や
や
不
満

ふ

ま

ん 

不
満

ふ

ま

ん 

1．かわさきし子育
こ そ だ

てガイドブック はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

２．かわさきし子育
こ そ だ

て応援
おうえん

ナビ はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

３．妊婦健診
にんぷけんしん

費用
ひ よ う

助成
じょせい

 はい いいえ はい いいえ — ５ ４ ３ ２ １ 

４．新生児
しんせいじ

訪問
ほうもん

 はい いいえ はい いいえ — ５ ４ ３ ２ １ 

５．こんにちは赤
あか

ちゃん訪問
ほうもん

 はい いいえ はい いいえ — ５ ４ ３ ２ １ 

６．産前
さんぜん

・産後家庭支援
さ ん ご か て い し え ん

ヘルパー 

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

７．産後
さ ん ご

ケア事業
じぎょう

 はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

８．養育
よういく

支援
し え ん

訪問
ほうもん

事業
じぎょう

 はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

９．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート事業
じぎょう

 はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

１０．幼稚園
ようちえん

・認定
にんてい

こども園
えん

におけ

る子育
こ そ だ

て支援事業
しえんじぎょう

 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

１１．保育所
ほいくしょ

における地域
ち い き

活動
かつどう

事業
じぎょう

 はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

12．子育
こ そ だ

てサロン・赤
あか

ちゃん広場
ひ ろ ば

 はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

13．子育
こ そ だ

てサークル はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

14．地域
ち い き

子育て
こ そ だ  

自主
じ し ゅ

グループ はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

15．マタニティマーク はい いいえ — — — — — — — 

16．地域療育
ちいきりょういく

センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

17．児童発達支援事業所
じどうはったつしえんじぎょうしょ

 はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

18．障害児
しょうがいじ

・者一時預
しゃいちじあず

かり はい いいえ はい いいえ はい いいえ ５ ４ ３ ２ １ 

 

 

  

 ※参考
さんこう

（マタニティマーク） 

  マタニティマークは、妊婦
に ん ぷ

が交通機関等
こうつうきかんとう

を利用
り よ う

する際
さい

に身
み

につけ、周囲
しゅうい

に妊婦
に ん ぷ

であることを示
しめ

しやすくするものです。 
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６．土曜
ど よ う

・休 日
きゅうじつ

や長期休暇中
ちょうききゅうかちゅう

の「定期的
ていきてき

な」教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

の利用
り よ う

について 

※教育
きょういく

・保育
ほいく

の事業
じぎょう

等
とう

とは、保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、認可外保育施設
にんかがいほいくしせつ

などの事業
じぎょう

を指
さ

しますが、親族
しんぞく

・知人
ちじん

にみてもらうこと

は含
ふく

みません。 
 
問
とい

６－１ お子
こ

さんについて、土曜日
ど よ う び

および日曜日
に ち よ う び

・祝日
しゅくじつ

に、教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

をどのぐらい利用
り よ う

し
ていますか（○は１つずつ）。また、利用

り よ う

している場合
ば あ い

は時間帯
じかんたい

を□にご記入
きにゅう

ください。 

（１）土曜日
ど よ う び

 

現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

 

１．ほぼ毎 週
まいしゅう

利用
り よ う

している   時
じ

     分
ふん

～    時
じ

     分
ふん

 

 

２．月
つき

に１～２回
かい

は利用
り よ う

している   時
じ

     分
ふん

～    時
じ

     分
ふん

 

３．利用
り よ う

していない  

 

（２）日曜日
に ち よ う び

・祝日
しゅくじつ

 

現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

 

１．ほぼ毎 週
まいしゅう

利用
り よ う

している   時
じ

     分
ふん

～    時
じ

     分
ふん

 

 

２．月
つき

に１～２回
かい

は利用
り よ う

している   時
じ

     分
ふん

～    時
じ

     分
ふん

 

３．利用
り よ う

していない  

 

問
とい

６－２ 利用
り よ う

している理由
り ゆ う

をお答
こた

えください（〇はいくつでも）。 

１．仕事
し ご と

のため             ３．親族
しんぞく

の介護
か い ご

や手伝
て つ だ

いが必要
ひつよう

なため 

２．冠婚葬祭
かんこんそうさい

等
とう

の用事
よ う じ

のため             ４．その他
た

（              ） 
 

＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

６－３ お子
こ

さんについて、土曜日
ど よ う び

および日曜日
に ち よ う び

・祝日
しゅくじつ

に、定期的
て い き て き

な教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

を利用
り よ う

した

いと思
おも

いますか（○は１つずつ）。また、利用希望
り よ う き ぼ う

がある場合
ば あ い

は時間帯
じ か ん た い

を□にご記入
きにゅう

ください。 

（１）土曜日
ど よ う び

 

今後
こ ん ご

の利用希望
り よ う き ぼ う

 希望
き ぼ う

する時間帯
じ か ん た い

 

１．ほぼ毎 週
まいしゅう

利用
り よ う

したい   時
じ

     分
ふん

～    時
じ

     分
ふん

 

 

２．月
つき

に１～２回
かい

は利用
り よ う

したい   時
じ

     分
ふん

～    時
じ

     分
ふん

 

３．利用
り よ う

する必要
ひつよう

はない  

 

（２）日曜日
に ち よ う び

・祝日
しゅくじつ

 

今後
こ ん ご

の利用希望
り よ う き ぼ う

 希望
き ぼ う

する時間帯
じ か ん た い

 

１．ほぼ毎 週
まいしゅう

利用
り よ う

したい   時
じ

     分
ふん

～     時
じ

    分
ふん

 

 

２．月
つき

に１～２回
かい

は利用
り よ う

したい   時
じ

     分
ふん

～     時
じ

    分
ふん

 

３．利用
り よ う

する必要
ひつよう

はない  

資料
しりょう

 NO18休日保育
きゅうじつほいく

を参 照
さんしょう

 

⇒（１）（２）でいずれも「３」の方
かた

は問
とい

６－３へ 

⇒（１）（２）でいずれも「３」の方
かた

は問
とい

６－５へ 

問
とい

６－４へ 
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問
とい

６－３の（１）または（２）で、「１」または「２」を選
えら

ばれた方
かた

（休 日
きゅうじつ

に定期的
ていきてき

な事業
じぎょう

を希望
きぼう

する方
かた

）にう

かがいます。 

問
とい

６－４ 利用
り よ う

したい理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．仕事
し ご と

のため             ３．親族
しんぞく

の介護
か い ご

や手伝
て つ だ

いが必要
ひつよう

なため 

２．冠婚葬祭
かんこんそうさい

等
とう

の用事
よ う じ

のため             ４．その他
た

（              ） 

 

 

「幼稚園
ようちえん

・認定
にんてい

こども園
えん

（１号
ごう

）」を利用
りよう

されている方
かた

にうかがいます。 

問
とい

６－５ 幼稚園
よ う ち え ん

等
とう

の夏休
なつやす

みなど長期
ちょうき

休 業
きゅうぎょう

期
き

間中
かんちゅう

に、教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

を利用
り よ う

していますか（○は

１つ）。また、利用
り よ う

している場合
ば あ い

は、該当
がいとう

する曜日
よ う び

･事業
じぎょう

に○を付
つ

け、時間帯
じ か ん た い

を□にご記入
きにゅう

く

ださい。 

現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 利用
り よ う

している曜日
よ う び

･事業
じぎょう

･時間帯
じ か ん た い

 

 

１．利用
り よ う

している 

（１）曜日
よ う び

： 月
げつ

 ・ 火
か

 ・ 水
すい

 ・ 木
もく

 ・ 金
きん

 ・ 土
ど

 

（２）利用
り よ う

している事業
じぎょう

 

ア．幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

 

イ．一時
い ち じ

保育
ほ い く

 

ウ．認可外
に ん か が い

保育
ほ い く

施設
し せ つ

    エ．その他
た

 

（３）時間帯
じ か ん た い

： 

   時
じ

     分
ふん

～     時
じ

     分
ふん

 

２．利用
り よ う

していない  

 

問
とい

６－６ 幼稚園
よ う ち え ん

等
とう

の夏休
なつやす

みなど長期
ちょうき

休業期
きゅうぎょうき

間中
かんちゅう

に、教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

を利用
り よ う

したいと思
おも

いますか（○

は１つ）。また、利用希望
り よ う き ぼ う

がある場合
ば あ い

は、希望
き ぼ う

する曜日
よ う び

に○を付
つ

け、時間帯
じ か ん た い

を□にご記入
きにゅう

く

ださい。なお、これらの事業
じぎょう

の利用
り よ う

には、一定
いってい

の利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

が発生
はっせい

します。 

今後
こ ん ご

の利用希望
り よ う き ぼ う

 希望
き ぼ う

する曜日
よ う び

･時間帯
じ か ん た い

 

 

１． 利用
り よ う

したい 

 

（１）曜日
よ う び

： 月
げつ

 ・ 火
か

 ・ 水
すい

 ・ 木
もく

 ・ 金
きん

 ・ 土
ど

 

（２）時間帯
じ か ん た い

： 

   時
じ

     分
ふん

～     時
じ

     分
ふん

 

２．利用
り よ う

したいとは思
おも

わない  

 

 

問
とい

６－６で「１」を選
えら

ばれた方
かた

（利用
りよう

したい方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

６－７ 利用
り よ う

したい理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．仕事
し ご と

のため             ３．親族
しんぞく

の介護
か い ご

や手伝
て つ だ

いが必要
ひつよう

なため 

２．冠婚葬祭
かんこんそうさい

等
とう

の用事
よ う じ

のため             ４．その他
た

（              ） 

 

  

⇒問
とい

７－１へ 

⇒「幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

（１号
ごう

）」以外
い が い

の方
かた

は問
とい

７－１へ 
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※日 中
にっちゅう

の定期的
ていきてき

な教 育
きょういく

・保育
ほいく

の事業
じぎょう

を利用
りよう

している方
かた

（問
とい

４－１で「１」を選
えら

ばれた方
かた

）のみにうかがいます。 
 

問
とい

７－１ この１年間
ねんかん

に、お子
こ

さんが病気
びょうき

やケガで通常
つうじょう

の事業
じぎょう

（保育所
ほ い く し ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

での教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

）

を利用
り よ う

できなかったことはありますか（○は１つ）。（例
たと

えば、風邪
か ぜ

による発熱
はつねつ

のため自宅療養
じたくりょうよう

せざるを得
え

なかった等
とう

） 

１．あった              ２．なかった 

 

問
とい

７－２ ご記入
きにゅう

の時点
じ て ん

からさかのぼって１年間
ねんかん

で、お子
こ

さんが病気
びょうき

やケガで教育
きょういく

・保育施設
ほ い く し せ つ

が利用
り よ う

で

きなかったときに、どのように対処
たいしょ

しましたか（〇はいくつでも）。 

また、それぞれの日数
にっすう

について□におおまかでよいので、ご記入
きにゅう

ください（半日程度
はんにちていど

の対応
たいおう

で

も１日
にち

としてください）。 

１年間
ねんかん

の対処方法
たいしょほうほう

 日数
にっすう

 

１．就 労
しゅうろう

している母親
ははおや

が休
やす

んで看
み

た 日
にち

  

２．就 労
しゅうろう

している父親
ちちおや

が休
やす

んで看
み

た 日
にち

  

３．父親
ちちおや

又
また

は母親
ははおや

のうち就 労
しゅうろう

していない方
ほう

の保護者
ほ ご し ゃ

が看
み

た 日
にち

  

４．（同居者
どうきょしゃ

を含
ふく

む）祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

・知人
ち じ ん

に看
み

てもらった 日
にち

  

５．病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

の保育
ほ い く

を利用
り よ う

した 日
にち

  

６．訪問型保育事業
ほうもんがたほいくじぎょう

（ベビーシッター等
とう

）を利用
り よ う

した 日
にち

  

７．その他
た

（                     ） 日
にち

  

 

問
とい

７－３ 病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

のための保育施設等
ほ い く し せ つ と う

を利用
り よ う

したいと思
おも

いましたか（○は１つ）。利用
り よ う

したいと思
おも

った場合
ば あ い

は、この１年間
ねんかん

で利用
り よ う

したかった日数
にっすう

を□にご記入
きにゅう

ください。なお、病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

のための事業等
じぎょうとう

の利用
り よ う

には、一定
いってい

の利用料
りようりょう

がかかり、利用前
り よ う ま え

にかかりつけ医
い

の受診
じゅしん

が必要
ひつよう

と

なります。 

１．病児
びょうじ

・病後児保育施設等
び ょ う ご じ ほ い く し せ つ と う

を利用
り よ う

したいと思
おも

った   

２．利用
り よ う

したいとは思
おも

わなかった 

 

問
とい

７－３で「１」を選
えら

ばれた方
かた

（病児
びょうじ

・病後児保育施設等
びょうごじほいくしせつとう

を利用
りよう

したい方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

７－４ 病気
びょうき

やケガの理由
り ゆ う

で子
こ

どもを看
み

る事業
じぎょう

を利用
り よ う

する場合
ば あ い

、どのような事業形態
じぎょうけいたい

が望
のぞ

ましいと思
おも

いますか（〇はいくつでも）。 

１．保育所等
ほいくしょとう

に併設
へいせつ

・隣接
りんせつ

した施設
し せ つ

で子
こ

どもを保育
ほ い く

する事業
じぎょう

 

２．小児科
し ょ う に か

に併設
へいせつ

・隣接
りんせつ

した施設
し せ つ

で子
こ

どもを保育
ほ い く

する事業
じぎょう

 

３．当該児童
とうがいじどう

の自宅
じ た く

に訪問
ほうもん

して保育
ほ い く

する事業
じぎょう

 

４．その他
た

（                     ） 

７．お子
こ

さんの病気
びょうき

の際
さい

の対応
たいおう

について 

⇒問
とい

８－１へ 

⇒問
とい

７－５へ 

⇒問
とい

８－１へ 

資料
しりょう

 NO29病児
びょうじ

・病後児保育
び ょ う ご じほ い く

を参照
さんしょう

 

⇒       日
にち

 年間
ねんかん

 

⇒「３」～「７」を選
えら

ばれた方
かた

は問
とい

７－６へ 
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問
とい

７－３で「２」を選
えら

ばれた方
かた

（利用
りよう

したいとは思
おも

わなかった方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

７－５ 利用
り よ う

したいと思
おも

わなかった理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

は父母
ふ ぼ

が看
み

るほうがよいと思
おも

う 

２．病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

を他人
た に ん

に看
み

てもらうのは不安
ふ あ ん

 

３．地域
ち い き

の事業
じぎょう

の質
しつ

に不安
ふ あ ん

がある 

４．地域
ち い き

の事業
じぎょう

の利便性
り べ ん せ い

（立地
り っ ち

や利用可能
り よ う か の う

時間日数
じかんにっすう

など）がよくない      

５．利用料
りようりょう

がかかる・高
たか

い 

６．手続
て つ づ

きや申込
もうしこ

みが面倒
めんどう

 

７．親
おや

が仕事
し ご と

を休
やす

んで対応
たいおう

できる 

８．ほかの子
こ

どもから病気
びょうき

がうつったり、うつしたりしないか不安
ふ あ ん

 

９．その他
た

（                        ） 

 

 

問
とい

７－２で「３」～「７」を選
えら

ばれた方
かた

にうかがいます。 

問
とい

７－６ その際
さい

、「できれば父母
ふ ぼ

のいずれかが仕事
し ご と

を休
やす

んで看
み

たい」と思
おも

いましたか（○は１つ）。で

きれば仕事
し ご と

を休
やす

んで看
み

たいと思
おも

った場合
ば あ い

、休
やす

んで看
み

ることが可能
か の う

な日数
にっすう

を□にご記入
きにゅう

くださ

い。 

１．休
やす

んで看
み

ることは 難
むずか

しい   ２．できれば仕事
し ご と

を休
やす

んで看
み

たい：□□ 日
にち

 

 

 

問
とい

７－７ 「休
やす

んで看
み

ることは難
むずか

しい」と答
こた

えた理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．仕事
し ご と

が 忙
いそが

しくて休
やす

めない          

２．子
こ

どもの看護
か ん ご

を理由
り ゆ う

に休
やす

みがとれない 

３．自営業
じえいぎょう

なので休
やす

めない            

４．休暇日数
きゅうかにっすう

が足
た

りないので休
やす

めない 

５．その他
た

（                            ） 

 

 

 

  

⇒問
とい

８－１へ 

⇒問
とい

８－１へ 
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８．不定期
ふ て い き

の教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

や宿 泊
しゅくはく

を 伴
ともな

う一時預
いちじあず

かり等
とう

の利用
り よ う

について 

※ここでいう不
ふ

定期
て い き

の教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

とは、「 週
しゅう

３日以内
か い な い

の就 労
しゅうろう

や病気
びょうき

・私用
し よ う

（冠婚葬祭
かんこんそうさい

、リフレッシュ等
とう

）など 

のため、断続的
だんぞくてき

かつ一時的
いちじてき

に利用
りよう

する事業
じぎょう

」のことをいいます。 

 

問
とい

８－１ お子
こ

さんについて、日中
にっちゅう

の定期的
て い き て き

な保育
ほ い く

や病気
びょうき

のため以外
い が い

に、不定期
ふ て い き

の教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

 

を利用
り よ う

していますか（〇はいくつでも）。また、それぞれの利用状況
りようじょうきょう

（１年間
ねんかん

の利用日数
りようにっすう

ま

たは１週間
しゅうかん

の利用日数
りようにっすう

、１回
かい

あたりの利用時間
り よ う じ か ん

）を□にご記入
きにゅう

ください（時間
じ か ん

は 30分未満
ふ ん み ま ん

は

切
き

り捨
す

て・30分以上
ふんいじょう

は切
き

り上
あ

げ）。 

現在
げんざい

、利用
り よ う

している事業
じぎょう

 
日数
にっすう

 

（１年間
ねんかん

） 

日数
にっすう

 

（１週 間
しゅうかん

） 
利用時間
り よ う じ か ん

 

１．幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

（就園時間
しゅうえんじかん

を延 長
えんちょう

して預
あず

かる事業
じぎょう

のうち

不定期利用
ふ て い き り よ う

の場合
ば あ い

） 

日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

２．認可保育所
に ん か ほ い く し ょ

における一時保育
い ち じ ほ い く

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

３．川崎認定保育園
かわさきにんていほいくえん

で 行
おこな

うリフレッシュ保育
ほ い く

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

４．認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

における一時預
い ち じ あ ず

かり事業
じぎょう

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

５．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

６．ベビーシッター 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

７．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを

含
ふく

む）子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

 
日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

８．その他
た

（               ） 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

９．利用
り よ う

していない  

 

問
とい

８－２ 現在利用
げんざいりよう

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．４日以上
にちいじょう

の定期保育
て い き ほ い く

を利用
り よ う

しているから必要
ひつよう

ない 

２．特
とく

に利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない（親
おや

や友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

に預
あず

けている） 

３．利用
り よ う

したい事業
じぎょう

が地域
ち い き

にない    

４．地域
ち い き

の事業
じぎょう

の質
しつ

に不安
ふ あ ん

がある 

５．地域
ち い き

の事業
じぎょう

の利便性
り べ ん せ い

（立地
り っ ち

や利用可能時間日数
り よ う か の う じ か ん に っ す う

など）がよくない 

６．利用料
りようりょう

がかかる・高
たか

い 

７．利用料
りようりょう

がわからない 

８．自分
じ ぶ ん

が事業
じぎょう

の対象者
たいしょうしゃ

なのかわからない 

９．事業
じぎょう

の利用方法
りようほうほう

（手続
て つ づ

き等
とう

）がわからない 

10．どんな事業
じぎょう

があるかわからない 

  

資料
しりょう

（３）保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

を参 照
さんしょう

  

問
とい

８－３へ 
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問
とい

８－１で「１」～「８」を選
えら

ばれた方
かた

（不
ふ

定期
ていき

の教 育
きょういく

・保育
ほいく

の事業
じぎょう

等
とう

を利用
りよう

している方）にうかがいます。 

問
とい

８－３ お子
こ

さんに関
かん

して、不定期
ふ て い き

の教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

について、どの程度
て い ど

利用
り よ う

する必要
ひつよう

があると

思
おも

いますか（〇はいくつでも）。また、それぞれの利用
り よ う

に必要
ひつよう

な日数
にっすう

、１年間
ねんかん

の希望日数
きぼうにっすう

ま

たは１週間
しゅうかん

の希望日数
きぼうにっすう

、１回
かい

あたりの希望時間
き ぼ う じ か ん

を□にご記入
きにゅう

ください（時間
じ か ん

は 30分未満
ふ ん み ま ん

は切
き

り捨
す

て・30分以上
ふんいじょう

は切
き

り上
あ

げ）。なお、事業
じぎょう

の利用
り よ う

にあたっては、一定
いってい

の利用料
りようりょう

がかかりま

す。 

利用
り よ う

の目的
もくてき

 
希望
き ぼ う

日数
にっすう

 

（１年間
ねんかん

） 

希望
き ぼ う

日数
にっすう

 

（１週 間
しゅうかん

） 

希望
き ぼ う

する

利用時間
り よ う じ か ん

 

１．不定期
ふ て い き

の就 労
しゅうろう

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

２．保護者
ほ ご し ゃ

の病気
びょうき

、冠婚葬祭
かんこんそうさい

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

３．私用
し よ う

（買物
かいもの

、習
なら

い事等
ごととう

）・リフレッシュ 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

４．その他
た

（              ） 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

５．利用
り よ う

する必要
ひつよう

はない 

 

 

 

問
とい

８－４ 問
とい

８－３の理由
り ゆ う

でお子
こ

さんを預
あず

ける場合
ば あ い

、どの施設類型
しせつるいけい

が望
のぞ

ましいと思
おも

われますか（〇はい

くつでも）。また、それぞれの利用
り よ う

に必要
ひつよう

な日数
にっすう

、１年間
ねんかん

の希望日数
きぼうにっすう

または１週間
しゅうかん

の希望日数
きぼうにっすう

、

１回
かい

あたりの希望時間
き ぼ う じ か ん

を□にご記入
きにゅう

ください（時間
じ か ん

は 30分未満
ふ ん み ま ん

は切
き

り捨
す

て・30分以上
ふんいじょう

は切
き

り

上
あ

げ）。なお、事業
じぎょう

の利用
り よ う

にあたっては、一定
いってい

の利用料
りようりょう

がかかります。 

今後
こ ん ご

の利用希望
り よ う き ぼ う

 
希望
き ぼ う

日数
にっすう

 

（１年間
ねんかん

） 

希望
き ぼ う

日数
にっすう

 

（１週 間
しゅうかん

） 

希望
き ぼ う

する 

利用時間
り よ う じ か ん

 

１．幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

（就園時間
しゅうえんじかん

を延 長
えんちょう

して預
あず

かる事業
じぎょう

のうち

不定期利用
ふ て い き り よ う

の場合
ば あ い

） 

日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

２．認可保育所
に ん か ほ い く し ょ

における一時保育
い ち じ ほ い く

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

３．川崎認定保育園
かわさきにんていほいくえん

で 行
おこな

うリフレッシュ保育
ほ い く

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

４．認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

における一時預
い ち じ あ ず

かり事業
じぎょう

 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

５．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

６．ベビーシッター 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

７．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む）子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

 
日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

８．その他
た

（               ） 日
にち

  日
にち

 時間
じ か ん

 

 

 

  

⇒問
とい

８－５へ 
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問
とい

８－５ この１年間
ねんかん

に、保護者
ほ ご し ゃ

の用事
よ う じ

（冠婚葬祭
かんこんそうさい

、保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

の病気
びょうき

など）により、お子
こ

さんを泊
とま

りがけで家族以外
か ぞ く い が い

にみてもらわなければならないことはありましたか（預
あず

け先
さき

が見
み

つからな

かった場合
ば あ い

も含
ふく

む）（〇はいくつでも）。また、かかった日数
にっすう

（泊
はく

）を□にご記入
きにゅう

ください。 

宿 泊
しゅくはく

を 伴
ともな

う一時預
い ち じ あ ず

かりの 状 況
じょうきょう

 宿 泊
しゅくはく

日数
にっすう

（年間
ねんかん

） 

１．親族
しんぞく

（同居者
どうきょしゃ

を含
ふく

む）や知人
ち じ ん

にみてもらった    泊
はく

 

２．短期入所生活援助事業
たんきにゅうしょせいかつえんじょじぎょう

（ショートステイ）    泊
はく

 

３．２以外
い が い

の保育事業
ほいくじぎょう

（認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

、ベビーシッター等
とう

）    泊
はく

 

４．仕方
し か た

なく子
こ

どもを同行
どうこう

させた                              泊
はく

 

５．仕方
し か た

なく子
こ

どもだけで留守番
る す ば ん

をさせた    泊
はく

 

6．障 害
しょうがい

のある子
こ

どものための短期入所
たんきにゅうしょ

    泊
はく

 

７．その他
た

（                     ）    泊
はく

 

８．なかった 

問
とい

８－６ その場合
ば あ い

の困難度
こ ん な ん ど

はどの程度
て い ど

でしたか（〇は１つ）。 

１． 非常
ひじょう

に困難
こんなん

      ２．どちらかというと困難
こんなん

   ３．特
とく

に困難
こんなん

ではない 

 

問
とい

９－１ お子
こ

さんが小学校低学年
しょうがっこうていがくねん

（１～３年生
ねんせい

）のうちは、放課後
ほ う か ご

をどのような場所
ば し ょ

で過
す

ごさせたいと

思
おも

いますか（〇はいくつでも）。また、それぞれ週
しゅう

に何日希望
なんにちきぼう

するかを□にご記入
きにゅう

ください。 

低学年
ていがくねん

の放課後
ほ う か ご

の過
す

ごし方
かた

 週
しゅう

あたり希望
き ぼ う

日数
にっすう

 

１．自宅
じ た く

 日
にち

   

２．祖父母宅
そ ふ ぼ た く

や友人
ゆうじん

・知人宅
ち じ ん た く

 日
にち

   

３．習
なら

い事
ごと

（ピアノ、サッカー、学 習 塾
がくしゅうじゅく

など） 日
にち

   

４．こども文化
ぶ ん か

センター（児童館
じ ど う か ん

）  日
にち

   

５．わくわくプラザ 日
にち

   

６．民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

が 行
おこな

う放課後児童
ほ う か ご じ ど う

クラブ（学童保育
がくどうほいく

） 日
にち

   

７．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート  日
にち

   

８．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む）子
こ

どものた

めの施設
し せ つ

・事業
じぎょう

所
しょ

 
日
にち

  

9．図書館
と し ょ か ん

 日
にち

   

10.市民館
し み ん か ん

 日
にち

   

11.公園
こうえん

 日
にち

   

12.その他
た

                    日
にち

   

９．お子
こ

さんが４歳以上
さいいじょう

である方
かた

に、小学校就学後
しょうがっこうしゅうがくご

の希望等
きぼうとう

について 

資料
しりょう

No15 こども文化
ぶ ん か

センター（５）小 学 生
しょうがくせい

の放課後支援
ほ う か ご し え ん

を参 照
さんしょう

 

⇒「２」～「８」を選
えら

ばれた方
かた

は問
とい

９－１へ 

⇒４歳未満
さ い み ま ん

の方
かた

は問
とい

１０－１へ 
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問
とい

９－２ お子
こ

さんが小学校高学年
しょうがっこうこうがくねん

（４～６年生
ねんせい

）になったら、放課後
ほ う か ご

をどのような場所
ば し ょ

で過
す

ごさせた

いと思
おも

いますか（〇はいくつでも）。また、それぞれ週
しゅう

に何日希望
なんにちきぼう

するかを□にご記入
きにゅう

くだ

さい。 

高学年
こうがくねん

の放課後
ほ う か ご

の過
す

ごし方
かた

 週
しゅう

あたり希望
き ぼ う

日数
にっすう

 

１．自宅
じ た く

 日
にち

   

２．祖父母宅
そ ふ ぼ た く

や友人
ゆうじん

・知人宅
ち じ ん た く

 日
にち

   

３．習
なら

い事
ごと

（ピアノ、サッカー、学 習 塾
がくしゅうじゅく

など） 日
にち

   

４．こども文化
ぶ ん か

センター（児童館
じ ど う か ん

）  日
にち

   

５．わくわくプラザ 日
にち

   

６．民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

が 行
おこな

う放課後児童
ほ う か ご じ ど う

クラブ（学童保育
がくどうほいく

） 日
にち

   

７．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート 日
にち

   

８．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む）子
こ

どものた

めの施設
し せ つ

・事業
じぎょう

所
しょ

 

日
にち

   

9．図書館
と し ょ か ん

 日
にち

   

10.市民館
し み ん か ん

 日
にち

   

11.公園
こうえん

 日
にち

   

12.その他
た

（                   ） 日
にち

   

 

 

 

 

１０. 育児休業
いくじきゅうぎょう

や短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

など職場
しょくば

の両立支援制度
りょうりつしえんせいど

について 
 

問
とい

１０－１ 子
こ

どもが原則
げんそく

１歳
さい

（保育所
ほ い く し ょ

における保育
ほ い く

の実施
じ っ し

が 行
おこな

われないなど一定
いってい

の要件
ようけん

を満
み

たす

場合
ば あ い

は２歳
さい

）になるまで育児休業給付
いくじきゅうぎょうきゅうふ

が支給
しきゅう

される仕組
し く

み、子
こ

どもが満
まん

３歳
さい

になるまでの

育児休業等
いくじきゅうぎょうとう

（法定
ほうてい

の育児休業及
いくじきゅうぎょうおよ

び企業
きぎょう

が法定
ほうてい

を上回
うわまわ

る期間
き か ん

を設
もう

けた育児休業
いくじきゅうぎょう

に準
じゅん

ずる

措置
そ ち

）期間
き か ん

について健康保険及
けんこうほけんおよ

び厚生年金保険
こうせいねんきんほけん

の保険料
ほけんりょう

が免除
めんじょ

になる仕組
し く

みがありますが、

そのことをご存
ぞん

じですか（○は１つ）。 

１．育児休業給付
いくじきゅうぎょうきゅうふ

、保険料免除
ほけんりょうめんじょ

とも知
し

っている ３．保険料免除
ほけんりょうめんじょ

のみ知
し

っている 

２．育児休業給付
いくじきゅうぎょうきゅうふ

のみ知
し

っている       ４．育児休業給付
いくじきゅうぎょうきゅうふ

、保険料免除
ほけんりょうめんじょ

のいずれも知
し

らない 
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問
とい

１０－２ お子
こ

さんが生
う

まれた時
とき

、育児休業
いくじきゅうぎょう

を取得
しゅとく

しましたか。（１）母親
ははおや

（２）父親
ちちおや

それぞれにつ

いてお答
こた

えください（該当
がいとう

するものに○）。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１． 働
はたら

いていなかった  １． 働
はたら

いていなかった    

２．取得
しゅとく

した   ２．取得
しゅとく

した  

３．育児
い く じ

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

である  ３．育児
い く じ

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

である  

４．取得
しゅとく

していない 

 ⇒取得
しゅとく

していない理由
り ゆ う

（下
した

から番 号
ばんごう

を 

選
えら

んでご記 入 下
きにゅうくだ

さい。番 号
ばんごう

はいくつでも） 

４．取得
しゅとく

していない 

 ⇒取得
しゅとく

していない理由
り ゆ う

（下
した

から番 号
ばんごう

を 

選
えら

んでご記 入 下
きにゅうくだ

さい。番 号
ばんごう

はいくつでも） 

 

１．職場
しょくば

に育児休業
いくじきゅうぎょう

を取
と

りにくい雰囲気
ふ ん い き

があった 

２．仕事
し ご と

が 忙
いそが

しかった 

３．（産休後
さんきゅうご

に）仕事
し ご と

に早
はや

く復帰
ふ っ き

したかった 

４．仕事
し ご と

に戻
もど

るのが 難
むずか

しそうだった 

５． 昇 給
しょうきゅう

・昇 格
しょうかく

などが遅
おく

れそうだった 

６．収 入 減
しゅうにゅうげん

となり、経済的
けいざいてき

に苦
くる

しくなる 

７．保育所
ほ い く し ょ

などに預
あず

けることができた 

８．配偶者
はいぐうしゃ

が育児休業制度
いくじきゅうぎょうせいど

を利用
り よ う

した 

９．配偶者
はいぐうしゃ

が無職
むしょく

、祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえるなど、制度
せ い ど

を利用
り よ う

する必要
ひつよう

がなかった 

10．子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に専念
せんねん

するため退 職
たいしょく

した 

11．職場
しょくば

に育児休業
いくじきゅうぎょう

の制度
せ い ど

がなかった 

12．有期雇用
ゆ う き こ よ う

のため育児休業
いくじきゅうぎょう

の取得要件
しゅとくようけん

を満
み

たさなかった 

13．育児休業
いくじきゅうぎょう

を取得
しゅとく

できることを知
し

らなかった 

14．産前産後
さんぜんさんご

の休暇
きゅうか

を取得
しゅとく

できることを知
し

らず、退 職
たいしょく

した 

15．その他
た

（                                                   ） 

 

 

問
とい

１０－２で（１）、（２）のどちらか１つでも「２」を選
えら

ばれた方
かた

（育児休業
いくじきゅうぎょう

を取得
しゅとく

した方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

１０－３ 育児休業取得後
いくじきゅうぎょうしゅとくご

、職場
しょくば

に復帰
ふ っ き

しましたか（該当
がいとう

するものに○）。 

（１）母親
ははおや

 

１．育児休業取得後
いくじきゅうぎょうしゅとくご

、職場
しょくば

に復帰
ふ っ き

した（転 職
てんしょく

を含
ふく

む）  ２．育児休業中
いくじきゅうぎょうちゅう

に離職
りしょく

した 

（２）父親
ちちおや

 

１．育児休業取得後
いくじきゅうぎょうしゅとくご

、職場
しょくば

に復帰
ふ っ き

した（転 職
てんしょく

を含
ふく

む）  ２．育児休業中
いくじきゅうぎょうちゅう

に離職
りしょく

した 
 

 

  

⇒ （１）、（２）のいずれも「１」に〇がなければ問
とい

１０－１０へ 

（１）（２）いずれかで 

⇒「２」がある方
かた

は 

問
とい

１０－３へ 

⇒「２」はなく、「３」がある方
かた

は 

問
とい

１０－１０へ 

⇒「２」「３」がなく、 

「１」または「４」の方
かた

は 

問
とい

１１へ 
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問
とい

１０－３で（１）、（２）のどちらか１つでも「１」を選
えら

ばれた方
かた

（育児休業
いくじきゅうぎょう

取得
しゅとく

後
ご

、職場
しょくば

に復帰
ふっき

した方
かた

）にうか

がいます。 

問
とい

１０－４ 育児休業
いくじきゅうぎょう

から職場
しょくば

に復帰
ふ っ き

したのは、年度初
ね ん ど は じ

めの保育所入所
ほいくしょにゅうしょ

に合
あ

わせたタイミングでしたか。

あるいはそれ以外
い が い

でしたか（該当
がいとう

するものに○）。 

※年度初
ねんどはじ

めでの認可保育所入所
にんかほいくしょにゅうしょ

を希望
きぼう

して、前年度中
ぜんねんどちゅう

から復帰
ふっき

して一時的
いちじてき

に認可外保育所
にんかがいほいくしょ

に入 所
にゅうしょ

した

場合
ばあい

なども「１」にあてはまります。また、年度初
ねんどはじ

めでの入 所
にゅうしょ

を希望
きぼう

して復帰
ふっき

したが、実際
じっさい

には希望
きぼう

する保育所
ほいくしょ

に入 所
にゅうしょ

できなかったという場合
ばあい

も「１」を選択
せんたく

してください。 

（１）母親
ははおや

  

１．年度初
ね ん ど は じ

めの入 所
にゅうしょ

に合
あ

わせたタイミングだった   ２．それ以外
い が い

だった 

（２）父親
ちちおや

  

１．年度初
ね ん ど は じ

めの入 所
にゅうしょ

に合
あ

わせたタイミングだった   ２．それ以外
い が い

だった 

 

問
とい

１０－５ 育児休業
いくじきゅうぎょう

からは、「実際
じっさい

」にお子
こ

さんが何歳何
なんさいなん

か月
げつ

のときに職場復帰
しょくばふっき

しましたか。また、

お勤
つと

め先
さき

の育児休業
いくじきゅうぎょう

の制度
せ い ど

の期間内
き か ん な い

で、何歳何
なんさいなん

か月
げつ

のときまで取
と

りたかったですか。数字
す う じ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

（１）母親
ははおや

 

実際
じっさい

の取得期間
しゅとくきかん□歳

さい□□か月
げつ

 ／ 希望
き ぼ う□歳

さい□□か月
げつ

 

（２）父親
ちちおや

 

実際
じっさい

の取得期間
しゅとくきかん□歳

さい□□か月
げつ

 ／ 希望
き ぼ う□歳

さい□□か月
げつ

 

 

問
とい

１０－６ お勤
つと

め先
さき

に、育児
い く じ

のために３歳
さい

まで休暇
きゅうか

を取得
しゅとく

できる制度
せ い ど

があった場合
ば あ い

、「希望
き ぼ う

」として

はお子
こ

さんが何歳何
なんさいなん

か月
げつ

のときまで取
と

りたかったですか。数字
す う じ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

（１）母親
ははおや

                 （２）父親
ちちおや

 

□歳
さい□□か月

げつ

 

 

問
とい

１０－５で実際
じっさい

の復帰
ふっき

と希望
きぼう

が異
こと

なる方
かた

にうかがいます。 

問
とい

１０－７ 希望
き ぼ う

の時期
じ き

に職場復帰
しょくばふっき

しなかった理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

（１）「希望
き ぼ う

」より早
はや

く復帰
ふ っ き

した方
かた

 

①母親
ははおや

 

１．希望
き ぼ う

する保育所
ほ い く し ょ

に入
はい

るため         ４．人事異動
じ ん じ い ど う

の時期
じ き

に合
あ

わせるため 

２．家族
か ぞ く

の希望
き ぼ う

があったため          ５．その他
た

（              ）

３．経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

で早
はや

く復帰
ふ っ き

する必要
ひつよう

があった    

 

②父親
ちちおや

 

１．希望
き ぼ う

する保育所
ほ い く し ょ

に入
はい

るため         ４．人事異動
じ ん じ い ど う

の時期
じ き

に合
あ

わせるため 

２．家族
か ぞ く

の希望
き ぼ う

があったため          ５．その他
た

（              ）

３．経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

で早
はや

く復帰
ふ っ き

する必要
ひつよう

があった    

  

□歳
さい□□か月

げつ
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（２）「希望
き ぼ う

」より遅
おそ

く復帰
ふ っ き

した方
かた

 

  ①母親
ははおや

 

１．希望
き ぼ う

する保育所
ほ い く し ょ

に入
はい

れなかったため      ５．子
こ

どもをみてくれる人
ひと

がいなかったため 

２．自分
じ ぶ ん

や子
こ

どもなどの体 調
たいちょう

が思
おも

わしくなかった ６． 

３．家族
か ぞ く

の希望
き ぼ う

があったため         

４．職場
しょくば

の受
う

け入
い

れ態勢
たいせい

が 整
ととの

っていなかったため 7．その他
た

（            ） 

  ②父親
ちちおや

 

１．希望
き ぼ う

する保育所
ほ い く し ょ

に入
はい

れなかったため      ５．子
こ

どもをみてくれる人
ひと

がいなかったため 

２．自分
じ ぶ ん

や子
こ

どもなどの体 調
たいちょう

が思
おも

わしくなかった ６． 

３．家族
か ぞ く

の希望
き ぼ う

があったため         

４．職場
しょくば

の受
う

け入
い

れ態勢
たいせい

が 整
ととの

っていなかったため 7．その他
た

（            ） 

 

問
とい

１０－３で（１）、（２）のどちらか１つでも「１」を選
えら

ばれた方
かた

（育児休業
いくじきゅうぎょう

取得
しゅとく

後
ご

、職場
しょくば

に復帰
ふっき

した方
かた

）にうか

がいます。 

問
とい

１０－８ 育児休業
いくじきゅうぎょう

からの職場復帰時
し ょ く ば ふ っ き じ

には、短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

しましたか（該当
がいとう

するものに○）。 

（１）母親
ははおや

 

１．短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

した       ２．短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

しなかった 

（２）父親
ちちおや

 

１．短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

した       ２．短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

しなかった   

 

問
とい

１０－８で「２」を選
えら

ばれた方
かた

（短時間勤務制度
たんじかんきんむせいど

を利用
りよう

しなかった方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

１０－９ 短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

しなかった理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

 （１）母親
ははおや

 

１．職場
しょくば

に短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を取
と

りにくい雰囲気
ふ ん い き

があった 

２．仕事
し ご と

が 忙
いそが

しかった 

３．短時間勤務
た ん じ か ん き ん む

にすると給与
きゅうよ

が減額
げんがく

され、経済的
けいざいてき

に苦
くる

しくなる 

４．配偶者
はいぐうしゃ

が育児休暇制度
い く じ き ゅ う か せ い ど

や短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

した 

５．配偶者
はいぐうしゃ

が無職
むしょく

、祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえるなど、制度
せ い ど

を利用
り よ う

する必要
ひつよう

がなかった 

６．職場
しょくば

に短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

がなかった（就業規則
しゅうぎょうきそく

に定
さだ

めがなかった） 

７．短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

できることを知
し

らなかった 

８．その他
た

（                       ）

 （２）父親
ちちおや

 

１．職場
しょくば

に短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を取
と

りにくい雰囲気
ふ ん い き

があった 

２．仕事
し ご と

が 忙
いそが

しかった 

３．短時間勤務
た ん じ か ん き ん む

にすると給与
きゅうよ

が減額
げんがく

され、経済的
けいざいてき

に苦
くる

しくなる 

４．配偶者
はいぐうしゃ

が育児休暇制度
い く じ き ゅ う か せ い ど

や短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

した 

５．配偶者
はいぐうしゃ

が無職
むしょく

、祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえるなど、制度
せ い ど

を利用
り よ う

する必要
ひつよう

がなかった 

６．職場
しょくば

に短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

がなかった（就業規則
しゅうぎょうきそく

に定
さだ

めがなかった） 

７．短時間勤務制度
た ん じ か ん き ん む せ い ど

を利用
り よ う

できることを知
し

らなかった 

８．その他
た

（                       ）

子
こ

どもの障 害
しょうがい

（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の

疑
うたが

いを含
ふく

む）のため 

子
こ

どもの障 害
しょうがい

（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の

疑
うたが

いを含
ふく

む）のため 
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問
とい

１０－２で（１）、（２）のいずれか１つでも「３」を選
えら

ばれた方
かた

（育 児 休 業 中
いくじきゅうぎょうちゅう

である方
かた

）にうかがいます。 

⇒母親
ははおや

・父親
ちちおや

いずれも育児休業中
いくじきゅうぎょうちゅう

でない方
かた

は問
とい

１１へ 

問
とい

１０－１０ お子
こ

さんが１歳
さい

になったときに 必
かなら

ず利用
り よ う

できる事業
じぎょう

があれば、１歳
さい

になるまで

育児休業
いくじきゅうぎょう

を取得
しゅとく

しますか。または、預
あず

けられる事業
じぎょう

があっても１歳
さい

になる前
まえ

に復帰
ふ っ き

しま

すか（該当
がいとう

するものに○）。 

  （１）母親
ははおや

 

１． 必
かなら

ず利用
り よ う

できる事業
じぎょう

があれば、１歳
さい

になるまで育児休業
いくじきゅうぎょう

を取得
しゅとく

したい 

２．預
あず

けられる事業
じぎょう

があっても、１歳
さい

になる前
まえ

に復帰
ふ っ き

したい 

  （２）父親
ちちおや

 

１． 必
かなら

ず利用
り よ う

できる事業
じぎょう

があれば、１歳
さい

になるまで育児休業
いくじきゅうぎょう

を取得
しゅとく

したい 

２．預
あず

けられる事業
じぎょう

があっても、１歳
さい

になる前
まえ

に復帰
ふ っ き

したい 

 

 

問
とい

１１－１ 国
くに

は、２０１９年
ねん

（平成
へいせい

３１年
ねん

）１０月
がつ

からの「幼児
よ う じ

教育
きょういく

・保育
ほ い く

の無償化
む し ょ う か

」を目指
め ざ

すこと

としています。今後
こ ん ご

の広報
こうほう

の参考
さんこう

とするため、この制度
せ い ど

について、知
し

っていたかお答
こた

えくだ

さい（○は１つずつ）。 
 

（１）幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く し ょ

、認定
にんてい

こども園
えん

等
など

を利用
り よ う

する３歳
さい

から５歳
さい

の子
こ

どもたちの利用料
りようりょう

が無償化
む し ょ う か

の対象
たいしょう

 

となります。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

 

（２）保育所
ほ い く し ょ

を利用
り よ う

する０歳
さい

から２歳児
さ い じ

の子
こ

どもたちの利用料
りようりょう

については、住民税
じゅうみんぜい

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せ た い

が無償化
む し ょ う か

の対象
たいしょう

となります。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

 

（３）幼稚園
よ う ち え ん

及
およ

び認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

を利用
り よ う

する子
こ

どもたちについては、一定
いってい

の要件
ようけん

のもとで預
あず

かり保育
ほ い く

の利用料
りようりょう

が無償化
む し ょ う か

される場合
ば あ い

があります。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

→解説
かいせつ

１を御参照
ごさんしょう

ください。 

（４）認可外
に ん か が い

保育
ほ い く

施設
し せ つ

等
など

を利用
り よ う

する子
こ

どもたちについても、一定
いってい

の要件
ようけん

のもとで利用料
りようりょう

が負担
ふ た ん

軽減
けいげん

され

る場合
ば あ い

があります。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

 

（５）就学前
しゅうがくまえ

の障害児
しょうがいじ

の発達
はったつ

支援
し え ん

（いわゆる障害児
しょうがいじ

通園
つうえん

施設
し せ つ

）を利用
り よ う

する３歳
さい

から５歳
さい

の子
こ

どもたちに

ついて、利用料
りようりょう

が無償化
む し ょ う か

されます。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

１１. 幼児
よ う じ

教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の無償化
むしょうか

について 

資料
しりょう

（３）保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

を参 照
さんしょう

  

→解説
かいせつ

２を御参照
ごさんしょう

ください。 
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（６）幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く し ょ

、認定
にんてい

こども園
えん

と、いわゆる障害児
しょうがいじ

通園
つうえん

施設
し せ つ

の両方
りょうほう

を利用
り よ う

する場合
ば あ い

は、両方
りょうほう

と

も無償化
む し ょ う か

の対象
たいしょう

となります。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

 

（解説
かいせつ

１）新
あら

たに保育
ほ い く

の必要性
ひつようせい

があると認定
にんてい

を受
う

けた場合
ば あ い

には、幼稚園
よ う ち え ん

保育料
ほいくりょう

の無償化
む し ょ う か

に加
くわ

えて、預
あず

か

り保育
ほ い く

の利用料
りようりょう

が無償化
む し ょ う か

される予定
よ て い

です（月額
げつがく

１．１３万円
まんえん

）。 
 

（解説
かいせつ

２）保育
ほ い く

の必要性
ひつようせい

があると認定
にんてい

された３歳
さい

から５歳
さい

の子
こ

どもたちを対象
たいしょう

として、認可
に ん か

保育所
ほ い く じ ょ

にお

ける保育料
ほいくりょう

の全国
ぜんこく

平均
へいきん

額
がく

（月額
げつがく

３．７万
まん

）までの利用料
りようりょう

が無償化
む し ょ う か

されます。また、０歳
さい

から２歳児
さ い じ

の子
こ

どもたちについては、住民税
じゅうみんぜい

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せ た い

の子
こ

どもたちを対象
たいしょう

として、月額
げつがく

４．２万円
まんえん

までの利用料
りようりょう

が

無償
むしょう

化
か

される予定
よ て い

です。 

 

 

問
とい

１１－２ 幼児
よ う じ

教育
きょういく

・保育
ほ い く

の無償化
む し ょ う か

に伴
ともな

い、あなたが新
あら

たに利用
り よ う

したい事業
じぎょう

は何
なん

ですか。 

（〇は３つまで） 

１．認可保育所
に ん か ほ い く し ょ

 

  （市
し

の認可
に ん か

を受
う

けた定員
ていいん

20人
にん

以上
いじょう

の施設
し せ つ

） 

２．幼稚園
よ う ち え ん

 

３．幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

 

  （通 常
つうじょう

の 就
しゅう

園
えん

時間
じ か ん

を延 長
えんちょう

して預
あず

かる事業
じぎょう

の

うち定期的
ていきてき

な利用
り よ う

のみ） 

４．認定
にんてい

こども園
えん

 

  （幼稚園
ようちえん

と保育所
ほいくしょ

の機能
き の う

を併
あわ

せ持
も

つ施設
し せ つ

） 

５．小規模
し ょ う き ぼ

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （市
し

の認可
に ん か

を受
う

けた定員
ていいん

が 概
おおむ

ね６～19人
にん

の 

施設
し せ つ

） 

６．家庭的
か て い て き

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （保育者
ほいくしゃ

の家庭
か て い

等
とう

で５人
にん

以下
い か

の子
こ

どもを預
あず

かる

施設
し せ つ

） 

７．事業
じぎょう

所内
しょない

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

  （企業
きぎょう

が主
おも

に従 業 員 用
じゅうぎょういんよう

に運営
うんえい

する施設
し せ つ

） 

８．川崎市
か わ さ き し

が認定
にんてい

した認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

（川崎
かわさき

認定
にんてい

保育
ほ い く

園
えん

・おなかま保育室
ほ い く し つ

） 

  （認可
に ん か

保育所
ほいくしょ

ではないが市
し

が認定
にんてい

した施設
し せ つ

） 

９．その他
た

の認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

 

（ 地域保育園
ち い き ほ い く え ん

・ 企業
きぎょう

主導型
しゅどうがた

保育
ほ い く

施設
し せ つ

・ 年度
ね ん ど

限定型
げんていがた

保育
ほ い く

施設
し せ つ

・職場
しょくば

の託児所
たくじしょ

など） 

10．居宅訪問型保育
きょたくほうもんがたほいく

（ベビーシッター） 

  （ベビーシッターなどの保育者
ほいくしゃ

が子
こ

どもの家庭
か て い

で保育
ほ い く

する事業
じぎょう

）  

 

11．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート事業
じぎょう

 

 （育児
い く じ

の援助
えんじょ

を 行
おこな

いたい人
ひと

と育児
い く じ

の援助
えんじょ

を受
う

け

たい人
ひと

が会員
かいいん

登録
とうろく

し、相互
そ う ご

に育児
い く じ

援助
えんじょ

活動
かつどう

を 行
おこな

う事業
じぎょう

） 

 

12．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む）子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

 

（地域
ち い き

療 育
りょういく

センター、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

一時
い ち じ

預
あず

かりなど） 

 

13．その他
た

（              ） 

 

14．特
とく

にない 

（理由
り ゆ う

をひとつ選
えら

び〇をつけてください。） 

   ア 必要
ひつよう

がないから。 

   イ 実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

があるから。 

   ウ 利用
り よ う

するかを 考
かんが

えたことがない。 

   エ その他
た

（            ） 
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１２. 社会的
しゃかいてき

養育
よういく

と里親
さとおや

制度
せ い ど

について 

 

 保護者
ほ ご し ゃ

のさまざまな事情
じじょう

により、自分
じ ぶ ん

の家庭
か て い

で暮
く

らせない子
こ

どもたちが市内
し な い

に約
やく

３５０人
にん

います。そ

うした子
こ

どもたちを家庭
か て い

で育
そだ

てる役割
やくわり

を担
にな

っているのが「養育
よういく

里親
さとおや

」であり、本市
ほ ん し

でも里親
さとおや

制度
せ い ど

を推進
すいしん

しています。 

 

問
とい

１２－１ 養育
よういく

里親
さとおや

を知
し

っていますか（○は１つ）。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

 

 

問
とい

１２－２ 自分
じ ぶ ん

の家庭
か て い

で暮
く

らせない子
こ

どもたちは、里親
さとおや

家庭
か て い

や児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

、乳児院
にゅうじいん

などで生活
せいかつ

して

います。このことについて、最
もっと

も近
ちか

いものをお選
えら

びください（○は１つ）。 

 １． 全
まった

く知
し

らなかった 

 ２．児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

などの施設
し せ つ

のみで生活
せいかつ

していると 考
かんが

えていた 

 ３．児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

などのほか、養育
よういく

里親
さとおや

の家庭
か て い

で生活
せいかつ

していることを知
し

っていた 

 ４．養育
よういく

里親
さとおや

の家庭
か て い

のみで生活
せいかつ

していると 考
かんが

えていた（児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

などの施設
し せ つ

で生活
せいかつ

していることを知
し

らなかった） 

 ５．自分
じ ぶ ん

の家庭
か て い

で暮
く

らせない子
こ

どもたちがいることは知
し

っていたが、どこで生活
せいかつ

してい

るかは知
し

らなかった 

 ６．その他
た

（                                ） 

 

 

問
とい

１２－３ 養育
よういく

里親
さとおや

は、児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

からの委託
い た く

により、一定
いってい

期間
き か ん

、公的
こうてき

な支援
し え ん

を受
う

けながら子
こ

どもを

養育
よういく

していく役割
やくわり

を担
にな

っています。この養育
よういく

里親
さとおや

は、養子
よ う し

縁組
えんぐみ

とは異
こと

なり、法的
ほうてき

な親子
お や こ

関係
かんけい

はありません。養育
よういく

里親
さとおや

として児童
じ ど う

を養育
よういく

することについて、あなた自身
じ し ん

の考
かんが

えに最
もっと

も近
ちか

いものをお選
えら

びください（○は１つ）。 

１．養育
よういく

里親
さとおや

として子
こ

どもを養育
よういく

することを 考
かんが

えている 

２．制度
せ い ど

内容
ないよう

等
とう

について理解
り か い

し不安
ふ あ ん

がなくなれば、養育
よういく

里親
さとおや

として子
こ

どもを養育
よういく

するこ

とも検討
けんとう

したい 

３．自分
じ ぶ ん

の子
こ

どもがいるため、養育
よういく

里親
さとおや

になることを今
いま

は 考
かんが

えていない 

４．養育
よういく

里親
さとおや

として子
こ

どもを養育
よういく

することは 考
かんが

えていない 

５．子
こ

どもと法的
ほうてき

な親子
お や こ

関係
かんけい

を持
も

つことを希望
き ぼ う

するため、養育
よういく

里親
さとおや

ではなく養子
よ う し

縁組
えんぐみ

を

検討
けんとう

したい 

６．その他
た

（                               ） 
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１３. 自由
じ ゆ う

意見
い け ん

 

 

教育
きょういく

・保育環境
ほいくかんきょう

の充実
じゅうじつ

、川崎市
か わ さ き し

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

に関
かん

する取組
とりくみ

等
とう

についてご意見
い け ん

がございましたら、ご自由
じ ゆ う

に

ご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

調査
ちょうさ

にご協 力
きょうりょく

いただきまして、ありがとうございました。 

ご記入
きにゅう

が済
す

みましたらお手数
て す う

ですが、３つ折
お

りし、同封
どうふう

の返信用封筒
へんしんようふうとう

（切手不要
き っ て ふ よ う

） 

に入
い

れて、１月
が つ

３１日
に ち

（木
もく

）までにご投函
とうかん

ください。 
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資料
しりょう

 

子
こ

ども・子育て
こ そ だ て

支援
し え ん

事業
じぎょう

の内容
ないよう

と利用料
りようりょう

 ～小学校
しょうがっこう

就学前
しゅうがくまえ

子
こ

ども～ 

調査票内
ちょうさひょうない

では、子育
こ そ だ

て支援
し え ん

に関
かん

する事業
じぎょう

についての現在
げんざい

の利用状況
りようじょうきょう

や今後
こ ん ご

の利用希望等
り よ う き ぼ う と う

をうかが

います。 

次
つぎ

の 表
ひょう

で、川崎市
か わ さ き し

が実施
じ っ し

している事業
じぎょう

や民間事業
みんかんじぎょう

の概要
がいよう

、利用料等
りようりょうとう

についてまとめていますので、

ご参考
さんこう

にしてください。 

市
し

ホームページ「かわさきし子育
こ そ だ

て応援
おうえん

ナビ」では、子
こ

ども関係事業
かんけいじぎょう

の情 報
じょうほう

を掲載
けいさい

しております。 

かわさきし子育
こ そ だ

て応援
おうえん

ナビ  ＵＲＬ：http://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/17-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

 

（１）子育
こ そ だ

て家庭向
か て い む

け情報提供
じょうほうていきょう

 

1 かわさきし子育
こ そ だ

てガイドブック 

内容
ないよう

 

主
おも

にこれから出 産
しゅっさん

をする方
かた

や子育
こ そ だ

てをする方
かた

に向
む

け、本市
ほ ん し

の子
こ

どもや子育
こ そ だ

てに関
かか

わる制度
せ い ど

や事業
じぎょう

、施設
し せ つ

等
とう

に

ついての情 報
じょうほう

を掲載
けいさい

したガイドブックです。各区役所保健福祉
かくくやくしょほけんふくし

センター児童家庭課
じ ど う か て い か

の窓口
まどぐち

等
とう

で配布
は い ふ

していま

す。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

 (044-200-2848) 

2 かわさきし子
こ

育
そだ

て応援
おうえん

ナビ 

内容
ないよう

 子
こ

どもや子育
こ そ だ

てに関
かか

わる制度
せ い ど

や事業
じぎょう

、施設
し せ つ

についての情 報
じょうほう

を掲載
けいさい

している市
し

のホームページです。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

 (044-200-2848) 
 

 

（２）妊娠
にんしん

、出産
しゅっさん

、育児支援
い く じ し え ん

 

3 妊婦健康診査
に ん ぷ け ん こ う し ん さ

の助成制度
じょせいせいど

 

内容
ないよう

 安心
あんしん

・安全
あんぜん

に出 産
しゅっさん

を迎
むか

えるために、妊娠中
にんしんちゅう

の定期的
て い き て き

な健康診査
けんこうしんさ

の健
けん

診
しん

費用
ひ よ う

を市
し

が補助
ほ じ ょ

する制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

 (044-200-2450) 

4 新生児訪問
しんせいじほうもん

 

内容
ないよう

 
生後
せ い ご

４か月
げつ

までの赤
あか

ちゃんのいるご家庭
か て い

に 伺
うかが

い、赤
あか

ちゃんの体重測定
たいじゅうそくてい

、母子
ぼ し

の健康状態
けんこうじょうたい

の確認
かくにん

や育児
い く じ

についてのご相談
そうだん

をお受
う

けする事業
じぎょう

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

5 こんにちは赤
あか

ちゃん訪問
ほうもん

 

内容
ないよう

 

生後
せ い ご

４か月
げつ

までの赤
あか

ちゃんのいるご家庭
か て い

に子育
こ そ だ

て家庭
か て い

と地域
ち い き

とのつながりを作
つく

るため、各区保健福祉
か く く ほ け ん ふ く し

センタ

ーが主催
しゅさい

する研 修
けんしゅう

を受
う

けて登録
とうろく

された地域
ち い き

の方
かた

が訪問員
ほうもんいん

として 伺
うかが

い、身近
み ぢ か

な子育
こ そ だ

て支援情報
しえんじょうほう

等
とう

をお届
とど

け

する制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

6 産前
さんぜん

・産後
さ ん ご

家庭
か て い

支援
し え ん

ヘルパー派遣事業
はけんじぎょう

 

内容
ないよう

 

事業者
じぎょうしゃ

への申込
もうしこ

み制
せい

で、母親
ははおや

が出産前後
しゅっさんぜんご

で体調不良
たいちょうふりょう

のため、育児
い く じ

や家事
か じ

が困難
こんなん

な家庭
か て い

にヘルパーを

派遣
は け ん

し、育児
い く じ

や家事
か じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。 

【対 象
たいしょう

】産前
さんぜん

から産後
さ ん ご

6 か月
げつ

までの妊産婦
に ん さ ん ぷ

で、体調不良
たいちょうふりょう

等
とう

で昼間他
ひ る ま ほ か

に育児
い く じ

や家事
か じ

を 行
おこな

う人
ひと

がいない人
ひと

【時間
じ か ん

】８時
じ

～19時
じ

  【回数
かいすう

】1回
かい

２時間以内
じ か ん い な い

、１日
にち

２回
かい

、延
の

べ 20回
かい

まで（多胎
た た い

の場合
ば あ い

は延
の

べ 40回
かい

まで） 

費用
ひ よ う

 １回
かい

あたり、1,450～2,050円
えん

（事業者
じぎょうしゃ

により異
こと

なる） 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

 (044-200-2450) 
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7 産後
さ ん ご

ケア事業
じぎょう

 

内容
ないよう

 

出
しゅっ

産後
さ ん ご

、自宅
じ た く

に帰
かえ

っても手伝
て つ だ

ってくれる人
ひと

がいなくて不安
ふ あ ん

、授 乳
じゅにゅう

が上手
う ま

くいかない、赤
あか

ちゃんのお世話
せ わ

の

仕方
し か た

や生活
せいかつ

リズムがわからない、お産
さん

と育児
い く じ

の疲
つか

れから体 調
たいちょう

がよくないなど、育児
い く じ

等
とう

の支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方
かた

を対 象
たいしょう

に助産師
じ ょ さ ん し

がケアを 行
おこな

う事業
じぎょう

です。 

助産所
じょさんじょ

に宿 泊
しゅくはく

してケアを受
う

ける「宿泊型
しゅくはくがた

」と助産所
じょさんじょ

に日 中
にっちゅう

来所
らいしょ

してケアを受
う

ける「来所型
らいしょがた

」と、自宅
じ た く

でケ

アを受
う

ける「訪問型
ほうもんがた

」があります。 

【対 象
たいしょう

】生
せい

後
ご

4 カ月
げつ

未満
み ま ん

の乳児
にゅうじ

とその母親
ははおや

（医療
いりょう

行為
こ う い

の必要
ひつよう

な方
かた

を除
のぞ

く） 

【回数
かいすう

】1家庭
か て い

につき通算
つうさん

7日
にち

以内
い な い

 

費用
ひ よ う

 

宿泊型
しゅくはくがた

：1日
にち

9,000円
えん

（1泊
ぱく

2日
にち

 18,000円
えん

） 

訪問型
ほうもんかた

：1回
かい

5,000円
えん

 

来所型
らいしょがた

：1回
かい

4,000円
えん

  別途
べ っ と

減免
げんめん

制度
せ い ど

有
あり

 

問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

8 両親
りょうしん

学級
がっきゅう

 

内容
ないよう

 

妊娠中
にんしんちゅう

の生活
せいかつ

や出 産
しゅっさん

、育児
い く じ

についての学 習
がくしゅう

や実 習
じっしゅう

を 行
おこな

います。平日
へいじつ

に各区
か く く

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターで

実施
じ っ し

しているものと、川崎市
か わ さ き し

看護
か ん ご

協 会
きょうかい

と川崎市
か わ さ き し

助産師会
じょさんしかい

が土日
ど に ち

に開催
かいさい

しているものがあります。 

【対 象
たいしょう

】
）

初
はじ

めて赤
あか

ちゃんをお持
も

ちになるご両 親
りょうしん

 

費用
ひ よ う

 ―（事
じ

業 者
ぎょうしゃ

で実施
じ っ し

するものは実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

有
あり

） 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

9 養育支援
よういくしえん

訪問事業
ほうもんじぎょう

 

内容
ないよう

 
訪問指導員
ほうもんしどういん

・訪問員
ほうもんいん

と区保健福祉
く ほ け ん ふ く し

センターの連携
れんけい

により、養育支援
よういくしえん

が必要
ひつよう

な家庭
か て い

へ適切
てきせつ

な支援
し え ん

を 行
おこな

う

事業
じぎょう

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

10 ふれあい子育
こ そ だ

てサポート事業
じぎょう

 

内容
ないよう

 
子育
こ そ だ

てヘルパー会員宅
かいいんたく

での一時預
いちじあず

かり、保育園
ほいくえん

・幼稚園
ようちえん

等
とう

への送迎
そうげい

等
とう

、育児
い く じ

の援助
えんじょ

を 行
おこな

うための事業
じぎょう

で

す。【対 象
たいしょう

】生後
せ い ご

４か月
げつ

～小学校
しょうがっこう

６年
ねん

までのお子
お

さんと同居
どうきょ

している方
かた

 

費用
ひ よ う

 １時間
じ か ん

あたり 700円
えん

か 900円
えん

、年会費
ね ん か い ひ

1,200円別途
え ん べ っ と

 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

(044-200-2848) 

11 地域子育
ち い き こ そ だ

て支援
し え ん

センター 

内容
ないよう

 
子育
こ そ だ

ての相談
そうだん

や講座
こ う ざ

、子育
こ そ だ

て情 報
じょうほう

や遊
あそ

び場
ば

の提 供
ていきょう

等
とう

を 行
おこな

う事業
じぎょう

で、市内
し な い

には５３か所
しょ

あります。 

【時間
じ か ん

】曜日
よ う び

・開所時間
かいしょじかん

は施設
し せ つ

ごとに異
こと

なります。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

(044-200-2848) 

12 子育
こ そ だ

てサロン・赤
あか

ちゃん広場
ひ ろ ば

 

内容
ないよう

 
地域
ち い き

の身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

で、乳幼児
にゅうようじ

と保護者
ほ ご し ゃ

が集
あつ

まって、交 流
こうりゅう

できる場
ば

です。名 称
めいしょう

や実施日時
じ っ し に ち じ

等
とう

は区
く

によっ

て異
こと

なります。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

13 子育
こ そ だ

てサークルへの支援
し え ん

 

内容
ないよう

 
保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センター、市民館
し み ん か ん

、各区
か く く

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

等
とう

の各種
かくしゅ

事業
じぎょう

を通
つう

じて、子
こ

育
そだ

ての仲間
な か ま

づくりや子育
こ そ だ

て

サークルの育成
いくせい

、支援
し え ん

を 行
おこな

う事業
じぎょう

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

14 地域
ち い き

子育て
こ そ だ  

自主
じ し ゅ

グループへの支援
し え ん

 

内容
ないよう

 
地域
ち い き

の中
なか

で、親
おや

自身
じ し ん

が相互
そ う ご

に 協 力
きょうりょく

し合
あ

いながら、子育
こ そ だ

て活動
かつどう

をしているグループに対
たい

して、活動費
か つ ど う ひ

の

一部
い ち ぶ

を補助
ほ じ ょ

する制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

(044-200-2848) 
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15 こども文化
ぶ ん か

センター 

内容
ないよう

 

地域
ち い き

における児童
じ ど う

の遊
あそ

びの拠点
きょてん

施設
し せ つ

（児童館
じ ど う か ん

）で、乳幼児
にゅうようじ

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

や小中高校生
しょうちゅうこうこうせい

の居場所
い ば し ょ

等
とう

とし

ても利用
り よ う

できます。【対 象
たいしょう

】０歳
さい

～１８歳
さい

【開館日
か い か ん び

】12月
がつ

29日
にち

～1月
がつ

3日
にち

を除
のぞ

く毎日
まいにち

  

【時間
じ か ん

】月
げつ

～土曜
ど よ う

9時半
じ は ん

～21時
じ

、日曜
にちよう

・祝 日
しゅくじつ

9時半
じ は ん

～18時
じ

 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 青少年
せいしょうねん

支援室
し え ん し つ

 (044-200-3083) 

 

（３）保育所
ほ い く し ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

 

16 認可
に ん か

保育所
ほ い く し ょ

 

内容
ないよう

 

保護者
ほ ご し ゃ

が就 労
しゅうろう

等
とう

のために、家庭
か て い

で保育
ほ い く

できない子
こ

どもを保護者
ほ ご し ゃ

に代
か

わって保育
ほ い く

する児童福祉施設
じ ど う ふ く し し せ つ

です。 

【開所日
か い し ょ び

】月
げつ

～土曜
ど よ う

。日曜
にちよう

・祝 日
しゅくじつ

、年末年始
ねんまつねんし

は休
やす

み 

公営
こうえい

は７時半
じ は ん

～18時
じ

（19時
じ

まで延長有
えんちょうあり

）、民営
みんえい

は７時
じ

～18時
じ

（19時
じ

または 20時
じ

まで延長有
えんちょうあり

） 

【対 象
たいしょう

】生後
せ い ご

43日目
に ち め

～就学前
しゅうがくまえ

 

費用
ひ よ う

 子
こ

どもの年齢
ねんれい

と世帯
せ た い

の前年課税額
ぜんねんかぜいがく

で決定
けってい

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3727) 

17 一時保育
い ち じ ほ い く

 

内容
ないよう

 
保護者
ほ ご し ゃ

が 週
しゅう

３日以内
に ち い な い

の就 労
しゅうろう

や就 学
しゅうがく

、病気
びょうき

や冠婚葬祭
かんこんそうさい

、育児
い く じ

による心理的
し ん り て き

・肉体的負担
にくたいてきふたん

の解 消
かいしょう

等
とう

の

ため、子
こ

どもを家庭
か て い

で保育
ほ い く

できない場合
ば あ い

に、断続的
だんぞくてき

または一時的
い ち じ て き

に保護者
ほ ご し ゃ

に代
か

わり保育
ほ い く

する制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 １歳
さい

未満児
み ま ん じ

2,900円
えん

、2歳
さい

未満児
み ま ん じ

2,500円
えん

、3歳
さい

以上
いじょう

1,500円
えん

 

問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3727) 

18 休日保育
きゅうじつほいく

 

内容
ないよう

 
子
こ

どもを認可
に ん か

保育所
ほ い く し ょ

に入 所
にゅうしょ

させているものの、日曜
にちよう

や祝 日
しゅくじつ

にも就 労
しゅうろう

等
とう

のために家庭
か て い

で保育
ほ い く

できない

場合
ば あ い

に利用
り よ う

できる制度
せ い ど

です。【時間
じ か ん

】８時
じ

～18時
じ

 

費用
ひ よ う

 通 常
つうじょう

保育
ほ いく

の保育料
ほいくりょう

に含
ふく

まれます  別途減免制度有
べ っ と げ ん め ん せ い ど あ り

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-2662) 

19 保育所
ほ い く し ょ

における地域活動事業
ちいきかつどうじぎょう

 

内容
ないよう

 

保育所
ほ い く し ょ

において、高齢者施設等
こうれいしゃしせつとう

への訪問
ほうもん

や季節的行事
きせつてきぎょうじ

等
とう

へ高齢者
こうれいしゃ

を招 待
しょうたい

するふれあい活動
かつどう

や地域
ち い き

の

児童
じ ど う

とともに行事
ぎょうじ

を開催
かいさい

するなどの地域
ち い き

活動
かつどう

を 行
おこな

うほか、地域
ち い き

の保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

して育児講座
い く じ こ う ざ

を開催
かいさい

したり

親子
お や こ

に園庭
えんてい

開放
かいほう

する等
とう

、育児
い く じ

支援
し え ん

や相談
そうだん

援助
えんじょ

等
とう

を 行
おこな

う事業
じぎょう

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-2662) 

20 小規模
し ょ う き ぼ

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

内容
ないよう

 

保護者
ほ ご し ゃ

が 就 労
しゅうろう

等
とう

の た め に 、 家庭
か て い

で 保育
ほ い く

で き な い 子
こ

ど も を 保育士
ほ い く し

や 保育士
ほ い く し

等
とう

の 資格
し か く

を 持
も

ち

乳幼児保育経験
にゅうようじほいくけいけん

のある個人
こ じ ん

が、保護者
ほ ご し ゃ

に代
か

わり日中保育
にっちゅうほいく

する制度
せ い ど

です。定員
ていいん

が 11人
にん

～19人
にん

の A型
がた

及
およ

び

B型
がた

と、定員
ていいん

が 6人
にん

～10人
にん

の C型
がた

があります。 

【対 象
たいしょう

】園
えん

により異
こと

なる～３歳未満児
さ い み ま ん じ

     

【時間
じ か ん

】月
げつ

～金曜
きんよう

。A型
がた

及
およ

び B型
がた

７時
じ

～18時
じ

（または 7時半
じ は ん

～18時半
じ は ん

）（7時
じ

からの朝
あさ

延 長
えんちょう

及
およ

び 19時
じ

また

は 20時
じ

までの延長有
えんちょうあり

）。C型
がた

８時半
じ は ん

～17時
じ

、他要相談
ほかようそうだん

  

費用
ひ よ う

 子
こ

どもの年齢
ねんれい

と世帯
せ た い

の前年課税額
ぜんねんかぜいがく

で決定
けってい

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

21 家庭的
か て い て き

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

内容
ないよう

 

保護者
ほ ご し ゃ

が就 労
しゅうろう

等
とう

のために、保育士
ほ い く し

等
とう

の資格
し か く

を持
も

ち乳幼児保育経験
にゅうようじほいくけいけん

のある個人
こ じ ん

が、家庭
か て い

で保育
ほ い く

できない

子
こ

どもを保護者
ほ ご し ゃ

に代
か

わり日中保育
にっちゅうほいく

する制度
せ い ど

です。居宅型
きょたくがた

（保育
ほ い く

ママの自宅
じ た く

で３～５人
にん

を保育
ほ い く

）と共同型
きょうどうかた

（２

～３人
にん

の保育
ほ い く

ママがマンション等
とう

共 同
きょうどう

の場
ば

で各々
おのおの

３人
にん

の子
こ

どもを保育
ほ い く

）があります。 

【対 象
たいしょう

】生後
せ い ご

43日目
に ち め

～３歳未満児
さ い み ま ん じ

    【時間
じ か ん

】月
げつ

～金曜
きんよう

の８時半
じ は ん

～17時
じ

、他要相談
ほかようそうだん

  

費用
ひ よ う

 子
こ

どもの年齢
ねんれい

と世帯
せ た い

の前年課税額
ぜんねんかぜいがく

で決定
けってい

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 
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22 川崎市
か わ さ き し

が認定
にんてい

した認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

 

内容
ないよう

 

市
し

で定
さだ

めた基準
きじゅん

を満
み

たし、運営費
う ん え い ひ

を助成
じょせい

している施設
し せ つ

です。市
し

では、「川崎認定保育園
かわさきにんていほいくえん

」、「おなかま

保育室
ほ い く し つ

」 が あ り ま す 。 今後
こ ん ご

は 、 保育資格者数
ほ い く し か く し ゃ す う

の 向 上
こうじょう

や 保護者負担軽減
ほ ご し ゃ ふ た ん け い げ ん

等
とう

の 支援
し え ん

を 行
おこな

い 、

「川崎認定保育園
かわさきにんていほいくえん

」への再編
さいへん

を推進
すいしん

します。 

費用
ひ よ う

 各施設
か く し せ つ

で異
こと

なる 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

23 認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

 

内容
ないよう

 児童福祉法上
じどうふくしほうじょう

の認可
に ん か

を受
う

けていない施設
し せ つ

です。 

費用
ひ よ う

 各施設
か く し せ つ

で異
こと

なる 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

24 幼稚園
よ う ち え ん

 

内容
ないよう

 

義務教育及
ぎむきょういくおよ

びその後
ご

の教 育
きょういく

の基礎
き そ

を 培
つちか

うものとして、幼児
よ う じ

を保育
ほ い く

し、健
すこ

やかな成 長
せいちょう

のための環 境
かんきょう

を与
あた

え、心身発達
しんしんはったつ

を助 長
じょちょう

するための学校教育施設
がっこうきょういくしせつ

です。 

【対 象
たいしょう

】３歳
さい

～５歳児
さ い じ

   【開園日
か い え ん び

】月
げつ

～金曜
きんよう

（夏
なつ

・冬休
ふゆやす

み等
とう

の長期休業期間有
ちょうききゅうぎょうきかんあり

） 

【時間
じ か ん

】１日
にち

４時間
じ か ん

（ 標 準
ひょうじゅん

） 

費用
ひ よ う

 各幼稚園
かくようちえん

で異
こと

なる 問合
といあわ

せ 幼児
よ う じ

教 育
きょういく

担当
たんとう

(044-200-2493) 

25 幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

の預
あず

かり保育
ほ い く

 

内容
ないよう

 幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

で、通 常
つうじょう

の教 育
きょういく

時間
じ か ん

を延 長
えんちょう

して保育
ほ い く

を必要
ひつよう

とする在園児
ざ い え ん じ

を預
あず

かる事業
じぎょう

です。 

費用
ひ よ う

 各
かく

幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

で異
こと

なる 問合
といあわ

せ 幼児
よ う じ

教 育
きょういく

担当
たんとう

(044-200-2493) 

26 幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

における子育
こ そ だ

て支援事業
しえんじぎょう

 

内容
ないよう

 
幼稚園
よ う ち え ん

・認定
にんてい

こども園
えん

において、未就園児
みしゅうえんじ

の体験保育
たいけんほいく

、子育
こ そ だ

て相談
そうだん

・幼児教育相談
ようじきょういくそうだん

、子育
こ そ だ

てに関
かん

する

講演会
こうえんかい

等
とう

の開催
かいさい

、地域
ち い き

との交 流
こうりゅう

・連携
れんけい

・情報交換
じょうほうこうかん

等
とう

、地域
ち い き

の子
こ

育
そだ

てを支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 幼児
よ う じ

教 育
きょういく

担当
たんとう

(044-200-2493) 

27 認定
にんてい

こども園
えん

 

内容
ないよう

 
幼稚園
よ う ち え ん

と保育所
ほ い く し ょ

の機能
き の う

や特 徴
とくちょう

を併
あわ

せ持
も

つ施設
し せ つ

。就学前
しゅうがくまえ

の子
こ

どもに幼児教育
ようじきょういく

・保育
ほ い く

を提 供
ていきょう

し、地域
ち い き

にお

ける子育
こ そ だ

て支援
し え ん

等
とう

の機能
き の う

も備
そな

える施設
し せ つ

です。 

費用
ひ よ う

 
家庭
か て い

で 保育
ほ い く

で き な い 子
こ

ど も の 利用
り よ う

と 、

幼稚園
よ う ち え ん

としての利用
り よ う

で異
こと

なる 
問合
といあわ

せ 幼児
よ う じ

教 育
きょういく

担当
たんとう

(044-200-2493) 

28 幼児
よ う じ

園
えん

 

内容
ないよう

 幼稚園
よ う ち え ん

類似
る い じ

の無認可
む に ん か

幼児
よ う じ

教 育
きょういく

施設
し せ つ

で市
し

の基準
きじゅん

に該当
がいとう

する施設
し せ つ

です。 

費用
ひ よ う

 各
かく

幼児
よ う じ

園
えん

で異
こと

なる 問合
といあわ

せ 幼児
よ う じ

教 育
きょういく

担当
たんとう

(044-200-2493) 

29 病児
びょうじ

・病後児保育
び ょ う ご じ ほ い く

 

内容
ないよう

 
保育所
ほ い く し ょ

等
とう

に入 所
にゅうしょ

している子
こ

どもが、 病 中
びょうちゅう

または病気
びょうき

の回復期
か い ふ く き

にあり、まだ通 常
つうじょう

の保育所
ほ い く し ょ

等
とう

では預
あず

かれ

ない時
とき

に、一時的
い ち じ て き

に預
あず

かる制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 日額
にちがく

2,900円
えん

  別途減免制度有
べ っ と げ ん め ん せ い ど あ り

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

30 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（ショートステイ）事業
じぎょう

 

内容
ないよう

 

保護者
ほ ご し ゃ

が、疾病
しっぺい

・疲労
ひ ろ う

、身体的
しんたいてき

・精神上
せいしんじょう

・環 境 上
かんきょうじょう

の理由
り ゆ う

により児童
じ ど う

の養育
よういく

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

に、保護
ほ ご

を適
てき

切
せつ

に 行
おこな

うことができる施設
し せ つ

（児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

等
とう

）において養育
よういく

・保護
ほ ご

する事業
じぎょう

です。 

【利用期間
り よ う き か ん

】原則
げんそく

７日
 にち

以内
い な い

 

費用
ひ よ う

 市民
し み ん

税額
ぜいがく

による負担
ふ た ん

 問合
といあわ

せ 児童
じ ど う

家庭
か て い

支援
し え ん

・虐 待
ぎゃくたい

対策室
たいさくしつ

 (044-200-0132） 

31 事業所内保育施設
じぎょうしょないほいくしせつ

 

内容
ないよう

 会社
かいしゃ

、工 場
こうじょう

、病 院
びょういん

等
とう

に設置
せ っ ち

され、事業所
じぎょうしょ

の従 業 員
じゅうぎょういん

の子
こ

どものための民間保育施設
み ん か ん ほ い く し せ つ

です。 
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費用
ひ よ う

 各施設
か く し せ つ

で異
こと

なる 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

32 川崎
かわさき

認定
にんてい

保育
ほ い く

園
えん

 

内容
ないよう

 
市
し

が定
さだ

めた一定
いってい

の要件
ようけん

に基
もと

づき市長
しちょう

が認定
にんてい

し、市
し

から運営費
う ん え い ひ

の助成
じょせい

を受
う

けている保育
ほ い く

施設
し せ つ

です。利用
り よ う

条 件
じょうけん

、保育料
ほいくりょう

、申 込
もうしこみ

方法
ほうほう

などは、園
えん

によって異
こと

なります。 

費用
ひ よ う

 園
えん

によって異
こと

なる 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

33 おなかま保育室
ほ い く し つ

 

内容
ないよう

 
市内
し な い

在 住
ざいじゅう

で、生
せい

後
ご

６か月
げつ

～３歳
さい

未満
み ま ん

のお子
こ

さんを対 象
たいしょう

に、保育所
ほ い く し ょ

等
とう

に利用
り よ う

申請
しんせい

をし、保育
ほ い く

の必要性
ひつようせい

の

認定
にんてい

を受
う

けながらも保育所
ほ い く し ょ

等
とう

の利用
り よ う

ができないお子
こ

さんをお預
あず

かりする制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 子
こ

どもの年齢
ねんれい

と世帯
せ た い

の前年課税額
ぜんねんかぜいがく

で決定
けってい

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

34 地域
ち い き

保育
ほ い く

園
えん

 

内容
ないよう

 
児童
じ ど う

福祉法上
ふくしほうじょう

の認可
に ん か

を受
う

けていない施設
し せ つ

です。利用
り よ う

条 件
じょうけん

、保育料
ほいくりょう

、申 込
もうしこみ

方法
ほうほう

などは、園
えん

によって異
こと

なり

ます。 

費用
ひ よ う

 園
えん

によって異
こと

なる 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

35 企業
きぎょう

主導型
しゅどうがた

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

内容
ないよう

 

事業
じぎょう

所内
しょない

保育
ほ い く

事業
じぎょう

とは別
べつ

の、企業
きぎょう

主導
しゅどう

による保育
ほ い く

事業
じぎょう

です。 

従 業 員
じゅうぎょういん

対 象
たいしょう

の保育
ほ い く

施設
し せ つ

の定員
ていいん

の一部
い ち ぶ

に地域
ち い き

の住 民
じゅうみん

等
とう

が利用
り よ う

する地域枠
ち い き わ く

を設
もう

けている施設
し せ つ

の場合
ば あ い

は、地域
ち い き

の住 民
じゅうみん

等
とう

で保育
ほ い く

を必要
ひつよう

とする児童
じ ど う

の受入
う け い

れも 行
おこな

いますが、国
くに

と企業
きぎょう

が直 接
ちょくせつ

協議
きょうぎ

して運営
うんえい

する

仕組
し く

みのため、自治体
じ ち た い

に最新
さいしん

情 報
じょうほう

はございません。ご利用
り よ う

をお 考
かんが

えの方
かた

は勤務先
き ん む さ き

に確認
かくにん

するか、

地域枠
ち い き わ く

を利用
り よ う

したい方
かた

は施設
し せ つ

に直 接
ちょくせつ

お問合
といあわ

せいただくこととなります。 

費用
ひ よ う

 園
えん

によって異
こと

なる 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

36 年度
ね ん ど

限定型
げんていがた

保育
ほ い く

 

内容
ないよう

 
１年間

ねんかん

という期間
き か ん

を限定
げんてい

して１・２歳児
さ い じ

の受入枠
うけいれわく

を一時的
い ち じ て き

かつ臨時的
り ん じ て き

に確保
か く ほ

する、認可
に ん か

保育所
ほ い く じ ょ

の特別
とくべつ

保育
ほ い く

事業
じぎょう

です。 

費用
ひ よ う

 世帯
せ た い

の前年課税額
ぜんねんかぜいがく

で決定
けってい

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

37 ベビーシッター 

内容
ないよう

 保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

の自宅
じ た く

に出向
で む

いて、保護者
ほ ご し ゃ

が不在
ふ ざ い

の 間
あいだ

子
こ

どもの世話
せ わ

をする民間
みんかん

サービスです。 

費用
ひ よ う

 民間
みんかん

の事業者
じぎょうしゃ

ごとで異
こと

なる 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

 

（４）専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

 

38 地域療育
ちいきりょういく

センター 

内容
ないよう

 
障 害
しょうがい

のあるお子
こ

さんや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いのあるお子
こ

さんに対
たい

して、相談
そうだん

・診察
しんさつ

・評価
ひょうか

・療 育
りょういく

・訓練
くんれん

等
とう

の総合的
そうごうてき

療育支援
りょういくしえん

を 行
おこな

う施設
し せ つ

です。 

費用
ひ よ う

 市民税額
しみんぜいがく

による負担
ふ た ん

、その他
た

実費
じ っ ぴ

あり 問合
といあわ

せ 障 害
しょうがい

計画課
け い か く か

 (044-200-0871） 

39 児童発達支援
じ ど う は っ た つ し え ん

事業所
じぎょうしょ

 

内容
ないよう

 
障 害
しょうがい

のある主
おも

に未就学
みしゅうがく

のお子
こ

さんに対
たい

して、日常生活
にちじょうせいかつ

における基本動作
き ほ ん ど う さ

等を 習 得
しゅうとく

させ、また、

集団生活
しゅうだんせいかつ

に適応
てきおう

できるよう個別
こ べ つ

や集 団
しゅうだん

での療 育
りょういく

を 行
おこな

う事業所
じぎょうしょ

です。 

費用
ひ よ う

 市民税額
しみんぜいがく

による負担
ふたん

、その他実費
た じ っ ぴ

あり 問合
といあわ

せ 障 害
しょうがい

計画課
け い か く か

 (044-200-0873） 

40 障害児
しょうがいじ

・者一時預
しゃいちじあず

かり 

内容
ないよう

 
障 害
しょうがい

のあるお子
こ

さんや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いのあるお子
こ

さん、障 害
しょうがい

のある方
かた

を一時的
い ち じ て き

に預
あず

かり、日常生活
にちじょうせいかつ

におけ

る基本動作
き ほ ん ど う さ

の習 得
しゅうとく

や集団生活
しゅうだんせいかつ

に適応
てきおう

することができるよう指導
し ど う

・訓練
くんれん

を 行
おこな

う制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 市民税額
しみんぜいがく

による負担
ふ た ん

、その他
た

実費
じ っ ぴ

あり 問合
といあわ

せ 障 害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

(044-200-2653） 
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41 児童相談所
じどうそうだんじょ

 

内容
ないよう

 
子
こ

どもについて相談
そうだん

するための機関
き か ん

です。 

【対 象
たいしょう

】18歳未満
さ い み ま ん

の子
こ

ども  【
 

時間
じ か ん

】月
げつ

～金曜
きんよう

の８時半
じ は ん

～17時
じ

 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 児童家庭支援
じ ど う か て い し え ん

・虐待対策室
ぎゃくたいたいさくしつ

(044-200-0132) 

42 不妊
ふ に ん

・不育
ふ い く

専門
せんもん

相談
そうだん

センター 

内容
ないよう

 

望
のぞ

んでも妊娠
にんしん

しない、妊娠
にんしん

しても流 産
りゅうざん

や死産
し ざ ん

を繰
く

り返
かえ

す等
とう

、不妊症
ふにんしょう

や不育症
ふいくしょう

に関
かん

して治療
ちりょう

を受
う

けようか迷
まよ

っている方
かた

、検査
け ん さ

や治療
ちりょう

方法
ほうほう

を知
し

りたい方
かた

などに対
たい

して、専門医
せ ん も ん い

や不妊症
ふにんしょう

看護
か ん ご

認定
にんてい

看護師
か ん ご し

による相談
そうだん

を

お受
う

けします。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ こども保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

(044-200-2450) 

 

 

（５）小学生
しょうがくせい

の放課後支援
ほ う か ご し え ん

 

43 わくわくプラザ 

内容
ないよう

 

すべての小学生
しょうがくせい

を対 象
たいしょう

として、放課後
ほ う か ご

や土曜日
ど よ う び

・夏休
なつやす

みなどに、学校
がっこう

施設
し せ つ

を活用
かつよう

して児童
じ ど う

の遊
あそ

びや

生活
せいかつ

の場
ば

を確保
か く ほ

し、様々
さまざま

な文化
ぶ ん か

・スポーツ活動
かつどう

などを 行
おこな

い、異
こと

なった年齢層
ねんれいそう

の仲間
な か ま

づくりを支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。 

【時間
じ か ん

】月
げつ

～金曜
きんよう

は放課後
ほ う か ご

～18時
じ

、土曜
ど よ う

・夏休
なつやす

み等
とう

は８時半
じ は ん

～18時
じ

、日曜
にちよう

・祝 日
しゅくじつ

・年末年始
ねんまつねんし

は休
やす

み 

費用
ひ よ う

 ―（19時
じ

までの延 長
えんちょう

は事前申
じ ぜ ん も う

し込
こ

み制
せい

で月額
げつがく

2,500円
えん

） 

問合
といあわ

せ 青少年
せいしょうねん

支援室
し え ん し つ

 (044-200-3083) 

44 民間
みんかん

の事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行う
おこな 

放課後児童
ほ う か ご じ ど う

クラブ（学童
がくどう

保育
ほ い く

） 

内容
ないよう

 
保護者
ほ ご し ゃ

が就 労
しゅうろう

等
とう

により昼間家庭
ひ る ま か て い

にいない児童
じ ど う

を対 象
たいしょう

として、民間
みんかん

の事業者
じぎょうしゃ

が、放課後
ほ う か ご

や土曜日
ど よ う び

、夏休
なつやす

みなどに、子
こ

どもの生活
せいかつ

の場
ば

を提 供
ていきょう

します。現在
げんざい

、市内
し な い

に 20 か所
しょ

。 

費用
ひ よ う

 民間
みんかん

の事業者
じぎょうしゃ

ごとで異
こと

なる 問合
といあわ

せ ― 

 

 

（６）その他
た

 

45 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

内容
ないよう

 
厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

から委嘱
いしょく

を受
う

け、地域
ち い き

のために社会
しゃかい

奉仕
ほ う し

活動
かつどう

をしている方
かた

です。子
こ

どもやお年寄
と し よ

り、生活
せいかつ

の 

ことなどで悩
なや

みをお持
も

ちの方
かた

の気軽
き が る

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ ― 

46 子育
こ そ だ

てサークル 

内容
ないよう

 同
おな

じくらいの年齢
ねんれい

の子
こ

どもを持
も

つお母
かあ

さんたちが自主的
じ し ゅ て き

に活動
かつどう

しているグループです。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ ― 
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（２）調査票（小学校就学子どもの保護者用） 

 

川崎市
かわさきし

 子
こ

ども･子育
こ そ だ

て支援
し え ん

に関
かん

する利用
り よ う

ニーズ調査
ちょうさ

 

＜小学校
しょうがっこう

就 学
しゅうがく

子
こ

どもの保護者用
ほ ご し ゃ よ う

＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１．ご回答
かいとう

は、封筒
ふうとう

の宛名
あ て な

のお子
こ

さんの保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

にお願
ねが

いいたします。 

２．ご記入
きにゅう

は、黒
くろ

または青
あお

の鉛筆
えんぴつ

やボールペンをご使用
し よ う

ください。 

３．設問
せつもん

ごとに用意
よ う い

した回答項目
かいとうこうもく

の中
なか

から、あてはまるものの番号
ばんごう

を○で囲
かこ

んで

ください。また、記入欄
きにゅうらん

【  】（  ）には文字
も じ

を、□□には数字
す う じ

をご記入
きにゅう

ください。時間
じ か ん

を記入
きにゅう

する際
さい

は、９時
じ

～18時
じ

のように 24時間制
じ か ん せ い

でご記入
きにゅう

く

ださい。 

４．回答項目
かいとうこうもく

の中
なか

の波線
なみせん

をつけた教育
きょういく

・保育
ほ い く

の事業
じぎょう

等
とう

については、14 ページの

資料
しりょう

「子ども
こ   

・子育て
こ そ だ  

支援
し え ん

事業
じぎょう

の内容
ないよう

と利用料
りようりょう

」を参考
さんこう

にしてください。 

５．ご記入
きにゅう

いただきました調査票
ちょうさひょう

は、１月
が つ

３１日
に ち

（木
も く

）までに、お手数
て す う

です

が３つ折
お

りし、同封
どうふう

の返信用封筒
へんしんようふうとう

に入
い

れてご投函
とうかん

ください（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

で

す）。 

 

ご記入
きにゅう

にあたってのお願
ねが

い 

本調査
ほんちょうさ

は、川崎市
か わ さ き し

が「第二期川崎市子
だ い に き か わ さ き し こ

ども・子育
こ そ だ

て支援事業計画
し え ん じ ぎ ょ う け い か く

」の策定
さくてい

に向
む

け、利用
り よ う

ニーズを把握
は あ く

するために実施
じ っ し

するものです。本調査
ほんちょうさ

や実際
じっさい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

まえ、

平成
へいせい

３２年
ねん

4月
がつ

から５年間
ねんかん

の川崎市
か わ さ き し

の幼稚園
よ う ち え ん

・保育所
ほ い く し ょ

等
とう

教育
きょういく

・保育
ほ い く

と地域
ち い き

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援事業等
し え ん じ ぎ ょ う と う

の必要量
ひつようりょう

を見込
み こ

み、事業計画
じぎょうけいかく

を策定
さくてい

いたします。 

なお、ご回答
かいとう

につきましては、本
ほん

調査
ちょうさ

の分析
ぶんせき

のために統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

し、本市
ほ ん し

におけ

る施策
し さ く

推進
すいしん

の目的以外
も く て き い が い

で使用
し よ う

することはございません。また、調査票
ちょうさひょう

は無記名方式
む き め い ほ う し き

で

あり、個人
こ じ ん

あるいは個々
こ こ

の調査票
ちょうさひょう

を公表
こうひょう

することはありません。 

お忙
いそが

しいとは存
ぞん

じますが、ご協 力
きょうりょく

いただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

本
ほん

調査
ちょうさ

に関
かか

わるご不明
ふ め い

な点
てん

やお問合
といあわ

せは、下記
か き

までご連絡
れんらく

ください。 

■お問合
といあわ

せ先
さき

 

川崎市
か わ さ き し

こども未来
み ら い

局
きょく

局
きょく

総務部
そ う む ぶ

企画課
き か く か

 為我井
た め が い

・藤川
ふじかわ

 

電話
で ん わ

：044-200-2211 FAX：044-200-3190 

E-Mail：45kikaku@city.kawasaki.jp 
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１．お子
こ

さんとご家族
か ぞ く

の 状 況
じょうきょう

 

 

問
とい

１－１ お住
す

まいの区
く

はどちらですか（○は１つ）。 

１．川崎区
か わ さ き く

   ２．幸 区
さいわいく

   ３．中原区
な か は ら く

   ４．高津区
た か つ く

   ５．宮前区
み や ま え く

   ６．多摩区
た ま く

   ７．麻生区
あ さ お く

 

 

問
とい

１－２ お住
す

まいの町名
ちょうめい

をご記入
きにゅう

ください。（○丁目
ちょうめ

と続
つづ

く場合
ば あ い

は数字
す う じ

を記入
きにゅう

してください。） 

町 名
ちょうめい

 【     】 【    】丁目
ちょうめ

 

 

問
とい

１－３ 宛名
あ て な

のお子
こ

さん(以下
い か

、「お子
こ

さん」といいます)が通
かよ

っている学
がっ

校名
こうめい

と学年
がくねん

をご記入
きにゅう

くださ

い。 

【          】学校
がっこう

 □年生
ねんせい

 

 

問
とい

１－４ お子
こ

さんを含
ふく

めた兄弟姉妹
きょうだいしまい

は何人
なんにん

ですか。兄弟姉妹
きょうだいしまい

の人数
にんずう

が２人以上
にんいじょう

の場合
ば あ い

は、一番下
いちばんした

の子
こ

どもの生年月
せいねんげつ

を□にご記入
きにゅう

ください。 

兄弟姉妹
きょうだいしまい□人

にん

   一番下
いちばんした

の子
こ

どもの生年月
せいねんげつ

 平成
へいせい□□年

ねん□□月
がつ

 

 

問
とい

１－５ この調査票
ちょうさひょう

にご回答
かいとう

いただいている方
かた

（保護者
ほ ご し ゃ

）はどなたですか。お子
こ

さんからみた関係
かんけい

で

お答
こた

えください（○は１つ）。 

１．父親
ちちおや

   ２．母親
ははおや

   ３．祖父
そ ふ

   ４．祖母
そ ぼ

   ５．その他親族
た し ん ぞ く

 

 

問
とい

１－６ お子
こ

さんと同居
どうきょ

されている方
かた

（兄弟姉妹
きょうだいしまい

を除
のぞ

く）について、お子
こ

さんから見
み

た関係
かんけい

でお答
こた

え

ください。祖父
そ ふ

、祖母
そ ぼ

については同居
どうきょ

または近居
きんきょ

（概
おおむ

ね 30分
ふん

で行き来
い  き

できる状 況
じょうきょう

）の別
べつ

で

お答
こた

えください（〇はいくつでも）。 

１．父親
ちちおや

、母親
ははおや

とも  ４．父
ちち

親
おや

（母
はは

親
おや

単身赴任
たんしんふにん

） ７．祖父
そ ふ

（近居
きんきょ

） 10．その他親族
た し ん ぞ く

等
とう

 

２．父
ちち

親
おや

（ひとり親
おや

） ５．母
はは

親
おや

（父
ちち

親
おや

単身赴任
たんしんふにん

） ８．祖母
そ ぼ

（同居
どうきょ

）    

３．母
はは

親
おや

（ひとり親
おや

） ６．祖父
そ ふ

（同居
どうきょ

）     ９．祖母
そ ぼ

（近居
きんきょ

）   

 

問
とい

１－７ お子
こ

さんの子育
こ そ だ

てを主
おも

に行
おこな

っているのはどなたですか（○は１つ）。 

１．父親
ちちおや

、母親
ははおや

ともに  ２．父親
ちちおや

  ３．母親
ははおや

  ４．祖父母
そ ふ ぼ

  ５．その他
た

親族
しんぞく

等
とう
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２．子
こ

どもの育
そだ

ちをめぐる環 境
かんきょう

について 

 

問
とい

２－１ 日頃
ひ ご ろ

、お子
こ

さんをみてもらえる親族
しんぞく

・知人
ち じ ん

はいますか（〇はいくつでも）。 

１．日常的
にちじょうてき

に祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえる 

２．緊急時
きんきゅうじ

もしくは用事
よ う じ

の際
さい

には祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえる 

３．日
にち

常 的
じょうてき

に子
こ

どもをみてもらえる友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

がいる 

４．緊急時
きんきゅうじ

もしくは用事
よ う じ

の際
さい

には子
こ

どもをみてもらえる友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

がいる 

５．いずれもいない 

 

問
とい

２－１で「１」または「２」を選
えら

ばれた方
かた

（祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にみてもらえる方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

２－２ 祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

にお子
こ

さんをみてもらっている状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください（〇はいくつ

でも）。 

１．安心
あんしん

して子
こ

どもをみてもらえる 

２．祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

の身体的負担
しんたいてきふたん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

３．祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

の時間的制約
じかんてきせいやく

や精神的
せいしんてき

な負担
ふ た ん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

４．親
おや

の立場
た ち ば

として、負担
ふ た ん

をかけていることが心 苦
こころぐる

しい 

５．子
こ

どもの教 育
きょういく

や発達
はったつ

にとってふさわしい環 境
かんきょう

であるか、不安
ふ あ ん

がある 

６．その他
た

（                            ） 
 

問
とい

２－１で「３」または「４」を選
えら

ばれた方
かた

（友人
ゆうじん

・知人
ちじん

にみてもらえる方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

２－３ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

にお子
こ

さんをみてもらっている状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください（〇はいくつでも）。 

１．安心
あんしん

して子
こ

どもをみてもらえる 

２．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

の身体的負担
しんたいてきふたん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

３．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

の時間的制約
じかんてきせいやく

や精神的
せいしんてき

な負担
ふ た ん

が大
おお

きく心配
しんぱい

である 

４．親
おや

の立場
た ち ば

として、負担
ふ た ん

をかけていることが心 苦
こころぐる

しい 

５．子
こ

どもの教 育
きょういく

や発達
はったつ

にとってふさわしい環 境
かんきょう

であるか、不安
ふ あ ん

がある 

６．その他
た

（                             ） 
 
＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

２－４ お子
こ

さんの子育
こ そ だ

てをする上
うえ

で、気軽
き が る

に相談
そうだん

できる人
ひと

がいますか。また相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

はあり

ますか（〇は１つ）。 

１．いる／ある           ２．いない／ない 

  

問
とい

２－５ お子
こ

さんの子育
こ そ だ

てに関
かん

して気軽
き が る

に相談
そうだん

できる先
さき

は、だれ（どこ）ですか（〇はいくつでも）。 

１．祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

        ７．通学
つうがく

する小学校
しょうがっこう

（先生
せんせい

）  

２．友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

          ８．民生委員
み ん せ い い い ん

・児童委員
じ ど う い い ん

 

３．近所
きんじょ

の子育
こ そ だ

て仲
なか

間
ま

       ９．かかりつけの医師
い し

 

４．各区保健福祉
か く く ほ け ん ふ く し

センター    10．ＮＰＯ法人
ほうじん

や子育
こ そ だ

てサークルなど 

（各区
か く く

役所
やくしょ

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

）     11．障 害
しょうがい

のある（発達
はったつ

の遅
おく

れや障 害
しょうがい

の 疑
うたが

いを含
ふく

む） 

５．児童相談所
じどうそうだんじょ

            子
こ

どものための施設
し せ つ

・事業
じぎょう

所
しょ

 

６．こども文化
ぶ ん か

センター     12．その他
た

（                ）
 

 

問
とい

２－４へ 

問
とい

２－２へ 

問
とい

２－３へ 

⇒問
とい

２－４へ 

問
とい

２－６へ 
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＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

２－６ 日常
にちじょう

の子育
こ そ だ

てを楽
たの

しく安心
あんしん

して行
おこな

うために周囲
しゅうい

からどのようなサポートがあればよいと思
おも

いますか（〇はいくつでも）。 

１．子育
こ そ だ

て 上
じょう

の不安
ふ あ ん

や悩
なや

みの相談
そうだん

      ６．親
おや

のリフレッシュの場
ば

や機会
き か い

の提 供
ていきょう

 

２．子育
こ そ だ

てに関
かん

する総合的
そうごうてき

な情 報 提 供
じょうほうていきょう

    ７．父親
ちちおや

の育児参加
い く じ さ ん か

に関
かん

する意識啓発
い し き け い は つ

 

３．子育
こ そ だ

て 中
ちゅう

の親同士
お や ど う し

の仲間
な か ま

づくり     ８．子
こ

どもの病気
びょうき

や障 害
しょうがい

についての相談
そうだん

 

４．子育
こ そ だ

てについての講座
こ う ざ

                  ９．特
とく

になし 

５．子
こ

どもを遊
あそ

ばせる場
ば

や機会
き か い

の提 供
ていきょう

    10．その他
た

（            ） 

 

 

３．保護者
ほ ご し ゃ

の就 労 状 況
しゅうろうじょうきょう

について 

 ※以下
い か

の設問
せつもん

では、「フルタイム」は、「１週
しゅう

５日程度
に ち て い ど

・１日
にち

８時間程度
じ か ん て い ど

の就労
しゅうろう

」とし、「パート・ア

ルバイト」は、「フルタイム以外
い が い

の就労
しゅうろう

」のことをいいます。 

 

問
とい

３－１ お子
こ

さんの保護者
ほ ご し ゃ

の現在
げんざい

の就 労 状 況
しゅうろうじょうきょう

（自営業
じえいぎょう

、家族従事者
かぞくじゅうじしゃ

を含
ふく

む）を、（１）母親
ははおや

（２）父親
ちちおや

それぞれお答
こた

えください（該当
がいとう

するものに○）。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１．フルタイム （１ 週
しゅう

５日程度
にちていど

・１日
にち

８時間程度
じかんていど

） １．フルタイム （１ 週
しゅう

５日程度
にちていど

・１日
にち

８時間程度
じかんていど

） 

２．フルタイムだが、産 休
さんきゅう

・育 休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 ２．フルタイムだが、育 休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 

３．パート・アルバイト等
とう

（「フルタイム」以外
いがい

の 就 労
しゅうろう

） ３．パート・アルバイト等
とう

（「フルタイム」以外
いがい

の 就 労
しゅうろう

） 

４．パート・アルバイト等
とう

だが、産 休
さんきゅう

・育 休
いくきゅう

・

介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 

４．パート・アルバイト等
とう

だが、育 休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

 

５．以前
い ぜ ん

は就 労
しゅうろう

していたが、現在
げんざい

は就 労
しゅうろう

していない ５．以前
い ぜ ん

は就 労
しゅうろう

していたが、現在
げんざい

は就 労
しゅうろう

していない 

６．これまでに就 労
しゅうろう

したことがない ６．これまでに就 労
しゅうろう

したことがない 

 

 

 

問
とい

３－１の（１）または（２）で、「１」から「４」のどれかを選
えら

ばれた方
かた

（フルタイム、パート・アルバイト等
とう

の就 労
しゅうろう

している方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

３－２ １週
しゅう

あたりの「就労日数
しゅうろうにっすう

」、１日
にち

あたりの「就労時間
しゅうろうじかん

（残業時間
ざんぎょうじかん

を含
ふく

む）」をお答
こた

えくださ

い。就労日数
しゅうろうにっすう

や就労時間
しゅうろうじかん

が一定
いってい

でない場合
ば あ い

は、もっとも多
おお

いパターンについてお答
こた

えくださ

い。 

産休
さんきゅう

・育休
いくきゅう

・介護休業中
かいごきゅうぎょうちゅう

の方
かた

は休 業
きゅうぎょう

に入
はい

る前
まえ

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。また、

家
いえ

を出
で

る時間
じ か ん

、帰宅時間
き た く じ か ん

を□にご記入
きにゅう

ください（30分未満
ふ ん み ま ん

は切
き

り捨
す

て・30分以上
ふんいじょう

は切
き

り上
あ

げ）。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１ 週
しゅう

あたりの平均
へいきん

の就労日数
しゅうろうにっすう

        日
にち

 １ 週
しゅう

あたりの平均
へいきん

の就労日数
しゅうろうにっすう

        日
にち

 

１日
にち

あたりの平均
へいきん

の就労時間
しゅうろうじかん

        時間
じ か ん

 １日
にち

あたりの平均
へいきん

の就労時間
しゅうろうじかん

        時間
じ か ん

 

家
いえ

を出
で

る時間
じ か ん

    時
じ

・帰宅時間
き た く じ か ん

     時
じ

 家
いえ

を出
で

る時間
じ か ん

    時
じ

・帰宅時間
き た く じ か ん

     時
じ

 

（１）（２）いずれも「５」または「６」の方
かた

は問
とい

３－４へ 
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問
とい

３－１の（１）または（２）で、「３」または「４」を選
えら

ばれた方
かた

（パート・アルバイト等
とう

の方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

３－３ フルタイムへの転換希望
てんかんきぼう

についてお答
こた

えください（該当
がいとう

するものに○）。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

があり、実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがある 

１．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

があり、実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがある 

２．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

はあるが実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがない 

２．フルタイムへ転換
てんかん

する希望
き ぼ う

はあるが実現
じつげん

でき

る見込
み こ

みがない 

３．パート・アルバイトで引
ひ

き続
つづ

き就労予定
しゅうろうよてい

  ３．パート・アルバイトで引
ひ

き続
つづ

き就労予定
しゅうろうよてい

  

４．パート・アルバイトをやめて、子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に

専念
せんねん

する予定
よ て い

 

４．パート・アルバイトをやめて、子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に

専念
せんねん

する予定
よ て い

 

 

 

問
とい

３－１の（１）または（２）で、「５」または「６」を選
えら

ばれた方
かた

（現在
げんざい

またはこれまでに就 労
しゅうろう

したことがない方
かた

）

にうかがいます。 

問
とい

３－４ 就労希望
しゅうろうきぼう

はありますか（該当
がいとう

するものに○）。また、該当
がいとう

する□に数字
す う じ

、もしくは該当
がいとう

する記号
き ご う

に○をご記入
きにゅう

ください。 

（１）母親
ははおや

（父子家庭
ふ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） （２）父親
ちちおや

（母子家庭
ぼ し か て い

は記載不要
き さ い ふ よ う

） 

１．子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に専念
せんねん

したい（就 労
しゅうろう

の予定
よ て い

はない） １．子育
こ そ だ

てや家事
か じ

に専念
せんねん

したい（就 労
しゅうろう

の予定
よ て い

はない） 

２．１年
ねん

より先
さき

、一番下
いちばんした

の子
こ

どもが     歳
さい

にな

ったころに就 労
しゅうろう

したい 

２．１年
ねん

より先
さき

、一番下
いちばんした

の子
こ

どもが     歳
さい

にな

ったころに就 労
しゅうろう

したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内
ね ん い な い

に就 労
しゅうろう

したい 

→希望
き ぼ う

する就労形態
しゅうろうけいたい

 

ア．フルタイムによる就 労
しゅうろう

 

イ．パート・アルバイト等
とう

による就 労
しゅうろう

 

⇒１ 週
しゅう

あたり    日程度
に ち て い ど

を希望
き ぼ う

 

１日
にち

あたり    時間程度
じ か ん て い ど

を希望
き ぼ う

 

３．すぐにでも、もしくは１年以内
ね ん い な い

に就 労
しゅうろう

したい 

→希望
き ぼ う

する就労形態
しゅうろうけいたい

 

ア．フルタイムによる就 労
しゅうろう

 

イ．パート・アルバイト等
とう

による就 労
しゅうろう

 

⇒１ 週
しゅう

あたり    日程度
に ち て い ど

を希望
き ぼ う

 

１日
にち

あたり    時間程度
じ か ん て い ど

を希望
き ぼ う

 

 

 

４．放課後
ほ う か ご

の過
す

ごし方
かた

について 

 

問
とい

４－１ 放課後
ほ う か ご

の事業
じぎょう

に関
かん

する情報
じょうほう

をどこから入手
にゅうしゅ

していますか（〇は１つ）。 

１．学校
がっこう

                 ５．インターネット 

２．
 

市
し

・区
く

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

・電話
で ん わ

                ６．その他
た

（              ） 

３．市
し

・区
く

役所
やくしょ

が配布
は い ふ

するパンフレット等
とう

  ７．どこに聞
き

けばよいかわからない 

４．
 

友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

            

資料
しりょう

（２）放課後
ほ う か ご

支援
しえん

 を参 照
さんしょう
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問
とい

４－２ 放課後
ほ う か ご

をどこで過
す

ごしていますか（〇はいくつでも）。 

１．わくわくプラザ 

 ２．民間
みんかん

の事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行う
おこな 

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ（学童
がくどう

保育
ほ い く

） 

３．ふれあい子育
こ そ だ

てサポート 

４．放課後等
ほ う か ご と う

デイサービス 

５．いずれも利用
り よ う

していない    

 

問
とい

４－３ いずれも利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

1．児童
じ ど う

が帰宅
き た く

する時間
じ か ん

に保護者
ほ ご し ゃ

が自宅
じ た く

にいるから 

２．祖父母宅
そ ふ ぼ た く

や友人
ゆうじん

・知人宅
ち じ ん た く

で過
す

ごせるから 

３．習い事
な ら  ご と

（ピアノ、サッカー、学 習
がくしゅう

塾
じゅく

など）に通
かよ

っているから 

４．こども文化
ぶ ん か

センターを利用
り よ う

しているから  

５．放課後
ほ う か ご

の短時間
た ん じ か ん

なら子
こ

どもだけで過
す

ごしても大丈夫
だいじょうぶ

だと思
おも

うから 

６．子
こ

どもが行
い

きたがらないから 

７．利用
り よ う

したいが定員
ていいん

がいっぱいであるから 

８．その他
た

（                                  ） 

 

＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

４－４ 今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい事業
じぎょう

はありますか（〇はいくつでも）。 

なお、「２」から「４」は利用料
りようりょう

がかかります。 

1．わくわくプラザを利用
り よ う

したい 

２．民間
みんかん

の事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行う
おこな 

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ（学童
がくどう

保育
ほ い く

）を利用
り よ う

したい 

３．ふれあい子育
こ そ だ

てサポートを利用
り よ う

したい 

４．放課後等
ほ う か ご と う

デイサービスを利用
り よ う

したい 

５．今後
こ ん ご

も利用
り よ う

したいとは思
おも

わない 

６．その他
た

（                                  ） 

 

 

５．わくわくプラザの利用
り よ う

について 

※こちらの設問
せつもん

は、わくわくプラザを利用
り よ う

している方
かた

（問
とい

４－２で「１」を選
えら

んだ方
かた

）にうかがいます。 

⇒該当
がいとう

しない方
かた

は問
とい

６－１へ 

 

問
とい

５－１ わくわくプラザの１週間
しゅうかん

の利用
り よ う

日数
にっすう

はどれくらいですか。日数
にっすう

を□にご記入
きにゅう

ください。 

 

現在
げんざい

の利用
り よ う

日数
にっすう

 

週
しゅう

 □ 日
にち

ぐらい 

 

資料
しりょう

NO５わくわくプラザを参照
さんしょう

  

問
とい

４－４へ 



179 
 

問
とい

５－２ 現在
げんざい

、わくわくプラザをいつ利用
り よ う

していますか（あてはまるものすべてに○）。 

また、それぞれの利用時間帯
り よ う じ か ん た い

を□にご記入
きにゅう

ください。 

 

現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

 

１．月
げつ

～金曜日
き ん よ う び

 下校
げ こ う

時
じ

から   時
じ

   分
ふん

 

２．土曜日
ど よ う び

 時
じ

   分
ふん

～  時
じ

   分
ふん

   

３．夏休み
なつやす  

等
とう

長期
ちょうき

休暇
きゅうか

 

期間中
きかんちゅう

 
時
じ

   分
ふん

～  時
じ

   分
ふん

   

 

問
とい

５－３ 台風
たいふう

などで学校
がっこう

が臨時
り ん じ

休校
きゅうこう

となった時
とき

、お子
こ

さんはどこで過
す

ごしていますか（〇はいくつ

でも）。 

１．こども文化
ぶ ん か

センター         ５．自宅
じ た く

（子
こ

どものみ）      

２
 

．ふれあい子育
こ そ だ

てサポートを利用
り よ う

        ６．祖父母
そ ふ ぼ

・親族
しんぞく

・友人
ゆうじん

・知人宅
ち じ ん た く

 

３．民間事
み ん か ん じ

業 者
ぎょうしゃ

が 行
おこな

う放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ  ７．その他
た

（                ） 

４．自宅
じ た く

（家族
か ぞ く

等
とう

住 宅
じゅうたく

） 

 

問
とい

５－４ 現在
げんざい

、放課後
ほ う か ご

（または８時
じ

３０分
ふん

）から１８時
じ

までは無料
むりょう

ですが、利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

をしてもよい

と思
おも

いますか（〇は１つ）。 

１．一定
いってい

の負担
ふ た ん

はしてもよい       ３．負担
ふ た ん

があるなら利用
り よ う

しない 

２
 

．延長時間
えんちょうじかん

については負担
ふ た ん

してもよい 

 

問
とい

５－５ わくわくプラザは何年生
なんねんせい

くらいまで利用
り よ う

したいと考
かんが

えていますか。 

□ 年生
ねんせい

くらいまで 

 

問
とい

５－６ わくわくプラザを利用
り よ う

している理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．近所
きんじょ

に遊ぶ
あそ  

場所
ば し ょ

がないから       ６
 

．だれでも登録
とうろく

すれば利用
り よ う

できるから 

２
 

．大勢
おおぜい

の友
とも

だちと遊
あそ

ばせたいから          ７．利用料
りようりょう

が無料
むりょう

だから 

３．活動
かつどう

内容
ないよう

が充 実
じゅうじつ

しているから      ８
 

．子
こ

どもが行
い

きたいというから 

４
 

．安全
あんぜん

に放課後
ほ う か ご

を過
す

ごせるから            ９．その他
た

（                   ） 

５．就 労
しゅうろう

などで保護者
ほ ご し ゃ

が家庭
か て い

にいないから  

 

問
とい

５－７ 事前
じ ぜ ん

申し
もう  

込み
こ  

制
せい

による 19時
じ

までの時間
じ か ん

延長
えんちょう

を利用
り よ う

していますか（〇は１つ）。 

１．利用
り よ う

している           ３．利用
り よ う

していない、また、今後
こ ん ご

の利用
り よ う

予定
よ て い

もない 

２．今
いま

は利用
り よ う

していないが、利用
り よ う

したい 
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問
とい

５－８ わくわくプラザに参加
さ ん か

してお子
こ

さんは変
か

わりましたか（〇はいくつでも）。 

１．友
とも

だちが増
ふ

えた           ５．積極的
せっきょくてき

になった 

２
 

．学校
がっこう

へ行
い

くのが楽
たの

しくなった         ６．わからない 

３．ゲームで遊ぶ
あそ  

ことが少
すく

なくなった   ７．その他
た

（                ） 

４
 

．いろいろな遊び
あそ  

を覚えた
お ぼ    

 

 

問
とい

５－９ わくわくプラザを利用
り よ う

して、保護
ほ ご

者
しゃ

から見
み

て満足
まんぞく

していますか（〇は１つ）。 

１．満足
まんぞく

  ２．やや満足
まんぞく

  ３．普通
ふ つ う

  ４．やや不満
ふ ま ん

  ５．不満
ふ ま ん

 

 

問
とい

５－１０ わくわくプラザに今後
こ ん ご

望
のぞ

むことは何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．活動
かつどう

内容
ないよう

の充 実
じゅうじつ

     ４．保護者
ほ ご し ゃ

との連携
れんけい

強化
きょうか

    ７．児童
じ ど う

の安全
あんぜん

確保
か く ほ

   

２．スタッフの体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

  ５．
 

学校
がっこう

との連携
れんけい

強化
きょうか

     ８．その他
た

（       ）
 

 

３．施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

             ６．
 

地域
ち い き

との連携
れんけい

強化
きょうか

     ９．特
とく

になし 

 

問
とい

５－１１ わくわくプラザで今後
こ ん ご

充実
じゅうじつ

させてほしい内容
ないよう

は何
なん

ですか（〇は２つまで）。 

１．体育館
たいいくかん

、校庭
こうてい

などを使用
し よ う

した自由
じ ゆ う

な遊
あそ

び 

２
 

．宿 題
しゅくだい

をしっかりさせること  

３．実 習
じっしゅう

・工作
こうさく

教 室
きょうしつ

などの体験
たいけん

プログラム 

４
 

．文化
ぶ ん か

・芸 術
げいじゅつ

などの体験
たいけん

プログラム 

５．スポーツ活動
かつどう

 

 

 

 

 

※こちらの設問
せつもん

は、民間
みんかん

の事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が行
おこな

う放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ（
ぶ

学童
がくどう

保育
ほ い く

）及
およ

びふれあい子育
こ そ だ

てサポートを

利用
りよう

している方
かた

にうかがいます（問
とい

４－２で「２」「３」を選
えら

ばれた方
かた

のみ）。 

⇒該当
がいとう

しない方
かた

は問
とい

７－１へ 
 

問
とい

４－２で「２」を選
えら

ばれた方
かた

（民間
みんかん

の事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が 行
おこな

う放課後
ほ う か ご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）（以下
い か

「民間
みんかん

学童
がくどう

保育
ほ い く

」と

いう。）を利用
りよう

している方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

６－１ 民間
みんかん

学童
がくどう

保育
ほ い く

の１週間
しゅうかん

の利用
り よ う

日数
にっすう

はどれくらいですか。日数
にっすう

を□にご記入
きにゅう

ください。 

現在
げんざい

の利用
り よ う

日数
にっすう

 

週
しゅう□日

にち

ぐらい 

 

 

 

 

 

 

６．わくわくプラザ以外
い が い

の放課後
ほ う か ご

事業
じぎょう

について 

別紙
べっし

（２）放課後
ほ う か ご

支援
しえん

 を参 照
さんしょう
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問
とい

６－２ 現在
げんざい

、民間
みんかん

学童
がくどう

保育
ほ い く

をいつ利用
り よ う

していますか（あてはまるものすべてに○）。また、それぞ

れ利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

を□にご記入
きにゅう

ください。 

現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 利用
り よ う

している時間帯
じ か ん た い

 

１．月
げつ

～金曜日
きんようび

 下校
げ こ う

時
じ

から   時
じ

～   分
ふん

 

２．土曜日
ど よ う び

 時
じ

   分
ふん

～  時
じ

   分
ふん

   

３．日曜
にちよう

日
び

・祝 日
しゅくじつ

 時
じ

   分
ふん

～  時
じ

   分
ふん

   

４．夏休み
なつやす  

等
とう

長期
ちょうき

休暇
きゅうか

 

期間中
きかんちゅう

 
時
じ

   分
ふん

～  時
じ

   分
ふん

   

 

 

 

問
とい

６－３ 民間
みんかん

学童
がくどう

保育
ほ い く

を利用
り よ う

している理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．預
あず

けていると安心
あんしん

だから              ５．利用
り よ う

できる時間
じ か ん

が長
なが

いから   

２．独自
ど く じ

のサービスを受
う

けられるから      ６．親
した

しい友
とも

だちと遊
あそ

べるから 

３．お迎
むか

えに行
い

きやすい場所
ば し ょ

にあるから  ７．子
こ

どもが行
い

きたいというから  

４．自宅
じ た く

の近所
きんじょ

にあるから                ８．その他
た

（              ） 
 

 

 

問
とい

４－２で「３」を選
えら

ばれた方
かた

（ふれあい子育
こそだ

てサポートを利用
りよう

している方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

６－４ ふれあい子育
こ そ だ

てサポートの利用状況
りようじょうきょう

（１年間
ねんかん

の利用日数
りようにっすう

または、１週間
しゅうかん

の利用日数
りようにっすう

、１回
かい

あ

たりの利用時間
り よ う じ か ん

）を□にご記入
きにゅう

ください（時間
じ か ん

は 30分未満
ふ ん み ま ん

は切
き

り捨
す

て・30分以上
ふんいじょう

は切
き

り上
あ

げ）。 

現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 

１年間
ねんかん

の利用
り よ う

日数
にっすう□□日

にち

 １週間
しゅうかん

の利用
り よ う

日数
にっすう□日

にち

 １回
かい

あたりの利用
り よ う

時間
じ か ん□□時間

じ か ん

 

 

問
とい

６－５ ふれあい子育
こ そ だ

てサポートを利用
り よ う

している理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．安全
あんぜん

に放課後
ほ う か ご

を過
す

ごせるから       ４
 

．子
こ

どもが行
い

きたいというから 

２
 

．就 労
しゅうろう

などで保護者
ほ ご し ゃ

が家庭
か て い

にいないから  ５．その他
た

（                   ） 

３．利用
り よ う

できる時間
じ か ん

が長い
なが  

から      

 

 

 

７．お子
こ

さんの病気
びょうき

の際
さい

の対応
たいおう

について 

 

問
とい

７－１ この１年間
ねんかん

に、お子
こ

さんが病気
びょうき

やケガで学校
がっこう

を休んだ
や す    

ことはありますか。例
たと

えば、風邪
か ぜ

によ

る発熱
はつねつ

のため自宅療養
じたくりょうよう

せざるを得
え

なかった等
など

（〇は１つ）。 

１．あった              ２．なかった 

 

資料
しりょう

NO９病児
びょうじ

・病後児保育
び ょ う ご じほ い く

 を参照
さんしょう

 

問
とい

７－２へ 問
とい

８－１へ 
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問
とい

７－２ この１年間
ねんかん

で、お子
こ

さんが病気
びょうき

やケガで学校
がっこう

を休
やす

んだとき、どのように対処
たいしょ

したのかお答
こた

え

ください（〇はいくつでも）。また、それぞれの日数
にっすう

について□にご記入
きにゅう

ください（半日程度
はんにちていど

の対応
たいおう

でも１日
にち

としてください）。 

１年間
ねんかん

の対処方法
たいしょほうほう

 日数
にっすう

 

１．就 労
しゅうろう

している母親
ははおや

が休
やす

んで看
み

た 日
にち

  

２．就 労
しゅうろう

している父親
ちちおや

が休
やす

んで看
み

た 日
にち

  

３．父親
ちちおや

又
また

は母親
ははおや

のうち就 労
しゅうろう

していない方
ほう

の保護者
ほ ご し ゃ

が看
み

た 日
にち

  

４．（同居者
どうきょしゃ

を含
ふく

む）祖父母等
そ ふ ぼ と う

の親族
しんぞく

・知人
ち じ ん

に預
あず

けた 日
にち

  

５．その他
た

（                    ） 日
にち

  

 

問
とい

７－３ 川崎市
か わ さ き し

では、未就学児
みしゅうがくじ

を対象
たいしょう

に、保育所
ほ い く じ ょ

などに入所
にゅうしょ

させているものの、お子
こ

さんが病気
びょうき

や

病気
びょうき

の治
なお

りかけで、また通常
つうじょう

の保育所
ほ い く じ ょ

などでは預
あず

かってもらえない時
とき

に、保護者
ほ ご し ゃ

に代
か

わっ

て一時的
い ち じ て き

に預
あず

かる病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

保育
ほ い く

事業
じぎょう

を行
おこな

っています。就労
しゅうろう

している母親
ははおや

や父親
ちちおや

が休
やす

ん

で看
み

た際
さい

に、この事業
じぎょう

が小学生
しょうがくせい

までを対象
たいしょう

にしていれば、利用
り よ う

したいと思
おも

いますか（○

は１つ）。この１年間
ねんかん

で利用
り よ う

したかった日数
にっすう

を□にご記入
きにゅう

ください。 

なお、病気
びょうき

やケガによる病児
びょうじ

・病後児
びょうごじ

のための事業等
じぎょうとう

の利用
り よ う

には、一定
いってい

の利用料
りようりょう

がかかります。 

 また、利用前
りようまえ

にかかりつけ医
い

の受診
じゅしん

が必要
ひつよう

となります。 
 

１．病児
びょうじ

・病後児保育施設等
び ょ う ご じ ほ い く し せ つ と う

を利用
り よ う

したいと思
おも

う   
 

２．利用
り よ う

したいと思
おも

わない 
 

問
とい

７－４ 病気
びょうき

やケガの理由
り ゆ う

で子
こ

どもを預
あず

かる事業
じぎょう

を利用
り よ う

する場合
ば あ い

、どのような事業形態
じぎょうけいたい

が望
のぞ

ましいと

思
おも

いますか（〇はいくつでも）。 

１．保育所等
ほいくしょとう

に併設
へいせつ

・隣接
りんせつ

した施設
し せ つ

で子
こ

どもを看
み

る事業
じぎょう

 

２．小児科
し ょ う に か

に併設
へいせつ

・隣接
りんせつ

した施設
し せ つ

で子
こ

どもを看
み

る事業
じぎょう

 

３．当該児童
と う が い じ ど う

の自宅
じ た く

に訪問
ほうもん

して子
こ

どもを看
み

る事業
じぎょう

 

４．その他
た

（                     ） 
 

問
とい

７－３で「２」を選
えら

ばれた方
かた

（病児
びょうじ

・病後児保育施設等
びょうごじほいくしせつとう

を利用
りよう

したいと思
おも

わない方
かた

）にうかがいます。 

問
とい

７－５ 利用
り よ う

したいと思
おも

わない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか（〇はいくつでも）。 

１．病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

は父母
ふ ぼ

が看
み

るほうがよいと思
おも

う 

２．病児
びょうじ

・病後児
び ょ う ご じ

を他人
た に ん

に看
み

てもらうのは不安
ふ あ ん

 

３．地域
ち い き

の事業
じぎょう

の質
しつ

に不安
ふ あ ん

がある 

４．地域
ち い き

の事業
じぎょう

の利便性
り べ ん せ い

（立地
り っ ち

や利用可能
り よ う か の う

時間日数
じ か ん に っ す う

など）がよくない      

５．利用料
りようりょう

がかかる・高
たか

い 

６．手続
て つ づ

きや申込
もうしこ

みが面倒
めんどう

 

７．親
おや

が仕事
し ご と

を休
やす

んで対応
たいおう

できる 

８．ほかの子
こ

どもから病気
びょうき

がうつったり、うつしたりしないか不安
ふ あ ん

 

９．その他
た

（                        ） 

⇒問
とい

８－１へ 

⇒       日
にち

 年間
ねんかん

 

⇒問
とい

８－１へ 

問
とい

７－６へ 

問
とい

７－５へ 
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問
とい

７－２で「３」～「５」を選
えら

ばれた方
かた

にうかがいます。 

問
とい

７－６ その際
さい

、「できれば父母
ふ ぼ

のいずれかが仕事
し ご と

を休
やす

んで看
み

たい」と思
おも

われましたか（○は１つ）。

また、可能
か の う

な日数
にっすう

を□にご記入
きにゅう

ください。 

１．休
やす

んで看
み

ることは 難
むずか

しい  ２．できれば仕事
し ご と

を休
やす

んで看
み

たい □□ 日
にち

 

 

問
とい

７－７ 「休
やす

んで看
み

ることは難
むずか

しい」と答
こた

えた理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（〇はいくつでも） 

１．仕事
し ご と

が 忙
いそが

しくて休
やす

めない          

２．子
こ

どもの看護
か ん ご

を理由
り ゆ う

に休
やす

みがとれない 

３．自営業
じえいぎょう

なので休
やす

めない            

４．休暇日数
きゅうかにっすう

が足
た

りないので休
やす

めない 

５．その他
た

（                            ） 

 

 

 

８．一時的
いちじてき

または宿 泊
しゅくはく

を 伴
ともな

う預
あず

かり事業
じぎょう

の利用
り よ う

について 

 

問
とい

８－１ この１年間
ねんかん

に、保護者
ほ ご し ゃ

が仕事
し ご と

その他
た

の理由
り ゆ う

により平日
へいじつ

の夜間
や か ん

または休日
きゅうじつ

に不在
ふ ざ い

となり、お子
こ

さ

んを一時的
い ち じ て き

に保護者
ほ ご し ゃ

以外
い が い

の人
ひと

にみてもらわなければならないことはありましたか（預
あず

け先
さき

が

見
み

つからなかった場合
ば あ い

も含
ふく

みます）（〇はいくつでも）。また、かかった日数
にっすう

を□にご記入
きにゅう

く

ださい。 

一時預
い ち じ あ ず

かりの 状 況
じょうきょう

 日数
にっすう

（年間
ねんかん

） 

１．親族
しんぞく

（同居者
どうきょしゃ

を含
ふく

む）や知人
ち じ ん

にみてもらった    日
にち

 

２．仕方
し か た

なく子
こ

どもを同行
どうこう

させた     日
にち

 

３．仕方
し か た

なく子
こ

どもだけで留守番
る す ば ん

をさせた     日
にち

 

４．その他
た

（                     ）     日
にち

 

５．なかった 

  

 

問
とい

８－２ このとき、一時的
い ち じ て き

な預かり
あ ず   

事業
じぎょう

としての夜間
や か ん

養護
よ う ご

等
とう

（トワイライトステイ）事業
じぎょう

が利用
り よ う

できれ

ば利用
り よ う

したいと思
おも

いますか（○は１つ）。なお、利用
り よ う

時
じ

には一定
いってい

の利用料
りようりょう

がかかります。 

１．利用
り よ う

したい        ２．特
とく

に利用
り よ う

する必要
ひつよう

はない 
 

 

 

資料
しりょう

（３）特定
とくてい

の理由
りゆう

による一時的
いちじてき

または宿 泊
しゅくはく

を 伴
ともな

う預
あず

かり を参 照
さんしょう

  

問
とい

８－１へ 

問
とい

８－３へ 
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＜みなさんにうかがいます＞ 

問
とい

８－３ この１年間
ねんかん

に、保護者
ほ ご し ゃ

の用事
よ う じ

（冠婚葬祭
かんこんそうさい

、保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

の病気
びょうき

など）により、お子
こ

さんを泊
とま

り

がけで保護者以外
ほ ご し ゃ い が い

の人
ひと

にみてもらわなければならないことはありましたか（預
あず

け先
さき

が見
み

つから

なかった場合
ば あ い

も含
ふく

みます）（〇はいくつでも）。また、かかった日数
にっすう

（泊
はく

）をご記入
きにゅう

ください。 

宿 泊
しゅくはく

を 伴
ともな

う一時預
い ち じ あ ず

かりの 状 況
じょうきょう

 宿 泊
しゅくはく

日数
にっすう

（年間
ねんかん

） 

１．親族
しんぞく

（同居者
どうきょしゃ

を含
ふく

む）や知人
ち じ ん

にみてもらった 泊
はく

 

２．仕方
し か た

なく子
こ

どもを同行
どうこう

させた 泊
はく

 

３．仕方
し か た

なく子
こ

どもだけで留守番
る す ば ん

をさせた 泊
はく

 

４．その他
た

（                     ） 泊
はく

 

５．短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（ショートステイ）事業
じぎょう

を利用
り よ う

した 泊
はく

 

６．障 害
しょうがい

のある子
こ

どものための短期入所
たんきにゅうしょ

 泊
はく

 

７．なかった 

 

問
とい

８－４ このとき、宿泊
しゅくはく

を伴う
ともな 

預
あず

かり事業
じぎょう

としての短期
た ん き

入所
にゅうしょ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（ショートステイ）事業
じぎょう

が利用
り よ う

で

きれば利用
り よ う

したいと思
おも

いますか（○は１つ）。なお、利用
り よ う

時
じ

には一定
いってい

の利用料
りようりょう

がかかります。 

１．利用
り よ う

したい        ２．特
とく

に利用
り よ う

する必要
ひつよう

はない 

 

９. 社会的
しゃかいてき

養育
よういく

と里親
さとおや

制度
せ い ど

について 

 保護者
ほ ご し ゃ

のさまざまな事情
じじょう

により、自分
じ ぶ ん

の家庭
か て い

で暮
く

らせない子
こ

どもたちが市内
し な い

に約
やく

３５０人
にん

います。そ

うした子
こ

どもたちを家庭
か て い

で育
そだ

てる役割
やくわり

を担
にな

っているのが「養育
よういく

里親
さとおや

」であり、本市
ほ ん し

でも里親
さとおや

制度
せ い ど

を推進
すいしん

しています。 

 

問
とい

９－１ 養育
よういく

里親
さとおや

を知
し

っていますか（○は１つ）。 

１．知
し

っていた  2．知
し

らなかった  3．聞
き

いたことはあるが内容
ないよう

は知
し

らなかった 

 

問
とい

９－２ 自分
じ ぶ ん

の家庭
か て い

で暮
く

らせない子
こ

どもたちは、里親
さとおや

家庭
か て い

や児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

、乳児院
にゅうじいん

などで生活
せいかつ

してい 

ます。このことについて、最
もっと

も近
ちか

いものを１つお選
えら

びください（○は１つ）。 

 １． 全
まった

く知
し

らなかった 

 ２．児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

などの施設
し せ つ

のみで生活
せいかつ

していると 考
かんが

えていた 

 ３．児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

などのほか、養育
よういく

里親
さとおや

の家庭
か て い

で生活
せいかつ

していることを知
し

っていた 

 ４．養育
よういく

里親
さとおや

の家庭
か て い

のみで生活
せいかつ

していると 考
かんが

えていた 

（児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

などの施設
し せ つ

で生活
せいかつ

していることを知
し

らなかった） 

 ５．自分
じ ぶ ん

の家庭
か て い

で暮
く

らせない子
こ

どもたちがいることは知
し

っていたが、 

どこで生活
せいかつ

しているかは知
し

らなかった 

 ６．その他
た

（                               ） 

「５」～「７」を選
えら

ばれた方
かた

は問
とい

９-１へ 
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問
とい

９－３ 養育
よういく

里親
さとおや

は、児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

からの委託
い た く

により、一定
いってい

期間
き か ん

、公的
こうてき

な支援
し え ん

を受
う

けながら子
こ

どもを養育
よういく

していく役割
やくわり

を担
にな

っています。この養育
よういく

里親
さとおや

は、養子
よ う し

縁組
えんぐみ

とは異
こと

なり、法的
ほうてき

な親子
お や こ

関係
かんけい

はあり

ません。養育
よういく

里親
さとおや

として児童
じ ど う

を養育
よういく

することについて、あなた自身
じ し ん

の考
かんが

えに最
もっと

も近
ちか

いものを

１つお選
えら

びください（○は１つ）。 

１．養育
よういく

里親
さとおや

として子
こ

どもを養育
よういく

することを 考
かんが

えている 

２．制度
せ い ど

内容
ないよう

等
とう

について理解
り か い

し不安
ふ あ ん

がなくなれば、養育
よういく

里親
さとおや

として子
こ

どもを養育
よういく

する

ことも検討
けんとう

したい 

３．自分
じ ぶ ん

の子
こ

どもがいるため、養育
よういく

里親
さとおや

になることを今
いま

は 考
かんが

えていない 

４．養育
よういく

里親
さとおや

として子
こ

どもを養育
よういく

することは 考
かんが

えていない 

５．子
こ

どもと法的
ほうてき

な親子
お や こ

関係
かんけい

を持
も

つことを希望
き ぼ う

するため、養育
よういく

里親
さとおや

ではなく養子
よ う し

縁組
えんぐみ

 

を検討
けんとう

したい 

６．その他
た

（                               ） 

 

 

 

１０. こども文化
ぶ ん か

センターの利用
り よ う

について 

本市
ほ ん し

では、子
こ

どもからお年寄
と し よ

りまで、みんなが支
ささ

えあい、助
たす

け合
あ

って安心
あんしん

して暮
く

らしていける地域
ち い き

づく

りに取
と

り組
く

んでいます。 

特
とく

に、子
こ

どものすこやかな成長
せいちょう

を促
うなが

し、安心
あんしん

して子
こ

育
そだ

てをしていく上
うえ

では、地域
ち い き

に子
こ

どもがいろいろ

な年代
ねんだい

の方
かた

と交流
こうりゅう

する場所
ば し ょ

が必要
ひつよう

であると考
かんが

えています。その中
なか

で、市内
し な い

５７館
かん

あるこども文化
ぶ ん か

センタ

ーでは、地域
ち い き

における多世代
た せ だ い

交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する拠点的
きょてんてき

な施設
し せ つ

として、多世代
た せ だ い

が相互
そ う ご

に交流
こうりゅう

することにより、

子
こ

どもたちが互
たが

いに支
ささ

え合
あ

うことを学
まな

びながら育
そだ

ち、地域
ち い き

の一員
いちいん

として主体的
しゅたいてき

に活動
かつどう

していく力
ちから

を培
つちか

う

ための環境
かんきょう

づくりを進
すす

めています。 

 

問
とい

１０－１ お子
こ

さんがこども文化
ぶ ん か

センターを利用
り よ う

する頻度
ひ ん ど

を教
おし

えてください（〇は 1つ）。 

１． 週
しゅう

３回
かい

以上
いじょう

   ３．月
つき

２・３回
かい

程度
て い ど

         ５．利用
り よ う

したことがない 

２． 週
しゅう

１・２回
かい

程度
て い ど

 ４．月
つき

１回
かい

以下
い か

（行
い

ったことがある） ６．こども文化
ぶ ん か

センターを知
し

らない 

 

問
とい

１０－２ お子
こ

さんは、こども文化
ぶ ん か

センターで、小学生
しょうがくせい

、中高生
ちゅうこうせい

、高齢者
こうれいしゃ

等
とう

の異
こと

なる年代
ねんだい

の人
ひと

と交流
こうりゅう

をしていますか（〇は 1つ）。 

１．いつも交 流
こうりゅう

している    ２．行事
ぎょうじ

等
など

の時
とき

は交 流
こうりゅう

している    ３．交 流
こうりゅう

していない 

 

問
とい

１０－３ お子
こ

さんは、こども文化
ぶ ん か

センターで、小学生
しょうがくせい

、中高生
ちゅうこうせい

、高齢者
こうれいしゃ

等
とう

の異
こと

なる年代
ねんだい

の人
ひと

どん

な交流
こうりゅう

をしてみたいですか（〇は 1つ）。 

１． 話
はなし

をしてみたい            ５． 昔 話
むかしばなし

などの本
ほん

を読
よ

んでほしい 

２．卓 球
たっきゅう

やゲームで一緒
いっしょ

に遊
あそ

んでみたい   ６．将棋
しょうぎ

やコマなどの遊
あそ

びを教
おし

えてほしい 

３．勉 強
べんきょう

を教
おし

えてほしい          ７．特
とく

に交 流
こうりゅう

したいと思
おも

わない 

４．相談
そうだん

にのってほしい           ８．その他
た

（                 ） 



186 
 

 

問
とい

１０－４ 子
こ

育
そだ

てをしていく中
なか

で、親
おや

だけでなく地域
ち い き

の大人
お と な

が関
かか

わっていくことについてどう思
おも

いま

すか（〇は 1つ）。 

１．子
こ

どもの成 長
せいちょう

にとって必要
ひつよう

だと思
おも

う ２．地域
ち い き

全体
ぜんたい

にとって必要
ひつよう

だと思
おも

う ３．必要
ひつよう

と思
おも

わない 

 

問
とい

１０－５ こども文化
ぶ ん か

センターについて、今後
こ ん ご

、どのように利用
り よ う

していったらよいと思
おも

いますか（〇

は１つ）。 

１．いろいろな年代
ねんだい

の方
かた

が利用
り よ う

できるようにしたほうがよい          

２．部屋
へ や

を区切
く ぎ

って、いろいろな年代
ねんだい

の方
かた

が利用
り よ う

できるようにしたほうがよい  

３．時間帯
じ か ん た い

を区切
く ぎ

って、いろいろな年代
ねんだい

の方
かた

が利用
り よ う

できるようにしたほうがよい 

４．子
こ

どもたちだけで利用
り よ う

できるようにしたほうがよい 

 

１１. 自由
じ ゆ う

意見
い け ん

 

 

教育
きょういく

・保育環境
ほいくかんきょう

の充実
じゅうじつ

、川崎市
か わ さ き し

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

に関
かん

する取組
とりくみ

等
とう

についてご意見
い け ん

がございましたら、ご自由
じ ゆ う

に

ご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料
しりょう

 

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援事業
しえんじぎょう

の内容
ないよう

と利用料
りようりょう

 ～小学校
しょうがっこう

子
こ

ども～ 

調査票内
ちょうさひょうない

では、子育
こ そ だ

て支援
し え ん

に関
かん

する事業
じぎょう

についての現在
げんざい

の利用状況
りようじょうきょう

や今後
こ ん ご

の利用希望等
り よ う き ぼ う と う

をうかが

います。 

次
つぎ

の 表
ひょう

で、川崎市
か わ さ き し

が実施
じ っ し

している事業
じぎょう

や民間事業
みんかんじぎょう

の概要
がいよう

、利用料等
りようりょうとう

についてまとめていますので、

ご参考
さんこう

にしてください。 

市
し

ホームページ「かわさきし子育
こ そ だ

て応援
おうえん

ナビ」では、子
こ

ども関係事業
かんけいじぎょう

の情 報
じょうほう

を掲載
けいさい

しております。 

かわさきし子育
こ そ だ

て応援
おうえん

ナビ  ＵＲＬ：

http://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/17-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

 

調査
ちょうさ

にご協 力
きょうりょく

いただきまして、ありがとうございました。 

ご記入
きにゅう

が済
す

みましたらお手数
て す う

ですが、同封
どうふう

の返信用封筒
へんしんようふうとう

（切手不要
き っ て ふ よ う

） 

に入
い

れて、１月
が つ

３１日
に ち

（木
も く

）までにご投函
とうかん

ください。 
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（１）子育
こ そ だ

て家庭向
か て い む

け情報提供
じょうほうていきょう

 

1 かわさきし子育
こ そ だ

てガイドブック 

内容
ないよう

 

主
おも

にこれから出 産
しゅっさん

をする方
かた

や子育
こ そ だ

てをする方
かた

に向
む

け、本市
ほ ん し

の子
こ

どもや子育
こ そ だ

てに関
かか

わる制度
せ い ど

や事業
じぎょう

、

施設
し せ つ

等
とう

についての情 報
じょうほう

を掲載
けいさい

したガイドブックです。各区役所保健福祉
かくくやくしょほけんふくし

センター児童家庭課
じ ど う か て い か

の窓口
まどぐち

等
とう

で配布
は い ふ

しています。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

(044-200-2848) 

2 かわさきし子
こ

育
そだ

て応援
おうえん

ナ
な

ビ 

内容
ないよう

 
子
こ

どもや子育
こ そ だ

てに関
かか

わる制度
せ い ど

や事業
じぎょう

、施設
し せ つ

についての情 報
じょうほう

を掲載
けいさい

している市
し

のホームページで

す。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

(044-200-2848) 

 

（２）放課後
ほ う か ご

支援
し え ん

 

3 ふれあい子育
こ そ だ

てサポート事業
じぎょう

 

内容
ないよう

 

子育
こ そ だ

てヘルパー会員宅
かいいんたく

での一時預
い ち じ あ ず

かり、学校
がっこう

・わくわくプラザ等
とう

への送迎
そうげい

等
とう

、育児
い く じ

の援助
えんじょ

を 行
おこな

う

ための事業
じぎょう

です。 

【対 象
たいしょう

】生後
せ い ご

４か月
げつ

～小学校
しょうがっこう

６年
ねん

までのお子
こ

さんと同居
どうきょ

している方
かた

 

費用
ひ よ う

 １時間
じ か ん

あたり 700円
えん

か 900円
えん

、年会費
ね ん か い ひ

1,200円別途
え ん べ っ と

 問合
といあわ

せ 企画課
き か く か

(044-200-2848) 

4 こども文化
ぶ ん か

センター 

内容
ないよう

 

地域
ち い き

における児童
じ ど う

の遊
あそ

びの拠点
きょてん

施設
し せ つ

（児童館
じ ど う か ん

）で、乳幼児
にゅうようじ

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

や小中高校生
しょうちゅうこうこうせい

の

居場所
い ば し ょ

等
とう

としても利用
り よ う

できます。 

【対 象
たいしょう

】０歳
さい

～18歳
さい

  【開館日
か い か ん び

】12月
がつ

29日
にち

～1月
がつ

3日
にち

を除
のぞ

く毎日
まいにち

 

【時間
じ か ん

】月
げつ

～土曜
ど よ う

9時半
じ は ん

～21時
じ

、日曜
にちよう

・祝 日
しゅくじつ

9時半
じ は ん

～18時
じ

 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 
青少年
せいしょうねん

支援室
し え ん し つ

 

(044-200-3083) 

5 わくわくプラザ 

内容
ないよう

 

すべての小学生
しょうがくせい

を対 象
たいしょう

として、放課後
ほ う か ご

や土曜日
ど よ う び

・夏休
なつやす

みなどに、学校
がっこう

施設
し せつ

を活用
かつよう

して児童
じ どう

の遊
あそ

びや

生活
せいかつ

の場
ば

を確保
か くほ

し、様々
さまざま

な文化
ぶ んか

・スポーツ活動
かつどう

などを 行
おこな

い、異
こと

なった年齢層
ねんれいそう

の仲間
な かま

づくりを支援
し えん

する

事業
じぎょう

です。 

【時間
じ か ん

】月
げつ

～金曜
きんよう

は放課後
ほ う か ご

～18時
じ

、土曜
ど よう

・夏休
なつやす

み等
とう

は８時半
じ はん

～18時
じ

、日曜
にちよう

・祝 日
しゅくじつ

・年末年始
ねんまつねんし

は休
やす

み 

費用
ひ よ う

 
― （19時

じ

までの延 長
えんちょう

は事前申
じぜんもう

し込
こ

み制
せい

で月額
げつがく

2,500円
えん

） 
問合
といあわ

せ 
青 少 年
せいしょうねん

支援室
しえんしつ

 

(044-200-3083) 

6 民間
みんかん

の事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行
おこな

う放課後児童
ほ う か ご じ ど う

クラブ（学童
がくどう

保育
ほ い く

） 

内容
ないよう

 
保護者
ほ ご し ゃ

が 就 労
しゅうろう

等
とう

により昼間家庭
ひ る ま か て い

にいない児童
じ ど う

を 対 象
たいしょう

として、民間
みんかん

の事業者
じぎょうしゃ

が、放課後
ほ う か ご

や

土曜日
ど よ う び

、夏休
なつやす

み等
とう

に、子
こ

どもの生活
せいかつ

の場
ば

を提 供
ていきょう

します。現在
げんざい

、市内
し な い

に 20 か所
しょ

。 

費用
ひ よ う

 民間
みんかん

の事業者
じぎょうしゃ

ごとで異
こと

なる 問合
といあわ

せ ― 

7 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 

内容
ないよう

 
障 害
しょうがい

のあるお子
こ

さんの放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

み等
とう

に、生活能力向上
せいかつのうりょくこうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、社会
しゃかい

との

交 流
こうりゅう

等
とう

、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を 行
おこな

います。 

費用
ひ よ う

 
市民税額
しみんぜいがく

による負担
ふ た ん

、その他
た

実費
じ っ ぴ

あり 
問合
といあわ

せ 
障 害
しょうがい

計画課
け い か く か

 

(044-200-0873） 
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（３）特定
とくてい

の理由
り ゆ う

による一時的
い ち じ て き

または宿泊
しゅくはく

を伴
ともな

う預
あず

かり 

8 病児
びょうじ

・病後児保育
び ょ う ご じ ほ い く

 

内容
ないよう

 
保育所
ほ い く し ょ

等
とう

に入 所
にゅうしょ

している子
こ

どもが、 病 中
びょうちゅう

または病気
びょうき

の回復期
か い ふ く き

にあり、まだ通 常
つうじょう

の保育所
ほ い く し ょ

等
とう

で

は預
あず

かれない時
とき

に、一時的
い ち じ て き

に預
あず

かる制度
せ い ど

です。 

費用
ひ よ う

 日額
にちがく

2,500円
えん

  別途減免制度有
べ っ と げ ん め ん せ い ど あ り

 問合
といあわ

せ 保育課
ほ い く か

(044-200-3128) 

9 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（ショートステイ）事業
じぎょう

 

内容
ないよう

 

保護者
ほ ご し ゃ

が、疾病
しっぺい

・疲労
ひ ろ う

、身体的
しんたいてき

・精神上
せいしんじょう

・環 境 上
かんきょうじょう

の理由
り ゆ う

により児童
じ ど う

の養育
よういく

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

に、保護
ほ ご

を適
てき

切
せつ

に 行
おこな

うことができる施設
し せ つ

（児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

等
とう

）において、一定期間
い っ て い き か ん

、養育
よ う い く

を行
おこな

う

事業
じ ぎ ょ う

です。 

【利用期間
り よ う き か ん

】原則
げんそく

７日
 にち

以内
い な い

 

費用
ひ よ う

 市民
し み ん

税額
ぜいがく

による負担
ふ た ん

 問合
といあわ

せ 
児童
じ ど う

家庭
か て い

支援
し え ん

・虐 待
ぎゃくたい

対策室
たいさくしつ

(044-200-0132） 

10 夜間
や か ん

養護
よ う ご

等
とう

事業
じぎょう

（トワイライトステイ） 

内容
ないよう

 

保護者
ほ ご し ゃ

が仕事
し ご と

その他
た

の理由
り ゆ う

により、平日
へいじつ

の夜間
や か ん

又
また

は休 日
きゅうじつ

に不在
ふ ざ い

となり、児童
じ ど う

の養育
よういく

が困難
こんなん

とな

った場合
ば あ い

等
とう

の緊 急
きんきゅう

の場合
ば あ い

に、保護
ほ ご

を適
てき

切
せつ

に 行
おこな

うことができる施設
し せ つ

（児童
じ ど う

養護
よ う ご

施設
し せ つ

等
とう

）において

児童
じ ど う

を保護
ほ ご

し、生活指導
せいかつしどう

、食事
しょくじ

の提供等
ていきょうとう

を 行
おこな

う事業
じぎょう

です。現在
げんざい

、本市
ほ ん し

では実施
じ っ し

しておりません。 

費用
ひ よ う

 市民
し み ん

税額
ぜいがく

による負担
ふ た ん

 問合
といあわ

せ 
児童
じ ど う

家庭
か て い

支援
し え ん

・虐 待
ぎゃくたい

対策室
たいさくしつ

(044-200-0132） 

11 障害
しょうがい

のある子
こ

どものための短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 

内容
ないよう

 
介護
か い ご

を 行
おこな

う方
かた

の疾
しっ

病
ぺい

などの理由
り ゆ う

により、一時的
い ち じ て き

に家庭
か て い

での介護
か い ご

が困難
こんなん

な障害児
しょうがいじ

に対
たい

し、

短期間
た ん き か ん

、障害児
しょうがいじ

施設
し せ つ

等
とう

に入 所
にゅうしょ

して介護
か い ご

等
とう

の支援
し え ん

を 行
おこな

います。 

費用
ひ よ う

 市民税額
しみんぜいがく

による負担
ふ た ん

、その他
た

実費
じ っ ぴ

あり 問合
といあわ

せ 障 害
しょうがい

計画課
け い か く か

 (044-200-0873） 

（４）子
こ

どもに関
かん

する相談
そうだん

機関
き か ん

 
12 児童相談所

じどうそうだんじょ

 

内容
ないよう

 
子
こ

どもについて相談
そうだん

するための機関
き か ん

です。 

【対 象
たいしょう

】18歳未満
さ い み ま ん

の子
こ

ども  【
 

時間
じ か ん

】月
げつ

～金曜
きんよう

の８時半
じ は ん

～17時
じ

 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ 
児童家庭支援
じ ど う か て い し え ん

・虐待対策室
ぎゃくたいたいさくしつ

(044-200-0132) 

（５）その他
た

 

13 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

内容
ないよう

 
厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

から委嘱
いしょく

を受
う

け、地域
ち い き

のために社会
しゃかい

奉仕
ほ う し

活動
かつどう

をしている方
かた

です。子
こ

どもやお年寄
と し よ

り、生活
せいかつ

のことなどで悩
なや

みをお持
も

ちの方
かた

の気軽
き が る

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

です。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ ― 

14 子育
こ そ だ

てサークル 

内容
ないよう

 同
おな

じくらいの年齢
ねんれい

の子
こ

どもを持
も

つお母
かあ

さんたちが自主的
じ し ゅ て き

に活動
かつどう

しているグループです。 

費用
ひ よ う

 ― 問合
といあわ

せ ― 
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